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フォーレ編　第一〇話






　ついに武闘大会の予選が始まったその日、宏ひろし達は例の計画を実行するための品定めとして、総出でフォーレ大闘技場に繰り出していた。

　ちなみに例の計画とは、春はる菜なが練習で作った武器の類たぐいを処分するついでに、作品の中でも特に出来がよくてうかつに売りに出せないものを、軽く魔改造した上で大会参加者に押しつけて、大会の結果を荒れさせようという、悪ふざけにもほどがある計画である。

　当初は反対していた達たつ也やも、大会の趣旨に武器の調達能力も含まれること、武器職人達にとっての見せ場でもあること、何よりいくら宏の魔改造品といえども、たかが武器が変わった程度で優勝できるのであれば、もとよりその人物に実力があった証明になる、といったことを、無駄な熱意を込めた宏に言い募られ、全面協力に態度を変えたのだ。

「予選初日が終わったけど、どう思う？」

「まあ、優勝候補の連中は外すとして、第三試合のはどうだ？」

「あたしとしては、第五試合のも捨てがたい感じだけど」

　人数を一気に絞るためのバトルロイヤル。同時進行で八戦ずつ四回行われた試合をざっと眺めていた日本人一行が、口々に意見を言い合う。

　予選のバトルロイヤルは一戦が十二人前後、全体で約百人が一気に試合を行う。

　普通の闘技場では規模的に不可能なやり方だが、フォーレの大闘技場は広さが一定範囲内で変更可能なため、最大で騎兵を含む五百対五百の大規模戦闘もできる。

　千年以上前の時代だが、大工のエクストラスキルを持っていた人間が作っただけあって、大型モニターや試合場の規模設定機能など、オーバースペックにもほどがある機能が満載されているのだ。

　ただし、これだけの機能があっても、客席の数だけはほぼ変更できず、せいぜい立見席を追加できる程度なのが運営側としては少々痛いところなのだが。

「第三試合と第五試合は、ちっと好みと違うからパスやなあ」

「好み、か。一応聞いておくが、ヒロはどんなのが好みだ？」

「まず最初に、今回の計画の趣旨として、っちゅう話やと念を押しといて、や」

「わざわざ念を押さんでも……」

「いやいや。ここで念押ししとかんと、真ま琴ことさんに余計な燃料注ぐことになるやん」

　宏の台詞に妙にがっかりした様子を見せる真琴と、思いっきり納得してしまう達也、春菜、澪みお。真琴の態度が、宏の懸念を全力で肯定してしまっている。

「で、話を戻すとして、今回の計画から言うと、あんまりベテランっぽい人はちょっと美お味いしないかなあ、思うんよ」

「なんとなく分からなくもないけど、理由は？」

「見栄えが半分で、もう半分は、ベテランやったら僕みたいなのにおもちゃにされんと、実力でちゃんとした装備ぐらいゲットせえや、っちゅう個人的な意見やな」

「納得できるような、ものすごくわがままなような……」

　宏が挙げた理由に、何とも微妙な表情を浮かべる春菜。一見納得できなくもない意見だが、それを認めると宏の作る装備に完全に依存しているアズマ工房の一行は立場がない。ものすごい勢いでブーメランとなって返ってきて、全力で自分達の頭に突き刺さる。

「まあ、後半は冗談やとしても、総合的に見てそこそこ腕はあるけどチャンスにも装備にも恵まれてへん若手、っちゅうんが今回ネタとして美味しいんは事実やで。それに、ベテランやったらベテランらしく、自力でうちらとコネ作って、正面から報酬用意して正規の値段で手に入れてほしいところやし。大体、優勝候補かて全員何らかの形で、ええ装備自力で手に入れてんねんし」

「そこはまあ、認めなくもないけどね」

　宏の言葉を肯定する真琴。実際問題、優勝候補は皆モンスタードロップの強力な魔剣や、ドワーフの名工製の高性能装備を持ち込んでいる。

　大抵の英雄譚たんというやつは、宏が言うような素質はあるが実績はぱっとしない駆け出しや若手が、何らかの強力なアイテムを手に入れたり、素晴らしい人脈を得ることに成功したりして、それをきっかけに、多少の挫折も経験しながら登りつめていくのがパターンだ。

　今回宏が押しつける装備というのは、英雄譚のきっかけとなるのに十分な性能を持ち合わせている。なので、最初から十全に活かし切りそうなベテランではなく、装備の性能に多少振り回されながらも一歩一歩ステップアップできる程度に未熟なほうがいい。

　目指すところがそこであるがゆえに、素人しろうとには恩恵が薄い倍率系エンチャントを多用し、成長を見越して付与しておいた隠し機能もある。

「とりあえず、うちらと大差ない感じの若さで、街の外で仕事する程度には経験を積んでて、腕前的に本戦までは進めそうな長剣メインの子に目星はつけたから、あとはどんな人柄かやな」

「師匠、人柄も見るの？」

「ええ装備ゲットしたぐらいで無茶苦茶調子に乗ったり、無茶やらかして死んだり、天てん狗ぐになって周りと軋あつ轢れき起こすようなんに渡したら、碌ろくなことならへんやん。多少調子に乗るぐらいはええけど、ちょっと痛い目見ても反省できんようなんは論外やで」

「確かに……」

　宏の言い分に大いに納得し、そこにはこれ以上口を挟まないことにする澪。

「で、結局誰に目星つけたのよ？」

「第二試合と第十五試合と第三十一試合の勝者やな。第二十三試合の子も悪くはないんやけど、女の子っちゅうのは別の機会にやりたい感じやし」

「あたし的には、女の子が英雄になる、ってのも悪くないと思うけど？　第二十三試合の子だったら、将来が楽しみなぐらいには見栄えもよかったし」

「余計なフラグ立てそうやし、やっぱり今回は王道的に男の子に頑張ってほしいところやからな」

　真琴の気楽な言葉に、ちょっとした懸念と自分の好み、両方の面で否定的な見解を示す宏。余計なフラグを立てそうだ、という点については否定できなかった真琴は、苦笑しながら宏の言い分を支持することに決める。

「了解、了解。で、どうやって人柄確認する？」

「まあ、問題はそこや。とりあえず兄貴と真琴さんで、上う手まいこと接触できへんかな？」

「また、無茶ぶりするわね。ま、何とか頑張ってみるわ。達也もそれでいい？」

「おう」

　とりあえず今日このあとの方針を大雑把に決めたところで、

「で、今日はそれでいいとして、明日以降はどうするんだ？　予選はまだあるんだが」

「確か、明日もういっぺんバトルロイヤルやるんやっけ？」

「おう。その後、二回試合して十六人まで絞るらしいぞ」

「ほな、明日は明日で物色して、そこでまた適当に声かける人間決めよっか」

「了解」

　日程を確認し、サクサク方針を決める。恐らく最終選考に残るのは六人程度であろうが、渡す相手はたった一人だ。

「で、ヒロはこのあとどうするんだ？」

「せやなあ。折角許可も取ったんやし、路地裏で怪しい露店やって在庫処分にいそしむわ」

「おう。春菜と澪は？」

「私達は、明後日あさってからの屋台の申請を出してくるよ。まだぎりぎり枠は空いてるらしいから」

「ついでに仕入れ」

「ＯＫ。じゃあ、あとでな」

　それぞれにやることを決め、さっさと行動に移す。

　どんな客引きをしたのか、次の日の昼頃には、武器を扱う路地裏の怪しげな露店の大量の不良品の中にかなりの掘り出し物がある、という噂うわさがごく一部の人間の間でひそやかに囁ささやかれていたのであった。




　　　　☆




「ここ、かな？」

　宏達がそんな風にスチャラカやっている頃、体調を完全に整えたレイニーは、エルザ神殿本殿につながる道を特定し、調査に入ろうとしていた。ダウンしてから潜入までに一週間近く経っているが、これに関しては経費を受け取った時に待ったがかかったためである。

（……明らかに、空気がおかしい……）

　五分ほど、けもの道に近い細道を歩いたところで、レイニーは空気の変化に気づく。

　恐らく暗殺者時代には馴な染じみすぎて気がつかなかったであろう、何とも言えない殺伐とした空気。今朝呼び出しを受けて大使館に顔を出した時に、大使館経由でエアリスから渡された護符やら瘴しょう気きカウンターやらが、あからさまに異常な反応を示している。

　それ自体は予想されていたことだからいい。問題なのは……、

（おかしい。エアリス様から貰もらった機材がこれだけ反応してるのに、瘴気の漏れが少なすぎる）

　瘴気カウンターの数値を見ながら、自分の感覚との齟そ齬ごに眉をひそめるレイニー。

　値が正しいのであれば、そっち方面の感知は素人の彼女ですら、明らかに瘴気を感じなければおかしい。なのに、殺伐とした空気は感じられても、瘴気そのものは薄すぎてほとんど分からない。普通なら機材の方を疑いそうになるし、神官などならば間違いなくそちらを疑うだろう。

　だが、完全に素人さんや逆にそっちの世界に浸りきった人間には分からないだろうが、両方の境界線上にいるレイニーにははっきりと分かるぐらいには、おかしな空気が漂っているのだ。

　ならば、疑うべきは機材ではなく自分の感覚の方である。

（……多分、あのあたりから罠わな……）

　瘴気カウンターが激しく警告音を鳴らしたあたりを見据え、どうするべきかを思案する。連絡が取れなくなった神殿関係者にしても、さすがにこんな近場で行方不明にはなっていないだろう。だが、間違いなく何かはある。

（本命は多分もっと先だろうけど、その準備としてここで何かされてる可能性が高い）

　そこまではいい。いいのだが、その罠というやつに嫌な予感がする。手持ちの札では対処できないと、レイニーの勘が告げる。

　ならば、どんなものなのかだけ調べて引き返すのがセオリーではあるが、調べようとした時点で今の自分では恐らく戻れなくなる。なんとなくそれが分かって、立ちすくんでしまうレイニー。

（……これは、出直したほうがいい……）

　五分ほどの葛かっ藤とうの末、レイニーは完全に白旗を上げ、引き返そうと踵きびすを返す。

　だが次の瞬間……、

「っ！　やっぱり!!」

　周囲の樹が〝歪ゆがんだ踊り〟を踊り始め、地面が一気にぬかるみ、あちらこちらから大量の〝手〟が生えてくる。

「戻って報告しないと!!」

　ぬかるみに足を取られる前に高く飛び上がり、自分を絡め取ろうとした木の枝を蹴って離脱しながら、思わずそんなことを叫ぶ。

　泥や雑草でできた手が、ぬかるみから生えてきてはレイニーを捕まえようとするが、それは枝がそうしようとした時点でおおよそ予想できていたため、とりあえずどうにか対処には成功する。

　そのまま枝をナイフで切り払い、掴つかもうとしてきた手を切り捨て、できるだけ地面に足をつかないように必死に逃げる。

　ようやく森から脱出できた頃には、正体不明の攻撃で防具が破損し、着ていた服も何カ所か引き裂かれ、あられもない格好になっていた。

　その時、レイニーは気づく。

　単に逃げるだけで消耗したとは思えない疲労感……恐らく何度か捕まりかけた時に、生命エネルギーを吸収されていたようだ。渡された機材の紛失はどうにか避けられたが、このまま自分のアジトに戻るのは体力的にかなりきつい。

　他に安全圏といえる場所は大使館と宏達の工房があるが、大使館は町の中心部にあるためアジトほどではないが距離があり、また人に見られるリスクも上がる。

　距離と取りうるルートを総合的に判断するなら、アズマ工房のスティレンの工房がこの場合おそらくベストだ。それに、報告するならまずは宏達だろう。

（この格好であまり街中を堂々と歩くのはまずい……）

　その手の羞恥心は薄いレイニーだが、工作員、そして暗殺者としての本能が、あられもない格好で人の多いところを動き回るのはまずいと判断。気配を完全に消し、人気のないルートで宏達の拠点を目指すことにする。

　報告すべきことを報告するため、そして愛いとしのハニーに再度助けを求めるため、レイニーは慎重に引き返すのであった。




　　　　☆




「この状況で、まだあの計画続けるの？」

　ボロボロの状態で訪ねてきたレイニーからの情報を受け、そう切り出す春菜。

　因ちなみにレイニーはというと、軽い治療を受けベッドで安静にしているのだが、そのあられもない姿を宏に見せないように春菜達が奮闘したのはここだけの話である。

「確かに状況的に切羽詰まってんねんけど、ちょっと厄介なことがあってな」

「厄介なこと？」

「多分やねんけど、神殿まわりはエルとアルチェムがこっち来るまで話が進まんと思うねん」

　宏が断言した言葉に、納得半分不満半分といった色を瞳ひとみに浮かべる春菜。澪もどことなく不満そうだ。逆に、達也と真琴は、今の中途半端な情報だけで突っ込んでいくことには反対らしく、エアリスとアルチェムが来るまで話が進まない、という意見にどことなくほっとした様子を見せている。

「ダールで邪神の欠片かけらが暴れとったり、クレストケイブの鉱山がダンジョンになったり、そういう派手なことが続いとるから、恐らく相手もそこまで余裕はないんやと思う。せやから急ぐべきなんは急ぐべきなんやけど、罠があるっちゅうんが分かっとるところに慌てて突っ込むんは、それこそアホのすることや」

「それはそうだけど……」

「それに、エルとアルチェムが向こうでいろいろ準備しとるらしい、っちゅう感じのことをレイニーが言うとったんやろ？」

「うん」

「ほな、わざわざ突っ込んでいってそれ無駄にするんも間抜けやん」

「……」

　普段は暴走する側の宏に諭され、とりあえず今は不満を抑えることにする春菜。

「で、エルとアルチェムがこっちに来れるのって、いつぐらいだ？」

「そこまでは聞いてない。ただ、今日の調査報告聞いたらすぐに出発、って言ってたよ」

「ほな、このあとすぐ誰かが大使館に報告に行くとして、作った車の速度とか考えたら、早くて大会終わるか終わらんかぐらいちゃうか？」

「なるほどな」

　ウルスからフォーレまでの距離を考え、あっさり納得する達也。国境までは転移陣でショートカットするにしても、そこから三日程度はかかる。

「で、なんぞ春菜さんが妙に前のめりやけど、どないしたん？」

「そうね。いつもらしくなく、現状で行動を起こさないことにやけに不満そうじゃない」

　宏と真琴に不思議そうに見られて、一いっ旦たん頭を冷やすために深呼吸する春菜。どうにかこうにかクールダウンした後、思ったことを正直に口にする。

「正直、レイニーさんのやられた姿を見て頭に血が上ってた。そこまで情が移ってる相手だと思わなかったから、自分でもちょっとびっくり」

「ああ、なるほど、納得したわ。春菜さんやったらこの前みたいに弱った子犬みたいな状態で助け求められたら情も移って当然やから、そこはしゃあないか」

「そうかな……」

　宏にそんな風に言われて、自分はここまで情が深い人間だったか、などと疑問に思う春菜。

　実際のところは本人に自覚が乏しいだけで、春菜は一度テリトリーに入れた相手に対しては、メンバーの誰よりも情が深い人間だ。レイニーのようにテリトリーの端っこに辛うじて出入りしているだけの人間でも、無意識のうちに多少は気にかける程度には情愛の人なのである。

　その分、デントリスみたいに絶対にテリトリーに入れたくない相手に対してはとかく厳しくなる部分はあるし、ゆるいように見えてテリトリーに入れるまではそれなりに厳しい審査をしてはいる。してはいるのだが、レイナの事例を見ても分かるように、単なる過ちでやらかしたことに関しては、普通ならどんなに頑張っても敵対するしかないようなケースでも、その後の行動次第では完全に許してしまう、ある種危なっかしい包容力と母性を見せる面がある。

　なので、今回のレイニーのケースは、春菜がその母性を暴走させても仕方がない面があるのだが、残念ながら当人は、自分はそこまで上等な人間ではない、などと自己評価しており、どこまでもそういう自覚には乏しい。

「まあ、春菜さんがレイニーを自分の身内にカウントしたんはええとして、澪が不満そうなんはなんでや？」

「今突っ込んでいけば、一昔前のテレビ放送されてない類たぐいの、指定なしかＲ指定ぐらいになってるアニメのヒロインに降りかかる展開が春はる姉ねえに待ってるかと期待した」

「嫌な予感しかせえへんけど、具体的には？」

「ヒロイン＝脱がされる、の法則？」

　女の子が口にするのはどうかと思われる澪の台詞に、達也と真琴の視線が春菜の上半身、具体的には胸元あたりに集中する。

　集中した視線に怯ひるみ、反射的に胸元をかばうように自分の肩を抱く春菜。

「思わず一瞬納得しかけたが、身内のそういう種類の不幸を喜ぶのはどうかと思うぞ？」

「レイニーの受けた被害を見れば、普通の人間はそこを期待すると思う」

　微妙に否定しづらい意見を聞き、思わず頭を抱える達也。澪の教育に対して達也は特に責任を負っているわけではないが、それでもここまで駄目な方向に突き抜けてしまうと、どうしても自分の至らなさを痛感してしまう。

「やたら説得力あって納得しそうになったけど、その展開を望むには重大な問題があるわよ」

「重大な問題？」

「一つは、春菜だけピンポイントで狙われることはまずないんじゃないかってこと」

「ボクと真琴姉は避よければいい」

「そう簡単にいくんだったら、春菜だって避けられるって。あとはね、仮に春菜が捕まったとして、霊布の服の上にオリハルコン製のブレストプレートとか身につけてて、そんなに簡単にレイニーみたいな状態になるのかしら？」

　真琴の斬新な切り口からの反論に、言葉に詰まる澪。

　普通の鉄製の防具なら余裕かもしれないが、今の自分達の防具はそんじょそこらの魔鉄装備よりはるかに防御力も耐久力も高い。この装備でヒロイン＝脱がされるの法則が発動するようでは自分達の命が危険だし、装備がまともに仕事をすればお色気シーンなど発生するわけがない。

「……盲点だった……」

「いや、そこは普通に気がつきなさいよ」

　本気でがっくりきている澪に対し、呆あきれたように突っ込みを入れる真琴。前から手遅れだとは思っていたが、最近特にその度合いがひどい。もっとも、真琴は決して人のことは言えないのだが。

「とまあ、とりあえず澪は論破したわけだけど、春菜」

「何？」

「そのポーズ、かえってエッチくさいから」

「えっ？」

　まだ胸元をかばったままの春菜に、ある面では澪と変わらないぐらい余計なアドバイスをする真琴。実際、春菜が自分の肩を抱くようなポーズをとると、隠しきれないその豊かな胸が強調されて、下手に堂々と胸を張っているより色っぽい。同性の真琴ですら、ややもすると変な気分になりそうである。

　元より、普段は皆無なのに妙なところでやたらと色気を発散する部分があった娘ではあるが、宏に対する恋心を自覚してから、その度合いがひどくなった気がする。

　女の子は恋をした瞬間から無意識に魔法を使う、とはよく言うが、ここまで極端なのも珍しい。いきなり超一流の魔法使いに早変わりとは、チートにしたって限度というものがあるだろう。

「まあ、とりあえずそれは置いとくとして、レイニーが瘴気に当てられて妙なことになってたらまずいってことも考えると、エル達が来るまで待つってのはちょうどいいんじゃないかと思うわね」

　今突撃をかけるべきではない理由をいろいろ並べ立て、行動を先送りしようとする真琴。こうして無視できない理由が並んでしまえば、突撃派だった春菜と澪も反対はできない。

「そういうわけやから、地道にいろいろ準備しながら、外野として武闘大会楽しんどこうや」

「……分かった。エルちゃん達の準備が整うまでは、大人しく屋台をしておくよ」

　どうやら頭が冷えたらしく、納得した様子を見せて大人しく決定に従う春菜。レイニーの惨状も、結局は彼らのくだらない計画を中止させるには至らなかったのであった。
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　予選三日目が終わったところで、七級冒険者のジョン・コートリーは自身の武器のとある問題に直面していた。

「本戦まで、もたないか……」

　拠点として借りている、それほど大きくはない部屋。その部屋のテーブルに載せた己の武器を睨にらみながら、ジョンは渋い顔で唸うなった。

　今回の試合で、大きく刃が欠けてしまったのだ。最近ちょっと傷みが激しい感じだったため、少しでも買い替え費用に余裕を持たせようと慎重に扱っていたのだが、その努力もあまり意味はなかったようである。

　口減らしも兼ねて十三歳で冒険者資格を取ってから五年。雑用依頼をこなしながら、こつこつと金を貯ためて揃そろえた自身の相棒。中古の二流品とはいえ、もう四年近く苦楽を共にしてきた長剣だが、どんなに手入れをきちっとしたところで、元が駆け出しでも買えるだけに大した品ではない。

　三年に一度の大きな大会ともなれば、そんな剣が最後までもつわけがないのはある意味自明の理だと言えよう。

「だから、いい加減新しい剣を買えって言ったじゃない」

　それなりに整った顔に渋い表情を浮かべるジョンに負けず劣らず渋い顔で、パーティメンバーのヒーラー兼バッファー、アリサ・バーグマンが文句を言う。

　スレンダーながら必要十分なぐらいには出るべきところが出た体格と栗くり色の長い髪の女性で、元から絶世の美少女である春菜や栄養状態がよくなっていろいろな意味で花が開き始めている澪とはどうあがいても勝負にならないが、街を歩けば三人に一人は振り向かせられる程度の華やかな美人である。が、苦虫をまとめて大量にかみつぶしたような表情では、その魅力は半減すると言ってしまっていい。

　実際、彼女は恋人でもあるジョンの身を案じ、特に消耗が激しい長剣をもっといいものに買い替えろと再三言い続けてきた。

　防具の方は、駆け出しの頃については微妙だったが、ここ数年は卓越した技巧によってほとんど敵からの攻撃を直撃させていないため、買い替えが必要なほど傷んではいない。

「いい剣は高いし、安い剣だったらこいつと変わらないんだよ……」

「装備ケチる冒険者なんて、長生きできないって言われてたでしょ？」

「分かっちゃいるんだけどな……」

　冒険者にとって一番の悩みどころであろう、装備の更新。ここをケチるようでは長生きはできないが、さりとて安い買い物でもない。何しろ、性能も程度もいい武器は中古でも下手をすれば新品よりも高いし、その安い新品ですら武器としてちゃんと機能する最低ラインのものが日本円で五万円、ファーレーンだと五十クローネ、フォーレだと五千ドーマはするのだ。

　これが、まともな武器を新品で買うとなると一気に跳ね上がり、標準的な性能の長剣で五万ドーマ、一流の品ともなると二十万ドーマで買えれば破格に安い買い物になる。

　企業でいうところの設備投資に当たる支出だとはいえ、その日暮らしでちまちまと稼ぐ普通の冒険者にとっては、決して軽い負担ではない。

　ここまで破損した以上、買い替えないという選択肢はあり得ないが、逆にここまで破損した武器では下取りも難しい。こんなことならさっさと買い替えておくんだったと後悔してもあとの祭り。中古にしろ新品にしろ決して安くない買い物を、前の装備の下取りという費用の負担軽減なしで一括払いでやらざるを得ないことに頭を抱えるジョン。

「とりあえず、ケイトが今あっちこっち回って掘り出し物探してるから、アイツが帰ってきたら買いに行くわよ」

「そういや戻ってないと思ったら、もう動いてたのか。だが、そんな簡単に掘り出し物なんて見つかるのか？」

「噂ってほどじゃないけど、不良品を大量に扱ってる怪しげな露店があって、その中に結構な数の掘り出し物があるって話を聞いたのよ」

「それを探してるのか？」

　ジョンの問いかけに頷うなずくアリサ。ケイトとはケイト・オーエンスというフルネームの魔法使い兼シーフの少女で、純情そうな顔をしながらジョンともアリサともそういう関係を持ってしまった、ちょっとアレな性癖の人物である。

　彼らは外に出る依頼を受けやすくなる九級に昇格した頃からパーティを組んでおり、他のメンバーの出入りはあれど、三人はずっと一緒に行動している。

　もっとも、二年ほど前に発覚し、それ以来こじらせ続けているケイトの性癖は、アリサにとっては頭の痛い問題ではある。それ以外は良くも悪くもシーフとは思えないぐらい善良な娘で、正直他の人間を仲間に入れたいとは思えないぐらいには彼女のことが好きなのが、ある意味アリサにとっての泣きどころであろう。

　なお、ジョンがアリサともケイトともそういう関係であること自体は、アリサ自身はしょうがないと思っている。脳筋一歩手前のジョンが、本気で押し倒しに来た女を拒めるわけがないのだ。そもそも、自分も一緒に押し倒されているのだから、ジョンのことを強く言えない。少なくとも、夜中にそういうところに行って金を使うよりははるかにマシだ。

　実は三人ともファーレーン人で、フォーレとの国境近くの都市・ガーデイトの出身である。なぜガーデイトを出たのかは単純で、どちらの国から見ても辺境にある上、冬場は雪で閉ざされるガーデイトでは、仕事の絶対量が少ない上に繁忙期とそれ以外の差が大きすぎ、生活が苦しかったのだ。ウルスではなくスティレンだったのは単純にそっちの方が近かったからである。

「まあ、ケイトだったらそういうのを探すのは得意だからいいんだが……」

「交渉とか、アンタよりは頼りになるわよ？　単に陰謀とかに対処するのが苦手なだけだし」

「それが不安といえば不安なんだがな……」

「それもアンタよりマシよ」

　シーフとは思えないほど善良なだけに、ケイトはアズマ工房御一行と変わらないぐらい裏側に対する情報収集能力が低い。当人はシーフだと主張し続けているが、実際にはスカウトあたりの表現がしっくりくる。

　性癖的にいえば、その純情そうな顔に似合わない肉感的で起伏に富んだ肉体を上手く使っていくらでも情報が集められそうなものなのだが、妙なところで潔癖な彼女はそういうのは嫌らしい。

　ジョンもアリサもあまり女体を使って情報を集める行為をよしとしてないので、本人が嫌がっているのを幸いとそのままあやふやにしている。

「ジョン、アリサ、戻ってる？」

「っと、噂をすれば、か」

　ケイトの話をしているうちに、当の本人が戻ってきたようだ。口調が明るいところを見ると、その露店を発見したのだろう。

「どうだったの？」

「ばっちり！」

　春菜にやや劣る程度の大きさの立派なバストを誇張するように胸を張りながら、明るい声で自慢げに言ってのけるケイト。その仕草に合わせて、緩やかにウェーブがかかったプラチナブロンドの髪が揺れる。純情で清せい楚そな印象の綺き麗れいな顔に浮かぶ喜びの色は、彼女の善良な人柄をこれでもかと強調している。

　見た目や雰囲気だけで言うなら、アリサとケイトは間違いなく役割分担が逆だと誰もが言うだろう。ファーレーン人としてはやや小柄な身長も、そのイメージを強くしている。

　良くも悪くも、実に対照的な二人。そんな二人とよろしくやっているジョンは、もてない連中からいつもがれても不思議ではないのだが、残念ながら昼も夜も基本的に主導権を握っているのは女性陣であり、彼女達がその気になれば、ジョンに拒否権は一切ない。

「値段はどんな感じだったんだ？」

「一見して、すごく胡う散さん臭い安さだった。具体的には、平均一万ドーマ」

「……それ、大丈夫なのか？」

「ものすごく分かりづらい偽装はかけてあったけど、半分以上は平均より上だったと思う」

　偽装をかけてある、という言葉に、反射的に顔をしかめるジョンとアリサ。そんな真似をする店が、本当に信用できるのかと心配になってくる。

「偽装、なあ……」

「これ、ワタシの個人的な意見だけど、多分あの露店やってる人、ワタシ達みたいなのにチャンスくれてるんだと思う。でないと、わざわざ人よけの結界張ってまでそんなことはしないと思うし」

　一気に冷めた感じのジョンに対して、慌ててフォローの言葉を紡ぐケイト。

　一見して、店自体の雰囲気も店主も売っているものも確かに胡散臭かったが、手間をかけている割には明らかな不良品、というやつの割合が少なかった。掘り出し物を餌に不良在庫を一掃しようとするのであれば、もっと不良品は多くないと駄目だろう。

　もっとも、それ以前の問題として、不良品を在庫一掃処分したいのであれば、わざわざ人よけの結界を張ること自体がおかしいのだが。

「人よけの結界なあ……」

「こう、何とも言えない感じよね」

「多分大丈夫。大丈夫だから行こうよ、ジョン、アリサ」

　胡散臭い要素がたくさんあることは否定できない。しかし、実際に見てきたケイトとしては、上手く説明こそできないがこれはものすごいチャンスなのでは、と思わざるを得ないのだ。

　それゆえに、ついつい一生懸命説得してしまう。

「まあ、ケイトがそう言うんだったら……」

「買う買わないは、行ってから決めればいいんだしね……」

　ケイトの熱意に押され、ついに重い腰を上げるジョンとアリサ。とりあえず念のため多めの軍資金を用意し、軽やかな足取りで先導するケイトのあとについていく。

　が、シーフであるはずのケイトは、残念ながら最後まで自分を監視している人間の存在に気がつかなかった。
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　とある路地裏。

『師匠、そっちにターゲット一行が行った』

『了解や』

　澪からの連絡を受け、いそいそと商品構成を入れ替える宏。

　外れを掴んだ見る目のない男性客を見送ったところで連絡が入ったため、ある意味ちょうどよかったのである。もっとも、外れといっても三級品よりは上で標準品よりは下、という程度のものであるため、値段を考えるとクレームを受けるほどでもないが。

　なお、宏は結界に引っかかった相手に合わせて、いちいち並べている商品を替えている。初心者に近いほど当たりの比率が上がり、ベテランになればなるほど外れの比率が上がるのだ。

　今回の男は若手とはいえないくらいだったこともあり、大外れも含めて外れを七割程度にしていたためか、見事に外れに引っかかったのである。

『そろそろ到着する』

『こっちでも確認した。商売開始やな』

　澪の報告と同時に結界に引っかかった気配を見て、さらに胡散臭さの濃度を上げにかかる宏。わざわざ胡散臭さが倍増するように怪しいおっさん風に外見を偽装し、声までそれに合わせて変更するあたり、実に手が込んでいる。

　今回の相手は目をつけていた本命の一人なので、商品構成は当たり百パーセントだ。この胡散臭さに惑わされず、さらにちょこっとだけ偽装を甘くした大当たりに気づくことができれば、彼らの勝利である。

「ここか、ケイト？」

「また、わざとらしいほど胡散臭いわね……」

　準備が終わって少ししたぐらいに、ターゲットにした若手冒険者が店の前に到着。言うまでもなく、ジョン達一行である。

　女を二人も引きつれていい身分だが、こういう兄ちゃんが肉食系女子を複数引き受けてくれれば、それだけ自分に害が及ぶ危険性が減るのだから、宏的にはむしろ大歓迎である。幸いこの世界は全体的に一人の男が複数の女性を囲うことに寛容なので、こういう兄ちゃんがたくさんの女性を満足させてくれればくれるほど、宏のようなタイプが当たり散らされるリスクが下がるのだ。

「姉ちゃん、そっちの二人が自分の財布か？」

「うん、そう。というより、ワタシ達の彼に、どうしても新しい剣が必要になって」

「まあ、そろそろ来る頃や思うて、とっておきも出しといたから、あんじょう選んだってや。どれも一つ一万ドーマや」

　武器の値段としては破格どころか、最低ラインすれすれを提示する宏。その値段に、さらに胡散臭そうな表情を浮かべるジョン。アリサもあまりいい顔はしない。

「単に眺めとるだけやったら分からんやろうし、手に取って確認してええで」

「呪われたりは、しないだろうな？」

「全部うちの弟子の作品やから、さすがに呪いの魔剣作るような腕はあらへんわ」

　値段の理由の一端をあえて晒さらすことで、相手に納得させようとする宏。実際、その一言で一万ドーマという破格の値段にある程度理解を示したらしいジョンが、一本ぐらい当たりがあるかもしれないとかなり真剣に物色をし始める。

「弟子ってことは、オジサンは鍛か冶じ屋なの？」

「まあ、似たようなもんや」

　質問を飛ばしてきたケイトに対し、胡散臭い笑みを浮かべながら怪しい答えを返す宏。嘘うそは言っていないが真実にはかすりもしてないところがいやらしい。

[image: ]

「ついでやからちょっとヒントや。一本だけ、この胡散臭いのが手ぇ入れて強化したやつあるで」

「……というかちょっと待て。オッサン、何者だ？」

　余計なヒントを宏が与えたところで、今回のメインターゲットであるジョンが、真剣を通り越して怖い顔で睨みつけてくる。

「何者って、何がや？」

「とぼけるな。ここにある剣、どれもエンチャントがかかってる。たかが一万ドーマで売るような代物じゃない」

「そら、エンチャントの一つもかけるで。それやっとかんと、うちの基準やと単なる三級品やし」

　三級品、という単語に眉をひそめるジョン。

　エンチャントなしでも普通の剣より質がいいのだ。これが三級品となると、ここスティレンで手に入る武器のほとんどがスクラップ同然ということになる。自分の頭が悪い自覚はあるジョンだが、さすがにそれが分からないほど世間を知らないわけではない。

「まあ、店主が胡散臭あても、値段安いんやから自分らには問題ないやん」

「……釈然としないが、まあいいか……」

　納得できないものを感じつつも無理やり己を納得させ、さらにいくつかの剣を手に取って観察する。置いてあった八本の長剣のうち四本目を手に取ったところで、ジョンの顔つきが変わった。

「オッサン、こいつも値段は同じなのか？」

「同じやで」

「だったら、これにする」

　そう言ってジョンが掲げてみせたのは、宏のもくろみどおり、ディフェンダーソードという仮の名を与えられた魔改造品であった。

「大当たりやな。兄ちゃんの眼力に敬意を表して、あと五千ほど出すんやったらちょっとしたおまけつけんで」

「おまけ？　どんな？」

「魔力通すと怪我とスタミナを回復してくれる腕輪やな。いっぺん魔力通したると、十五秒ほど効果が続くで。おまけのおまけとしてちょっとした防御力強化と生命力強化の機能付きや」

「……五千で売るようなものじゃないわよ、それ……」

　おまけと聞いて口を挟んだアリサが、呆れたように突っ込みを入れる。断言してもいい。そのおまけ、転売すればそれだけで引退して遊んで暮らせるだけの値段になる。

「どう使うんも勝手やけど、一応所有者固定の作業はするから、すぐに転売とかはきついで？」

「……厚意で売ってもらうものだから、そんなことは……し、しないわよ」

「一瞬考えたやろ？」

　怪しい店主に見透かすように言われ、己の浅ましさに思わず真っ赤になり顔を伏せるアリサ。

「一万五千でいいんだな？」

「一万五千でええで」

　そんなアリサを放置し、あっさり購入を決めるジョン。

　支払いを済ませて武器を受け取り、軽く振って重心の位置などを確かめる。

「……この剣なら、大会でもいいところまで行けそうだ」

「ええこっちゃ。まあ、頑張り」

「ああ。で、ついでといっては何だが……」

　そこで言葉を切り、自分の女達に視線を向け、考えていたことを切り出すジョン。

「この二人に向いた武器はないか？　ここにあるやつも悪くはないんだが、この剣を見てしまうともう少し贅ぜい沢たくを言いたくなってな……」

「せやな。その前に、兄ちゃんのその腰に下げた剣、見せてんか？」

「この古いやつか？　刃をやっちまった上に駆け出しでも買える程度の中古品だぞ？」

　などといいながら、疑いもせずに店主に剣を渡すジョン。彼の中ではすでに、宏は胡散臭いだけで悪い人間ではないという認識に変わっているようだ。

「……なるほど、よう分かった」

「大した剣じゃないだろう？」

「少なくとも、兄ちゃんが自分の相棒を大事に使う人や、っちゅうんは分かったで」

　宏の言葉を聞き、妙に嬉うれしそうな表情を浮かべる女性二人。実際、ジョンの使っていた剣はとても丁寧に手入れされており、二十年ぐらい現役だった一度打ち直した跡がある安物の二流品とは思えないほど傷みが少ない。

　さすがに現役期間が長すぎたため、使えてもあと二年といったところだったが、今回の大会で酷使させたのが災いしたのだろう。おそらく一度打ち直したときにできた、一年ぐらいなら実用に影響はない程度の不具合の痕こん跡せきも残骸から見つかっている。

　正直な話、駆け出しが使ってよく四年ももった、と驚くほどだ。使っていたのがジョンでなければ、とうの昔にへし折れていても不思議ではない。

　もっとも、実のところ、大会予選のバトルロイヤルを見た段階でそんなことは分かっていたのだが、やはり遠目で見るのと手に取って確認するのとは違う。こういうのはちゃんと見て確認しておきたかったのだ。

「ちょっと待ってな。在庫チェックするわ」

　ジョンの相棒を返したあと、そう言って袋の中を覗のぞく振りをしながら、宏はこっそり通信を開始する。すでに使わなくなった中古品ではあるが、さすがに独断で売るには抵抗があって確認を取りたかったのだ。

『春菜さん、兄貴』

『宏君、どうしたの？』

『なんだ？　何かあったのか？』

『ちょっと確認したいんやけど、ファーレーン居おった頃に春菜さんが使うとった間に合わせのレイピアと、兄貴が使うとった間に合わせの杖つえ、この兄ちゃんらに売ってもうてええ？』

　宏の唐突な問いかけに、通信の向こうで戸惑う空気が伝わってくる。なぜそれを手放す話になっているのかが理解できないようだ。

『いきなりの話だが、なんでだ？』

『できたら、仲間の武器も何かええのんが欲しい、っちゅうてきてな。この兄ちゃんら個人的に気に入ったから、性能的にちょうどええあのへんの武器を売ったげたいんよ。どない？』

　宏の問いかけにすぐには答えず、しばらく沈黙する二人。どうやら裏でひそひそと相談しているらしい。

『俺の方は特に問題ねえぞ。別に思い入れがあるわけじゃねえし』

『その人達が大切に使ってくれるんだったら、私の方も異論はないかな。本当は手元に置いておきたいんだけど、使わないのに持ってるのは武器に対して失礼だし』

　二人の返事を聞き、それならばと結論を出す。

『了解。ほな、この将来有望そうな若者達に、ええ装備を手頃な価格で売ったげることにするわ。この兄ちゃんらやったら、絶対に粗末な扱いはせんやろうし』

　などといいながら、粗末な扱いという観点では自分達の方がひどいよな、と考えてしまう宏。

　自動修復があるとはいえ、宏達もちゃんと武器の手入れぐらいはしている。だが、熟練度の低いエクストラスキルを使う機会があるため、どうしても致命的に荒っぽい扱いになりがちなのだ。その上、大事に使っているとか腕でカバーするとかではどうにもならない相手と戦うことも多いため、これまた武器の消耗が激しくなる。

　進んで粗末な扱いをしているわけではなく、修理できるものは徹底的に修理して使っているのだが、それでも結果的には、ものを作っている人間達のチームとは思えないレベルで武器を壊しまくっているわけで、実にアレな感じのアズマ工房一行である。

「中古やけど、ちょうどええんがあったわ」

　春菜と達也から許可を貰い、ようやく探り当てたという演技をしながらレイピアと杖を取り出す宏。この時、こっそりバランス自動調整のエンチャントをかけておくのも忘れない。

　中古と聞いて一瞬顔をしかめ、だが宏が手にしている武器を見て目を見張るアリサ。

「そっちの栗毛の姉ちゃん、護身用はレイピアとか短剣の類やろ？　で、そっちのプラチナブロンドの姉ちゃんは魔法メインやから、魔術師の杖がええやんな？」

「……これが中古って、持ち主どうしたのよ……？」

「もっとええやつに切り替えたんよ。でも、それなりに思い入れあるから、ちゃんと大事に使うてくれそうな人に譲ったげてって釘くぎ刺されとってな」

　大事に使ってくれそうな、という言葉に背筋を正すアリサ。

　ジョンが見つけたものに比べれば幾分劣るが、このレイピアも十分以上にとんでもない代物なのは間違いない。エンチャントを抜いた品質ならば、むしろこちらの方が圧倒的に上である。普通なら考えるまでもなく、一生ものの武器だ。

　それだけに、元々の持ち主がこれから切り替えたという武器の性能を想像するだけで怖い。

「値段はどっちも一万ドーマでええわ。一応生半可なことで壊れんように作っとるけど、無茶な使い方はせんといてや」

「もちろんよ。こんなとんでもない武器が壊れるような状況、間違いなくアタシ達の手に余るもの」

「せやせや。冒険者は冒険するんが仕事、っちゅうても、無茶とか無謀と冒険はちゃうからな」

　宏の言葉に、真剣な顔で頷くジョン達三人。そこらの新米なら、これだけの装備をここまで破格の値段で手に入れる幸運に見舞われれば、その時点で舞い上がって無謀な行動に出ていただろう。

　だが、そこはベテランとは言えないまでも、それなりに経験を積んだ冒険者。装備がよくなっただけで無謀な行動に出るには、少々いろいろと辛酸をなめすぎた。

　慣れによる油断で命を落とす時期もどうにか乗り越え、冒険と無謀の区別がつく程度には実力もつけた今、宏に釘を刺されずとも装備の力に驕おごったりはしない。

「ほな、兄ちゃんのその相棒に敬意を表して、最後のおまけや。ちょっとそいつ貰うで」

「……ああ」

　宏に言われ、名残を惜しみながら今までの相棒を宏に渡すジョン。アリサ達が購入した装備、その前の持ち主もこんな気持ちだったのかな、などとちらりと思う。

　実際には、達也は間に合わせの杖にはそんなに思い入れの類はなく、春菜も持ちかえた時はそこまで名残を惜しむようなことはなかったのだが。

「さて、兄ちゃんの相棒の最後の仕事や」

　そう言って、欠けたところを軽く指で小突く宏。次の瞬間、そこから一気に亀裂が広がり、跡形もなく刀身が砕け散る。そして……

「剣が……？」

「長いこと大切に使われた武器はな、強力なエンチャントの触媒になるねん」

　宏の言葉に、呆ぼう然ぜんとしながら新たな相棒に視線を向けるジョン。今ので偽装が完全に解け、自分の技量や経験年数に対して間違いなく過剰といえるその性能が余すことなく露あらわになる。

「アタシ達のまで……」

「なんだか、武器の性能に振り回されそう……」

　同時に同じエンチャントをかけられたアリサとケイトの武器も、冗談が通じないほど底上げされている。特に魔法を使う際の補助具であるケイトの杖は、慣らしもせずに扱えば間違いなく性能に振り回されるだろう。

「ついでに使用者固定も済ませといたから、それはもう自分らの武器や。最後のエンチャントは大事に使えば大事に使うほど強くなるから、そういう意味でも大切にしたりや」

「そんなのなくても、大事にするわよ」

「相棒を大事にするのは、冒険者として基本中の基本だろう？」

「ワタシ達、そこまで馬鹿じゃないつもりです」

　宏の言葉に、真剣な顔でそう宣言するジョン達。破格の値段で売ってもらった、今の自分達には強すぎる武器。今は武器の格に完全に負けているが、いつか絶対にこれを持つにふさわしいと誰もが認める存在になる。そう心の中で誓い合のだった。




　そんなジョン達だが、その誓いを果たすかのように武闘大会を破竹の勢いで突破し、決勝戦で数段格上の相手にぎりぎりのところで勝利を収め、秘めた実力を示して周囲を大いに驚かせる。

　と、そこで終わっていれば話は美しかったのだが、そうは問屋がおろさないのがアズマ工房だ。

　ジョン達が胡散臭いおっさんと新たな武器に対しての誓いを果たそうと努力を始めたその裏では、とても本人達には聞かせられないような残念なことが行われていた。

　それが何かというと……、

「ものすごい儲もうかってしもたなあ……」

「トトカルチョで儲けてたら、値段抑えた意味ねえだろうが!!」

「さすがに優勝するとは思わんかってん」

「装備の問題でくすぶってる若手をテコ入れして優勝させようって計画で、テコ入れしたやつが優勝するとは思ってなかったってのはどういうことだよ!?」

　そう。武闘大会恒例の公式トトカルチョで、宏がジョンに賭けて大金を稼ぐという、いろんな意味で台無しな行為をしていたのだ。

　なお、このトトカルチョ、無駄に高度なもので、最初の手続きの段階で一人の選手にずっと儲けも含めた全額を賭け続けたり、同じ選手に賭け続けるが二試合目以降は総額の半分だけ賭けたり、といった、コンピューターでも使わねば面倒で仕方がない様々な賭け方ができる。

　また、よくある全員に賭けて確実に儲けを、という方法が取れないように、一つの試合で投票券を買えるのは一回だけ、という規制がかかっている。

　それらの規制が上手く働いてか、それとも試合開始までリアルタイムで現在のオッズが表示されるからか、割と健全な形で運営されているため、定番イベントとしてフォーレで愛されている。

「てか、宏君。いくら賭けたの？」

「予選の間怪しい露店やって稼いだ売り上げ、全部やな」

「うわあ……」

　しかもあろうことか宏は、倍率的に大穴であったジョンに不良在庫一掃の売り上げ全部を、最終試合まで一括で全額賭けるという、普通ならどう考えても無謀としか言いようがない形で突っ込んでいた。

　宏本人としては破格の値段で売ったとはいえ結構な収入になってしまった売り上げを効率よく浪費する手段のつもりだったのだが、結果としては他のトトカルチョ参加者から大量の金を巻き上げるという八百長じみた行為になってしまったのは、他人に知られてはいけない裏話であろう。

　因みに優勝したジョン、アリサ、ケイトの三人だが、この先いくつもの困難を自らの実力と武器の力とチームワークで乗り越え、後に〝フォーレでも五指に入る冒険者として名を馳はせる〟ことになるのだが、この時点では誰も知らない。歴史というのはそういうものである。








フォーレ編　第一一話






「してやられましたな」

「うむ。見事にしてやられた」

　武闘大会が終わったあと、フォーレ王の私的な飲み会の席で囁ささやかれた言葉は、その一言に尽きた。

「恐らく賞品に魅力を感じたりはしないであろうから、直接参加することはなかろうとは思っていたが、よもや無名の選手に武器を与えて優勝させるとはな」

「少々油断しておりましたな」

　などと、言葉だけで見れば苦々しく思っているともとれる発言を口々にするフォーレ王国中枢の面々だが、その顔に浮かぶ表情はむしろ称賛のそれであった。

「さすがに武器がよくなっただけで優勝はしないだろうと甘く見て、かなり大損しましたわ」

「貴公もか。私も少々痛い出費を強いられた口じゃ」

　金銭面でもしてやられた重じゅう鎮ちん達が、やけに明るい口調でどれぐらい損をさせられたかを言い合うという、何とも奇妙な光景が見られる飲み会。宴うたげとかパーティと言わず飲み会と表現したくなるのは、間違いなくこの和わ気き藹あい々あいとした雰囲気が原因であろう。

「手痛い、などといっても、お主達にとってははした金であろう？」

「家としてみればはした金ですが、小遣い銭としてはかなり痛い出費でしてのう」

「今月は飲みの回数を減らさねばならんのですじゃ」

　高給取りであり、持っている財産の量も飲み代で潰つぶすにはあと三代はかかろうかという貴族達が、そんな庶民的なことを口にする。場末の酒場で飲まれている酒を好み、大きなイベントで行われるトトカルチョをこよなく愛する実に庶民的な行動原理。フォーレ貴族は上は王家から下は騎士爵まで、このあたりの好みが見事なぐらいまで一致しているのだ。

　ついでに言うと、貴族が酒はともかくトトカルチョで身を持ち崩すのはただの愚か者だという考えが根強くあるため、せいぜい小遣いが少なくなったとぼやく以上の金額を賭かける人間はいない。

　酒で身を持ち崩すのも駄目だろう、という突っ込みに対しては、全員耳をふさいで『あーあー、聞こえなーい』という感じでスルーしてくれちゃうのだが。

「それで、陛下はどうでしたか？」

「儂わしか？　かなり儲もうけさせてもらったが？」

「さすが陛下ですな」

「連中が、ジョン・コートリーに武器を売りつけたと聞いたからな。連中と儂の眼力を試すためにも、それなりの金額を賭けた」

　結果として、フォーレ王はポケットマネーを大幅に増やすことに成功し、この飲み会の酒と肉のランクを二つほど上げることができたのである。

　国王が飲み会の費用をトトカルチョで稼ぐな、とはこの国では誰も言わない。

「もっとも、連中の稼ぎには負けるがな」

「そこまでですか？」

「うむ。路地裏で武器を安く売った稼ぎを、全部トトカルチョに突っ込みおった」

「それはまた、すごい自信ですな……」

　王の言葉を聞いて、あたりに苦笑するような空気が漂う。

　結果として大儲けしたが、いくら捨て値で安く売ったといっても武器は武器。その売り上げは決して少ないものではないだろう。それを全部武器を売りつけた相手に賭けるとは、余程売り物と売る相手を見る目に自信がなければできないことだ。

　しかも、二回戦から準決勝あたりはともかく、一回戦のジョンの倍率はかなり高かった。相手が優勝候補とまでは言わなくとも有力候補だったため、少々いい武器を持った程度では覆らないほどの実力差があったのだ。

「まったくな。武器一本で大きく化ける無名の冒険者を選び、安く装備を売ることでそやつらを支援する。そこで出た赤字はトトカルチョで有象無象から死に金を巻き上げることで補ほ填てんする。さすがにファーレーンとダールの上層部を骨抜きにするだけあって、よく考えておる」

「それを可能とする目利きの能力も含めて、見事な一手ですな」

「そのおこぼれにあずかった儂が言うことでもないが、善良なのかあくどいのか分からん連中よ」

　宏ひろしが武闘大会でやってのけたことを、そんな風に大きく評価するフォーレ王。

　現実のところは、クレストケイブで掘り出した鉱石を素材にしたので赤字と呼べるようなものが一切なく、トトカルチョにしても折角だから賭けておくか、といった程度である。

　全額突っ込んだのは元々予定していなかった収入ゆえに博ばく打ちでスッたところで痛くないからで、大勝ちしたのも実際には予定外の結果だったのだが、裏側を知らないフォーレ王達は全部計算ずくだと思っているようだ。

「それにしても、一つ気になるのですが」

「なんじゃ？」

「今回はその抜け道を見つけ出したことに敬意を表して問題にする気はございませんが、さすがにこの方法を今後も見逃すのはまずいのではないでしょうか？」

「なぜだ？」

　フォーレ王に真顔で聞き返され、返事に詰まる重鎮。なんとなくずるいというか不正の臭においが漂っているやり口なのだが、どのあたりがと聞き返されると、何一つ禁止された行為はしていないので説明しづらい。

「説明できぬ、ということはそういうことだ」

「ですが、毎回同じことをされてしまうと……」

「連中とて、そこまで暇でもなかろうよ」

　王の言葉に、周りの人間も苦笑するしかない。そもそも、金を稼ぎたいだけであれば、アズマ工房の場合こんな確実性のない手段を取らなくても、いくらでも大金が稼げる。それ以前に、普段の行動を見る限りでは、稼ぎたいと思っているかどうかそのものも怪しい。

「それに、禁止するとしてどこをどう禁止する？」

「と、申しますと？」

「装備の持ち込みを禁止するのか？　それとも、大会中の購入を禁止するのか？　装備を売った人間のトトカルチョへの参加を禁止するのか？」

「そ、それは……」

「持ち込み禁止はそもそも趣旨に反する。購入禁止なぞすれば武器の破損即失格だし、装備を売る職人達が反発しよう。トトカルチョの参加禁止も、年に一度の楽しみを取り上げるのかと暴動につながりかねん」

　王の言葉に、反対意見を出していた重鎮が、反論を思いつかずに沈黙する。

「確かに問題がないわけではないが、そう簡単にできるようなやり方でもない。こういうことでいちいち規制を加えると、思わぬところでややこしい状況につながるからな」

「そうですな。余程でなければ、規則など下手に変更しないに限ります」

「変更するにしても、変更したことで起こる問題と、今の規則で起こる問題とを検討し、さらに想定外を覚悟した上で行わねば余計な混乱を起こし、かえって目的に対して逆行しかねません」

　王の決定に、誰一人反対意見を述べない。そもそも、余程の性能の武器でないとこんなやり方は成立せず、その性能の武器なら、下手をすれば普通に値段をつけて売った方が儲かりかねない。さらに、予選の段階で装備の更新で優勝の可能性がありつつ、誰の目にもとまらないであろう貧弱な装備の人材を探す必要があるとなると、そう簡単に真似ができる人間などいない。

「なんにしても、これだけのことをやってのけたアズマ工房の工房主とは、一度直接会って飯でも食いながら話をしたいところよのう」

「それに関しては、そろそろちょうどいい機会が訪れそうです」

「姫ひめ巫み女こ殿の件か？」

「ええ。アズマ工房とアルフェミナの姫巫女様の仲は、有名な話ですからな」

「その件でいろいろ言われてはおるようだがな」

「恐れながら、言われないほうがおかしいかと」

　重鎮の一人の言葉に頷うなずくフォーレ王。エアリスがアズマ工房を開く前の宏に命を助けられ、さらに姫巫女として返り咲くためにかなり手を借りたことは有名な話である。当時十歳という年齢も考えれば、それだけの恩を受ければ信頼して当然であり、宏達を特別扱いすること自体は誰も疑問に思ってはいない。そこは、この国の中枢でも同じことである。

　無論、どこの馬の骨とも知れぬ宏達にそこまで懐いていることについては、当然全員が全員好意的に見ているわけではない。大恩を受けたファーレーンですらそうなのだから、このフォーレではなおのことである。

　その上、どんな手を使ったのか、最近ではダールの女王まで籠ろう絡らくしてしまったという情報も掴つかんでいる。そのくせ、そういったコネを使って利益をむさぼろうとする様子も見せない。ファーレーンやダールの王宮と急速に取引を拡大してはいるが、それで他の業者や御用商人の利益が圧迫されるかというと、所しょ詮せん零細規模だからか他が真似できない商品しか納入していないからか、不満は聞かれども表立って排斥に動くほどでもない。

　その妙な胡う散さん臭さが、フォーレの上層部を過度に警戒させてしまっている。取れるところから利益を取らず、行動原理もいまいち不明なのだから、これについては当然であろう。

　実際のところは基本的に宏達が使う素材の大半が高度すぎて売られておらず、税関連を納める以外はほとんど採取と加工で自己完結してしまっているために、金銭面での利益を追求する必要がほとんどないだけなのだが、そんな事情が分かるはずもない。

　結果的に、素材最優先で好奇心の赴くままに行動する宏達を理解できず、どう対処すべきか決めかねたまま、中途半端に警戒心だけが募ってしまっているのが現在のフォーレ中枢である。

「彼らが我が国に入った時点で、ファーレーンに送り込んでいる駐在大使を通じていろいろ調べましたが、少なくとも普通に確認できる範囲で、後ろ暗いことや王室の威光を振りかざすような真似はしていないようです。むしろどちらかといえば、王室からの無茶ぶりに四苦八苦しながら応えているほうが多いとのこと」

「儂もよそのことは言えんが、王室というやつは基本、求める品に対してはわがままだからな」

「そうですね。まあ、話を戻します。姫巫女様から聞いた話によると、アズマ工房も各地にある神殿を巡っているとのこと。恐らく、エルザ神殿に関しても、姫巫女様となにがしかで共に行動するものと思われます」

「自国の、それもかなり重要な施設について、他国の力を借りねばならぬのは情けない話だがな」

「仕方がありません。エルザ様の巫女殿が急死され、後任が決まる前に此こ度たびの事件です。ファーレーンとて、先代が即位した頃は、なんだかんだとダールや我がフォーレの手を借りていたのですし、お互い様ということにしておきましょう」

「そうだな」

　宰相からのその言葉に、思わず苦い笑みを浮かべてしまうフォーレ王。どれほど国力があったところで、一国ではどうにもできないことなどいくらでもある。そんなことは言われずとも分かっているが、それでも情けないことは情けないのだ。

「なんにしても、これは国の一大事だ。さすがに勝手に解決されては儂の面目も立たぬ以上、姫巫女殿を通して一度直接面会をし、その上で国として連中に依頼する形を取らねばならん」

「御意」

　フォーレ王の意向を受け、一つ頭を下げる宰相。

　当事者の考えをよそに、ここに来てアズマ工房一行はフォーレ王家と接触を持つことが確定するのであった。




　　　　☆




「武闘大会も、どうやら無事に終了したようですな」

「そのようですね」

　武闘大会終了の翌日。ようやくスティレンに到着したエアリス一行は、祭りのあとのどこか寂しい雰囲気を漂わせる街並みに、そんな感想を漏らしていた。

「エル様は、武闘大会に興味はあったんですか？」

　安全のためゴーレム馬車を徐行させながら、アルチェムがエアリスに問う。

　ドーガばかりが運転するのはきついだろうと、馬車が納車されてからアルチェムも運転の練習をしていたのだ。自転車にまともに乗れるようになるまでは随分かかったのに、馬車の運転は三日もあれば完璧に身についたあたり、アルチェムもなかなか偏った資質を持った女の子である。

　因ちなみに、宏がエアリスからの注文を受けて用意したゴーレム馬車は、高級車の代名詞とも言える某高級外車の、それも割と初期の頃のレトロで威厳のあるデザインに近い外観をしている。諸般の事情から天地波動砲こそ搭載していないが、それ以外のスペックは宏達のワンボックスカーと同等で、ワンボックスにもない特殊機能として、水上を走ることができるという便利機能が搭載された、オーバースペックもいいところな馬車なのだ。

「大会そのものにはあまり関心がありませんでしたが、開催期間中のスティレンのにぎわいにはとても興味がありました」

「なるほど……」

　その言葉に納得するアルチェム。

　エアリスはお祭りが大好きである。しかしそれは、自身がイベントなどに積極的に参加したいというよりは、それらによって街が活気づき、民がにぎやかに楽しそうに生きているのを見るのが楽しいからである。

　だからといって、静かで落ち着いた空間を嫌うわけではない。静かなところで落ち着きたい時もあるし、静かなほうが風情を感じるものもある。

　なので、祭りのあとの活気の残ざん滓しと寂しさを纏まとった空気も嫌いではないが、そういうのは祭りそのものの空気を十分堪能してからでないと、いろいろな何かが半減するのだ。

　そんないろんな意味で空気を楽しむエアリスの性格を理解しているアルチェムとドーガは、武闘大会に間に合わせられなかったことを内心で残念に思っていた。

「お祭り終わり～」

「屋台少ない～」

「エルちゃん残念～」

　エアリスが残念に思っているもう一つの理由を、後部座席でふよふよ浮いていたオクトガル達がズバリ指摘してのける。その指摘内容に、小さく苦笑するエアリス。

「まあ、確かに武闘大会の人出を当て込んだ怪しい露店はほとんどなくなってるけど……」

「胡散臭い店、ない～」

「パチモノくさいもの、売ってない～」

「チープな食べ物、減った～」

「面白み半減～」

　お祭りというもののもう一方の楽しみについて、無秩序に並べ立てるオクトガル達。

　エアリスのひそかな祭りの楽しみ方について言及され、微妙に渋い顔をするドーガ。言うまでもなく、明らかに姫巫女という立場の少女の楽しみ方ではないからだ。

　エアリスがこういう楽しみを覚えたのは、アズマ工房のメンバーと一緒に出歩くようになったのが原因だ。特に宏や澪みおと一緒に行動している時は、怪しげな露店ほどターゲットにし、いつぞやの春はる菜なに力説したようなパチモノの魅力を説明しては余計なものを買うことが多かった。おかげでエアリスは、すっかりパチモノ商品の怪しげな魅力にはまってしまっている。

　なので、ドーガとしては宏達にはいろいろ感謝しているが、エアリスにこういう余計な楽しみを植え付けたことだけは苦情を言いたい。

　百歩譲って露店のチープな食べ物を食べ歩くぐらいは黙認するが、あからさまに怪しい上に効果のないエルベルガマガエルの脂汗の軟なん膏こうだの、少し使えばすぐに壊れるようなちゃちな便利グッズだのに興味を示し、場合によってははした金とはいえ無駄遣いしてしまうのは、護衛兼お目付け役の立場としては非常に困る。

　もっとも、一番文句を言いたいことを挙げるならば、誰よりもたくさん余計なことをエアリスに吹き込んだであろう宏が、女性恐怖症を理由に祭りの際はほとんど出歩かないことなのだが。

「とりあえず、そろそろ軽く何か食べたほうがいいと思いますが、どうしますか？」

「そうじゃのう」

「確かに、そろそろお腹がすいてきました」

　なんとなく話が微妙な方向に進みかけていることを察し、アルチェムが話題転換をはかり、それに素直に食いつくドーガとエアリス。空腹なのも事実だが、なんとなくこのままの話題で会話を続けることがはばかられる何かがあったのも確かなので、ある意味渡りに船だったのだ。

「で、何を食べましょうか？」

「フォーレの場合、下手な店に入るとドワーフが宴会をしとるからのう……」

　アルチェムの問いかけに、悩ましそうに唸うなるドーガ。

　ドワーフという種族は、とにかく宴会が好きだ。住居や職場が鉱山のような暗所で時間経過の分かりづらい場所だからか、それとも鍛か冶じや採掘といった肉体的に過酷な労働がメインだからか、飲むと決めたら昼夜問わず酒を飲む。

　集まってワイワイ騒ぐのが好きで、飲み比べをするのも好き。その上、山ほどの料理を平らげるのも好き。とくれば、事あるごとに宴会となるのも仕方ないところだろう。

　要するに、ドワーフにとっての仕事終わりの一杯は、他の種族の宴会と大差ないのである。結果として、当人達は自覚がないまま、周りから見るといつでも宴会をしている感じになってしまう。

「傍はた目めで拝見するのは楽しいのですが、もし誘われたりすると……大変なことになってしまいますものね」

「そうですな。儂はともかく、姫様もアルチェムもやつらの宴会に参加させるには問題が多すぎますからのう」

　苦笑しながらのエアリスの言葉に、深々とため息をつくドーガ。

　ヒューマン種でドワーフの宴会に巻き込まれて、肝臓が無事で済むものはそうはいない。

　だが、例外というものはつきもので、ドワーフを上回る肝臓を持ち合わせているヒューマン種だって一定数はいるのだ。真ま琴ことあたりがいい例であり、過去のドワーフ殺しなどを含めた酒にまつわるエピソードを思い出してもらえれば納得もできるだろう。

「あら、あそこは……？」

「エル様？」

「いえ。恐らく屋台が並んでいるところだと思うのですが、ずいぶんと人だかりが」

　エアリスの言葉に、一度ゴーレム馬車を止めるアルチェム。ロイヤルな方々が乗るためのリムジン仕様であるため、下手なところに停車すると非常に邪魔だが、エアリスの興味を引いた何かがある以上、それを無視して強引に進むのも心苦しい。

「少し、馬車を降りて確認したいのですが……」

「……三人一緒に行けば、問題ありますまい」

　エアリスのわがままに少し思案した後、とりあえず許可を出すドーガ。

　今は行商人モードではなく姫巫女一行モードなので、衣装その他がこのあたりに降りるには少々不釣り合いである。だが、ドーガとしても屋台という単語にピンと来るものがあり、ここは手間をかけても、しっかり確認するべきだろうと考えたのだ。

「それなら、先にこの子達に危ない人がいないか見てきてもらいますね」

「うむ。そうじゃな」

　アルチェムの提案に頷き、エアリスをエスコートして馬車を降りるドーガ。

　ドーガが降りたのを確認し、自分も降りて馬車を格納するアルチェム。

　珍しいデザインのゴーレム馬車が、唐突に目の前から消えたことにざわめく野次馬達。

「じゃあ、ちょっと見てくる～」

「お願いね」

　オクトガル達が飛んでいくのを確認し、屋台村の出入口を探す姫巫女一行。

　入口と言っても、馬車が入れないようにするための低い柵で大雑把に囲われているだけなので、乗り越えればすぐに中に入れるのだが、ドーガはともかく、巫女であるエアリスとアルチェムがそれをするのは少々問題がある。

「ふむ、入口はあちらのようですな」

「折角なので、いろいろ冷やかしていきましょう」

　エアリスの言葉に頷き、雑多な売り物が並ぶ屋台村に足を踏み入れるドーガ。いろいろな食べ物の匂においが入り混じった雑然とした空気が、なんとなく心を浮き立たせる。好奇心に目を輝かせるエアリスのためにいろいろなものに手を伸ばしそうになるも、小腹がすいたというレベルを超えないだろう空腹感を考えると、下手なものには手を出せないと己を戒める。

「……やはり、屋台で人だかりといえば他になかろうなあ……」

　肩に乗っているオクトガルから危険人物はいないとの情報を貰もらい、そのまま人だかりの近くまで進み出たところで、聞き慣れた美しい声がドーガの耳に飛び込んでくる。

「相変わらずですよね、ハルナさん」

「そうじゃのう」

　圧倒的な集客力を見せる春菜の屋台。それを目の当たりにして、呆あきれとも感嘆ともつかない言葉を交わすアルチェムとドーガ。

　そんな二人を横目に、エアリスが目をきらきら輝かせながら行列の最後尾に並ぶと……突如、行列客達がモーゼの十戒のように左右に分かれる。本人にそのつもりはなかったが、どうやら無意識に道を譲らせてしまうような姫巫女的な何かを発っしていたようだ。

　唐突に起こったその状況に目を丸くし、エアリスが申しわけなさそうに頭を下げる。

　その様子に、かえって恐縮してしまう行列客。

「あ、エルちゃんだ、久しぶり。今日到着かな？」

　そんな状況に苦笑しながら、とりあえず三人分のホットドッグを用意しつつ声をかける春菜。ここに顔を出しているということは、本格的な食事は要らないが、軽く何かを食べたいぐらいの空腹感はあるのだろうと判断したらしい。

「お久しぶりです、ハルナ様。今日到着しました」

「そっか、お疲れ様。とりあえず関西風ホットドッグを用意したけど、これでいいよね？」

「はい！」

　春菜の問いかけに目を輝かせながら頷き、用意してもらったホットドッグを受け取るエアリス。

　あとから追いついたドーガが、三つ分の支払いを済ませるのを待ち、小さくいただきますと言って上品にかぶりつく。

「……やっぱり、とても美お味いしいです。この料理にカレー粉を使っているのは初めてですが、少し贅ぜい沢たくな感じで素敵です」

「エルちゃん関西風初めてだったよね。あ、折角だから、とっておきも用意するね」

　誰の目から見ても美味しそうに見える食べ方をするエアリスに微笑ほほえむと、鞄かばんの中から網の載ったコンロを取り出して準備を始める。その様子をざわめきながら見守る行列客達。

「……とっておきじゃと？　またモンスター食材かの？」

「うん。何かは食べてみてのお楽しみ」

　そんなことを言いながら、串が通せる程度の厚さに切られた何かの肉をタレに漬け込み、網の上に載せると、一分としないうちに焼きあがった。今まで嗅かいだことのない不思議な、だがこれでもかと食欲を刺激する匂いが漂い始め、その場に並んでいる人間全員を虜とりこにする。

「はい、完成。まだ熱いから気をつけてね」

「ありがとうございます！」

　いわゆる蒲かば焼やきというやり方で焼きあげられた肉を串に刺し、エアリスに手渡す春菜。

　すでにホットドッグを食べ終わっていたエアリスは、受け取った串を上品に軽く冷まし、端の方からいただく。すると、見る見るうちにその表情が綻ほころび、青い瞳ひとみをきらきらと輝かせて春菜を見た。

「とても、とても美味しいです!!」

　極上と呼ばれる種類の旨味が凝縮された、完璧に近い調和をみせるその肉。奇跡とも言える素材とタレのハーモニーに驚き、感想もそこそこに無心に齧かじるエアリス。

「うんうん、口にあってよかった」

　ドーガとアルチェムにも串を渡しながら、春菜が嬉うれしそうに応える。絶対の自信がある食材ではあったが、それでも美味しいと言ってもらえれば嬉しくないわけがない。

「ふむ。確かにこれは美う味まいのう」

「一体何のお肉なんですか？」

　愛らしく齧るエアリスの様子を眺めながら、素直な感想を漏らすドーガと、もっともな疑問を提示するアルチェム。

「ネタばらししたほうがいい？」

　そんな思わせぶりな春菜の言葉に対して、その場にいる全員が同時に頷いた。

「スティレンに拠点を移す直前に、クレストケイブの鉱山ダンジョンで仕留めたベヒモスのお肉。今回はお尻のあたりを使ってみたんだ」

「なるほど、美味いわけじゃ」

「さすがハルナさんです」

　春菜からもたらされた回答に、普通に納得する姫巫女一行。

　一方、半ば野次馬となっていた行列の人々はそういうわけにもいかず……、

「ベヒモス……、だと……？」

「ちょっと待て。そんなもの仕留められるのか？」

「どうせいい格好していい加減なことを言っているだけだろう？」

「だが、わざわざあんな身分の高そうな連中に、嘘うそを言うリスクを冒すとも思えないが……」

　あまりに物騒な名が飛び出し、にわかに雑然とし始める。

　それを見たドーガが、最後の一口を咀そ嚼しゃくしながら思案する。

「ふむ、そうじゃのう。ハルナ、ちと相談があるのじゃが？」

「はい、なんですか？」

「自発的に譲ってもらったとはいえ、行列を無視するという無作法をした詫わびをしたいのじゃが、このとっておきというやつ、この人数に行き渡らせることはできるかの？」

「肉自体は十分あるから、時間を貰えればできますよ」

「では、頼む。金はいくらでも出そう」

「了解～。あとで適当に請求書作っておきますね」

　そう言って、次々とベヒモス肉を焼きあげていく春菜。その匂いに釣られて新たにたくさんの客がやってくるが、

「ここまで～、ここまで～」

「最初に並んでた人限定～」

「次回をお楽しみに～」

　分裂したのか仲間を呼び寄せたのか、いつの間にか増えたオクトガルがちょっと巨大化して通り道をふさぎつつ、気の抜ける声で客を別の屋台に誘導していく。聞きわけの悪い客もいるが、軟体動物ゆえに打撃にはめっぽう強く、一般人のパンチでダメージを受けたりはしない。

「聞きわけの悪い子にはお仕置き～」

「チェッ○天てん誅ちゅう～」

「イチジク～、イチジク～」

　あまりに聞きわけが悪く、しかも物理攻撃に訴えてくるような客に対しては、そんなことをのたまいながらあまり詳しく描写したくない類たぐいのいたずらで追い払う。

　その様子を見ていた他の客も、大衆の面前でああいう真似をされるのは勘弁願いたいと思ったのか、言いがかりをつけたりせずに他の屋台に去っていく。

「料理終わり～？　終わり～？」

「うん。ありがとう」

「どういたしまして～」

　春菜が肉を焼き終えたところを見計らって、通常サイズに戻って屋台に集合するオクトガル達。そんな彼らに礼を言い、焼いた切れ端を配る春菜。行列整理のお駄賃といったところだろう。

「それで、エルちゃんが来たってことは、今日はもう店じまいしたほうがいい、ってことだよね？」

「いいのですか？」

「元々在庫もそんなに残ってなかったし、あとはみんなで食べるか別の機会に売るよ」

　そう言いながら、手早く閉じる準備をする春菜。実際、仕込んであった在庫はカレーパンとホットドッグ、両方合わせてあと五十を切っていた。腐敗防止の食糧庫もあるのだし、自家消費するのもさほど問題にならない程度の分量である。

「それに、どうにものっぴきならない状況になっているようだし」

「そうですね……」

　この後のことを考え、表情を引き締めるエアリス。宏達がクレストケイブでいろいろ対策を行ったおかげで、事態はかなりマシな状況ではある。が、決して楽観視できるわけでもなく、急いで対応せねばいけないことには変わりない。

「ちょっと待ってね。片付けちゃうから」

　そう言って、最後の機材をしまうと、屋台をワンボックスカーに戻した後、カプセルに収納する。その様子を見ていた野次馬達が、予想外の機能にどよめく。

「さ、行こうか。そういえば宏君の作ったゴーレム馬車で来たんだよね？」

「はい、アルチェム様が持っておられます」

「ここからだと結構距離があるから、一緒に乗せてもらっていい？」

「もちろんです」

　春菜の要請に快く応えるエアリス。

　アルチェムはすでに入口に戻って、リムジンを取り出している。

「え？　アルチェムさんが運転するんだ」

「レイナあたりの運転より、はるかに安全で丁寧で安心して乗れるぞ？」

「なんとなく……分かるような気がする」

　アルチェムの運転、ということで驚く春菜だが、ドーガの補足説明を聞くとなんとなく納得してしまう。

「あ、ごめん。ちょっとだけ寄り道できるかな？」

「何かあるんですか、ハルナさん？」

「商業ギルドに、終了報告しておかないと」

　春菜の指示に従い、安全で丁寧に運転を行うアルチェム。

　このちょっとした寄り道のあと、一路スティレンの工房まで走る姫巫女一行であった。




　　　　☆




「無理に呼び立ててすまぬな」

　場所は変わってスティレン城。

　春菜達が仮工房に帰ってすぐに、ファーレーン王国の駐フォーレ大使とフォーレ王の使者が連れ立ってやってきたため、エアリス達は落ち着く暇もなくアズマ工房一行と共に城に上がる羽目になったのだ。

　現在は謁えっ見けんではなく、公式の面会という形で対面している。

「一息ついて状況を確認したら、すぐにお伺いする予定でしたので、早いか遅いかの違いです。お気になさらないでください」

「そう言っていただけるなら、助かる」

　フォーレ王の謝罪に対し、笑顔を絶やさずに応えるエアリス。

　実際、落ち着く暇がなかったことは少々しんどくはあるが、状況を考えると面会の許可を取る手間が省けた分、むしろトータルではありがたくすらある。

「では、単刀直入に用件を済まそう。予想はついておろうが、エルザ神殿についてだ」

　前置きもなにも全てすっ飛ばし、本当に単刀直入に話を進めるフォーレ王。とはいえ、予想がついている内容であったため、当然のことながら誰一人驚いた様子は見せない。

「最近になって、エルザ神殿本殿までの道に異変が起こった。いつ頃からか正確な時期は分からぬが、恐らくクレストケイブの鉱山がダンジョンになってからのことであろう」

「それについては、アルフェミナ様を通じてこちらでも確認しています。そのことについて、一つ謝罪を」

「何かな？」

「詳細な状況の確認のため、我が国の王太子の手のものが勝手に調査を行いました。報告および許可申請が前後したことをお詫びいたします」

「かまわんよ。一般には秘匿されているとはいえ、別段立ち入り禁止というわけでもない。一般人が立ち入ることも、所在について調べることも特に問題はない。それに、元々資格のない者は道に足を踏み入れることすら許されんはずの場所だ。許可も取らずに道を割り出せたということは、エルザ様が聖域に入ることを許している、ということでもある。なれば、儂が裁く筋合いはない」

「寛大なお言葉、感謝します」
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　腹を割って情報交換をするために、頭を下げるべきところでさっくりと頭を下げるエアリス。

　そんなエアリスに鷹おう揚ように頷いてみせるフォーレ王。

　本来なら他国の重要な施設を勝手に探るなど、普通に国際問題になってしかるべき案件だが、王家とかかわりが深く互いに重要な存在だというだけで、元々神殿は国家から独立した別組織だ。王宮内に神殿があるアルフェミナ神殿が特殊なのであって、基本的に誰が神殿に立ち入ろうと、王家が干渉できるわけではない。

「そんな些さ細さいな問題より、レイオット殿下の手の者が持ち帰った情報こそ気になる」

「命を賭として情報を持ち帰った彼かの者には申しわけありませんが、大した内容ではありません。予想されたとおり、神殿へ続く道が完全に異界化していること。入口の段階で地面が底なし沼になり、周囲の木々がモンスターに変質していること。正体不明の〝手〟が大量に出現し、侵入者を捕まえようとすること。それから、〝手〟に捕まると、大量の生命力を吸収されることが辛うじて分かっていることの全てです」

「それだけのことが分かっただけでも、こちらの調査隊よりは優秀だな。儂らが送り込んだ調査隊は、誰一人帰ってこなんだ」

　フォーレ王の深刻な表情に、こちらも真剣な表情で頷くエアリス。そのやり取りを真面目に見守っていた宏達に視線を移した王が、アズマ工房一行に対して声をかける。

「なあ、アズマ工房の。貴殿らはこの情報で、どう動くつもりだった？」

「正直なところ、エアリス様の持ち込んできた対応策を聞いてから考えるつもりやったんで、現時点ではまだ何も決めてません」

「なるほど。では姫巫女殿は、どう動く予定なのだ？」

「陛下より許可をいただいてから、まずは現地の入口付近を浄化し、アズマ工房の皆様に本殿まで一気に進んでいただこうかと思っていました。アルフェミナ様からいくつかの道具を預かっていますので、無策で突っ込んでいくより幾分かは安全に本殿にたどり着けるはずです。残念ながら、戦闘が予想される状況では、私は足手まといにしかなりませんので、アランウェン様の巫女であるアルチェム様とスティレンの分殿でお留守番、ということになりますが」

　宏とエアリスのプランともいえぬプランを聞き、一つ頷くフォーレ王。

　現実問題、入口付近のトラップの情報しかない以上、どう動くも何もない。少なくともアルフェミナ自ら必要と思われる道具を用意していること、恐らくその道具は宏達にしか扱えないようにされているであろうことを考えれば、無策で突っ込むよりははるかにましではある。

「では、その道具を使えば、アズマ工房一同ならば本殿まで突破できる、ということだな？」

「確約はできませんが、恐らく他の誰に渡すより確実に本殿までたどり着くことができる、そう確信しています」

　エアリスの全幅の信頼を感じさせるその言葉に、何とも言い難い表情をする宏達。そこまで言ってもらえるほど、冒険者としての実績は積んでいないのだが、というのが彼らの主張である。

「ならば、儂も腹を決めよう。アズマ工房の。そなた達にエルザ神殿本殿の解放を依頼する」

「承りました。ですが、ようこんだけの話でうちらに任そうか思いますね？」

「お主らが野望や陰謀とは縁遠い人種だということは、これだけ話せば十分分かる。野心のあるものは、この状況で無策であるなどと正直に告げたりはせん。それに」

「それに？」

「無名の冒険者に武器を与え、優勝させることによりトトカルチョで大金を稼ぐお主らだからな。名を上げ儂らに取り入りたいのであれば、こんな回りくどくかつ目立たぬ、不確実な方法で金を稼いだりはせん。無名の冒険者が優勝できるほどの武器を用意できるのであれば、それを直接どこぞの貴族に持ち込めばいいし、武器を渡すだけで優勝できる人間を見抜けるのだから、下手な貴族とつながりを持ったりはせんだろうしな」

　やけに過大評価してくれるフォーレ王に、どう返事をしていいのか分からない宏。優勝すれば面白いのに、とは思っていても、武器を渡したジョンが優勝するとまでは思っていなかったのだが、この状況で素直にそれを告げても納得してもらえる気がしない。

「それで、成功する自信は？」

「アルフェミナ様にお膳立てしてもろうてるんで、まったくないとは言いません。せやけど、状況が分からんので絶対ともよう言いません」

「ほう？」

「実績も経験もある溶鉱炉の新造ぐらいやったら、立地条件さえ合うてれば事故とか起こらん限りは絶対成功するっちゅう断言はできます。せやけど、今回のんは状況が不透明やし、自分らの本業とちょっとずれとりますし、絶対やと言えるほど条件よくあらへんので、胸張って任しといてとはよう言いません」

　隠す気も取り繕う気も自分を良く見せようとする気もまったくない宏の言葉に、実に楽しそうに笑うフォーレ王。

「その態度、気に入った。他の者なら責任逃れの腰が引けた言葉であろうが、王相手に胸を張ってやってみなければ分からないと言える度胸がある以上、本当にやってみねば分からんのであろう」

「大口叩たたいて失敗したら、それこそみっともないですやん。それに、できるかどうか分からんことはできるかどうか分からん、品質とかが安定せえへんねんやったら安定せえへんって、正直に発注元に言わんと被害も大きなるしトラブルにもつながりますし。チャレンジから逃げるんと、リスクを正直に言うんとは別問題でっせ」

「やはり、お主は根っからの職人か」

「そこを評価する陛下も、なかなかの職人気質と見ました」

「職人気質でなくて、何が鉄の国の王よ」

　妙なところで意気投合するフォーレ王と宏。その様子と、あまりヘタレた感じのしない宏の態度に目を丸くする春菜達。

「あ、あの、宏君？」

「何や？」

「今までだったら、こういう事例にはものすごく腰が引けてた気がするんだけど……」

「ああ。結局のところ、クレストケイブまでで思い知ったんよ」

　思わず場をわきまえずに発してしまった春菜の問いかけに、遠い目をして結論を口にする宏。

「ダンジョンとかで、そうそうチョコレートほど怖いことには遭遇せえへんって」

「あ～……」

　説得力があるようでないようなその一言に、春菜もまたつられて遠い目をしてしまう。宏の中ではタワーゴーレムすらチョコレート事件を超えることはできなかったというのも問題だが、それについて普通に納得しそうになっている自分にも問題を感じてしまう春菜である。

「まあ、油断できるようなこっちゃないから、気ぃ引き締めて準備はせんとあかんけど」

「だよね」

「面倒なことを押し付けてしまうが、よろしく頼む。成功すれば、国庫に眠る加工不能な金属を全て譲り、お主らの工房の相互接続を許可した上で、エルザ神殿解放を祝う大宴会を開く心づもりだから、頑張ってくれ」

「まあ、頑張りますわ」

　かなりの大盤振る舞いといえる報酬を約束する王に対し、どことなく気のない返事を返す宏。

　元々あまり報酬に興味はなく、大宴会はある種の身の危険を感じるので遠慮したいところではあるが、エルザ神殿の解放は宏達にとっても避けては通れない重大な仕事である。

「陛下、別に大宴会は必要ないと思うんですが……」

「何を言う。国を巻き込んでの宴会など、そうそうできるものではないのだぞ？　新年祭以外で大きな宴会を開ける口実を、この儂が見逃すと思うか？」

　宏同様身の危険を感じた達たつ也やの言葉は、国王陛下のやる気満々の一言により却下される。

「ヤバい。この王様、ヒューマン種の皮をかぶったドワーフだ……」

「達也、今回はもう、諦あきらめなさい」

「お前に期待することにするよ……」

　どうにもこうにも、かなり致命的な宴会が起こりそうな予感に、肩を落とすしかない達也。

　その様子を苦笑しながら見ていたエアリスに対し、澪が口を開く。

「エアリス様、他ひ人と事ごとじゃない」

「えっ？」

「エアリス様の体格だと、恐らくたくさん食べさせられる。今のボクだとご褒美でも、エアリス様の胃袋は普通だから……」

「は、はあ……？」

　澪の言葉がピンと来ず、可愛らしく首をかしげるエアリス。

　それを見て不安になった春菜が、ドーガにこっそり囁く。

「ドルおじさん、エルちゃんとアルチェムさん、いろいろと危ないと思うからよろしく」

「言われるまでもない」

　フォーレの宴会というものをよく知っている人間による事前の申し合わせ、それを不思議そうに見守りながらも分をわきまえて口を開かないアルチェム。

「そこらへんの皮算用は、戻ってからやな。まずは、エアリス様が何持ってきたかと、それに合わせて何準備するか考えな」

　宏の一言で、弛し緩かんしていた空気が一気に引き締まる。その後、恐らくフォーレで一番の難事件となるであろう今回のミッションについて、詳細な検討が行われるのであった。








フォーレ編　第一二話






　翌日。

「こらまたひどいな……」

　エルザ神殿につながる道を見て、顔をしかめながら宏ひろしが言い放つ。一見して普通の道だが、見る者が見れば顔をしかめざるを得ないほどひどい有様だ。こんなところに何も考えずに足を踏み入れれば、十秒もたずにモンスター化した植物などに食われて終わりだろう。

「森をこんな風にするなんて……」

　アルチェムが、どことなく悔しそうに言葉を漏らす。一見して普通の森だが、ここまで瘴しょう気きに侵されてしまえば、元に戻るかどうかは分からない。

「アルチェム様、一刻も早く状況を改善しましょう。もしかしたら、ちゃんと元に戻るかもしれませんし」

「そ、そうですね」

　エアリスに宥なだめられ、アルチェムが気持ちを切り替える。

　やけに冷静に見えるエアリスだが、この光景に怒りを覚えないわけではない。覚えないわけではないが、だからこそ冷静でなければいけないと、かつての経験で思い知っている。そのため、内心はどうであれ、見た目の上では非常に冷静なのである。

「で、浄化とか大丈夫か？」

「お任せください、ヒロシ様」

「森が泣いています。この状況でアランウェン様の巫み女こである私が手も足も出ないなんて、そんなことはあり得ません！」

　特に気負う様子も見せずに言うエアリスと、怒りに燃えているアルチェム。対照的な様子を見せる二人だが、その言葉に込められた気迫にはわずかの違いもない。そんな二人を見て、これなら浄化を失敗することはないだろうと確信する宏。

「では、アルチェム様」

「はい！」

　アルチェムに声をかけ、浄化のための力を高めていくエアリス。小さな舞とともに少しずつ少しずつ周囲を浄化していき、一定以上の範囲を浄化したところで、場をアルチェムに譲る。

　エアリスから場所を譲られたアルチェムが、宏に頼んで作ってもらった純ミスリル製の弓を、矢をつがえずに引く。引いては離し、引いては離しを続けながら徐々に周囲に残るわずかな祖霊の欠片かけらを集め、エアリス同様浄化の力を高めていく。

「スティレンの森に眠る祖霊よ！　ゆがめられた悲しみと憎しみを祓はらうため、その力をお貸しください！」

　アルチェムのその一言に呼応するように、瘴気に捕らわれずに済んだ森から多数の力の塊が弓に宿る。それを確認したエアリスが、アルチェム同様この地に宿る者達の力を集める。

「スティレンの歴史と共に眠る英霊よ、アルフェミナの姫ひめ巫み女こ・エアリスの名のもとにお願い申し上げます。この地を奪いし悪鬼を退けるため、皆様の末まつ裔えいの無念を晴らすため、この小さき者にお力をお貸しください」

[image: ]

　フォーレのために生涯を賭した有名無名の英雄達。もはや大地と、風と、世界と一体化した彼らの魂が、エアリスの呼びかけに応じて、大きな一本の矢に変じる。その矢を受け取ったアルチェムが、祖霊の力を宿した弓を引き、瘴気の塊と化した森を射抜く。

　解き放たれ、敵地となった森の中を一直線に飛んでいく祖霊の矢。その軌跡から放射線状に木々が浄化され、大地が清められ、森全体が瘴気による呪いから解き放たれる。そのまま何物にも遮られず飛び続けた矢は、最終的に奥にある何かに弾はじかれて消滅した。

　圧倒的な浄化の力により、狂った森は一瞬にして瘴気を取り払われ、元の清浄なる空間に戻る。

　だが、残念ながら瘴気に侵され異界化していた範囲の草木は元には戻らず、まるで苦しんでのたうち回ったかのように無残にねじれた姿で枯れてしまっている。

「やっぱり……」

「ごめんなさい、アルチェム様……。あれだけの瘴気では、どうにもなりません……」

「いえ。エル様が悪いわけじゃないです。悪いのは、こんなことをしでかした人達です！」

　肩を落とし、申しわけなさそうに、無念そうに呟つぶやくエアリスにそう答えながら、アルチェムはエルザ神殿につながるトンネルを睨にらみつける。あれだけの力で浄化してなお、異界化が解けていないトンネル。定着まではしていないようだが、今もどこかから瘴気が流れ込んできているのが分かる。

「落ち込むのは後回しだ。エルとアルチェムは、さっさとスティレンの分殿か俺達の工房まで引き上げろ。ところで……レイニー、いるんだろ？」

　達たつ也やの言葉に反応して、森の中の瘴気に侵されていなかったあたりからレイニーが出てくる。

「……ばれてた？」

「お前さんは、意外と責任感が強いみたいだからな。この状況だといないほうがおかしい」

　責任感が強い、と自分を評価する達也に、不思議そうに首をかしげるレイニー。彼女からすれば、単に振られた役割を必要だと思われる水準でこなしているだけだ。プロフェッショナルというのはそういうもののはずである。

「まあ、分からないなら分からないでいい。ここから先は俺達の仕事だし危険地帯だ。お前さんはドーガのおっさんと合流して、エルとアルチェムの護衛をして安全地帯に引き揚げろ」

「了解」

　達也の指示に頷うなずき、エアリスとアルチェムに目配せするレイニー。元より、わざわざここに来ていたのも、ドーガだけでは何かあった時に手が足りなくなる可能性を考慮してのことである。

　なお、ドーガがこの場にいないのは、神殿側がこれ以上の人数になることに難色を示したからだ。故に、彼は森の入口付近で神殿関係者とともに、不審者が来ないか見張りをしつつ目立たないように待機している。レイニーのように道のないところから侵入されると無意味なのだが、やらないよりはマシという理由でやっている。

「わたし連絡係～」

「タコつぼ～、タコつぼ～」

「持っていって～、持っていって～」

　ここまで大人しくしていたオクトガルが、自分達の簡易出入口にしている小さな壺つぼを差し出してくる。

「……了解。ただ、この先は何があるか分かんないから、基本的には大人しくしておくのよ」

「分かってるの～」

　少し考えた末にオクトガルの申し出を受け入れ、タコ壺を受け取る真ま琴こと。基本的に戦闘能力は皆無なオクトガル達だが、生存能力は無駄に高い。それに、いろいろ便利な能力も持っている。必要な時は空気を読んで大人しくしているので、邪魔にはならないだろう。

「って、つい受け取ったけど、あたしは前に出るんだから、春はる菜なか澪みおか達也が持ってたほうがいいんじゃないの？」

「そうだよなあ。こういう場合、被弾する状況だと終わってる俺が持つべきだよなあ……」

　真琴のセルフ突っ込みに、なんとなくため息をつきながら同意してタコ壺を受け取る達也。首からぶら下げると、何とも言えないビジュアルになる。

「なんっつうかこう、様になんねえなあ……」

　イケメンが素焼きのおしゃれとはいえない壺を首からぶら下げている、というのは、冗談抜きで様にならない。新装備のベヒモスレザーアーマーとのミスマッチもあって、緊迫感がゴリゴリ削られている。

「……ハニー達、割と余裕」

「今更ガチガチに緊張しても、どうにもならない」

　レイニーの指摘に、淡々と澪が答える。

　実際、今更緊張でガチガチになったところで、状況は何一つ好転しない。今の雰囲気は少々緩すぎるかもしれないが、過度の緊張や恐怖はそれこそ身を滅ぼす。

「とりあえず、これで準備は終わりかな？」

「せやな。あとはもう、今更やっちゅう感じやし」

　ごちゃごちゃやっていても話は進まない。そう考えて軌道修正を図った春菜に同意する宏。

「ほな、今から踏み込むから、自分らは早いとこ引き揚げや」

「はい。皆さん、お気をつけて」

　宏に促され、後ろ髪をひかれながらもこの場から立ち去るエアリス。アルチェムもいろいろ未練を残しながら従う。エアリスには戦闘能力がなく、アルチェムはエロトラブル吸引体質だ。この二人が下手に危険地帯に踏み込むと、いろんな意味で大惨事の引き金を引きかねない。

「さあ、出発や」

　エアリス達が街に向かったのを確認したところで、出発の号令をかける宏。状況的に、自動的に彼が澪と並んで先頭に立つことになる。

「……あっ」

「ん？　どないしたん、春菜さん？」

「大したことじゃないけど、ちょっと聞くだけ聞いておけばよかったかな、ってことを思い出して」

「なに思いついたんよ？」

「多分今からやることには全然関係ないとは思うんだけど、エルちゃんとアルチェムさんが力を借りた対象が違うのはどうしてなのかな、って。あと、祖霊と英霊の定義も聞いておきたい感じ」

「確かに、今は関係なさそうやなあ……」

　この状況でそこを気にする春菜になんとなく呆あきれる宏。結局、この期に及んでも彼らのペースは変わらないのであった。




　　　　☆




　瘴気によってダンジョン化していたトンネルの中は、迷路になっていた。

「ある意味予想どおりやなあ」

　入口から十メートルほど先で右方向に九十度に曲がっている道を見て、面倒くさそうに宏が吐き捨てる。外部から見た構造上、本来ならまっすぐか、せいぜい緩いカーブを描いて目的地につながっていなければならないトンネル。それに突き当たりが存在している時点で、間違いなく迷路になっているはずだ。

「師匠、左手の法則でしらみつぶし？」

「無限ループとかテレポーターとか構造変化とか普通にありそうやから、あんまりその手段はあてになりそうにあらへんで」

　オルテム村のダンジョンを思い出し、澪の提案を一蹴する宏。左手の法則で攻略できる迷路は、テレポーターや無限ループのようなゲームチックな要素も、誰かが外部から構造を変化させたりする機能もない、純粋に普通の壁だけで構成されたものだけである。

「つくづくファンタジー世界は大変や」

「こんなときだけファンタジーを主張するのはどうかと思う」

「いやいや。っちゅうか澪。普段から普通にファンタジーやと思うで」

　宏の台詞に、疑わしそうな視線を向ける澪。確かに景色やら歩いている現地人やらモンスターの存在やらはファンタジーだが、そこにＳＦやら近代工業やらの要素を持ち込んで、自分達がファンタジーをやっているかどうかをあいまいにしているのはこの男だ。

　そう考えると、自分達が時折ファンタジーをやっているように思えなくなることについて、世界に対して文句を言うのは筋違いなのである。だが、宏に好き放題やらさせている以上、世界の方も共犯ではないかとは思う澪。

「はいはい。そこ、くだらない上になんとなくメタっぽい会話してないで、結局どうするのよ？」

「いつものように、瘴気の濃さを探知していくしかあらへんやろ」

「師匠に同意」

　真琴に窘たしなめられ、さっくり方針を決める宏と澪。

「で、まあ、方針はそれしかあらへんとして、いっそ壁ぶち抜いてまっすぐ行くか？」

「妙なトラップが発動したらやばいから、それは最終手段ね」

　妙にやる気、というより殺やる気満々でヘビーモールを構えてみせた宏をそっけなく制し、達也が描いている最中の方眼紙の地図を見る真琴。現時点ではオートマッピングの地図なんていう便利なものはないので、足で稼いで手で記録するしかない。オートマッピング機能が搭載された地図用紙を作るには、現状では材料が足りないらしいのだ。

「ゲーマー視点でいくなら、この辺で分岐かしらね？」

「恐らくな。で、大体の場合、ぱっと見てそそられる分岐は行き止まりなんだよな」

「入口から後ろのこのラインが一番の外周で間違いなさそうかしら？」

「俺としては何とも言えんよ。ヒロ、どうなんだ？」

「余程妙なねじれ方してへん限りは、ここが外周でおうてるやろう」

　ゲーマーとしての経験を活かし、メタな考え方で迷路の攻略を始める一行。宏が壁をぶち抜こうとするのを止めたくせに、まともに足で稼ぐ気はまったくないらしい。

「とりあえず、まずは確定させられるところを確定させようよ」

「ここで話してても不毛」

　まだ数メートル先までしか埋まっていない地図をもとに、あーでもないこーでもないと討論し始めた達也と真琴を窘め、足で稼げる範囲を記録しようと提案する春菜と澪。放っておくと、いつまでも予想だけで話を続けかねない。

「そうね。いつもやってることだからついつい話し込んじゃったけど、まずは一本道になってるところは埋めたほうがいいわよね」

「っちゅうか、こんだけの情報でようそこまで予想立てられるなあ」

「馬鹿正直に迷路なんて踏破してたら、いつまでたっても終わらないもの」

　呆れながらの宏の言葉に、しれっと廃人ゲーマー的な主張をする真琴。

　廃人というのは、遊び心やマゾプレイを好むと同時に、とことんまで効率を追求するものである。恐らくそのために、マゾプレイと効率の両立が不可能だった『フェアクロ』の生産には、分かりやすい種類の生産廃人が少なかったのだろうが、関係ない余談なのでここでは置いておく。

「その主張は分からんでもないけど、結局は地図埋めようとするんが廃人とかゲーマーやん」

「……何のことやら」

　宏の突っ込みに、明後日あさっての方向を見てしらばっくれる真琴。達也も宏の方を見ようとはしない。

　効率的なプレイといいながら、地図に空白があったら埋めたくなるのも廃人やゲーマーという人種である。こういう余計なところで凝り、一ポイント単位でスペックにこだわるようでなければ、ネトゲ廃人になどなりはしない。

「宏君、そこ追及してたら話が進まないから、とりあえず分岐があるところまで進もうよ」

「せやな。ゲーマーのサガに突っ込むだけ不毛やし」

　春菜に窘められ一つ頷くと、宏は澪を促して先頭を進む。

　トンネルに足を踏み入れてから十分、ようやく一行は先に進み始めた。始めたのだが……、

「師匠、三歩先に罠わな」

「いきなりやな」

「真琴姉。そこの壁にスイッチ、要注意」

「……よくこんなのに気がつくわね……」

　入口から数歩歩いた時点で、シーフ系スキルの訓練にちょうどよさそうなほど大量に罠が仕込まれていた。

「これ、スイッチ踏んだら上から金ダライ、とかそんな次元じゃなさそうだよね？」

「春はる姉ねえ、そんなトラップ仕込んであるのは大地の民のアトラクションくらいだと思う」

　〝隙すき間まなく〟と表現したくなるほどの罠密度。それに辟へき易えきしながら進んでいた春菜が、くだらないことを言って澪に突っ込まれる。数は多いが一つ回避したら別の罠を踏む、というほどではないため、今のところはこんなくだらないことを言う余裕もある。

　だが、この先もそうなのかといわれるとかなり疑問だ。

「なんにしても、道幅狭い迷路で下手な罠踏むんは勘弁願いたいとこやで」

「道幅が広くても、罠なんざ踏みたくねえよ」

　宏のどこかずれた台詞に、即座に達也から突っ込みが入る。どんな致命的なものが仕掛けられているか分からないのだから、道の広さに関係なく罠なんて踏まないに越したことはない。

「真琴ちゃん、危険～」

　そんな緩い会話をしながら慎重に罠を回避し続け、最初の分岐に到着したところで、これまた緊張感のない口調でオクトガルから警告が飛ぶ。

　その言葉に慌てて動きを止めた真琴だが、時すでに遅し。真琴をひっかけようと生えてきたスイッチをきっちり踏みつけ、次の瞬間天井に逆さづりにされる。

「ちょっと待ってよ！　今の何よ!!」

「っちゅうか、今見とったら、罠が生えてきおったで」

「ひどい……。ボクの存在意義が……」

　前代未聞の、自分から発生して無理やりひっかけにくる罠。罠というものの定義や概念を覆すシステムだ。ゲームの時はダンジョンによっては時間経過で復活したが、足を踏み下ろすタイミングで新規の罠が発生するなんてえげつない仕様のものはなかった。

　ネットゲームであれば、一度解除された罠や中身を持っていかれた宝箱も、仕様上は何らかのルールで復活させなければいけない。『フェアクロ』の場合、クリア、もしくは制限時間を経過するごとに全部リセットされるインスタントダンジョン以外は、全て時間経過で復活する仕様になっていた。が、復活する予定の罠がプレイヤーの探知範囲内に入っている場合は復活しないよう設定されており、今回真琴がひっかけられたような状況は起こらないようになっている。

　こんなシーフ系のスキルが無意味になるような仕様にすれば、今までリスクを背負ってスキルを鍛えてきたプレイヤーから突き上げを食らうのは確実だから、ゲームである以上はある意味当然のルールではあろう。

　しかし、ここはゲーム世界ではないので、そもそもルールなんてあってないようなものだ。

「真琴姉、今下ろす。注意して」

「了解……」

　少々呆あっ気けにとられたものの、すぐに立ち直ってすべきことを行う澪。分析やら愚ぐ痴ちやらは、まず真琴が動けるようになってからだ。

「てい」

　どうやっても手が届かないため、とりあえず春菜にフォーリングコントロールをかけてもらって、ナイフを投げてロープを切ることにした澪。気の抜ける掛け声とともに投げられたナイフが、見事に真琴の足を捕らえていたロープを切り落とす。

「まったく、いろんな意味で勘弁してほしいわね……」

　着地と同時にぼやく真琴。澪の言葉ではないが、これではいくらシーフが頑張ろうが、どんなに注意を払おうが意味がない。

「本気で厄介だな、こりゃ」

「何か対策考えないと、ちょっと厳しいかも」

「だよな。さしあたっては、足元の対策か？」

　壁は手をつかなければ、接触がトリガーになる罠は発動しない。接触以外がトリガーなものはなんとなく気配が分かるので、急に発生してもある程度対処はできる。これは天井に関しても同じである。故に、今回のように足元にひっそり新しい罠が湧いて出てくるのが、一番危険だ。

　真琴がひっかけられたように、湧いて出た時にはもう足がほぼ地面についている、となった場合、どうやっても回避などできないのだから。

「フライトは個人用な上、戦闘には向かねえんだよなあ……。なあ、ヒロ、全員で宙に浮く手段とかはねえのか？」

「なくはないけど、ちっと微妙やねん」

「具体的には？」

「慣れんと踏ん張りがきかんからものすごい戦闘がやりにくうなるし、とっさの時の行動にもマイナスや。しかも、持続が三十分ぐらいとこれまた微妙でなあ」

　宏の説明に、思わず唸うなってしまう達也。何かがあって急に飛びのかなければいけない時に、踏ん張りがきかなくて致命的な被害を受けるかもしれない。現在の状況を考えると、それは非常に怖い。

　三十分という効果時間も微妙だ。途中で切れた時に、間違って罠を踏みかねない。そのリスクが割と頻繁に発生する。

「となると、今回はやめといたほうがいいか」

「そう思うわ。所しょ詮せん三十分やから、毒沼を対岸まで突破する時とかだけにしといたほうがええ」

　宏にそう言い切られ、対策としてすっぱり切り捨てる達也。リスク回避の手段としては、あまりにも不安が過ぎる。

「……師匠、最終手段があるけど、いい？」

　かなり真剣に考え込んでいた澪が、珍しく何か苦々しい感じの雰囲気を纏まとって口を開く。

「最終手段？　すごい嫌な予感するんやけど、何や？」

「落とし穴と吊つり天井だけどうにか見切るから、それ以外の罠を全部踏みつぶして」

「また漢おとこ解除させるんかい!!」

　澪のえげつない提案に、思わず宏が全力で突っ込む。確かに、罠なんて発動させてしまえば大抵怖くない。怖くないが、その被害を一手に引き受けさせられるのは正直たまったものではない。

「それ、いきなり生えてくる系の罠は対処できないんじゃないかな？」

「春姉の言うとおり、確かにそっち方面は対処できない。でも、むしろそれがあるから、潰つぶせるトラップは全部発動させておいて、少しでも安全確保しておかないと危ない」

「むう……」

　エアリスを連れてウルス城に侵入した時と違い、明らかに苦渋の選択だという雰囲気を漏らしながらそう指摘する澪に、合理性と倫理面の狭間はざまで悩んで唸る春菜。

　澪の提案は、澪自身にとってもできれば取りたくない手段だ。自分の役割を事実上放棄することもそうだが、危険な役割を仮にも好きになった相手に押し付けようとしているのだ。

　今回はウルス城侵入の時と違い、漢解除をしても確実に安全だと確信できているわけでもないのだから、まともな神経をしていればやりたいと思うほうがおかしい。

　そこは澪といえども普通の神経をしているため、さすがに今回は非常に申しわけなさそうな、悔しそうな、苦々しい表情を浮かべている。

「今のままやと、判断できん。一個、安全圏から起動してみて、それ確認してから考えたほうがよさそうや」

「ん。ちょっと実験」

　宏の言葉に同意し、澪ができるだけ遠い場所にある罠のスイッチに小石をぶつけて起動する。直後に派手な爆発。

「……ポメまとめて十個、っちゅうとこか」

「達たつ兄にいや春姉だとちょっと危険？」

「そんなとこやな。さすがに特大ポメほどやないか」

　爆発トラップの結果を分析し、少し考え込む。

「念のために、あと三つほど確認しよか」

「了解」

　宏に促され、次々にトラップを発動させていく澪。上から落石、下からスパイク、両隣から槍やり衾ぶすま。さりげなく澪の足元に罠が生えてきていたが、ある程度予想していたために回避に成功、間違って踏まないように処理を済ませる。

「……見た感じ、イビルエントの火力と比べたら足元にも及ばんな」

「……私とか達也さんだと、十分致命的な気がするんだけど？」

「多分、春菜さんとか兄貴でも即死はせんと思うけどな。ただ、罠の連鎖を食らったらまずそうなぐらいには威力あるなあ……」

　発動させた罠をチェックし、春菜と分析を重ねる宏。それを終えたところで、結論を出す。

「なあ、進む速度がガタ落ちするけど、ええ？」

「って、本当に踏みつぶすの!?」

「そのほうがよさそうや。さすがに生身の部分に食らうんは勘弁してほしいから、フルプレートモードでフォートレスかけながらゆっくり行くことになるけど、そんでええ？」

　何やらいらぬ覚悟を決めた宏の言葉に、言い出した澪が慌てる。

「師匠、無理しなくていい」

「一番安全なんはこれやっちゅうたの、澪やん」

「そうだけど……」

　さすがにここまで開き直られるとは思わなかったらしく、どうにも混乱してしまったらしい。今度は澪が煮え切らない態度になる。

「……あ～、そういえば……」

「なんだ、真琴？」

「宏って、普通の人だと危険な行動だけど自分が確実にこなせることに対しては、割と調子に乗る傾向があったわよね……」

「あー、確かに……」

　オーバー・アクセラレートの時の態度を思い出し、何とも言えない表情で頷き合う達也と真琴。そのことを考えると、どうやら今回のは宏にとって、まったく問題がない範囲なのだろう。

「わざと発動させるのはいいが、慎重にやってくれよ。俺とか春菜が巻き込まれたら本末転倒だし、発動の仕方によっちゃあ、お前だって絶対大丈夫だとは言い切れないんだからな」

「分かっとる。踏む時にはちゃんとアラウンドガードも使うから」

「了解。お前の態度を見る限りは大丈夫なんだろうが、罠の威力が一定とは限らねえからな。お前がでかい怪我でもしたら、俺達が冷静でいられる自信がない。本当に気をつけてくれよ」

　達也の注意に頷き、宏がフルプレートモードを展開する。それを見た澪が、微妙に申しわけなさそうな表情を浮かべながらも、真剣に罠の種類を見極める。

「師匠、ここら辺にある罠は全部踏んで大丈夫」

「了解や。ちょっと離れとき」

　澪の報告を聞き、おもむろに全部踏みつぶしていく宏。

　一つ踏むたびに派手な音がして爆発したり槍衾が飛び出したり斧ふ刃じんが首を狩りに来たりと殺意の高い罠が多数殺到し、鎧よろいの表面で全て弾かれる。最後に棘とげ付きのロープが絡まり、宏を吊り上げようとしてあっさり引きちぎられたのはご愛あい嬌きょうだろうか。

「また、殺意が高いなあ……」

「これに注意しながら、無理やり踏まされる罠に対処するのはちょっと無理」

　嫌そうにぼやく達也に同意しながら、澪が改めてギブアップ宣言をする。相手が掟おきて破りなら、こちらも掟破りで対処するしかない。

「ねえ、澪」

「何、真琴姉？」

「わざわざ宏に踏ませなくても、さっきみたいに距離を取って起動させたらいいんじゃないの？」

　真琴の指摘に、宏以外の全員の目が澪に集中する。その質問に対し、はっきりと分かるほど苦い顔をした澪が理由を答える。

「多分、誰かが頻繁に引っかからないと、足元に罠が生えてくる。さっきもチェック中に生えてきてた。それに、師匠が踏んでる間は、新しい罠が出てきていない」

「……あ～、そういうことか……」

　澪にきっぱり言い切られた理由に、全員思わず納得してしまう。澪がスムーズに対処した上に今の罠のあまりのインパクトで頭の中から飛んでしまっていたが、澪がチェックのために罠を発動させた時、確かに無理に踏ませようと罠が生えてきていた。

　恐らく、罠が生えてくる条件は、発動した頻度ではなく誰かが直接踏んだ頻度が関係しているようだ。それを察したからこそ、宏がわざわざ危険な役割を引き受けたのだろう。

「で、宏君」

「何や？」

「さっきからさりげなくあれこれ回収してるけど、何？」

「ただで罠食らうんも腹立つから、素材として使えそうなもんは片っ端から集めとるんやけど？」

　これまた非常に納得がいく回答を聞き、もはや何も言わないことにする一同。

　そんな彼らの目の前で、飛んできた矢を反射的に掴つかみ取る宏。

「ちょっと待て、今のどうやった!?」

「掴めそうや思うてやってみたら、普通に掴めたんやけど？」

　しれっと言ってのけた宏に、何とも言えない顔になる達也と真琴。一方の春菜と澪は、できて当然という表情だ。

「飛んできた矢を掴むのって、多分敏びん捷しょうは絡んでないと思う。要は、受け流しのタイミング計るのと同じ感じ？」

「師匠の感覚と器用さだったら、割と余裕」

　どうやら、飛んできた矢を掴むのは、それ自体は攻撃を受け流すのと同じで敏捷はほぼ影響しないらしい。敏捷が絡むのは、複数の矢が飛んできたケースに限定されるようだ。

「で、なに食わぬ顔でさりげなく矢を回収する、と」

「ほるんも、もったいないやん」

　しれっと矢を鞄かばんに入れた宏に対し、とりあえず真琴が突っ込むだけ突っ込んでおく。そんな緩い会話を続けながら、一行は派手な音を立てながら瘴気の濃いほうへと進んでいくのであった。




　　　　☆




　数時間後。

「またいかついなあ」

「次は自然地形攻め、なのかな？」

「分からんけど、トンネル抜けてへんのだけは確実やな」

　目の前に広がる、明らかに毒沼っぽい巨大な水たまりを前に、いろいろ面倒になった感じの宏と春菜が投げやりに話し合う。元の地形がトンネルなのだから、迷路はまだ納得できるが、さすがに毒沼はありえない。

「正直、こういうんはもうちょい統一しといてほしかったとこやけど、まあ連中に言うても無駄やろうからおいとくとして」

「どうやって突破する？」

「まずは、深さ見てからやな」

　毒沼に関してはいろいろと苦い思い出があるので、あまりまごつかずに話を進める宏と春菜。その言葉を受けて、念のために長時間持続型の万能薬を飲んだ澪がいろいろと調査を始める。

「……まずは基本に忠実。底なし沼」

「やっぱりか。これで万能薬飲んで歩いて突破、ってのはアウトだな」

　十フィート棒を水面ぎりぎりまで突っ込んだ澪の言葉に、苦い顔で達也が呻うめく。

　予想はしていたが、だからといって一番簡単な手段が使えなくなったのは、気分的にも結構痛い。

「泥があるところまでの水深が多分七十センチぐらい。イカダか何かなら十分浮く」

「結構深いわね。まあ、泳ぐのは遠慮したいけど」

　どす黒かったり毒々しい紫だったり、かと思えば妙に鮮やかなミッドナイトブルーだったりする水面を見ての真琴のコメントに、全員が頷く。いくら万能薬を飲めば大丈夫でも、こんな水の中を泳ぐのは間違っても御免である。

「で、どうやって向こうまで渡ろっか？」

「フライトはアウトだな。あれは術者以外にかけて飛ばすと、非常にコントロールが難しい」

「浮遊アイテムもやめといたほうがええな。こんな、何が飛んでくるか分からんところで踏ん張り効かんのは、なんぼなんでも怖すぎるし」

「オクトガルは……、いろんな意味であとが大変だから、ちょっとパスかな？　運んでもらうの大変そうだし防御面も心配だよ。ダンジョン内の転移もちょっと怖いし」

　とりあえずぱっと思いつく案のうち、問題点が簡単に指摘できるものを候補から外していく宏達。妙な罠かモンスターかが存在していると予想できる環境だと、案外突飛な手段は使い勝手が悪い。

「あとはイカダか小舟やな。いろんな意味で一番安定しとる」

「となると、運用と防御のしやすさ的に、大きめのイカダが有力なわけだけど、作れるの？」

「そら、イカダぐらいは余裕やで。使うてへん木材もようけあるし」

「作るのにどれぐらいかかる？」

「この人数乗っける大きさやったら、僕が作って十五分。ただ、いきなり本番はやな予感しおるし、まずは春菜さんの練習も兼ねて、ちっこいイカダ作ってなんものっけんと流してみよか思うねん」

　真琴の問いかけに思うところを答え、さっさと材料を引っ張り出す宏。

　山積みになった木材を見て、まだこんなにあったのかと呆れるしかない達也と真琴。

「宏君。木材はとっくに使いきってると思ってたんだけど、まだこんなにあったの？」

「味み噌そ蔵とか作った時の残りとか、こないだ真火炉棟作った時の端材とか、カカシさんの工房建て直した時の残りとかぎょうさんあってな」

　達也と真琴の疑問を代弁した春菜に対し、残った材料のからくりについてさっくりと答える宏。大概において、材料などというのは正確にぴったりの数には収まらない。特に、規模が大きな工事となると。

　もっとも、味噌蔵と醤しょう油ゆ蔵の時の残り関しては、エルフ達やフォレストジャイアント達が張り切りすぎて、周囲の樹木系モンスターを駆く逐ちくする勢いで仕留めまくったため、大量に残材が出て処分に困ったものを宏達に押し付けただけなのだが。

「なんにしてもや、春菜さん。メイキングマスタリーへの道、おそらくこれがラストやから、頑張って作ろうや」

「……イカダ作りで、そこまで行くの？」

「さすがに無理やけど、イカダやらんといきなり小船作るんはちょっときつすぎるからなあ」

「……うん、すごく納得した」

　心の底から納得して作業に入る春菜。

　宏の指示に従い、そこそこの太さの丸太を束ね、マンイーターの蔓つるで縛りあげて固定していく。

　かくして、一時間ほどで人一人乗れるぐらいのイカダが完成した。

「ふう、疲れた……」

「ご苦労さん。とりあえずこっちでも作っといたから、まずは春菜さんのやつで確認いこか。どうせなんかおるやろうしな」

　そう言って、春菜が作り上げたイカダを沼に浮かべ、スマッシュを乗せた蹴りで沖の方に押し流す。スマッシュの勢いにより猛烈な速度で進んでいたイカダだったが、突如何か巨大な物の体当たり受けて弾き飛ばされ、ばらばらになった。

　慌ててイカダを粉砕した何かに目を向けると、どう見てもボスモンスターにしか見えない巨大魚が、こちらの視線に反応するように、ゆっくりと沼に着水し再び深く潜もぐる。

「ある意味予想どおりか。兄貴、澪、飛び道具の準備頼むわ」

「了解」

「大きいやつの方がよさそうだな」

　イカダを粉砕した、ハゼとナマズを足したような姿の巨大魚を見て、すぐに対応を決める一同。

　瘴気の大きさからいって、恐らく中ボスだろう。沼の中から拾える瘴気はあれが最大。他のものは数も少なく、大きさも普通の魚ぐらいなので、考えなくても大丈夫そうだ。

「宏のことだから、竿さおで釣り上げるとか言い出すと思ってたけど、違うのね」

「ちょっとばかし距離が遠いからなあ。普通に投げても、あそこまで糸は届かんやろ」

　真琴の感想に、できない理由を宏が告げる。

　正直、距離の問題さえなければ、宏の釣りスキルの高さと馬鹿力なら普通に釣り上げることはできる。が、百メートル以上離れているとなると、さすがにそこまで投げて届かせるのは難しい。そもそも、手持ちの竿がそういう構造になっていない。

「っちゅうわけやから、次いくで」

「おう」

「いつでもＯＫ」

　宏の言葉に、準備が整っていることを告げる達也と澪。それを確認して、二つ目のイカダを同じようにスマッシュで蹴り飛ばして沖に送り込む。先ほどと同様、イカダに反応した巨大魚に対して、

「聖せい天てん八はっ極きょく砲ほう！」

「スナイプロア！」

　達也と澪が大技を発動する。

　達也が放ったのは、おなじみの聖天八極砲。本来の射程は二十五メートルだが、魔力を余分に消費して延長してある。さらに新しい杖つえの機能を活かしての四重起動により、同時に四発叩たたき込むという大盤振る舞いだ。巨大魚の瘴気がせいぜいバルド第一形態に届かない大きさである以上、ノーダメージでしのげるほどやわなものではない。

　澪の放ったスナイプロアは、射程と貫通能力に特化した、狙撃系の上級スキルである。全てのスキルの中で最も防御力貫通によるコスト増が安い技だが、アーマーブレイクのような追加効果があるでもなく、威力補正も同じランクの技の中ではそれほど大きいわけでもない、急所攻撃による一撃必殺狙いを主眼とした技だ。

　その二つの攻撃が見事にヒットし、怒りの声を上げながら猛烈な勢いで巨大魚が宏達の方に突進してくる。それを、

「そおい!!」

　宏が陸に上がる直前にスマッシュで真上に弾き飛ばし、

「三枚におろせばいいわけね」

　真琴が疾しっ風ぷう斬ざん・地ちで切り身に加工する。この世界に飛ばされた当初ならともかく、今となってはたかが中ボス、それもバルド第一形態にすら劣るモンスターなど、宏達の敵ではない。

「……出番がなかった……」

　一人だけ中ボス戦で何もしなかった春菜が、どことなく寂しそうに呟く。こういう連続攻撃で自分だけまったく出番がないのは、仲間外れにされたような気分でとにもかくにも寂しい。

「あ～、いい感じだったから、つい」

「分かるんだけど、補助魔法すら使いそびれたのがちょっと寂しすぎるかな、って」

　仲間外れにされて、拗すねた様子で切り身を確認する春菜。それを見て、疾風斬はやりすぎだったかもと反省する真琴。

「……しかも、この魚食べれそうにないし……」

「そこ!?　っていうか、出番なかったことより、むしろそっちの理由の方が落ち込んでない!?」

「だって、さらに出番がなくなるんだよ!?」

　真琴の突っ込みに対して、猛然と食ってかかる春菜。補助魔法を使う暇もなく、攻撃に参加することもできず、さらに仕留めた獲物が食えないとなると、料理人としての出番もない。結果として、このボスに対しては完全に春菜は要らない子となってしまうのだ。

「春姉、本当に食べられない？」

「ものすごい毒性だから、ちょっとやそっとの毒抜きじゃ無理だと思う。宏君ぐらいの状態異常耐性があれば食べられるかもしれないけど、普通の人が食べるんだったら食前に高レベルの万能薬が必須で、そこまで無理して食べても美お味いしい保証がないし」

「むう……」

　澪の疑問に対し、料理人としての目利きで、きっぱりはっきり断言する春菜。もう一つ言うならば、仮に毒抜きに成功したとして、その時点で身が食べられる状態なのかどうか、そちらもかなり疑問である。

「……確かに、これはやめといたほうがええなあ……」

「うん。食材としては駄目。宏君、他に使い道は？」

「毒薬ぐらいにしか使えへんで。しかも、代替えの材料も余りたおしとるし」

「ってことは、捨てるしかないかな」

「せやな。久しぶりの魚介やから期待したけど、こら無理や」

　ボスの素材をそう見切り、ため息とともに沼の中に捨てる宏と春菜。二人の会話を聞いていた真琴が、ちょっと気まずそうに口を開く。

「ねえ。疾風斬じゃなくて普通に頭を落としてたとして、使えるようになった素材ってあった？」

「微妙なとこや。内臓の類たぐいは、必殺技でばらされたから使いもんにならへんかったわけやないし」

「そっか……」

　なんとも残念な中ボスだ。同じ秒殺された中ボスなら、森で宏とアルチェムが倒した巨大オオサンショウウオの方が食用になった分だけ救われる。何もしないうちに仕留められるほうにしてみれば、恐らく大した違いはないのだろうが。

「まあ、どう頑張ったところでゴミはゴミや。さっさと先進も」

「了解。多分次は大ボスだし、大ボスなら絶対出番があるから、春菜もそろそろ機嫌直しなさい」

「ん。いつまでも文句言ってても仕方ないし、切り替えるよ」

　ある意味元凶であるはずの真琴に窘められ、スパっと気分を切り替える春菜。最近色ボケと生産ボケが目立つ彼女の理性的な面が、久しぶりに表に出た瞬間である。

「さて、次は何が出ることやら」

「とりあえずお腹減ってきたから、ボスまでにどこかで軽く食べる時間が欲しいかな」

「せやな」

　中ボスを仕留めたのに一向に弱まらない瘴気。そんな状況下でも食事を気にする、あくまでもマイペースな一行であった。




　　　　☆




「来たか……」

「やはり、足止めにすらならなかったようだな」

「それは今更だろう」

　そろそろトンネルの出口付近にたどり着く宏達を観察し、ぽつりと呟く闇の主ＡとＢ。大陸西部の諸国、具体的にはファーレーンやダール、フォーレ、ミダス連邦などを担当する彼らにとって、ここまでの全ての企たくらみを潰した憎き相手。いい加減そろそろ始末をつけないと、他の地域にも支障が出てきかねない。

「それで、どうする？」

「トンネルから出てくるのを待つしかあるまい。やつらのタフさを考えると、狭い場所での物量勝負など各個撃破されて終わりだ」

「そうだな。だが、単に物量勝負で大丈夫なのか？」

「他に、やつらを効果的に疲弊させうる手段が思いつかん。それに、その程度の嫌がらせでも、何もせずにやつらと対たい峙じするよりははるかにましだ」

　闇の主Ａの言葉に、頷いて同意するＢ。

　正直なところ、今までの流れを考えれば自分達二人で直接喧けん嘩かをふっかけるのは実に不安だ。だが、イグレオス神殿の宝物殿で邪神の欠片に強力な浄化攻撃が加えられ、相対的に世界中の瘴気が減ってしまった今、他の地域の主達に協力を求めるのも難しい。

「それで、物量勝負は何をメインに使うつもりだ？」

「とりあえずはバルドだな。もはや作り慣れていてコストが安い。百体単位で呼び出しても、こちらの消耗はごくわずかだ」

「だが、連中とてバルドの相手などすでに慣れていよう。本当に大丈夫なのか？」

「他に、即座に呼び出せてそれなりの戦闘能力があり、その上でこちらの消耗が軽いものがない」

　主Ａの言い分を聞き、思わず沈黙するＢ。少なくとも大技を使わせることに成功している以上、ベヒモスクラスの物量攻めなら効果はあるに違いない。だが、そのクラスで物量攻めをしようと思うと、自分達の消耗も半端ではない。バルド二体がベヒモスよりはるかに強力なタワーゴーレムになれたのも、ダンジョンと同化して瘴気を取り込んだからだ。

　大地母神エルザの干渉力を弱めるために大量の瘴気をこの土地に流し込んでいる都合上、そこまでの無茶はできない。しかも、そこまでの無茶をして、挙句の果てにファーレーンのバルドの置き土産の巨大芋虫やクレストケイブのダンジョンの時のように素材として回収されてしまっては目も当てられない。

　また、邪神教団の調査により、宏が女性恐怖症であることは分かっているのだが、残念ながら西部担当の闇の主には、女性型モンスターを作る機能はない。さらに言えば、女性型モンスターはやたらいい素材が取れる種類が多い。はっきり言って、素材になるようなモンスターで飽和攻撃をするのは、たとえそれが相手の弱点を突くものだとしても、嫌な予感しかしない。

　故に現状の手札としては、第二形態にならずともそれなりの戦闘能力があるバルド以外、これだと言い切れる選択肢がないのだ。

「とにかく、ここでやつらを仕留めねば、我らの計画が危うい」

「ああ。なんとしても、ここで連中を始末する」

　あとがない状況に対し、気合いを入れて立ち向かおうとする闇の主達。

　傍はたから見て死亡フラグを乱立させているようにしか見えない彼らの運命。それが決まる時が刻一刻と迫っていた。








フォーレ編　第一三話






　トンネルを抜けると、そこは腐界だった。

「……こりゃひでえな……」

　ヘドロと胞子が放つ異臭。あちらこちら腐敗し、さらに変質してあからさまにアンデッドとかそっち方面のモンスターになっている動植物。それらに対して、達たつ也やが思いっきり顔をしかめて吐き捨てる。

「もしかして、ここまだダンジョンとか？」

「分からんけど、太陽はちゃんと出とるな」

　あまりの惨状に表情が抜け落ちた春はる菜なの言葉に、空を見上げながら答える宏ひろし。ゲームの時、ダンジョン内部には太陽はなかった。それは洞窟や建物の中だけでなく、広大な草原などのダンジョンでも同じことだった。

　そのあたりの仕様が同じとは限らないが、陽炎かげろうの塔の時は、塔の敷地内に入ると太陽や星などは消えていた。調査が不十分なので断言はできないが、そこを踏まえて考えるなら、トンネルを抜けた時点でダンジョンが終わっている可能性は十分にある。

「師匠、地脈……」

「分かっとる。何かまた、妙な状況になってんなあ」

　澪みおが言いかけた言葉に対し、一つ頷うなずいてみせる宏。

　その様子に、怪け訝げんな顔をする春菜。

「地脈が、どうしたの？」

「ここまでの状況やったら地脈も相当汚染されてなおかしい。せやのに、地脈自体は綺き麗れいやねん」

　宏の答えを聞き、少し考える様子を見せる春菜。周囲に意識を集中して、瘴しょう気きをはじめとした状況を確認しようとするものの……。

「……駄目。私じゃよく分からない……」

「そこはまあ、しゃあない。ただ、一つ言えることは、や」

「言えることは？」

「恐らくここは、ダンジョンやない」

　宏の断言に頷く澪と、本当に？　という顔をするそれ以外の三人。この流れだと、今からダンジョンのラスボス戦だというほうが自然なのである。

　その様子を見てとった宏が、達也の首にぶら下がっているタコ壺つぼに声をかける。

「なあ、自分ら外に転移できるやろ？」

「問題ない～、問題ない～」

「異界化してない～」

「出入り自由～」

　宏に声をかけられ、それを証明してみせるように増えたり減ったりするオクトガル達。その光景を見て、疑っていた春菜達が本当に異界化していないことを納得する。

　たとえオクトガルといえども、異界化した土地やダンジョンに対しては、転移による出入りは不可能だ。

「だとしたら、この光景は……」

「多分やけどな。呪われた土地、っちゅうやつになっとるな。要はアンデッドが大量に湧く墓地と同じや。瘴気がたまりすぎて、異界化するより先に土地が変質しとる感じや」

　春菜の疑問に、予想される状況を説明する宏。

　実のところ、ゲームの時にもごくまれに、ランダム発生で呪われた土地の浄化補助というクエストが発生しており、職人チームでそれに当たった時の経験から今回の状況を推測している。

　ここで宏の知識にない部分を補足しておくと、瘴気が一定ラインを超えて大量にたまった場合、その土地はほぼ確実に、〝呪われた土地になる〟〝異界化する〟〝ダンジョンになる〟という三つのうちいずれかに変質する。

　そのうち、最も軽度であり最も多く発生するのが、今回のような呪われた土地への変質であり、三つのパターンのうち、対処が簡単なのもこのケースだ。

　呪われた土地は、あくまで瘴気が大量に発生し続ける土地にすぎないため、空間のゆがみや断絶もない。それゆえ転移に対する制限も特になく、完全に浄化してしまえばすぐに元に戻る。

　だが、あくまで異界化やダンジョン化に比べて対処が簡単だというだけで、実際には呪われた土地を元に戻すのは言うほど簡単なことではない。エアリスのような力の強い巫み女こであれば単独で浄化もできるが、普通は浄化系のスキルが使える神官や巫女を数十人集めて、大規模な儀式を行って力技で元に戻すことになる。

　これに対し、異界化やダンジョン化は、空間そのものが完全に別物になっており、場合によっては物理法則や様々なルールが完全に変わるため、オクトガルですら中から外へ、外から中への転移を確実に行うことはできない。

　対処についても単に浄化するだけでは元に戻すことは不可能で、最低でもコアとなっている物体や空間を破壊しなければ、中でどれほど暴れようが浄化スキルを使おうが一切意味がない。

　異界化の時点ではコアを破壊して浄化すればほぼ確実に元に戻るが、異界化が進みダンジョン化してしまうと、ボスを討伐した上でコアを破壊する必要があり、それをなしたとしても確実に元に戻せるとは限らない。

　できたてのダンジョンの大半はコア＝ボスであり、ボスを討伐すると一気に瘴気が薄れて元に戻るが、長い時間が経ったり最初から膨大な瘴気が注ぎ込まれていた場合、ボスとコアが分離していたりコアを破壊しても無意味なぐらい定着してしまっていたりする。そうやって元に戻せないところまで至ってしまったのが、陽炎の塔やクレストケイブ鉱山などのダンジョンである。

　また、いずれのケースも大量の瘴気によって変質する関係上、呪われた土地の真ん中に異界化した空間が存在していたり、それがさらに変質してダンジョン化しているケースも少なくはない。こういったダンジョンは成長も早く、難易度が高いものが多い。

　今回の場合、現状では春菜の歌ぐらいしか強力な浄化手段がないため不可能だが、この土地も元に戻すこと自体は可能だ。ただし、状況が不自然なので、単に浄化して終わり、というわけにはいかないのは間違いないのだが。

「元に戻せるのはいいとして、エルザ神殿本殿のすぐ近くがこんなことになってるのって、相当不自然だよね？」

「せやな。せやから、恐らく力技でここに瘴気を注ぎ込んだ黒幕がおるはずや」

　宏と春菜の会話に、再び表情を引き締める一行。この状況で、何事もなく話が進むわけがない。

「状況的に考えて、その黒幕が黙って見てるはずはないわよね」

「何もせずにボク達にここを解放させるとか、あり得ない」

「さすがにちょっと、今回は寄り道が過ぎたかもしれないわね」

　予想以上に悪化している状況に、気を引き締めながらも今までの行動を反省する真ま琴ことと澪。

　結果的に装備を強化したから無駄にはなっていないが、当初の予定ではボス素材で装備を新調するつもりはなかったのだから、クレストケイブのダンジョン攻略など後回しにしてもよかったのだ。

「その手の反省会は後回しだな。春菜、例のやつを歌ったらどうだ？」

「ん、そうだね。まずは一曲歌って、ちょっと様子見てからかな？」

　達也に促され、少しでも浄化できることを期待して般若心経ゴスペルを高らかに歌い上げる春菜。

　ただの歌とは思えないその圧倒的な浄化能力が、生きたまま腐り始めていた鳥や狼おおかみを一瞬にして浄化し、元の姿に戻して安楽死させる。

　胞子を飛ばそうとしていた毒キノコがねじれて干からび、崩れ落ちる。

　根腐れを起こし、全体が枯れていながらなお動き回っていた樹木が、全身に染みついた瘴気と怨おん念ねんを取り払われ、溶けるように消え去る。

　最初の一曲が終わる前に、声が届く範囲にいたモンスターが全て浄化される。

「何よ、これ……」

「春はる姉ねえの歌って、ここまで威力あった？」

「般若心経ゴスペルを歌うようになってから確かに浄化能力は上がってたが、ここまでじゃなかったはずだぞ……」

　一回目を歌い終わったところで、見えていた範囲の沼地、その半分が元の地面に戻っていた。その様子を見ていた達也達が唖あ然ぜんとしている。

　思うところがあるのか、平然としているのは宏だけだ。

「……師匠、驚いてないけど、理由分かってるの？」

「はっきりとは言えんけどな。春菜さんも相当生産関係のスキル伸びとるやん」

「それがどうしたの？　って、もしかして……」

「呪歌は確か、効果が精神に依存するって、どっかで聞いた記憶があるんよ」

　宏のその一言に、一同大いに納得する。宏もそうだが、ここ最近の春菜はほぼ毎日料理をし、鍛か冶じ場で鉄を精錬し、ハンマーをふるい、さらに空き時間に毛糸で編み物をしたり薬の調合を練習したりと、生産廃人と同じような生活をしていたのだ。

　スキルだけでなく精神や耐久の修練も相当積み重ねているわけで、その上で恐らくベヒモス狩りでレベルも上がっているであろうことを考えると、ダールの頃とは比較にならないほど精神力が伸びていても不思議ではない。

「単に歌に慣れて上う手まくなった、って線はねえのか？」

「それも多分あるとは思うんやけど、呪歌の類たぐいって、熟練度とかどうなんやろうな？」

　宏の問うような視線に、二度目の歌を終えた春菜が解説する。

「呪歌はスキルとして習得するわけじゃないから、特に熟練度とかはないよ。歌唱の熟練度が上がれば自然と使えるものが増えていくし。呪歌を使いたい時は、起動トリガーを引いたあとに適当に歌を歌えば、起動させた効果が出るの」

「トリガーってのは？」

「単に歌う前にどの効果を使うって意識するだけだから、外から見て分かるものじゃないんだ。多分、特殊舞踏も同じだと思う」

　春菜の解説を、感心したように聞く一同。

　職人が引きこもって情報が途絶えている生産ほどではないが、歌唱や舞踏もおひねりを巻き上げる以外の機能に関しては、非常にマイナーだ。スキルそのものはかなりの人数が持っているのだが、呪歌や特殊舞踏が使えるほど熟練度が高い人間となると途端に人数が減り、さらに実際に普段戦闘などで使っている人間となるとほとんどいない。効果範囲が歌を聞いている存在、踊りを見ている存在という都合上、必然的に一部例外を除き敵味方を識別できないという欠点を抱えてしまい、どうしても使いにくいのである。

　宏達の場合は今まで春菜が散々使い倒しているが、あくまでそれは使っているのが基本味方にまったく悪影響がない浄化系だからで、普通はこれほど積極的に使えるようなものではないのだ。

「五年もゲームやっとんのに、知らんこと多いなあ……」

「スキル自体も全部出で揃そろってるわけじゃなさそうだし、攻略が終わってないダンジョンもまだまだあるし、開発以外に全貌を知ってる人間なんて多分いないでしょうね」

　知らなかった仕様を知ってしみじみ呟つぶやく宏に、真琴が同じように『フェアクロ』の奥の深さについての感想を漏らす。

「せやけど、般若心経がらみは曲調とかで結構明確に差ぁ出とったよなあ」

「だよなあ。そのあたりさっきまでの説明と食い違うことを考えると、般若心経ゴスペルが純粋な意味で呪歌に分類されるのかどうか、ってえと疑問になるな」

「あと、ウルス城の時は鼻歌とかでも苦しんでたのがいたから、春姉がいちいちトリガー引いて歌ってるのかどうかも疑問」

　達也と澪の会話を聞き、歌いながらちょっと困った表情を浮かべる春菜。

　それを見て、宏達は春菜が特に何も考えずに歌っていることを悟る。

「これで大体のところは分かったな」

「せやな。春菜さんの歌の浄化機能は、恐らくエクストラスキル取得で自動的にセットされる類のもんで、威力はなにがしかの能力値と曲の内容に依存、っちゅうところか」

「多分な」

　春菜の歌を聴き、その結果を確認しながら、検証結果について話し合う宏と達也。

　歌を聞きながらの私語など、春菜の歌をないがしろにしているように見えなくもないが、これは聴き入ってしまわないようにするための予防処置も兼ねている。たとえ般若心経ゴスペルという普通に聴くには少々微妙な曲といえども、春菜の技量で歌われれば普通に曲に没入してしまうのだ。

「よし。ほなちょっと確認やな」

「ボクがやるから、師匠はいざという時のために春姉のそばに」

　見える範囲があらかた浄化され、もう少し先まで声をとどかせる必要があると判断した宏達。まずは立ち位置を神殿に近づけるため、ちゃんと元に戻っているか確認することに。

　先ほどまでの瘴気はきれいさっぱり取り払われているとはいえ、恐らく何者かの手で外部から強制的に瘴気を送り込まれて変質させられていたであろうことを考えると、迂う闊かつに前に進むことは避けたい。なので、セオリーに従って澪が状態を確認するのだ。

「……基本、問題はない」

「……何やろうな。瘴気もほとんど消えとって、地面とかに罠わならしいもんがないっちゅんもはっきりしたのに、この妙な気味の悪さは」

　澪の回答を聞き、むしろ警戒を深める宏。

　どうにも気に入らない。ここまでやっておいて、この程度で話が終わるなど、簡単すぎて納得できない。はっきり言って、おかしいどころの騒ぎではない。

「……澪、索敵範囲内に気配の類は？」

「生き物の気配なら」

「視線とかはあるか？」

「……なんとも言えない」

　次々に放つ宏の問いかけに、表情を動かさずに答える澪。生き物の視線のいくつかは、間違いなく自分達の方を向いている。だが、それは凝視しているとかそういう感じではない。

「……虎穴に入らずんば、か」

　正直、気が進まない。

　この期に及んでとは思うが、正直引き返したい。

　このまま進めばえらい目にあいそうな気がする。

　だが、恐らくここで引き返したところで、次来た時にはもっと状況が悪くなっているだろう。

　ならば、嫌なことは早いうちに済ませてしまったほうがいいと割り切り、宏が慎重な足取りで進み始める。

　宏の二歩ほど前を澪が進み、二歩ほど遅れて春菜が続く。

　その後ろを達也が追い、殿しんがりは真琴が務める。

　宏が渋ったのをとがめない程度には年長組も嫌な予感がしているらしく、その足取りは決して速いとは言えない。宏ほどはっきりと何かを感じ取っているわけではなさそうだが、このまま何事もなく順調に神殿にたどり着ける、などとは誰一人考えていないようだ。

　途中で何度も澪が調査をし、慎重に慎重に進んでいく中で、その事件は起きた。
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「春菜さん！　澪！」

　背筋にゾクっとした何かが走り、とっさに叫んで二人を引き寄せる宏。

　このまま行かせてはまずい。このままでは春菜と澪が死ぬ。

　一瞬のことなのでそこまで明確に意識はしていないが、女性恐怖症の反応すら無視して体が勝手に動くぐらいには致命的な予感。

　何が起こったか分からず、目を白黒させる少女達。

　宏がそんな二人を抱え込んだところで、三人の影を起点に、急激に闇が広がるのであった。




　　　　☆




「……」

　手にしたティーカップに口をつけようとし、何度目かのため息とともにテーブルに戻すアルチェム。その様子にドーガが声をかけようと口を開き、結局何を言えばいいか分からずに口を閉ざす。

　スティレンのエルザ分殿では、どうにも雰囲気が暗いアルチェムをもてあまし気味であった。

「アルチェム様」

「分かってます。分かってるんですよ。分かってるんですけど……」

　埒らちが明かないと見て声をかけたエアリスに落ち込んだ声色で返事をし、再びため息をつく。今のアルチェムは、相当重症のようだ。

「姫様、一体何があったのですかな？」

「何が、というほどのことはありませんでした。私達の力が足りず、森を元の姿に戻すことができなかった。ただそれだけのことです」

「……なるほど」

　エアリスの言葉で、いろいろと納得するドーガ。エルフであるアルチェムにとって、それは大層ショックだったに違いない。たとえ森の中を開拓して大規模な農業をやっているといっても、過度に森に手を入れず、可能な限り共生するのがエルフの本来の姿だ。

　しかも、彼女は森の神・アランウェンの巫女。大量の瘴気によって無理やりあり方を捻ねじ曲げられ、それを元に戻すことができなかったとあれば、己の力のなさを嘆きたくなるのも仕方がない。

「本当に、私は駄目エルフです……」

「そんなことはありませんわ」

「エル様、私が駄目エルフなのは否定できない事実ですよ……。だって、今まで何一つ役に立てていないんですから……」

　どうやら、現在のアルチェムは心の底から自己否定モードらしい。こうなると、人はちょっとやそっとでは意識が上向くことはない。正直、ここから気持ちを立て直させるのはかなり骨ではあるが、神の巫女がいつまでも落ち込んでうじうじしているのはいろんな意味でよろしくない。

　こういう時は、まずは愚ぐ痴ちを全部徹底的に吐き出させるしかない。エアリスは姫ひめ巫み女ことしての経験からそう考え、まずはとことんまで聞き役に徹することに。

「畑仕事も採取も弓の腕も全部中途半端で、私じゃなきゃ駄目だってことが何一つないし……」

　アルチェムの口から飛び出した最初の一言に、かなり困った顔をしてしまうエアリス。

　正直なところ、アルチェムが自虐的に言っていることは、個人としても組織のトップに近い人間としても、とても肯定できない内容だ。

　確かに今回アルチェムは、専門分野であるはずの森の浄化において、実質的に適性で劣るエアリスの補助しかできていなかった。その上で森を元に戻すことができなかったのだから、己の力のなさに自暴自棄になるのも無理なかろうことではある。

　だが、本人はまったく自覚はないが、そもそも今回の森の浄化は、状況が悪すぎてエアリス一人ではどうにもできなかった。それも、エアリスに並び立つほどの資質を持つ巫女でなければ、補助すらもできなかっただろう。

　巫女の力の扱い方を指導したエアリスからすれば、その時点で既に自身の姫巫女としての師である先代姫巫女や姉エレーナを超えている。あとは経験を積むしかなく、そういう意味ではエアリスの手を離れており、師としてその成長は嬉うれしいやら寂しいやら複雑なものがある。

　また、師弟の立場を離れた個人として考えると、これまで同じ位置に並び立つ人間は一人もいなかったため、経験の差による力量の違いこそあれど、巫女としては完全に同格で人柄もいいアルチェムは、エアリスにとってはアズマ工房の人達と同じく大好きで大切な人物だ。

　そんなアルチェムが落ち込んでいるのに、元気づける方法も、心配し悲しんでいる気持ちを伝える手段もない自分が非常に歯がゆい。

　さらに組織のトップ的な立ち位置としての一般的な意見だが、全員が全員代えがきかないオンリーワンの仕事などしているようでは、その組織はまず破綻する。一人倒れれば全員一いち蓮れん托たく生しょうなのだから、当然といえば当然だろう。

　だが、それ以前の問題として、いかに現状まだまだ未熟だといっても、アルチェムはアランウェンの巫女というただ一人の存在だ。彼女が世界でも重要なオンリーワンの一人であることは、誰の目にも明らかである。アランウェンの巫女としての仕事は、アルチェム以外の誰にもできない。本人にその自覚がないのがかなり厄介だが、本来はエアリスの侍女のふりなどせず、一緒にＶＩＰ待遇にしなければいけない人物なのだ。

　なので、アルチェムの自虐的な言葉は、何重もの意味で正しくない。姫巫女としての仕事を半年以上こなし、王族としてもあれこれ経験したエアリスからすれば、それらのことは自明の理である。が、今のアルチェムにそれを言ってもまず伝わらないだろうが。

「無駄に胸だけ大きくて、ヒロシさんに『トー○キン先生に謝れ！』なんて怒られましたし……」

「トー○キン先生、ですか……？」

　いきなり正体不明の人名が出てきて、戸惑いを隠しきれないエアリス。宏達の世界における近代以降のファンタジー小説の開祖と言われている人物の名前など、彼女達が知らなくても当然だろう。

　だが、無駄に胸だけ大きいというのはエアリス以外からも間違いなく否定の言葉が飛ぶ。アルチェムほどの容姿にそんな評価を下すと、世の女性の大半は外見的な魅力が乏しいということになるのだ。

「ヒロシさんの役に立てるって思って張り切って出てきたのに、結局肝心なところは全部丸投げだし……」

「アルチェム様、そこは私も同じなのですが……」

　恐らくアルチェムの一番の嘆きポイントであろう言葉に、思わずといった感じで言葉を漏らすエアリス。惚ほれた男の役に立ち切れず、一番肝心なところは全て丸投げなのは二人とも変わらない。

「せめてもっと弓の腕がよければ、足手まといにならずについていけたかもと思うと……」

　エアリスには選びようがない願望を言うアルチェム。

　もっとも、弓の腕だけで足手まといにならないようになるのは恐らく無理だろうな、という感想しか浮かばないエアリス。

　そもそも、宏達に同行してボス戦に参加する場合、弓の腕より最低限の自衛能力を持っていることの方が重要なのだ。少なくとも、宏が必要以上にカバーせずに済む立ち回りができないと話にならず、それは弓の腕だけ磨いて身につくものではない。

　とはいえ、身を守るための手段はもっと充実させておいたほうがいいかもしれない。何しろ、エアリスはこれまでに三度、敵の手に落ちている。二度目は宏達の目の前であったためにすぐに脱出できたが、一度目と三度目は救出してもらうための手間をかけてしまっている。

　それを考えると、エアリスとしてはせめて逃げられる程度には抵抗できるようになりたい。何度も何度もさらわれるなど、いくらなんでも危機管理とか防衛意識とかが疑われる。

　余談ながら、後に宏達と茶飲み話でこのことを漏らした際に、『ヒロインが何回もさらわれるのはお約束』とか、『〝さらわれる：∞〟の能力があるからエアリスは仕方ない』とか、わけの分からないことを澪に言われてしまうのだが。

「好きな人ができたのに、アピールする機会もなければアピールポイントもこれといってないし、相手のそばには特徴がかぶっててもっとハイスペックで距離の近い人がいるし……」

　だんだんと愚痴の内容が怪しくなってきたことに、部屋にいる全員が何とも言えない気分になってくる。最初の落ち込み方に比べればはるかにましではあるが、事情を知らなければアルチェムの外見スペックでアピールポイントがないなど、どんな冗談かと言いたくなるに違いない。

「チェムちゃんのアピールポイント～」

「ひゃん!?」

「感度良好～」

　愚痴の方向性が変わってきたあたりで、それまで空気を読んで黙っていたオクトガルが壺から出てきて、実に空気を読んだ行動に出始める。

「脱がす～」

「見る～」

「触る～」

「揉もむ～」

　服の上からアルチェムの立派なバストをこねまわしていたオクトガルが、容赦なく服を脱がせようとする。無論、空気を読むオクトガル達のこと。服を脱がせるといったところで、せいぜい下着が見えそうで見えないところで止とどめるのだが。

「あっ、ちょっ、さすがにこの状況で、脱がそうと、するのは……」

　オクトガルの計算された容赦のない攻撃に、必死になって脱がされないように抵抗するアルチェム。抵抗すればするほど見えない何かの力によって、どんどん際どい状態になっていくのはいつものことである。

　さすがのオクトガルも、そこをコントロールする術すべは持ち合わせていない。谷間が露あらわになった胸元に視線が吸い寄せられそうになって、必死になって目をそらす若い神官達が気の毒である。

「そろそろやめておくほうがええぞ」

「は～い」

　苦笑しながらのドーガの言葉に、素直に従って解散するオクトガル。悪戯いたずらモードに入ったままらしく、気の毒な神官達の頭の上に乗り、

「今どんな気分～？」

　などと余計なことを聞いている。

「ここはウルスではありませんから、悪戯はほどほどに」

「は～い」

　エアリスに優しく窘たしなめられ、一匹を除き大人しくタコ壺に戻っていくオクトガル達。残った一匹は無論、エアリスの頭上に陣取る。

「少しは気分は晴れましたか？」

「……はい。ごめんなさい……」

「いえいえ。人間、誰しも気分がマイナスになることはあります」

　服を整えながら申しわけなさそうに謝罪してくるアルチェムに、にこやかに応じるエアリス。

　周囲の人間も空気が随分マシになったことにホッとしつつ、同じようなことで愚痴りたいであろうエアリスに全て押し付けてしまった点については反省せざるをえない。

「ただ、結局問題は何一つ解決してないんですよね」

「どれも、一朝一夕には解決しない問題ですから仕方ありません。身を守る手段に至っては、私はアルチェム様より分が悪いですし」

「でも、私よりはるかに巫女の力を使いこなしてますよね？」

「それこそ、積み重ねです」

　アルチェムの反論に、きっぱり言い切るエアリス。生まれた時からずっと使ってきた力なのだ。いくら資質は同等レベルといっても、能力に目覚めたのが三カ月ほど前のアルチェムに現時点で負けるはずがない。

　宏の言葉ではないが、大抵のことは慣れと根気と諦あきらめと惰だ性せいなのである。

「そのあたりはもう、お互いこつこつ鍛えるしかない、ってことですか」

「ええ。一足飛びで身につけた力なんて、大体は碌ろくでもないものです。ハルナ様も、ウルス城で身につけたアルフェミナ様の魔法を、いまだにちゃんと使いこなせなくて苦労なさっていますし」

「そうなんですか？」

「はい」

　エアリスの言葉に、目を丸くするアルチェム。春菜に対しては大抵のことを軽々とこなしているイメージを持っていたため、たとえ神の御技といえども使いこなすのに苦労しているなど想像すらしていなかった。

「ハルナ様ですらそうなのです。所しょ詮せん凡人の私達は、地道にやるしかありません」

「そうですね」

　エアリスの断言に、何度も何度も頷くアルチェム。

　この二人が凡人とかどんな冗談だ、と、周囲の人間が内心で激しく突っ込んでいることには気がつかない。

「だったらまずは、この無駄に大きくて邪魔なくせに、好きな人に対するアピールには結局全然役に立たないどころかかえって余計なプレッシャーを与えるこの胸を減らすことからですか」

「「「「それを捨てるなんてとんでもない!!」」」」

　アルチェムが口にした今後の目標。それを周囲の神官や侍女、オクトガル、果てはエアリスまでが口を揃えて却下するのであった。
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「……ふう」

　急激に広がった闇を気合いを入れて踏みつぶし、大きくため息をつく宏。踏みつぶされた闇は一撃で砕け散り、あとには何も残っていない。

　急場をしのいだところで、宏は己の体が猛烈に震え、耐えがたいほどの吐き気に襲われていることに気がつく。腕の中には、庇かばうように抱え込んだ人間が二人ほど。鼻び腔くうをくすぐる香りは、間違いなく女性、それもよく知った人物のもの。

　腕の中に視線を向けると、茹ゆで上がったタコのように真っ赤になりながら、どことなく幸せそうにうっとりした表情を浮かべる春菜と澪が。

「……!?」

　今現在自分が置かれている状況を認識し、思わず悲鳴を上げそうになって必死になってこらえる宏。どうやら、タンクとしての本能が、条件反射的に二人を引き寄せ庇うように抱きかかえさせたようだ。

　気がついてしまうと、どうにもならない。いかに春菜や澪が相手といえど、この体勢で恐怖心を抱かずに済むほど、宏は女性恐怖症を克服できていない。

「春菜！　澪！　一いっ旦たん離れろ！　ヒロがヤバい！」

「えっ？　あ、ごめんなさい！　もう大丈夫だから！」

　宏の顔色を見て、慌てて離れようとする春菜と澪。名残惜しさに離れようとしない自分の手を引っぺがすのに苦労しながら、宏のプレッシャーにならない距離からやや離れた位置に立つ。

「それで、今のは……？」

「……恐らく、黒幕の攻撃やろうな……っちゅうか、見事に誘導された感じや」

　息を整えつつ話す宏の言葉に慌てて周囲を見渡すと、いつの間にか大量の瘴気が発生し、闇でできた魔法陣が十重二十重に一行を取り囲んでいた。

「前哨戦か本番かは分からんけど、ボス戦なんは間違いなさそうやで」

「うん」

　なんとか落ち着きを取り戻しフルプレートモードに切り替えた宏の言葉に頷き、気が進まないながらも念のために流体金属アーマーも展開する春菜。オリハルコンブレストプレートの上からコーティングしているため、仮に普通の服の上から纏まとった時のように、やたら体のラインを強調して目のやり場に困るような状態にはなっていない。

　見た目は以前のものとあまり変わらないが、澪の方も同じようにレザーアーマーの表面を流体金属でコーティングしている。こちらは達也と一緒にベヒモス素材に切り替えているため、トータルではオリハルコン製の部分鎧よろいよりは防御力を稼げている。

「さて、何が来るのやら」

「何が来たところで、どうせ碌でもない相手なのは変わらないでしょうけどね」

　春菜のそばにスタンバイする達也の言葉に、彼らをかばうように前に出た真琴がコメントする。その言葉を肯定するように、魔法陣の中からそいつらが次々と現れた。

「……マジかよ……」

　現れた敵を見て思わず絶句し、達也が唸うなるように言葉を絞り出す。

「考えようによっては、むしろチャンス？」

「……澪、この状況でそれを言えるとか、あんた大物ね」

「というか、三桁以上の数で同じ敵が出てくる場合、防御力ゼロで敵の数がそのままＨＰになるのがお約束」

「どこの世界のお約束よ……」

　どう見ても百を超える数の敵に、そんな漫才を繰り広げる真琴と澪。

「ＴＲＰＧ方面だと、そういうシステムは珍しくない」

「さすがにバルド相手にそれを求めるのは、無理があると思うな、私」

　澪のどこまでもメタな台詞に、背筋に冷や汗をかきながらも平静を装い、控えめに突っ込みを入れる春菜。そう。出てきた敵はどう見ても百を超える数のバルドだった。

「所詮はバルド。攻撃バリエーションは大体ネタバレしてる」

「せやな。さすがに一ダメージで一体とはいかんにしても、所詮相手はバルドや。第一形態のうちに数減らしてまえば、怖いことはあらへん！」

　強気なことを言う澪に同意し、ポールアックスを一度頭上で大きく振りまわして気合いを入れながら、宏がそんな宣言をする。

「そういうわけやから、かかってこいやあ!!」

　いつものようにアウトフェースを乗せて大声で吠ほえ、集められるだけバルドの注意を引く宏。

　こうして、フォーレでの邪神にまつわる最後の戦い、その火ぶたは切って落とされたのであった。
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「始まったな」

「ああ」

　遠く離れた場所で、大陸西部を任せられた闇の主達は戦いの様子を見守っていた。

「予想どおり初手は不発に終わったが、上手い具合にはまってくれたようだ」

「だが、所詮はバルド、しかも今回は数を優先して、大した思考回路は組み込んでいない。どこまでもつかはなんとも言えん」

　主Ｂの言葉に、小さく頷くＡ。

　元々大きな期待はしていなかったが、場合によってはまったくの無力で、一切疲弊させられない可能性も考えられた。もしそうなっていたら、彼らにはもはや打つ手はなくなっていただろう。

「とりあえず、いつでも向こうにいけるように準備はしておくとして、だ」

「ああ。無論、何の小細工もせずに見守っているだけ、などということは考えていない」

「そうか。まずは何をするつもりだ？」

「あの男がいると、魔力が絡む直接的な妨害は打ち消されやすい。ならば、やつらが立っている地場、それ自体に干渉するのが正道だろう」

「なるほどな」

　闇の主Ｂの言葉に、一つ頷くＡ。

　Ａが納得したところでＢが大地に干渉し、宏達が立っている場所を底なしの毒沼に変えようとする。だが……、

「どうやら起点が浅すぎたようだな。やつに打ち消された」

「ならば、足場を崩れやすくするために、地下に大きめの空洞を作ってみるか」

「できるか？」

「やってみる、が……」

　瘴気を流し込み、大地を変質させようとしたところで強い抵抗を受け、結局は目的を果たせずに手を引くＡ。

「どうだった？」

「女神に妨害された。さすがに地脈が近いだけに、深い場所に対する干渉は容易ではなさそうだ」

「クレストケイブのダンジョンが、ここまで尾を引くとはな……」

　女神エルザから思いもよらぬ妨害を受け、思わず歯は噛がみするＡとＢ。

　つくづく今回の客人達は、打つ手が不発になってばかりである。

　クレストケイブのダンジョンが成立した当初、なんだかんだといって女神に対してはかなり優位に立っていた。殺意の高いダンジョンにより、日増しに増えていく死傷者。

　その結果として地脈の汚染が進み、加えてダンジョン化によって取れる鉱石が上位変換され、加工の難しいものばかりになったこともあって情勢が不安定化。それによってさらに地脈が汚染されていくという望ましい循環が発生していた。

　このままいけばリスクに見合うだけの成果が得られると期待したのもつかの間、客人達の手により作り出された新型溶鉱炉が本来難しかったはずの魔鉄やミスリルの精製能力を上げ、それらの製品の生産量を大きく増やしてしまった。

　そうなってしまうと情勢悪化によって増えていた瘴気はがくんと減り、それに比例するかのように女神エルザの干渉力が増えていく。出回る装備が徐々によくなってきたことにより、ダンジョンでの死傷者が減少傾向に転じたこともあり、闇の主達は徐々にじり貧に追い込まれつつあった。

　何かテコ入れを、と思っていたところに追い打ちをかけるように、客人達がベヒモスを討伐。それも一度だけならともかく、再生を待って合計三度も仕留めるという非常識な真似を実践し、ダンジョンを大幅に弱体化させてしまった。

　こうなってしまっては、一気にひっくり返すような方法はない。ファーレーンとダールの失敗まで合わせて考えると、恐らくしばらくは、それこそ百年単位の時間をかけて策を進めない限りは、大陸西部を崩壊させるのは不可能だろう。その事実は認めるが、巫女を失ったはずの大地母神がここまで力を盛り返してきたのは予想外にもほどがある。

「大規模な妨害は不可能となると、だ」

「やつらの弱点となりそうなところへの直接攻撃しかあるまい」

「弱点、か。ならば、あの魔術師の男か、忌いま々いましい歌を歌う女だろうな」

　幾度かあれこれ試し、全て女神に阻まれる。その結果を見て大きな被害を与えることを諦めたＡの言葉を受けて、Ｂが三人に囲まれてガードされている男女に目を向ける。どちらも捨て置くには少々どころではなく目障りだ。

　すでに投入したバルドの三分の一が排除されている。瘴気を大量に消費するため、第二形態への変身条件を厳しくしたことが影響しているようだ。元々全部が変身できるほどの瘴気はなかったのでしょうがないが、予想以上に仕留められるのが早い。その原因の大部分は女の歌で、だが直接数を減らしているのは、魔術師の男の攻撃魔法が一番多い。

　正直、どちらを始末しても劇的に戦況が変わるとは思えない。やつらを確実に全滅させたいのであれば、フルプレートの男を排除しないと話にならない。だが、こんな遠隔攻撃でやつを排除できるのであれば、とうの昔に連中は全滅しているであろう。

　何しろあのフルプレートの男、普通の冒険者なら即死してもおかしくない攻撃をまともに食らっても無傷だし、死角から中央の二人に飛んでいく攻撃を見もせずに迎撃しているのだから。

「やつらの装備を考えると、確実に仕留められる保証はない、が」

「少しでもダメージが通ればいい。何もせんよりはマシだろう」

　何やら方針を決めたらしい闇の主二人。

　中央の二人、その足元の大地に対して干渉する。

「貫かれて、悶もだえるがいい!!」

　気合いの声とともに、大量の瘴気を注ぎ込む。

　次の瞬間空間がねじれ大地が隆起し、咄とっ嗟さに春菜を抱き込み達也をガードした宏をあざ笑うかのように、ターゲットの二人に大地の槍やりが襲いかかるのであった。
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「どうやら、連中も随分と焦っているようですね」

　ついに直接干渉し始めた闇の主達を見て、眉をひそめながら大地母神エルザが呟く。

　邪神がこちらの世界に侵食してから約三千年。今まで一度たりとも表に出てこなかったバルドの上司が、今回ついに直接手を下しに来た。その事実に驚きが、そしてそこに至った過程に呆あきれがにじんでしまうことをどうしても止められない。

「それにしても、彼らの回り道はことごとく予想外の状況につながりますね……」

　闇の主達が出てこざるを得なくなった、その経緯を思い出してしみじみ呟く。

　ウルスでエアリスを助けて以来、傍はたから見てわけの分からない流れで次々とこの世界の問題を解決してきた、今までにないタイプの客人達。

　本来であれば彼らに頼りきりになるのは恥だが、長年の邪神との抗争でいろいろ硬直化し身動きが取れなくなっていたこの世界の神々にとって、これまでの客人達の行動が状況を動かす格好のきっかけになっていた面は否めない。

　クレストケイブに長々と居座られた時にはいろいろとひっ迫していたエルザとしては焦らずにはいられなかったが、ここでも予想外の行動を繰り返し、結果としてはむしろ寄り道せずにこちらに直行するより事態はよくなっている。

「さて、随分あれこれ助けられてしまいましたし、少しばかり女神としての意地も見せますか」

　残念ながら、これほどまでにいろいろ手助けしてもらっても、世界のシステム上はまだエルザが直接干渉できる条件が整っていない。

　所詮舞台装置でしかないこの世界の神々。その制約がなければそれこそ無制限に介入して世界を滅ぼしかねないのは事実だが、世界を維持するために課せられた制約が外敵に対し有効な手段を取ることを阻む。そのジレンマがとてももどかしいが、言っても仕方がない。

　制約のために敵や宏達に直接干渉することはできないが、地脈に対する多少の干渉は許される。

　おあつらえ向きに、男二人には自力で習得できそうな手前まで来ている神の技がある。達也の方はやや遠いが、宏の方はきっかけだけあれば十分だ。地脈を介してエルザの力に触れさせれば、技を使うための引き金には十分だろう。

　闇の主達が遠距離から地脈の近くに余計な干渉をしているのだ。エルザがそちらに対抗するという口実で地脈をガードし、宏達に覚醒のきっかけを与えることは難しくない。その目的で地脈を操作し、ついでに余計なことをしようとしている闇の主達の干渉を阻む。

「申しわけありませんが、これ以上は制約に引っかかります。この程度の手助けしかできないことは心苦しいですが、ここを切り抜けてくだされば、終わってからの報酬は限界まで弾みましょう」

　闇の主達の干渉がやんだ隙すきに、聞こえていないと知りつつ、そんな言い訳がましい言葉とともに地脈を動かす。ほんのわずかな移動だが、女神の力で保護された地脈は、地表すれすれの位置まで浮上した。

「あとは頑張ってください」

　さらに余計な干渉がないかを警戒しつつ、エルザは全てを丸投げするのであった。




　　　　☆




「グレイトフレア！」

　イグレオスの力で強化された火球を放ち、三体のバルドを焼きつくす達也。状況はそれなりに順調に推移していた。

「いけると思ってるの!?」

「邪魔」

　空から急襲しようとしたバルドを真琴と澪が迎撃する。その隙間を埋めようとした次のバルドが、

「こっちこいやあ!!」

　宏の一いっ喝かつで動きを止める。そのまま真琴に斬きり捨てられ、塵ちりとなって消える。

「嫌な予感がするぐらい、順調ね……」

「このバルド頭悪い」

　真琴と澪の会話に、残りの三人も同意するように頷く。

　機械的に、としか言いようのないやり方で連携を取り、無防備に突っ込んでくるバルド達。ゲームの時は大半のモンスターがこんな感じだったが、よりにもよってバルドがそのレベルに落ちている、というのが腑ふに落ちない。

　もしバルドが生産のような手段で生み出されているのであれば、これだけの数だから行動パターンがお粗末なのも分からなくはない。問題なのは、生産されているということはその気になればいくらでも増やせる、ということにある。

　それ以上に、これだけの数のバルドを動員した相手が、何もちょっかいをかけてこないことが気になる。このあたりは口にするまでもない共通認識だからか、大技を使えば一気にケリをつけられる状況でありながら、この後のことが気になって誰も大技を使おうという気にならないのだ。

「追加はあらへんみたいやし、このまま粘る……!!」

　そう声を上げかけた瞬間、またしても宏の背筋にゾクリとしたものが走る。

　とっさに目の前のバルド二体をまとめて弾はじき飛ばし、直感にしたがってカバームーブを強制発動。ヘビーモールを手放して、今度は春菜と達也を自分のそばに引き寄せようとする。

「えっ？」

「何だ？」

　宏の唐突な行動に、歌や詠唱を中断して戸惑いの声を上げる春菜と達也。何しろ、目に見える範囲でも探知できる範囲でも、宏が二人をガードしなければいけない要素が見当たらなかったからだ。

「邪魔や!!」

　好機と見て突っ込んできたバルドを蹴り飛ばし、春菜を完全に抱え込んでやや遠い達也を引きずり込む。

　それと同時に──いやワンテンポ早く、空間がねじれ、隆起した大地が巨大な槍となって二人に襲い掛かったのであった。






フォーレ編　第一四話






　地面から二本の石の槍やりが伸びて春はる菜なと達たつ也やを襲い、派手な金属音を立てて割り込んだ宏ひろしの体を貫こうとする。

「二人とも、大丈夫か!?」

「私は大丈夫、だけど……」

「脇腹にかすった。防具替えてフォートレス練習してなきゃ、お前が間に合っててもヤバかった」

　槍の一本を腹筋で完全にブロックした宏の問いかけに、カバーが間に合って無傷だった春菜と脇腹に食らって多少のかすり傷を受けた達也が答える。

　達也を襲った槍は、間一髪のところで宏に邪魔をされ、脇腹をかすめるにとどまった。だが、防具がベヒモス革を部分的にヒヒイロカネで補強した現状最強のマジックユーザー用防具でなければ、脇腹をかすめる、ではなく脇腹をえぐる、になっていたのは間違いないだろう。

　なお、補強材がヒヒイロカネなのは、魔法詠唱に対するペナルティがないからである。

「ヒロ、お前こそ大丈夫なのか？」

「ダメージはあらへん。けど、鎧よろいの腹んところはぶち抜かれたわ」

　もう一度邪魔しに来たバルドを弾はじき飛ばしながらの宏の言葉を受け、彼の腹部に視線を移す達也と春菜。見ると、確かにフルプレートの腹部が完全に破損し、中の霊布の服が露出している。

　脇腹をかすめた達也の方も、かすり傷程度とはいえきっちりダメージは受けている。

「しかし、このバルドほんまに邪魔や」

　何度も何度もめげずに攻撃を仕掛けてくるバルドを弾き飛ばしながら、うんざりした顔をする宏。敵対しているのだから攻撃してくるのは当然なのだが、面倒くさいのは面倒くさいのである。

「ええ加減、邪魔くさい！　これでも食らって往生せい!!」

　まとめて三つほど掴つかんだ特大ポメをバルド達の中心付近に投げ込み、アラウンドガードで爆風を気合いを入れて抑え込む。

　カウンター気味に入ったとはいえ、ファーレーンのバルドが第二形態以降でも大ダメージを避けられなかった一撃だ。第一形態のノーマルバルドが三つも直撃を受けて、耐えきれる代物ではない。

　正直、感覚的にアラウンドガードの熟練度が最大になっていると確信していなければ、いくら宏といえどもこの状況でこんな至近距離でやろうなどとは考えもしなかっただろう。

　そんな大魔法と大差ない攻撃を行った結果、凄すさまじい爆音と同時に宏の正面にいたバルドの七割ほどがコアだけを残して消滅する。

「これで、落ち着いて鎧直せるわ」

　再開した春菜の歌に耐えきれず消滅していくバルドを眺め、一つため息をつきながら宏は己の鎧に魔力を注ぎ込む。緊急修復のエンチャントが宏の魔力に反応し、破損していた腹部を元の状態に戻す。達也の方も同様に、裂けた鎧の脇腹を修復する。

「しかし、こいつらなんで変身せえへんねん？」

「さあ、な」

　正面はもう十分とみて取り、聖せい天てん八はっ極きょく砲ほうを解禁して何体か仕留めつつ、達也が宏の疑問に気のない返事を返す。変身する可能性は排除できないため警戒は必要だが、情報不足の現状でなぜ変身しないかを考えても時間の無駄だろう。

「とにかく、どう転ぶにしてもまずは数を……!!」

「やっぱ、全部が変身せえへんっちゅうわけにはいかんか」

　アバウトな攻撃ゆえに数の利を活かしきれずに次々仕留められていたバルドが、残り二割程度になったあたりでついに変身を開始する。

　それを見て言いかけた言葉を飲みこんだ達也に代わり、宏が状況に対してコメントする。

「数がトリガー、っちゅうことか」

「案外、全部が変身するには瘴しょう気きか何かが足りなかったのかもね」

　宏と真ま琴ことの言葉に全員が頷うなずきながらフォーメーションを変える。

　今のところ、敵の攻撃が非常にアバウトで連携もなっていないため、先ほどの不意打ち以外ではまったく被害を受けていない。だが、同じアバウトな攻撃といえど、変身後は攻撃力も攻撃範囲も跳ね上がる。

　ここからは今までのようにはいかない。これまでも油断はしていないが、ここからは一層気を引き締めなければいけない。

「終わったやつからかかってこいやあ!!」

　状況の変化に気合いを入れ直し、アウトフェースで敵をかき集める宏。敵の奇襲から始まったエルザ神殿前での攻防は新たな局面に移行したのであった。




　　　　☆




「……不発、か」

「次の一撃は、無理だな」

　宏に不意打ちを潰つぶされ、苦々しさを隠そうともせずに吐き捨てる闇の主達。そのまま宏が巨大ポメを投げて一気にバルドの数を減らしたのを見て、情勢が決したことを悟る。

「ここから巻き返すことはなさそうだな」

「地脈の位置が動いている。こちらからの干渉も不可能だろう」

「もはや手遅れだが、バルドと引き換えにサキュバスもどきか何かを何体か、こちらに用意してもらうべきだったな」

「何度も言うが、東部の連中にも、そこまでの余力はなかった。恐らく、ファーレーンの状況を潰された時点で、西部の流れは決していたのだろう」

　少しでも状況をよくできたであろう闇の主Ａの提案に、力なく首を横に振るＢ。

　宏達がフォーレに入る直前ぐらいから、大陸東部地域での策にいろいろと不安定要素が増えていた。そこをカバーするために、状況が行き詰まっていた西部から彼ら二人を除く全員が中部と東部の応援に行ってしまったため、西部地域で起こせるアクションが極端に制限されてしまっていた。

　西部から応援が行ったために、東部の状況は急速に彼らに有利になってきている。だが、それでもあと何カ月かは今の人員を動かすわけにも、余計な仕事を頼むわけにもいかない。まだまだ油断すると、あっという間にひっくり返りかねない状況なのだ。

　宏達は確かに脅威だが、彼らを排除するために東部での足がかりがなくなるほどの失敗をするのは本末転倒だ。現状維持なら二人いればどうにかなる、との見通しで一致し、実際にクレストケイブのダンジョンを作ったところまでは、思惑どおりではないが、それなりの状況で推移していた。

　ベヒモスをボスに有する、高位の冒険者でも簡単に命を落とすダンジョン。世界有数の鉱山がそんなものに化け、しかも加工がほとんどできない鉱物しか産出しなくなったとあれば、普通は西部諸国だけでなく世界全体にダメージが波及するはずだ。

　それが、本来希少品で大量生産などできない魔鉄製品の量産技術確立につながり、挙句の果てに簡単に始末できないはずのベヒモスを何度も狩られてダンジョンそのものを弱体化させられるなど、普通は予想できるはずがない。

　結局、宏達を甘く見すぎたのが彼ら全員の失敗であろう。ダールの時点ではそこまでの分析ができていなかったとはいえ、潰せるときに潰しておかなかったのが間違いだった。余裕があるうちに宏の弱点である女性型モンスターを大量に用意しておけば、ここまで追い詰められることはなかったに違いない。

　だが、今更それを言っても仕方がない。すでに立て直しができないレベルで西部での活動が失敗に終わりつつある以上、リカバリーにもならないことで油断できない状況の東部に負担をかけてはならないのである。

　使える手札もほぼ効果が無く、かといって何もせずに逃げた結果、時間を与えることになってパワーアップでもされたら目も当てられない。後のことまで考えると、もはや相打ち覚悟で当たって砕ける以外に取れる選択肢がないのだ。

「……そろそろ、用意したバルドが全滅するな」

「……結局、多少消耗させるのが限界だったか」

「しかも、あの小娘の歌のせいで、思ったより聖気が残っていない」

　状況の悪さに、渋い顔をする闇の主達。乾けん坤こん一いっ擲てき、というにはほど遠いやり方とはいえ、現在可能な最大限の方法で勝負を仕掛けてこのざまだ。貧すれば鈍するとは言うが、ここまで相手の力量や自分達の状況の悪さを見誤るなど、もはや呪いか何かの領域である。

「……もはや、どう転んでもここから巻き返すのは不可能。恐らく、我らにアズマヒロシを仕留めることはかなうまい」

「……ああ。だが、このままやられっぱなしというわけにはいかん。東部の連中のためにも、せめて一人でも道連れにしなければ」

「……その役は私がやる。お前は、東部に回れ」

「今更何を言う。これ以上出し惜しみをして、連中に力をつけさせてどうするつもりだ？」

「今更、だからだ。一人二人道連れにしたところで、半ば無駄死になのは変わらん。ならば、無駄死には一人で十分だ」

「その結果、誰一人道連れにできずに本当の無駄死にをする、ということにならん保証は？」

　少しでも被害を減らすために、Ａを東部に行かせようとするＢ。そんなＢの考え方に異を唱え、少しでも勝率を上げようとするＡ。

　数秒ほどの睨にらみ合いの末、折れたのはＢであった。

「……そうだな。女神が直接妨害してくる可能性もある。そうなれば、一人ではどうにもならん」

「ああ。これ以上の戦力の逐次投入は避けるべきだろう。それに、ここまでして我らが敗北したことを示せば、東部の連中がやつらを侮って返り討ちにあう愚は避けられるはずだ」

　Ａの言葉に頷くＢ。だが、貧すれば鈍するとは本当によく言ったもので、こんなことを言っているＡですら、この時点ですでに自分達がいまだに戦力の逐次投入をやらかしていることに気がついていない。

　そう。折角バルドを百体も用意しておきながら、同時に自分達が戦場に出て直接攻撃を仕掛けるという発想がなかったため、彼らは結局その戦力を無駄遣いしてしまっていたのである。

「さて、行くか」

「ああ。世界を聖気で満たすために」

「世界を聖気で満たすために」

　一人二人を道連れにするどころか、宏達を全滅させることすら可能であったかもしれない機会。それを逃したことに気がつかず、二人は最後の戦闘に臨むのであった。




　　　　☆




「あと三体」

「結局最後まで、行動パターンは大して変わらなかったわね」

「真琴姉、まだ油断はできない」

「そうね」

　順調に数を減らし続けた量産型バルドを前に、そんな感想を漏らしながらラストスパートをかける真琴と澪みお。結局量産型バルドは一体も第三形態に変身することなく駆く逐ちくされていき、とうとうこれといった被害を与えられずに全滅目前となっていた。

「どんどんこいやあ!!」

　残り三体といえども、油断はできない。間違っても達也に攻撃が行かないように、宏がきっちりアウトフェースで目標を自分に固定する。

　スキルを完全にマスターしたフォートレスの効果に装備の性能がプラスされ、さらに春菜がかけてくれる防御強化魔法まで合わせると、もはや宏がバルドからダメージを受けることはあり得ない。

　だが、達也はフォートレスを使っていても、バルド第二形態の攻撃を受けると結構なダメージを受ける。それに、攻撃を食らえば当然痛みがあり、魔法の制御にも影響が出てくる。場合によっては、痛みによって手元を狂わせ、味方を誤爆する可能性もある。

　そういった事故を防ぐためにも、特に達也には攻撃を通してはいけない。一回二回では死なないといっても、回復役とメインアタッカーの行動能力が落ちるのは、それこそパーティの全滅に直結しかねないのだ。

「あと二体!!」

　そんな掛け声とともに、一体を斬きり捨てる真琴。よく見ると、使っている刀がヒヒイロカネからアダマンタイト製のものに切り替わっているが、恐らく消耗した刀を休ませているのだろう。

　さらにもう一体仕留めようとして、目の前で達也の魔法と澪の矢で一体倒されたのを目視する。

「次が最後ね!!」

「ちょい待ち！　何か来おる!!」

　そのままの勢いで最後の一体に斬りかかろうとした真琴を、宏が慌てて制止する。

　タワーゴーレムなど目ではない瘴気の塊、それが出現しようとしているのを察知したのだ。

「……大体予想はつくけど、何が来ると思う？」

「……この状況だ。来るとしたら、バルド達の親玉しかいねえだろうさ」

　春菜の疑問というよりは確認の言葉にそう返事を返し、念のためにマナポーションを飲み干しておく達也。ここまでの戦闘、楽勝ムードではあってもそれなりに消耗はしている。大技も何度か使っており、残り半分を切る程度には魔力を消耗していたのだ。この手のリソースをまったく消費していないのは、ずっと歌を歌っていただけの春菜ぐらいだろう。

　その春菜にしても、それなりに本気で三十分程度、歌を続けていたのだ。スタミナや魔力は確かに消費していないが、春菜の、というよりは世界的歌手・Ｙｕｋｉｎａの娘の性質として、下手な戦闘よりカロリー消費が激しい。ポーション類ではカロリーの補充はできないので、考えようによってはこちらの方が厄介かもしれない。

「そろそろ出てくる」

　澪の言葉と同時に最後に残ったバルドがねじれ始め、刹せつ那なの時間をおいて二つに引きちぎられる。引きちぎられたバルドが滲にじみ出てきた闇に飲み込まれ、さらに周囲に散らばっていた量産型バルドのコアが次々と吸い込まれていく。

「しもたな……」

「何が？」

「バルドのコア、集められるんだけ集めとけばよかったわ」

「それって、素材的な意味で？　それとも、相手のパワーアップを防ぐ意味で？」

「そら両方に決まっとるがな」

　などと、宏と春菜がどこかずれているようで、ある意味状況的に正しい会話をしているうちに、闇の中から何かが出てきた。

「どうやら、ボスのお出ましのようね」

「っちゅうても、邪神の欠片かけらと比べたら大したプレッシャーやないから、こいつらも単なる手先の類たぐいっぽいけどな」

　現れた黒いローブの恐らく男だと思われる二人組を見ながら、真琴と宏がそんなコメントを漏らす。正直言って、思わず引きつりそうになるほどの瘴気を放ってはいるが、絶望的なほどの強さは感じない。

　体格的には宏とどっこいどっこい。フードを目深にかぶっているため顔は見えないが、もしかしたら顔などというものは存在しないのかもしれない。着ているものから体格から瘴気の濃さまでまったく同じなので、恐らく場所が入れ替わってしまえばどっちがどっちなのか、まったく識別できなくなるだろう。

「さて、何をやらかしてくるんか……!?」

　宏が軽口を叩たたこうとする前に、自分達の足元から無数の手が生えてくる。宏以外の四人はとっさに飛びのいて捕まることを避けたが、フルプレートで軽やかに逃げるような真似ができない宏はきっちり拘束されてしまう。されてしまうのだが……、

「なんぼのもんじゃーい!!」

　捕まった瞬間に全身に気合いを入れ、大声でアウトフェースを発動することで自分を捕まえた手を全て蹴散らしてのける宏。どうやらこの手はゴーストなどと同じようなものらしく、アウトフェースのような精神干渉スキルで潰すことが可能なようだ。

「何もコメントなしで先制攻撃とか、問答無用、っちゅう感じやな」

「冥土の土産に教えてやる、とかそういうのもないあたり、相当殺やる気ね」

　大ボスらしくない殺気あふれる余裕のない行動に、相手の本気を感じ取って気を引き締め直す宏達。何度も言うように、今までも気を抜いていたわけではないが、さすがに無駄口を叩きもせずに襲ってくるのは想定外だった。

「やば!!」

　二人のローブの人物のうち、右側にいる人物が放った押しつぶすかのような上からの衝撃波をアラウンドガードで潰し、左側にいる人物から飛んできた呪いの塊を気合いで吹き消したあたりで、嫌な予感に従ってフルプレートモードを解除し飛びのく宏。次の瞬間、足元が大きく崩れる。

「皆気ぃつけ！　直接魔法とか瘴気をぶつけてけえへんとか、かなり対策取られとる！」

「おう！」

　宏の警告に従い、攻撃よりも相手の行動を見極めるほうに軸足を移す達也達。今までと違い、宏が相手の攻撃を潰しきれるとは断言できない以上、ある程度自分の身は自分で守る必要がある。
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　宏の警告と同時に、足元に闇が広がる。とっさに宏がマジックブリットを放って牽けん制せいし、闇が広がるのをほんの少しだけ遅らせる。そのほんのわずかな時間で、達也が獄ごく炎えん聖せい波はを発動させて闇を焼き払う。さらに一瞬遅れて、今度は地表一センチ程度がぬかるみに変化する。

「春菜さん、あれを起動するんや！」

　親玉っぽい連中の行動パターンを見て、宏が春菜に指示を飛ばす。ここまで温存しておいた切り札。切るなら今しかない。

「了解！」

　宏の指示に従い、春菜が歌を中断して今回の切り札を準備する。エアリスを通してアルフェミナから託されたもの。それを宏が加工して効果を増幅した、非常に豪華な使い捨てアイテム。一定範囲内を一時的に聖域にする、まさに切り札と言っていい一品。

「サンクチュアリ、展開！」

　その起動キーワードを、春菜は高らかに宣言した。




　　　　☆




「アルチェム様」

「はい」

　分殿の食堂で午後のお茶を飲んでいたエアリスとアルチェムが、さりげなく目配せをして頷き合う。出された茶菓子は食べ終わっており、お茶も残り三分の一程度。中座するのにちょうどいいといえばちょうどいい。

「すみません。アズマ工房の皆様に可能な限りたくさんの支援をしたいので、儀式の間をお借りしてもよろしいでしょうか？」

　エアリスが上品にお茶を飲み干し、控えていた神官にそう声をかける。

「少々お待ちください」

　エアリスに声をかけられた神官が、一つ頭を下げて神官長に確認を取りに出ていく。

　それを見送ったあと、エアリスはドーガに視線を送る。

　ドーガも心得たもので、すぐにエアリスとアルチェムの荷物を持って二人のそばに寄る。

「現状は、分かる？」

「親玉出てきた～」

「ローブ、ローブ」

「顔なし～、顔なし～」

「瘴気の塊～」

「攻撃ねちっこい～」

「春菜ちゃん、サンクチュアリ起動～」

　アルチェムの問いかけに、お菓子を貰もらって大人しくしていたオクトガル達が口々に状況を伝える。それを聞いて頷いたエアリスとアルチェムが、ドーガが持ってきた荷物からペンダントを取り出し、その場で即席の儀式を行う。

「これで、一つ目の補強は完了ですね」

　特殊言語での三行ほどの詩。それを詠うたい終わったあと、ペンダントの状態を見ながらアルチェムが確認する。

「アルチェム様、次からが本番です」

「そうですね」

　ペンダントの状態を見てのエアリスの言葉に、アルチェムが小さく頷く。

「お待たせしました、儀式の間の準備が整いました」

　戻ってきた神官を見て、再び頷き合う巫み女こ二人。諸般の事情で準備だけはしていた儀式に必要な宝飾品を手早く身につけると、先導する神官のあとに続く。

　邪神一派との抗争。その最初の転換点は、刻一刻と迫っていた。




　　　　☆




「小こ癪しゃくな真似を……」

　それまで無言で攻撃を仕掛けていた親玉が、展開された聖域に苦々しさを隠さずに言う。それが、宏達に対して放った最初の言葉であった。

「予想やけど、これで場に干渉する類の手札は切れんなったはずや！」

「認めよう。だが、この程度で打つ手がなくなるほど、我らは無能ではない!!」

　宏の言葉に憎悪の念を隠そうともせず叫び、親玉の一方がローブの前を開く。すると、開かれたローブの中に蠢うごめいていた闇が広がり、その中から何かが大量に飛び出してくる。

「数で勝負するんやったら、さっき一緒に出てくるんやったな!!」

　飛び出してきた、恐らくバルド第三形態のバリエーションだと思わしき蛇状の何かをスマッシュではね飛ばしながら、アウトフェースを乗せて宏が挑発する。先頭の一体をいい具合に押し返されたため、残りが出てくる時に渋滞して動きが止まる。

　その一撃によって宏が稼いだ数秒、それがさらに親玉達を追い詰める。なぜなら、

「────」

　春菜の般若心経ゴスペルが、どこからともなく発生した伴奏やバックコーラスを従えて高らかに響き渡ったのだ。聖域によって強化され、さらに祖霊や英霊の伴奏やコーラスによって力を増幅された神の歌は、量産型バルドなどものともせず、一瞬で浄化して消滅させる。

「こらまた、いかついな」

「でも、さすがに親玉には効果が薄いわね」

「そらしゃあない。親玉にまで効果抜群やったら、歴代の姫ひめ巫み女ことかが何とかできとるやろうし」

　親玉達の挙動に注視しながら、宏と真琴が状況を確認する。

　バルドごときは一蹴できるといっても、さすがにさらにその上の親玉ともなると、そう簡単に話は進まないようだ。まったく効果がないわけではないにしても、第二形態ぐらいのバルド相手にズ○ドコ節あたりを聴かせた程度の効果しか見られない。徐々に体力が削られてはいるようだが、間違いなく削り切る前に聖域の時間切れが先に来る。

「どこまでも忌いま々いましい連中だ……」

「だが、貴様らの弱点も分かっている」

「貴様らの弱点、それは……」

「アズマヒロシ以外の肉体的な脆もろさよ!!」

　言わずと知れたことを高らかに叫び、宏がカバーしきれないタイミングで全員に対して個別攻撃を叩きこもうとする親玉達。戦闘領域全体を底なし沼や闇の領域に変えることはできなくとも、地面から石の槍を発生させたり、空間にカマイタチを作り出したりするぐらいのことは可能らしい。

　並の冒険者なら致命傷を受けそうな威力のそれらが、ランダムに宏達を襲う。

「なんぼのもんじゃい!!」

　自身に飛んできた攻撃を全て受け止め、さらにどうにかこうにか春菜と達也のカバーを成功させる宏。半分ぐらいは魔法攻撃だったらしく、彼に当たる直前にかき消される。だが、

「あう！」

「んがっ！」

　宏のガードをすりぬけたいくつかの攻撃が、春菜と達也に直撃する。流れ弾は百パーセントは防げないというカバームーブの欠点、それを見事に突かれてしまった形だ。

　受けたダメージ自体は致命傷には程遠く、四肢を切り落とされたりするほどの威力でもないが、何発も受ければ命が危ない。

「春菜、達也!!」

　自身に来た攻撃全てを回避し、被弾した二人の無事を確認する真琴。

「……大丈夫……」

「だが、俺らがフォートレスを使った程度じゃ足りてねえのは間違いねえか……」

　痛みに顔をしかめつつ、即座に回復魔法で傷を癒いやして健在を主張する春菜と達也。

　壁役としての宏の弱点の一つである飽和攻撃への対処。今までは致命的な問題になるほどの密度で攻撃が飛んでくることはなかったが、今回はどうやらそうもいかないようだ。

「防具のおかげでダメージ自体は大したことないけど、確実に貫通してくるって分かってるのがちょっと厄介かな……」

　次の飽和攻撃を何とか防ぎきった宏を見ながら、呼吸を整えた春菜が攻撃の癖を見極めようとしながらぼやく。この攻撃が続くと、歌を歌うのも少々厳しい。

「ヒロの防御力の一割でもこっちにあれば、きっと余裕なんだがなあ……」

　防御結界を展開し、大技のために魔力を練り上げながら、春菜のぼやきに同調する達也。とはいえ、ないものをねだってもしょうがない以上、今できる手札だけでどうにかするしかない。

「真琴さん！　澪！　可能な範囲でええから、こっちのフォロー頼むわ！」

「頑張ってはみるけど、あたしも結構ぎりぎりよ!?」

「師匠、さすがに限界ってものがある！」

「分かっとる！　一発二発減るだけでも十分や！」

　先ほどすりぬけた攻撃は計四発。二人とも二発ずつ食らってあの程度のダメージなら、流れ弾が多少減ればどうにかはなりそうだ。などという楽観論をあざ笑うかのように、歌が途切れたことによってある程度力が戻った親玉達からは、先ほどの倍近い数の攻撃が飛んでくる。飽和攻撃と同時にバルドの集団を出すのは不可能なようだが、そのことはあまり救いにはなっていない。

　さすがにこれをどうにかすることは難しい。先ほども言ったように、一発一発からは正直大したダメージは受けない。恐らく、ジョンに渡した剣のパッシブバリアがあれば十分防げる。だが、そんなダメージでも、累積すれば命に関わってくる。しかも、直撃を受けて無傷で済まないのは春菜と達也だけではない。

「っ痛！」

「師匠！　ボクにも抜けてくる！」

　真琴と澪、二人の防御力すら抜けていたのだ。

　こちらの二人は春菜達と違い、ダメージというのもおこがましい程度の攻撃しか受けていない。ゲーム的にたとえれば、数万のヒットポイントに大して一発あたり一桁か、せいぜい十数ポイントのダメージといったところ。自然回復頼みで十秒もあれば、跡形もなく消える程度の負傷である。

　だが、負傷は負傷だ。わずかにとはいえ自然回復を上回っている以上、いずれ危険領域に入る可能性は高い。それにクリティカルヒットを食らえばそれなりの負傷になるし、何より、被弾することにより一瞬だが動きが止まる。そのため、防御にも攻撃にも回れなくなってくるのだ。結果として、宏以外はじわじわと削り取られてしまうのである。

（やばいな、こら……）

　マイナーヒールを連発し、春菜と達也の傷を治療しながら危機感を募らせる宏。春菜達の負傷度合いもさることながら、まったく攻撃に移れない状況もまずい。何よりまずいのが、このままだと何もできずに聖域の効果が切れ、連中の戦闘能力が跳ね上がる可能性があることだ。

　達也の防御結界も、相手の手数の多さからほとんど機能していない。アブソーブと違い、防御結界は防御力が関係ない。そのため、これだけ流れ弾が多いと、すぐに許容量を超えてしまうのだ。かといって、アブソーブやその系統のスキルで凌しのぐにしても、クールタイムの問題で常時展開は無理である。

　既に宏は真琴と澪に対するガードの割合を減らしているが、それでも春菜と達也の被弾が防げていない。正直なところ、完全に達也と春菜のガードに専念しても、完璧には防げないのではないかと感じるころまで攻撃の密度が増えている。

　達也だけではもはや全体の回復が追いつかず、被弾で途切れがちな歌に見切りをつけた春菜も回復に回っている。そうしなければならないほど、真琴と澪の被弾率が高く蓄積ダメージが多いのだ。

　真琴と澪も攻撃に転じようとはしているのだが、そういう特殊能力でもあるのか、ダメージの割に異常に痛く、しかも我慢して攻撃しようとすると、その瞬間を見切られて出鼻をくじくように大きめの攻撃が飛んでくる。それを真琴と澪が回避すると攻撃機会が潰され、かといって宏が防ぐと達也と春菜のダメージが増え、そのフォローのために防御に専念せざるをえなくなる。

　はっきり言って絵にかいたようなじり貧状態でかなり状況は悪い。

　どうにかしなければいけないのだが、宏の今の手札では、できることなど限られる。

　やるとすれば、どうにかトンネルまで戻り、中に待避して態勢を立て直す。もしくはいろいろ割り切って春菜に覆いかぶさり、地面以外からの攻撃が春菜に当たらないようにした上で無理にでも歌を続けてもらうか。

　言うまでもなく、後者は駄目だ。いくら春菜相手といっても、長時間密着できるほど女性恐怖症は克服できていないし、何より達也を見捨てることになる。だが、前者も厳しい。下がるにしても後ろからの攻撃もかなりの密度だし、下がりながら傷の治療をするのも厳しい。それ以前に、恐らく後退しようとすれば、そちらからの攻撃を増やしてくるのは目に見えている。

　とにかく目先の状況を少しでもよくしなければいけない。そのために必死になって体を動かしながら、一発でも確実にガードできるように力の流れを読む。思ったより近くに地脈の力を感じるが、今回は正直あまり関係ない。

（……ん？）

　攻撃を先読みするために、魔力だけでなく全ての力の流れに意識を集中しているうちに、自身の表面にある、恐らく生命力の類だと思われる力を操れることに気がつく。薄く広く引き延ばしてみると、引き延ばしたその力に触れた攻撃が、極端に威力を落とすのが分かる。それも、物理扱いのものも魔法扱いのものも関係なく、である。

（もしかして!!）

　相変わらず達也と春菜への攻撃を潰せるだけ潰し、その合間にマイナーヒールをかけ続けながら、宏はその力を二人を覆うように広げていく。その分、宏自身を覆う力は薄くなるが、元々過剰なほどの防御力を持っているのだ。少々減ったところでまったく影響はない。

「あれ？」

「直撃したのに、痛くねえぞ？」

「よっしゃ、思ったとおりや!!」

　春菜と達也を直撃した攻撃が宏から広がった力場に干渉されて減衰し、二人の防御を貫くことなく弾かれたのだ。

「え？　え？」

「ヒロ、何かしたのか？」

「詳しい説明はあとや！　ここでガード続けるから、まずは攻撃や！」

　状況が分からず戸惑いの声を上げる春菜と達也に今やるべきことを告げ、力の広げられる距離を確認しながら相手の攻撃を観察し続ける。

（効果範囲は半径五メートル、っちゅうところか）

　自分から攻撃を仕掛けにいくには少々狭い。さらに、限界いっぱいまで範囲を拡大すると、結構スタミナを使う。

　もっとも、このあたりの性能は、訓練や実戦での使用で改善できそうではあるが。

（あとは、どの程度僕自身の防御力が落ちとるか、やけど……）

　春菜に飛んだ、威力が大きめのカマイタチを正面から受け止めて潰し、達也に当たりそうな石の槍をポールアックスで砕きつつ、このスキルの検証を続ける。もはやこれまでに散々やりつくした行動ゆえに、春菜と達也に飛んでいく攻撃を潰すのはほぼ無意識に行えている。先ほどまでと違い、当たるとまずそうなものだけカバーすればいいのだから、そちらに思考を割く必要はほぼない。なので宏は、状況が変わるまではスキルの仕様確認を優先させているのだ。

　スキル使用による防御力の低下、それ自体は確実に起こっている。問題なのは、今飛んでくる攻撃では、その度合いがどの程度なのかが判別できないことである。

　今現在は問題ないとはいえ、相手の攻撃によっては力場を広げるのをやめ、自身の防御に専念しなければいけないケースも出てくるだろう。そのラインの見極めのために、ある程度感覚的に把握できていないとまずい。

　ゲームとは違い、ダメージの値が目に見えるわけではないので、正確な低下量は分からないだろう。それでも、明確なデメリットがあるスキルの、そのデメリットの大きさを検証しないで使うのは自殺行為だ。

「宏、大技が来るわよ！」

「了解や！」

　見ると、親玉のうち一方が、何やら大量に瘴気をためて攻撃に移ろうとしている。間違いなく、大技の類だ。

　それを阻止するように、達也から聖天八極砲が三発放たれるが、ダメージこそ発生するも、技の準備を中断させるには至らない。

「その程度の防御幕では、この技は防げまい!!」

　どうやら、宏が使っていた謎スキルが何なのかを見抜いていたらしい親玉が、挑発の声とともに巨大な闇を作り出していた。

「食らい尽くせ、ヘルズディナー!!」

　親玉の言葉と同時に、巨大な闇の顎あごが宏達を飲み込もうと大きく口を開く。このまま何もしなければ、三人とも同時に飲みこまれてしまう。

　だが、どれほど技の見た目が派手であろうと、どれほど火力が高かろうと、範囲攻撃は範囲攻撃。

「残念やったな、アラウンドガードや!!」

　親玉が使った魔法をタンクとしての勘と経験で範囲攻撃と見抜き、自信満々でアラウンドガードを発動する宏。

　宏のアラウンドガードによって空間を捻ねじ曲げられ、闇の顎は達也と春菜を捕らえることはできない。範囲攻撃の弱点がはっきりと表れた瞬間である。

　その上、この手の瘴気の塊を利用した技は、大抵魔法攻撃と変わらない欠点を持つ。すなわち、相手の魔法抵抗によって威力や範囲が減衰してしまうのだ。

　その分、単体攻撃も含めて大半の攻撃は非常に回避が難しい上に同ランクの物理攻撃より威力があり、また魔法防御や魔法抵抗は物理防御に比べるとかなり上がりにくいのだが。

「やっぱ、さすがに無傷とはいかんか」

　ヘルズディナーを気合いで吹き散らし、自身の状況を確認してぼやく宏。

　ちょうどいいからと検証も兼ねて先ほどの防御力場を展開中だったことにより、防御力が下がった結果としてダメージを受けた感じだ。受けたダメージは大したことがないので、きっと防御力場を展開していなければ無傷だっただろう。

　ヘルズディナーはドレインタイプの技だったようで、宏は何かが吸い取られる感触を覚えた。代わりに先ほど達也が敵に与えたダメージが、わずかに回復しているようだ。

　とはいえ、宏が受けたダメージ自体があってなきがごとしなので、回復しているというほど回復してはいないのだが。

「これが切り札やったら、お前らの勝ち目は消えたで」

　その言葉とほぼ同時に、エアリスとアルチェムの儀式によって、アルフェミナとアランウェンから借り受けた力が地脈を通って、アイテムの効果で聖域となっている戦場に注ぎ込まれる。

　宏達の圧倒的優位が、この瞬間確定したのであった。




　　　　☆




「どうやら、無事に一つ目の技を得たようですね……」

　いつでも介入できるように身構えていたエルザが、宏達が難局を乗り越えたことを確認して安あん堵どのため息をつく。

　聖域も展開され、女神自身が介入する条件はほぼ整っている。このまま直接介入してもいいのだが、闇の主があの二人だけではない上に、さらにその上司に当たる連中はまったく消耗していないどころか、表に出てきてすらいない。今の時点で軽々しく自分が介入するのは、悪手とまでは言わないが、決していい手とは言えない。

　闇の主ごときが何百人いたところで、エルザ達にとっては物の数ではない。その上司程度でも手こずりはするが処理はできる。だからこそ、神の直接降臨にはいろいろな制約がかかっている。巫女という媒体なしで事を起こすには、多大な手間をかけてルールに従って介入するか、世界そのものに喧けん嘩かを売るしかない。邪神本体が相手でもない限りいちいち世界に喧嘩を売ってはいられないし、ルールを守ると一回出ていくにもかなりの時間と労力がかかる。

　こんなことで宏達を失うわけにはいかない以上、それだけのリスクを背負ってでも出ていくつもりはあったが、後のことを考えるなら、降臨という手札は温存できるなら温存しておきたい。

　なので、宏が大地系のエクストラスキル・ガーディアンフィールドを身につけることができず、展開した聖域が時間切れになりそうになるという最悪の状況になるまで、あの場に降臨するのを控えていたのだ。

　結局宏が自力でガーディアンフィールドを展開し、エアリス達の儀式により聖域も強化されたためにエルザがしゃしゃり出る必要はなくなったが、一時は神の奇跡で一気に闇の主を蹴散らすつもりになっていた。

　決められた聖域以外で巫女の呼びかけという手順を無視して降臨するには、かなり厳しいルールに従う必要がある。その上、一度降臨すると、同じ条件で同じ神が降臨できるようになるまでかなりの時間がかかる。

　後々直接降臨して介入する必要が出てくることがはっきりしている以上、この一回を温存するためにも、できるならば手出しを控えたい、とエルザが考えるのも仕方がないことだろう。

「アルフェミナ、アランウェン、助かりました」

「こちらは巫女の儀式を通しての介入だからな。アルチェムやエアリスの資質ならば、この程度の介入には何一つリスクは生じんよ」

「ですが、二人とも現地にいない以上、わたくし達がこれ以上の介入をするのは難しいでしょう」

「ええ、分かっています。あとは、リスクなしで許される範囲でどうにかします」

　離れた場所からこちらの様子をうかがっていたアルフェミナとアランウェンに礼を告げ、現状でさらにできそうなことを確認する。

「……地脈に力を多めに流し込んで、聖域をさらに補強するぐらいですか」

　状況を分析し、そう結論を出す。折角条件が整っているのに、迂う闊かつなことをして降臨できなくなってはただの愚か者だ。自身の余力を残しておくためにも、介入内容は小幅に抑えておく。

「……どうやら、何とかなりそうですね」

　聖域の中では、神の技であるエクストラスキルを二つ新たにその身に受けた真琴が、闇の主の一方を斬り捨てていた。




　　　　☆




「それで終わりか？」

「……」

　宏の挑発的な言葉に、黙して答えない親玉達。いや、答えられない、というのが正解である。

　実のところ、ヘルズディナー自体は防がれると分かって放った。宏を仕留めることなどできないことは予想していが、自身の防御力を削って仲間を守る力場を展開してなお、かすり傷にもならないダメージしか与えられなかったのは、彼らにとって誤算もいいところである。

　顔のないローブの人型、という姿ゆえに宏達に見抜かれてはいないが、正直親玉達は焦っていた。

「それで終わりなら、こっちから行くわよ！」

　澪からマイナーヒールでの治療を受け（実は澪は、結構な種類の初級魔法を使える）、蓄積していたダメージをきれいさっぱり消し去った真琴が高らかに宣言する。それを聞き、タイミングを合わせてカウンターを取るため、そのタイプの技を準備する親玉達。だが、

『春菜、オーバー・アクセラレート頂戴！』

『了解！』

『澪、どうせ碌ろくでもないことを考えてるだろうから、適当に一撃入れて邪魔してあげなさい！』

『ん、分かった』

　パーティチャットでこっそり連絡を取り、相手を出し抜くためのあれこれを相談する女性陣。

「本邦初公開！　エクストラスキル、イグニッションソウル！」

　ここから先、一気に畳み込むために、イグレオスから授けられた自己能力増幅系スキルの最高峰、イグニッションソウルを発動する真琴。

　エクストラスキルだけあり、とにかくコストが重いスキルだが、発動中は現在の宏の耐久・精神と春菜の敏びん捷しょう、さらに真琴の筋力、それらを大きく上回るほど能力が上昇する。ただし、体力や魔力、スタミナなどは増えず、知力や感覚、器用なども変化しない。

　強力なだけに発動コストだけでなく維持コストも重く、今の真琴では頑張って五秒強が限界だ。だが、このチームには、その五秒を有効活用するための手段が存在する。

「オーバー・アクセラレート！」

　そう。超加速魔法であるオーバー・アクセラレートの存在である。胡う散さん臭い話だが、アイテムやスキルの持続時間は通常の時間軸に合わせて経過する。維持コストを払い続ける魔法なども同じで、たとえばイグニッションソウルの場合、オーバー・アクセラレートにより真琴が超加速したとするなら、百秒分行動してはじめて一秒分のコストを支払うことになる。

　この組み合わせにより、ほんの一瞬ではあるが熟練度の低い疾しっ風ぷう斬ざん・地ちより強力な攻撃力を得ることができるのだ。

「無駄なあがきだと教えてくれる！」

　わざわざ歌をやめてまで何かを発動させた春菜をあざ笑うように、彼女達の術の発動に合わせて全周囲にカウンター用の暗黒の霧を発生させる親玉。それと同時に、一本の矢が飛んできて闇の主の頭に突き刺さりかかり、そのまま霧に飲みこまれてゆく。

　どんな小細工が仕掛けてあったのか、矢を飲みこんだ霧がどういうわけか一気に晴れる。驚きょう愕がくする闇の主に対して追い打ちをかけるようにもう一本の矢が刺さり、さらにワンテンポ遅れて全身がズタズタに切り裂かれる。

「あんた達のやりそうなことぐらい、想像はついてるわ！」

「エルとアルチェムが直々に清めたお酒。さすがよく効く」

　そう。相手を取り込む類の技で敵がカウンターを取ろうとしてくると予想した澪は、聖域化により聖属性の攻撃が強化されることに目をつけ、矢をお神酒に浸して即席の破魔矢にして放ったのである。さすがに単なるお神酒では、ここまで劇的な効果はなかっただろう。

　宏が神の酒スキルでとことんまで品質を追求した酒を、エアリスとアルチェムがそれぞれの神をその身に降臨させて清め、祝福した究極の一品だったからこそこれだけの効果を得られたのだ。

　無論、ここまでの品であれば、直接相手に振りかけても十分なダメージは与えられるだろう。だが、ものがものだけに三本程度しかなく、火炎瓶びん代わりに使うには少々数が足りない。故に、簡易的な聖属性エンチャントの代わりに使ったのである。

「……貴様らぁぁぁぁぁぁぁ！」

　相方がすでに実体を保てなくなりつつあるのを見て、無事だったほうの親玉が激げっ昂こうする。

　怒りのまま宏達に躍りかかろうとした無傷の親玉。それを制止するかのごとく、今にも消えようとしているほうがかすれる声を出す。

「……使え……」

「……いいのか？」

「……このまま消えるよりは……はるかにましだ……」

「……分かった。存分に使わせてもらおう」

　謎の会話を終えると、無傷の主が消えゆく相方の胸を貫き、コアをえぐり出す。

「師匠、あれってもしかして……」

「多分、そうやろうな」

　大きな傷の入ったコアを取り込んだ闇の主を見て、乾いた声を絞り出す宏。

「バルドのコアも取り込んだんやから、相方のコアで同じことができんわけないわな」

　宏の言葉に反応するように、コアを取り込んだ闇の主が一気に巨大化するのであった。








フォーレ編　第一五話






「いつも思うんだけどさ……」

　立て続けにヒールポーション、マナポーション、スタミナポーションの三種を飲み干し、ボスの合体シーンに飲まれて感じた怖おぞ気けを誤魔化すように、どことなく乾いた声のまま呆あきれた口調で真ま琴ことが口を開く。

「なんでこの手のボスって、追いつめられると巨大化するのかしら？」

「真琴姉、その手のお約束に突っ込みを入れるのは野暮」

　真琴の軽口を、澪みおが妙な角度から窘たしなめる。それを言い出せば、彼らにしても巨大化している最中に手を出さないというお約束を守っているのだが、それに関しては相手が合体中だと分厚い瘴しょう気きのバリアが発生するため、今攻撃しても生身の人間が出しうる攻撃力ではダメージが出ない、という明確な理由がある。

「まあ、マジレスするんやったら、巨大化っちゅうんは見た目にもインパクトでかいし、大きいっちゅうんはそれだけで単純に強いしな」

　真琴の余計なひと言に、真面目な回答をする宏ひろし。

　ぶっちゃけ、誰も真面目な答えなど求めていないのだが、こういう会話では、誰かがわざわざちゃんとした答えを返すのも様式美だろう。

「あと、真琴姉。最初からパワーアップした状態で出てこい、ってのも、初回に関しては様式美に反するから却下」

「まあ、こいつらの場合、パワーアップにリスクがあるみたいだし、そこはあたしも突っ込む気はなかったけど？」

　相方のコアを取り込んでのパワーアップなのだから、そう簡単にできるわけではない。やり方がやり方だけに、できればやらずに敵を仕留めたいと思うのも当然であろう。合体ロボが基地の真ん前にいる敵と戦うために、わざわざ分離状態で出ていくようなケースとは、根本的に事情が違う。

「で、真琴姉。ちょっとは落ち着いた？」

「まあ、ね」

　年下に見透かされたことに対し、ヒヒイロカネの刀を抜きながら少々ばつが悪そうに答える真琴。いくら強敵がパワーアップ中だといっても、年下の前で相手に飲まれてビビるとか、みっともないにもほどがある。

「何にせよ、相手が強かろうと弱かろうと、やることは同じや」

　真琴が平常心を取り戻したところで、宏が全員を戦闘モードに戻すために声をかける。

「いつものように足止めするから、兄貴と真琴さんと澪で総攻撃や。春はる菜なさんはサポート頼むわ」

「了解」

　宏の言葉を受けて、念のために全員に補助魔法をかけ直す春菜。最近は歌に比べて非常に影が薄いが、これがあるのとないのとでは戦いやすさが大違いだ。

「さて、問題はどこを攻めるか、だが……」

「見た感じ、弱点っぽいのはヤギの角、早めに潰つぶしとかないと面倒なのはこうもりの羽、ってところかしら？」

「分かりやすすぎて、多分フェイクなんだろうなあ、って気がしなくもないがね」

　障壁の向こうに見えるボスの姿を確認し、打ち合わせに入る一同。

　合体した親玉の姿は、一言で言えば〝よくある大悪魔〟である。

　ヤギの頭にゴリラのような上半身、背中にはこうもりのような皮膜の羽があり、下半身は猛牛のそれ。鉤かぎ爪のはえた手には威圧感たっぷりの漆黒の大鎌が握られている。聖書の悪魔に関する記述をあされば、すぐに見つかりそうな、ある意味非常に分かりやすい姿と言えよう。

　こういうパターンだと、大抵は角が力の象徴であり、そこをやられると大幅にパワーダウンするのがお約束なのだが、この世界でもそれが通じるかどうかは不明である。

「とりあえず達たつ兄にい、真琴姉。気になること、思いつくことは片っ端から実験」

「そうね」

「そもそも、どんな攻撃が通用するかも分かってねえからなあ」

　澪の出した方針に頷うなずき、まず最初に相手の性質を見極めることに専念することを決める達たつ也やと真琴。その話し合いを聞いていた春菜が、補助魔法を全てかけ終えたところで口を開く。

「私もちょっと思いついたことがあるから、試してみていい？」

「そうだな。歌は割とすぐに効果が出るし一度歌い始めると中断しづらいから、先に実験するのもありだな」

　春菜の提案に、達也がゴーサインを出す。他のメンバーも特に異論はないようなので、思いついたことを遠慮なく試すことにする。

　そんな感じで宏達の打ち合わせが終わってすぐ、障壁が薄れてボスが動き始める。

「そろそろ動く」

「やな。っちゅうわけで、来いやあ!!」

　弓を構えての澪の言葉に同意し、宏がアウトフェースをかける。

　それを合図に、巨大化したボスが大きく動き始める。

　そこに合わせて、歌ではなく何かの魔法を詠唱していた春菜が、誰よりも早く仕掛ける。

「スネア！」

　春菜が何かの魔法を発動させると同時にボスの足首が大地に埋まり、一瞬バランスを崩す。

　中級障害魔法・スネア。性能はともかく見た目には非常に地味なものが多い障害魔法の中では比較的派手で、その効果は見てのとおり、相手の足場を操作して転倒させようとするものである。

　実際のところ上う手まく決まれば効果はとても大きい魔法だが、下手に乱戦の時に使うと相手の転倒に味方が巻き込まれるため、いまいち使いどころが難しい。

　さらに、足元が土や砂、ぬかるみなどある程度操作できる状況でなければ発動せず、熟練度が高くても頑張って石畳や岩場で発動できる程度と、そもそも使えるシチュエーションも限定される。

　もっとも、使いどころが難しい一番の理由は、相手が地面に足をつけていなければそもそも意味がなく、さらに、多脚の生き物には効果がないことだろう。故に、そこそこの熟練度で習得していながら、春菜はこちらの世界に来てから一度も使ったことがなかったのである。

「……達也もそうだけど、あんたも大概マイナーなスキル持ってるわよね」

　転倒こそしないものの見事にバランスを崩して動きが一瞬止まったボス。そこにとりあえず真空刃を叩たたき込みながら呆れたように春菜に突っ込みを入れる真琴。

「障害魔法って、使い方を見極めればいろいろ面白いんだよ？」

　無詠唱で発動できる障害魔法を発動しながら、真琴にそんな返事を返す春菜。

　次に発動したのはイッチー、相手の体のどこかにかゆみを発生させ、行動を阻害する魔法だ。さすがに効果はないかと思いつつ、単に嫌がらせで使ってみた春菜ではあるが、どういうわけか闇の主の抵抗を破ったらしい。脇腹あたりをかいている。

　さすがにこれ以上余計なことをしてターゲットが自分に移るとまずいと考え、般若心経ゴスペルを歌い始める春菜。本気で歌っている時は、たとえ無詠唱のものでも並行で魔法を発動させる余裕はない。

　蛇足になるが、春菜は実にたくさん障害魔法を習得している。だが、最近やり合うことの多い大ボスは邪神関係の連中ばかりで、障害魔法よりも般若心経ゴスペルの方が、相手の能力を下げるという面でははるかに効果がある。逆に雑ざ魚ことなると障害魔法を使う間もなく戦闘が終わるため出番がない。故に、折角習得して鍛えた障害魔法も、どうにも使いどころが見当たらないのだ。

　今回わざわざ障害魔法を使ってみたのは、巨大化し、変身したボスの足が牛の蹄ひづめになっていたのを見て、もしかしたらスネアで転ぶかも、と思ったからである。

　どうかとは思うが、般若心経ゴスペルだけというのも芸がないなんていう考えもひそかに持っており、そんなことを内に秘めているあたり、地味にボス戦ではターゲットになりやすい割に影が薄いことを春菜的に気にしているのかもしれない。

「ま、相手の出鼻もくじいたことだし、宴会のためにも早く終わらせるわよ！」

　春菜が歌に切り替えたところで、景気をつけるように真琴が叫び、そのまま一気に距離を詰め、相手の攻撃をかいくぐって適当に斬りつける。

　大技を使うにしても、まずは巨大化した闇の主の防御力その他を確認しておかなければならない。

「この図ずう体たいは伊だ達てじゃないか。やっぱ、硬いわね」

　斬りつけた手応え、そのあまりの硬さに顔をしかめる真琴。無属性で特殊効果のないコストパフォーマンス最優先の技とはいえ、一応中級の単発型攻撃スキルを入れたにもかかわらず、かすり傷すらついていない。

「真琴姉、聖属性攻撃は？」

「できなくはないけど、光属性のと違って火力補正が低いのしかないのよね」

　一定時間聖属性付与などという気の利いたスキルを真琴は持っておらず、そもそも刀は属性攻撃スキル自体が少ない。もしかしたら、違う流派も学べばもっと多彩な聖属性攻撃も得られたのかもしれないが、今更言ってもあとの祭りである。

「サンクチュアリの効果で、聖属性が強化されてる。真琴姉、その補正の低い技でも、もしかしたら効果があるかも」

「そうね、やるだけやってみるわ」

　澪の意見を聞き、とりあえず試すだけ試してみることに。使う技は清風斬。刀の技としてはほぼ基本で、名前に風が含まれているのになぜか聖属性が付いている。

　タイミングをはかろうとボスに目を向けると、ちょうどいい具合に宏が敵の漆黒の鎌をスマッシュで弾はじいてバランスを崩させているところだった。さらに彼がもう一撃スマッシュを入れて相手にたたらを踏ませたのを見て、一気に距離を詰める。

「せい!!」

　気合いとともに一いっ閃せん。硬い膜のようなものを切り裂き、本体に刃を食いこませる。かすり傷にもなっていないが、間違いなくダメージは通った。バリアを打ち消す段階で聖属性の攻撃力を全て持っていかれたのが痛いが、そこを持っていかれてすらダメージが通るのだから、本体の防御力は大したことはない。

「なるほど、単純な防御力じゃなくて、バリアを張ってガードしてるわけね！」

「バリアって、パリンと割れるような類たぐいの？」

「多分、そんな感じね。バリアはむちゃくちゃ硬いけど、本体はタワーゴーレムや宏に比べればかなり薄いわよ」

　比較基準としておかしいであろうことを言い放ち、再び刀を構える真琴。

「問題は、どうやってあのバリアを無力化するかやな」

　再び鎌を振り下ろしてきたボスをいなしながら、渋い顔で問題を指摘する宏。

　聖属性攻撃でなければバリアを抜けず、バリアを抜くとダメージが通るかどうかというところまで火力が落ちる。聖水を使った簡易エンチャントは自身の武器にしか施せないため、宏だとどうにも微妙なのだ。

「正味な話、うちらももうちょい属性攻撃の種類増やしとかなあかんかったなあ……」

「そうね。あたしは初級全部揃そろってるからって、ちょっと油断してたわ。オルテム村のダンジョンでしたのと同じ後悔してるなんて、我ながら進歩がないにもほどがあるわよ、まったく……」

　強敵相手に相性の悪い技しかない。そんな状況にどうしても悲観的になりながらも、とにかく頭をひねって攻撃を続ける宏と真琴であった。
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　やや膠こう着ちゃく気味の状況に流れる悲観的な空気。それに顔をしかめていた達也が、その空気を少しでも払ふっ拭しょくすべく口を開く。

「ヒロ、真琴、まだ検証は終わってねえぞ」

　とりあえずちょっと悲観的すぎる宏と空気に飲まれて先走り気味の真琴を窘めながら、威力を落として持続時間を延ばした獄ごく炎えん聖せい波はで相手をあぶってみる。

「さすがに、対策ぐらいは打ってきやがるか」

　バリアの厚みを増やし火炎を打ち消そうとするボスを見て、舌打ちしながら呟く達也。

「となると、あとはこの手のバリア対策っていうと、だ……」

「高出力を一点にかけてぶち抜くか、飽和攻撃で限界まで負荷をかける、ってところね」

　言うだけなら容易たやすいことを口にしつつ、どうしても表情は苦くなる達也と真琴。

　こんな対策は子供でも普通に思いつくだろうし、どちらも現状のままでは実行できそうにない。もしくはそのまま馬鹿正直に実行しても効果が極端に薄くなりそうだから困っているのだ。対策というのは、ちゃんと効果が生じてはじめて対策といえるのである。

　一点突破に関しては、真琴か澪のエクストラスキルで何とかなる可能性はある。

　だが、バリアによって大幅に威力をそがれると分かっていて、迂う闊かつに切れる札ではない。それにバリアを超えても、あとの威力が低ければ無駄撃ち同然の状態で長いクールタイムに入ってしまう。

　バリアさえ潰せればどうにかなると分かっていて、そのバリアに折角の大技の威力を削られるのは勿もっ体たいなさすぎる。

　飽和攻撃にしても、バリアにある程度以上の負荷をかけなければいけない。それだけの威力の攻撃を簡単に多数叩き込めるのであれば、最初から誰も苦労はしない。

　なお、宏達のワンボックスカーの装備である天地波動砲は、この場合論外である。神殿が近すぎて、全てを更地に変えかねない派手な火力の攻撃はできないのだ。

「とりあえず、普通にやってバリア抜くのは間違いなく無理だな……」

　様子見のために聖せい天てん八はっ極きょく砲ほうを叩き込み終えた達也が、結果を見てさらに渋い顔をする。同時起動で二発叩き込んだうち、一発は威力を見切られたか完全にバリアにはじかれたのだ。

「魔力さえありゃあ、どうにかなるんだがなあ……」

「どうにか？　どうするのよ？」

「簡単な話だ。聖天八極砲一発で足りないってんだったら、そいつで飽和攻撃すりゃあいいんだよ。見た感じ、どうやら何秒か以内に同じ場所に三発も叩きこめば、普通にバリアを抜けそうだし、ヒロの作ってくれた杖つえならやろうと思えばできるしな。魔力さえどうにかできれば、だが」

　真琴の問いかけに、簡潔に返事をする達也。その回答に、思わず絶句する真琴。

　達也は簡単に言うが、それは魔力が足りれば可能、なんて簡単な対策ではない。と、いうよりそもそも、詠唱破棄や強制冷却、同時起動などの難易度の高さを考えると、聖天八極砲に限らずこの手の単発の魔法で弾幕を張るほど連発するなど、普通は選択肢として検討すらしない。

　何しろそれらの裏技は、教えてもらって実験した春菜が『魔力が足りても何連続もは無理』、と言い切るほどシビアなのだから。

「簡単に言うけど、魔力があったら本当にできるの？」

「過去の練習での実績だがな、コスト軽めの中級魔法に裏技全乗せで魔力切れまで続けて、ってのは確実に成功させらるぐらいには鍛えてるからな。もっとも、それでも二十回までしか試したことはねえが」

　達也の自己申告に、再び絶句してしまう真琴。

　オキサイドサークルというマイナーな魔法を使いこなしている以外、達也には『フェアクロ』のプレイヤーとしてはこれといって目立つ特徴はない、と思っていたが、どうやらそれはあまりにも低く見積もりすぎていたらしい。

　もっとも、それが分かったところで、現状ではまったく意味がない。どう頑張っても魔力が足りないという現実は覆せないし、そもそも人間が持ちうる魔力量で可能な行動とも思えない。

　聖天八極砲で弾幕を張ろうとするなら、裏技での同時起動と詠唱破棄、強制冷却を駆使して実行することになる。その裏技全てを組み合わせると一発当たりの魔力消費が十倍近くまで跳ね上がるのだ。恐らく、宏の持つ魔力量でも、三桁叩き込むには足るまい。

「とりあえず、聖属性が乗る魔法適当に使ってどうにかできねえか確認するから、そっちはそっちで打開策を考えてくれ」

「了解」

　真琴にそう頼み、他に聖属性が含まれる攻撃魔法を適当に発動してみる。だが、聖属性が含まれる魔法のうち、達也の手持ちで最高の威力を誇る聖天八極砲がバリアを貫ききれないのだ。獄炎聖波の下位互換であるメギドフレアなど、杖の同時発動限界である五発を全部同じ場所に直撃させても多少揺らぐ程度でしかない。

（こりゃ、厳しいな……）

　毎度のことながら、ボス戦ではどうにもパワー不足が目立つ達也。マジックユーザーなのに火力が足りないのは少々情けないのだが、残念ながら聖天八極砲より強力な魔法はコストが重すぎる上に効果範囲が広すぎたり詠唱が長すぎたりで、とにかく使い勝手が極端に悪い。

　もっとも、この問題は達也に限った話ではないので、『フェアクロ』のマジックユーザーの間では、一定ラインから上になると『知力を上げて魔攻で殴れ』、『武器を鍛えて魔攻で殴れ』が合言葉になる。とかく、武器を鍛えたり知力を上げたりすることでベースとなる魔法攻撃力を上げる以外に解決策がなくなってくるのが、上位のマジックユーザーの状況である。

　残念ながら、今回は『そうそう基礎スペックなんて上がらない』という合言葉の限界に直面してしまっているのだが。

（ネックが魔力不足だから、外部から持ってこれりゃどうにかなりそうだが……）

　そんなことを考えながら、牽けん制せいの手は止めずに周囲の力の流れを観察する。宏ほど感覚の能力値が高くないためはっきりしたことは分からないが、それでも魔力の感知自体はできる。

　ぱっとすぐに分かるのは、宏とボスの発散している魔力の大きさ。意外にも、両者の間にそれほど大きな違いはない。つまり、宏とボスとでは、出力にそれほど差がないことになる。もっとも、ボスの能力は聖域と春菜の歌の影響で大きく落ちている。その影響がなければ、宏の出力はさすがにボスにはかなうまい。

　保有量になると、現在進行形で聖域の効果と春菜の歌に瘴気とセットで削られているボスの方が分が悪い。だが、その分が悪いボスのリソースを削り取れないのが現在の問題であり、現状の日本人チームの限界なのだが。

（あれに対して直接どうにかするのは厳しい。現状の俺の手札では、アニメなんかでたまにあるみたいに無駄に漏れてる他の連中の魔力を回収する、ってのもできそうにない。ってか、回収できてもコントロールできるのかどうか、そこが非常に危ういな）

　手札の種類を変え、こまごまといろいろ実験しながらそんな益やく体たいもないことを考える。とにかく、少しでも効果が大きなものを探り当てなければ、じり貧で押し切られる。

（……ん？）

　どうにかできないかと必死になって思いつくまま魔力が枯れるぎりぎりまで実験を繰り返し、一度離脱してマナポーションで回復しつつ地形の利用を検討し始める。

　相手の防御力自体は意外と薄いので、上手く誘導して地割れや崖崩れなどに巻き込めば、多少はボスを削れるかもしれない。

　そう考え、悟られないよう手札の確認を続けるふりをしながら周囲を観察したところ、地脈が随分と地表近くに出てきていることに気がつく達也。かつては感知不能だったそのエネルギーの位置を確認し、そこで一つのアイデアが浮かんでくる。

（地脈から直接魔力を引っ張り出せば、魔力不足は解消する!!）

　ファーレーンでバルドが置き土産に残した巨大芋虫に対してエアリスが直接地脈から魔力を注ぎ込んでいるし、クレストケイブの新型溶鉱炉も地脈から魔力を得て稼働している。地脈のエネルギーを利用することは不可能ではない。問題は、どうやってそれを行うか。

　敵にばれないようにこっそりと地脈に自身の魔力を流してみる。表面のごく一部が一瞬小さく動く。だが、その動きは達也の望むそれとは違う。

「達也、もしかしてまた魔力切れ!?」

　いろいろなパターンを試しているうちに、攻撃の手が緩む達也。

　それに気がついた真琴が、微妙に青い顔をして確認を取る。

　先ほどマナポーションを飲んでいたことは全員が知っており、ここで達也が魔力切れを起こしたとなると、中毒の問題ですぐにマナポーションが使えないため、完全に戦線離脱となってしまう。

「いや、大丈夫だ。大体の検証を終えたから、無駄撃ちを控えたんだよ」

　真琴にそう告げると、使う前から効かないだろうと想像できる達也のメインスキル、オキサイドサークルを気休め程度に叩き込んでみる。これで酸欠を起こして倒れてくれれば大笑いだったのだが、世の中そこまで甘くはない。ある程度の拘束にはなったが、効果時間の一割も経過せずに打ち消されてしまう。

（まずいな。やつの注意がこっちに向いてる。もう少しで手がかりが掴つかめそうなんだが……）

　ボスからの視線を感じ、内心で舌打ちをする達也。検証中で動きが不自然になっていたか、いつの間にか目をつけられている。調べていること、やろうとしていることがばれると、面倒だ。

　それまでに、なんとかして形にしたい。何か一つヒントがあれば、その時点で一気に答えにたどり着けそうなのだが、そのヒントがなかなか見つからない。

　などとやっているうちに、どうやら達也が何をしていたのかが敵にばれたようだ。何度か達也を直接狙おうとして宏に潰され、直接攻撃は不可能と悟ったか合体前と同じ手口に走る。

「そう何回もおんなじ手ぇが通用するかい!!」

　達也がやろうとしていた飽和攻撃を、ボスが先に仕掛けてくる。合体してパワーアップしたからか、先ほどの攻撃を防いだ宏の力場でも、今回のものはいくつか防ぎきれていない。

　宏の力場の性能が固定であれば、恐らくそのまま押し切られていただろう。だが、宏が名前も何も知らずに使っている防御力場『ガーディアンフィールド』は、分類上はエクストラスキルになる。

　スキルと名のつくものは基本全て成長するし、エクストラスキルともなれば、熟練度上昇による効果増強は洒落しゃれでは済まない。しかも、ガーディアンフィールドの場合、格上からの飽和攻撃を弾くと非常に成長が早くなる。

　達也が力の流れを観察しているその場で、みるみるうちにガーディアンフィールドはその厚みと範囲を増し、前衛として清風斬でちまちま削っている真琴までもその対象に取り込んだ。防御力に至っては、第二形態のバルドならば達也でも無傷でしのげる可能性が出るほど強化されている。

　その力場の動きを見ているうちに、達也が何かを閃ひらめく。

（もしかして、こうすれば!!）

　宏の広げた力場を参考に、似たような感じの、だが性質自体は大きく違う力場を作り出す達也。それを外に広げるのではなく、足元の地中深くまで伸ばし、地脈に突き立てる。その瞬間、達也と地脈の間に強固なラインが形成され、相互にエネルギーが循環し始める。

（っ!!　こいつはきつい……!!）

　地脈から自身に流れ込んでくる力に呻うめきそうになり、だが、どうにかコントロールを失わずに踏みとどまる。

（こいつは長くはもたねえな……）

　宏ほどのタフさがあればともかく、肉体的には普通の冒険者（といっても五級の平均よりは上だが）に毛が生えた程度の達也では、この負荷に長く耐えることはできない。

　もってせいぜい一分程度だろう。制御限界なので、仮にオーバー・アクセラレートで加速したところで肉体の負荷が増えるだけでほぼ意味はない。

　とにかく弾幕を張ろうとするのだが、ボスも達也が地脈からの魔力回収に成功したことに気がついたのか、宏と真琴を盾にするように動くために上手く射線が取れない。

　ここは宏達に一いっ旦たん引いてもらうべく、達也が声を上げようとしたその時、

「遺体遺棄～」

　能天気な声があたり一帯に響き渡り、オクトガルが一匹、ボスの頭上に謎の瓶びんを落として転移する。その瓶がボスの頭部に当たって割れると、正体不明の液体がぶちまけられた。

「がああああああああ!!」

　すると、地を這はうようなおぞましい叫び声とともに、ボスの瘴気がきれいさっぱり消え去る。

　どうやら中身は聖水の類、それも相当強力なものだったようで、障壁だけでなく本体も結構な範囲を浄化されている。

　いくら聖属性攻撃が強化されており、闇の主にとって聖属性攻撃が弱点だといっても、宏達が持っている聖水の威力ではこうはいかなかっただろう。

（今だ！）

　だが、オクトガルが何をしたかなど、この際どうでもいい。ようやく射線が取れるのだ。遠慮なく叩き込めるだけ叩き込まなければ嘘うそだろう。

「行くぜ!!」

　まず手始めに、詠唱を破棄して強制冷却しながら、今の杖の同時展開上限の二倍、十発の聖天八極砲を叩きつける達也であった。
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「ただいま～」

　闇の主に聖水を叩き込んだオクトガルが、分殿の儀式の間へ戻ってくる。儀式の間では、エアリスとアルチェムがやきもきしながら、いくつもの儀式を行って様々な支援を宏達に送っていた。

「おかえりなさい」

「上手くいきました？」

「直撃～、直撃～」

　帰ってくるのを待っていたエアリスとアルチェムに首尾よくいったことを報告し、褒めて褒めてとばかりにドヤ顔を浮かべるオクトガル。

「上手くいったんだ」

「よかったです」

　オクトガルの回答にほっとした様子を見せる巫み女こ二人。退避せずに達也のタコ壺つぼの中に残っていたオクトガルからの連絡で宏達の苦戦を知り、儀式の合間に大急ぎでその場で作れる最も浄化能力の強い聖水を作り上げたのが一分ほど前。それを志願したオクトガルに託し、次の儀式を始めながらも祈るような思いで結果を待っていたのだ。

「それで、現在はどのような状況ですか？」

　中途半端に行っていた支援の儀式を済ませ、現在の状況を確認する。

　元々聖水を作ったあとにやっていた儀式は儀式というほど大層なものではなく、単に力場の流れを安定させるためのちょっとした陣の書き換えにすぎない。手順こそ凝ってはいるが、二人の動作は指定されたステップを踏むだけ、二分もあれば終わるものだった。

　このあとしばらくは状況を確認して地脈や聖域の微調整が続くため、現段階ではできることがない。なので、オクトガルから現状報告を聞くことにする。

「それで、今どうなってるの？」

「タッちゃん頑張ってる～」

「弟事故死～」

「来年は甲子園～」

「渡米～、渡米～」

「中の人はグレーゾーンなの～」

　いきなり連想ゲームで方向がずれるオクトガル達だが、方向がずれるのはいつものことなので細かい突っ込みはしない。

「そういえば、あなたを送り出す前、誰かが地脈とつながっていました。もしかして……」

「タッちゃん頑張ってる～」

「そうですか……」

　エアリスの質問に、答えといえるかどうか微妙な回答をするオクトガル。

　オクトガルの言葉から察するに、きっと地脈に干渉していたのは達也だろう。地脈のエネルギーを扱うのは、巫女でもない人の身ではかなり難しい。そこまで考えて少々心配になり、地脈を通じて様子を確認するエアリス。

「……まあ……」

　地脈の流れを確認したエアリスが、思わず絶句する。一度にかなりの量の魔力を吸い上げていることもだが、その使い方の高度さに言葉が出ないのだ。

「エル様、どうしました？」

「……タツヤ様が、相当無茶をなさっているようでして……」

「そうなんですか？　……って、これ……」

「間違っても、地脈の力を使って行うようなことではありません……」

　エアリスの絞り出すような言葉に、表情を凍りつかせたままアルチェムが頷く。

　地脈の力は、大きさが大きさだけに繊細な制御には向かない。そのため、地脈から力を借りて何かをする場合、威力や規模を最優先にした大技の儀式か、宏が作った溶鉱炉のように垂れ流しになっている飛ひ沫まつ程度の力を回収して利用するかのどちらかが普通だ。

　間違っても地脈に直接接続した挙句、コンマ何秒単位のシビアなタイミングが要求される高度で繊細な魔法の発動に利用したりはしない。むしろ、攻撃魔法を限界までブーストして叩き込むといった利用法の方が正しい。

　というより、一度の詠唱で同じ魔法を多数発動させたり、詠唱を強引に破棄したり、次までの冷却時間を無理やりキャンセルしたりという、制御が難しい上に世界が定めたシステムに逆らうような真似をするために地脈からのエネルギーを使う人間は、まずいない。

　地脈から自身に流れ込むエネルギーの手綱を握るだけでも大変なのだ。そこに体力や制御能力を持っていかれている状況で、そんな集中力を要求する真似をできるかというと、普通はできない。

「……やっぱり、タツヤさんも知られざる大陸からの客人、ですね……」

「ですが、そろそろタツヤ様も限界ではないかと思います。まだ相手が倒れていない以上、私達もできる限り支援しなければいけません」

「ええ！」

　達也の奮闘を確認し、なすべき儀式を確定するエアリスとアルチェム。そんな二人を見ながら、オクトガル達はのんきに儀式の間を飛び回るのであった。
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「ええええええええ!?」

　突如大きな魔力を身にまとい始めた達也から、なかなかの密度の弾幕が飛び出したことに、思わず驚きょう愕がくの声を上げる真琴。ヤギの頭ゆえに分かりづらいが、ボスもかなり驚いているようだ。

　これが単なる弾幕であれば、そもそも誰も驚かなかっただろう。食らったボスとて、聖水で受けたダメージがあっても鼻で笑って無視していたところだ。

　だが、達也の放った弾幕は、これまでの戦闘で最も威力の大きかった魔法だけで構成されている。一発二発なら、ぎりぎりではあるが直撃を食らったところでバリアで防げるが、秒間十発前後となると不可能だ。
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　何より、資質の問題で地脈の力など飛沫程度のものを多少コントロールするのがせいぜいであるはずの単なるヒューマン種の男が、巫女もかくやというほどのエネルギー量をとんでもない精度でコントロールしている。その驚きにより、完全に対応するタイミングを逃していた。

　飛んで逃げようにも先ほど頭上から食らった聖水のダメージが抜けておらず、飛行能力が失われている。結局、ボスはなす術すべもなく、上位魔法による飽和攻撃などというとんでもないものをその身で受け止めるしかなかった。

「兄貴!?」

　突然の達也の行動に驚愕の声を上げつつ、とりあえずボスから距離を取る宏。射線はふさがないに越したことはない。

「妙にえらくパワーアップしてるみたいだけど、一体何なのよ？」

「達兄、いくらなんでもその数は魔力がもたないはず……」

　真琴と澪の疑問に答える余裕もなく、ただひたすら無心に大量の聖天八極砲を叩き込みつづける達也。脂汗をにじませながらも、魔法を使う手は止めない。

　何かを察した春菜が、そろそろ相手が慣れて抵抗力がついてきたらしい般若心経ゴスペルをやめ、普通のゴスペルに一般的な呪歌の効果を付与したものに切り替える。

「地脈を扱う資質もないヒューマン種の魔法使いが、なぜこれほどまでに使いこなせる!?」

　達也が地脈の力をあり得ない形で使い始めたことを察し、その理不尽さに大きく吠ほえるボス。そこに歌が流れ、魔法に抵抗しようとする力をそいでいく。

　春菜が歌った呪歌は、魔法防御と魔法抵抗を減少させる歌であった。歌っている本人を除き、敵味方関係なく聞くもの全てに影響を与えてしまうため、余程状況をちゃんと見極めねば使えないものだが、今のボスに魔法攻撃をしてくる余裕などない。

　それに、精神力が高ければ呪歌の影響を振り払うことは難しくない。真琴と達也、そして聖域の効果とゴスペルアレンジの影響で抵抗力を大きく削られている敵には効果が出るだろうが、澪だと五分五分、宏なら間違いなく影響が出ないだろう。

　滅多にない使いどころ。それを見切った春菜は、ここが勝負どころとばかりに歌い続ける。

　三十秒を過ぎたあたりから達也の体、そのあちらこちらの血管が破れ始め、そして……、

「これが、限界か……」

　達也が弾幕を張り始めてから約一分後、ついに詠唱が途切れた。

　限界を迎えた達也を見て、春菜がさらに歌の内容を変える。リターンヒールをゴスペルアレンジし、聖歌を維持しながら魔法を発動させたのだ。

「わりぃ、いろんな意味でこれで打ち止めだ……」

　その場に膝をつき、肩で息をしながら謝罪する達也。体こそ春菜の魔法で回復したものの、集中力が限界を超えたため、立っていることすらできなくなったのだ。

「止とどめまで持っていきたかったが……」

「大丈夫よ！　やつも今のでバリアを張る余力すらなくなったみたいだから！」

　いろんな意味で非常につらそうに告げる達也を励まし、追撃に移ろうとする真琴。

　だが、所しょ詮せんバルドの上司とか言われそうなポカを繰り返したとはいえ、このボスも曲がりなりにも邪神教団の幹部だ。仕留めきれなかった時点で、何もせずに終わることなどあり得ない。

「もはや、我が命ももつまいが……」

　すでに立ち上がるのもやっとというところまで追い込まれ、さらに地脈を通して干渉してくる巫女の力に命を削られながらも、意地と気合いで立ち上がるボス。

「我に力を託した同胞のためにも、このままで、終われるものか!!　このソウルクラッシャーでせめて一矢報いてみせる!!」

　地脈からの力、その飛ひ沫まつを強引に取り込み、最後の賭けとして命を削りながら大技を発動させるボス。その技の名を聞いた宏が、思わず顔色を変える。

（防御力完全無効の物理属性やと!?）

　宏にとっての天敵とも言える技。本来ならそれだけの攻撃を宏に撃ち込むとなると、技の威力に関係なくバルドの十体やそこらでは足りないコストが必要となる。実効性のある威力を伴わせようとするなら、そのコストは指数関数的に跳ね上がる。真琴がタワーゴーレムに防御貫通の技を使えなかったのも、そこが原因だ。

　だが、元がダンジョンを作り出せるほどの力を有している闇の主が身を削って使うのだ。コストなどどうとでもなる。

「共に逝こうぞ！　ソウルクラッシャー!!」

（あれは絶対に後ろに通されへん！）

　半ば崩れかけながら放たれた最後の一撃を見て、いろいろ覚悟を決める宏。

　宏ですら即死するであろう威力。回避しようとすれば、いや、回避しようとしなくても、ほぼ確実に宏をぶち抜いて後ろの達也と春菜を襲う。体力的に余裕がある春菜はともかく、へたりこんでいる達也は、きっとこの攻撃を回避できない。

（誰か一人は道連れってか。最後までやらしいやっちゃな……）

　妙にスローモーションで飛んでくる黒い錐きりを見ながら、そんな益体もないことをちらっと考える。恐らく、ボスとの戦闘が始まった直後にこの攻撃が来ていれば、冗談抜きでなす術すべもなくやられていただろう。

　だが、ここまで旅を続けてきた宏は、大人しく死んでやるようなかわいげなど捨てている。敵からの飽和攻撃をしのいだ時に使った力場の、もっと正確にいえばその根源となる力のもう一つの使い方にも気がついている。あとは、それが上手く機能するかどうか賭けるだけだ。

「たかがバルドの親玉の攻撃ごとき……！」

　気合いを入れて体の奥底から無理やり力を引きずり出し活性化させる。その時点で自らの肉体が大きく変化したような感覚があるが、この場では無視してさらに力を変化させる。

　体の隅々まで循環させ、さらに外部からも徹底的に力を取り込み、圧縮して循環し、そのサイクルを一呼吸の間にとことんまで繰り返す。

「なんぼの、もんじゃい!!」

　圧縮を始めた時点でごそっと持っていかれたスタミナを無視し、限界を超えて圧縮した力を相手の攻撃に叩きつける。

　次の瞬間、防御力無視の攻撃と圧縮された力がぶつかり合って打ち消し合い、先ほどまで致命的な威力を有していたはずの特殊攻撃は、一気にただの高威力攻撃に引きずりおろされた。

　エクストラスキル『金こん剛ごう不ふ壊え』の発動に成功した瞬間であった。

　その後、宏に着弾するも、スキルにより作り替えられた肉体に阻まれ、かすり傷一つつけられず攻撃は消滅する。

「……やはり、最後まで貴様が阻むか……」

「知ったことかいな！」

　ごっそり持っていかれたスタミナに膝をつきそうになるのを堪こらえ、息を整えながら敵の戯たわ言ごとを一言で切り捨てる宏。

　もはや勝利は確実だとはいえ、完全に相手を倒したわけではない。この場にいる全員、それが分かっているため、確実に止めを刺すために大技の溜ために入っている。

「最後の……賭けも不発……だったが……」

　切れ切れに言葉を紡ぎながら、まだ敗北を認めていない目で己の中の残ざん滓しを呪じゅ詛そに変換していくボス。過去のバルド達同様、復活こそ無理なれど往生際悪く最後の悪足あ掻がきをするぐらいの余力は残してあったようだ。

　その余力を先ほどの攻撃に乗せておけば、と言いたいところではあるが、防御力完全無効の特性がなければ誤差の範囲なので同じことだろう。

「同胞よ、あとは頼むぞ!!」

　そう吠えて自爆しようとしたところで、呪詛の芯となる部分を凄すさまじいエネルギーを乗せた一本の矢が撃ち抜いて吹き散らす。

「命中」

　エクストラスキル『巨竜落とし』を放って呪詛を吹き散らした澪が、淡々と告げる。

　最初はボスのコアを撃ち抜くつもりだったが、そこを潰しても呪詛が完成してしまうと判断し、直前で狙いを変えたのだ。

「そうそう毎回毎回置き土産を許すとか、あり得ないっしょ」

　澪の一撃を引き継ぎ、疾しっ風ぷう斬ざん・地ちで敵をばらばらに切り裂きながら、呆れたように真琴がコメントを残す。

　往生際悪く新たな呪詛を完成させようとしていたボスも、さすがに消滅寸前でこの技に耐えきることはできず、完全に邪神の眷けん族ぞくとしての力を失ったコアだけを残して消滅する。

「ふう、お疲れ」

　念のために構えを解かずに様子を見ていた真琴が、完全に沈黙したコアを確認してため息交じりに終了宣言をする。

「さすがに、ちゃんと大技二発で終わってくれたみたいやな……」

「あそこまでダメージ受けてて、それでもまだ疾風斬・地と巨竜落とし食らって余計なことできる余力があっちゃあたまんないわよ」

　ボスのコアを拾いながら漏らした宏の言葉に、疲れをにじませながら真琴が応じる。

「とりあえず、すごくお腹減ったよ……」

　歌をやめて完全に警戒を解いた春菜が、キュルキュルと可愛らしく小さな音で自己主張するお腹を押さえて、切なそうに告げる。

　彼女の母方の家系の体質上、本気の歌を長く歌うと大量のカロリーを消費する。今回は一時間以上、それも命がけで歌っていたのだから、カロリー消費もかなりのものである。きっと今体重をはかれば、五キロ以上落ちているに違いない。

「俺は気力が完全に尽きた。正直動きたくねえ……」

「スタミナ的な意味でこんだけ疲れたん、本気で久しぶりや……」

　今回エクストラスキルを長時間発動させた達也と、二つ同時に使う羽目になった宏が完全に地面にへたりこむ。

「ねえ、春はる姉ねえ」

「何？」

「ボクもお腹減った」

「ん、了解」

　澪の要求に一つ頷き、すぐ食べられそうなものを適当に漁あさる春菜。

　とりあえず発見したベヒモス尻肉の燻くん製せいを取り出し、軽くあぶって齧かじることに。

「あ、春菜。あたしにも頂戴」

「真琴さんも欲しいかなって思ったから、用意してるよ」

「春菜、愛してる！」

「宏君達も、食べるよね？」

「せやな。頂戴」

「あ、これ、エルちゃん達のところに持っていって、みんなで分けて食べてね」

「は～い」

　極度の緊張から解放され、神殿の状況を確認する前に軽くおやつ（というには重いが）をとることにする一行だった。
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　一方、とある闇の中。

「……西部に残してきた連中が、全滅した」

「……やはり、強引にでも戦力を残しておくべきだったか……」

「だが、女型のモンスターを向こうに割くと、間違いなくウォルディスでの計画が大きく遅れていた。最悪、計画そのものを変更する必要があったかもしれん」

「……そうだな……」

　永く起こらなかった闇の主の欠員。その異常事態の発生に、残りの連中が騒然としていた。

「やつらの敵を討とうにも、今回の一件で西部の足がかりが全て潰された。単純なテロ行為以外でもう一度手を出すには、最低でも五年は見ておかねばなるまい」

「テロ行為も、神共が力を盛り返したこの状況では、街の中での襲撃は力を大幅に削られるから難しい。下手をすればこちらが一方的に被害を受けるだけになりかねん」

「かといって、街の外で仕掛けたところで、それこそダールのバルドが始末された時のように、正体不明の大火力攻撃で一蹴されかねないぞ」

「教徒どもは残っているが、残念ながらこちらから接触する経路が限定されすぎている。それに、聖気に祝福されきった人間なぞ、司令塔なしでは大して使い物にならん」

　まさに八方ふさがり、という風情の状況に、思わず全員が沈黙する。

「……結局、我らが行うべきことは、何一つ変わらぬ」

「……そうだな」

　しばしの沈黙の後、闇の主の一人が出した結論に全員が賛同する。

「連中の行動予測は可能か？」

「ウルスでの行動から予測するならば、次はローレンの首都・ルーフェウスだろうな」

「……大図書館か」

　ルーフェウスと聞き、即座に目的地を割り出す。もっとも、賢者の国ローレンに来る人間は、大抵がルーフェウスにある大図書館か賢人学園、あとはローレンの国土中央付近にあるローレン大迷宮のいずれかに用事があるのだが。

「大陸中央に足を踏み入れたと思ったら、また手を出しづらい場所か……」

　自分達の勢力が残っている地域に侵入しようとしているのに、結局手を出せないことを闇の主の一人が嘆く。

「だが、裏を返せば、そこでそれなりの期間、足止めされるとも言える」

　その嘆きに対し、別の闇の主が別視点からの意見を述べる。

「そうだな。連中の進軍速度は分かるか？」

「分かっている限りで、ウルスからダールを十日を切るぐらいだな。ダールからフォーレまで、途中寄り道をして三日といったところだったか」

「……速いな」

「連中のゴーレム馬車は特別製のようだからな。あれより速くとなると、空を飛ぶぐらいしかなかろう」

　かなりの移動速度に、再びその場を沈黙が覆う。

「だが、もし大図書館に用があるというならば、ルーフェウスでの滞在も一日二日というわけにはいくまい」

「うむ。フォーレからローレンまで一週間、ローレンからマルクトまで、やはり一週間とみて……」

「ウォルディスまで、移動だけで一カ月以上はかかる。大図書館にどれだけ時間をかけるかは分からぬが、それでも二カ月近い猶予はあるはずだ」

「ならば、一カ月以内にウォルディスを片付ければ問題ないな」

　状況を分析し、ようやく余裕を取り戻す闇の主達。

「少々猶予がなくなったが、西部の連中がこちらに戦力を回してくれたおかげで、十分達成可能な目途はついている。このあたりでいい加減、一矢報いておかねばな」

「ああ。ウォルディスを落とせば、太陽神と月光神の力を大きく削そぐことができる。時空神と大地母神が自由になってしまったのは痛恨だが、その分を取り戻すことぐらいはできよう。上手くやれば、イグレオスにとらえられているあの方の一欠片かけらを取り返すことも可能だ」

「ならば、連中については情報収集だけにとどめ、しばらくはウォルディス攻略に専念。西部の連中の仇あだ討うちはウォルディスが終わるまで先延ばしだな」

「その分、徹底的にやってやる」

　まとめ役の一言に同調し、今後についての結論を出す闇の主達。

「では、我らのなすべきことをなすぞ。この世を聖気で満たすために！」

「「「「「「この世を聖気で満たすために！」」」」」」

　例の合言葉を唱和し、復ふく讐しゅう心を胸の奥にしまい込んでウォルディス攻略の最後の詰めに入る闇の主達であった。








フォーレ編　エピローグ






　しばらく人が来なかったからか、エルザ神殿は地味に荒れていた。

「こら、なかなか散らかっとんなあ」

「この分だと、台所とかあんまり想像したくないことになってるかも」

「せやなあ。腐敗防止があるっちゅうても、全部ちゃんと仕舞っとるわけでもなさそうやし」

　荒れ具合と散らかりようを見て、いろいろ不安を感じている風情の宏ひろしと春はる菜な。

　探索の都合もあるので、散らかっているものは片付けてしまいたいのだが、よそ様としてはうかつに触るわけにはいかないのが悩ましいところである。

「っちゅうか、恐ろしいぐらいに人の気配があらへん。こういうところって、誰ぞ常駐の人間がおるんが普通やと思ったんやけど……」

「師匠、人どころか生き物の気配もほとんどない」

「ますます物騒やな。一体何があったんやら」

　なんとも言い難い神殿の様子に、どうにも不安が抑えきれない一行。正直、今からもう一戦というと身がもたない。そう断言できる程度には、先ほどの激戦でいろいろ消耗している。

「……うわあ……」

　そんな不安に追い打ちをかけるように、真ま琴ことが呻うめくような声を上げる。それを聞きつけた宏達が駆けつけると……、

「……えらいことになっとんなあ……」

　そこには、神聖な場所にはふさわしくない光景が広がっていた。

　たくさんの骸むくろ、それも尋常ではない殺され方をしたであろう人々。

　彼らに対して真しん摯しに祈りをささげている春菜。

「……ヒロ、どう思う？」

　それらを見ながら、乾いた声で宏に問う達たつ也や。

　その言葉に反応するように、表情が凍りついたままの宏が一つ祈りをささげたあと、そっと遺体のそばに歩み寄ってじっくり観察する。

「……見た感じやと呪いの類たぐいやと思う。それも、残っとる痕跡からいうて、そうとう手の込んだ、回りくどいやり方しとる。恐らく、何代もかけて、本人も気がつかんように呪いの濃度と純度を上げて、今回のタイミングで何らかの手段で一気に引き金引いた、っちゅうところやろう」

「その呪いは、大丈夫なのか？」

「なんとも言えんけど、呪じゅ詛その本体自体は消えとる。ただ、僕がこのくらい分析できる程度には影響が残っとるから、そのまま放置しとくんも厄介や」

　宏のその言葉を聞き、祈りをささげていた春菜が立ち上がる。そして、息を大きく吸い込むと、朗々と鎮魂歌を歌い始めた。

　春菜が歌を始めてすぐに神聖な気配を纏まとった誰かが現れるが、まずは歌が終わるのを待つべきだろうとあえて誰も反応しない。

　現れた誰かも春菜の歌を聞いているらしく、誰も反応しないことに何も言わずにじっとしている。

　数分後、歌が終わりその余韻も消えたところで、現れた人物が口を開いた。

「ありがとうございます、春菜殿」

「私は、私がやりたいことをやっただけです」

「あなたの行いは女神として、この聖域を管理する者として、どれほど感謝しても足りません。ですので、せめて感謝の言葉ぐらいは受け取ってください」

　そう言って、もう一度頭を下げる女性。

　見た目でいえば三み十そ路じにかかったところか。全体的にふくよかな印象のある体型だが、春菜や澪みおのように一歩間違えれば不健康な印象になりかねないほど腰回りが細いわけではない、というだけで、決して太っていると評価されることはない。言うならば、地に足の着いた、健全で健康な美。身にまとう神々しい雰囲気と合わせて考えるに、彼女が大地母神エルザで間違いないだろう。

「えっと、エルザ様でよろしいでっか？」

「ええ。私がエルザです」

　何やら思うところがあるらしい宏が、三度頭を上げたエルザに、念のために確認を取る。

「とりあえず、エルザ様。細かい話は後にしてええですか？」

「問題はありませんが、何かあるのですか？」

「気休めや、っちゅうんは分かっとるんですが、せめてお墓ぐらいは作ったげたいんですわ」

「……そうですね。お願いします」

　あとで自分でやろうと思っていたことに対する宏からの申し出。それを受けて、またまた頭を一つ下げて頼むことにするエルザ。聞きたいことは山ほどありながらも、結局は自分達の倫理観に従って埋葬と供養を優先させる宏達であった。




　　　　☆




「今回は、私の至らないところをいろいろと助けていただきました。本当に感謝しています」

「俺達は自分達の目的に従って行動しただけですので、お気になさらず」

　春菜を巫み女この代理にしての埋葬と供養を終え、落ち着いたところで重要な話に移る。墓を作ったり惨劇の跡を掃除したりしているうちに日も暮れてしまったので、今日はこのままここで一泊するつもりだ。それゆえ時間は十分あり、腰を据えていろいろな話を聞くことができる。

　強力な呪詛が発動したであろう、結構な数の死体が転がっていた建物で寝泊まりするなど、普通の神経をしていたら正直遠慮したい状況だろう。

　だが、一番最後にこちらに来た達也と澪ですら、こちらの世界に飛ばされてから十カ月近く経っている。その間に単なる野営だけでなく、ダンジョン内での寝泊まりも経験しているのだ。もはや、たかが死人が出た建物ごときを気味悪がる可愛げなど、欠片かけらたりとも残っていない。

「それで、いろいろ確認したいところなんですがね」

「ええ、分かっています。何から話しましょうか？」

「そうですね。まずは、何が起こってこの神殿が孤立していたのか、それを確認しておきたいですね。フォーレ王も気にしておられましたし」

「分かりました。確かにスティレンの民にも不安を与えてしまっていることでしょうし、皆様も報告の必要がありましょう。こちらで分かっている範囲のことを全てお話しします」

　その前置きのあと、エルザが語った話。それは宏が呪いの残ざん滓しから解析した内容に多少肉づけした程度の話であった。

　要点だけを抜き出すなら、七百年ほど前に当時のエルザの巫女と恋仲となった男。その男が本人も気がつかないうちにその時のバルドに操られ、エルザの巫女の血脈に呪いを仕込む媒体となってしまったのだ。

　当然、エルザはすぐに気がついて解呪したのだが、タイミング悪くその直後ぐらいにバルドが仕留められ、その死に際に命を代償に巫女に強化した呪いをかけ直した。

　命を代償にしただけに、即効性こそないが強力だった呪い。厄介なことに、エルザはおろか、五大神の他の三柱（ザナフェルはこの時、すでに不在になっている）や知の神ダルジャンですら見抜けぬほど深く巧妙に魂に食い込まされたそれは、発動条件を満たすまでひそかに瘴しょう気きをため込み、濃縮し、しかも巫女の力により神々では探知できないよう細工をされて、代を重ねるごとに威力を増しながらその時を待っていた。

　いくつかの効果が重ね合わされた呪い。その最初の一つの発動のきっかけとなったのが、闇の主によるクレストケイブの鉱山のダンジョン化である。

　時間をかけて、ゆるやかに呪いに蝕むしばまれていた巫女の体には、新たに発動した呪いに抵抗する余地などなく、一方のエルザも、そこまで至ってまだ最初にかけられていた呪いが見つけられていなかった。後に辛うじて部分的な解呪には間に合い死なせずには済んだものの、その時から巫女はずっと眠ったままになっている。

　その巫女を起こすために大規模な解呪の儀式を行おうとした際に、闇の主の神殿孤立化作戦による瘴気の増加とモンスターの活性化、それによって増えた死者の影響が噛かみ合って、新たな呪いが二つ分ほど連続で発動。巫女以外の神殿にいる生き物全てを殺しつくしたのが、先ほど見た骸の経緯である。

　なお、入口の森が恐ろしいことになっていたのも、トンネルがダンジョン化していたのも、闇の主の手で強化はされているが、基本的にはこの件で発生した瘴気が原因である。

　また、フォーレ王やその側近が巫女が死んだと認識していた原因は、呪いを受けて倒れたという情報が、宮廷に届くまでに悪意をもって捻ねじ曲げられたためだ。

　結果だけを見ると、大した違いはないのだが。

「で、その巫女はどうなってんです？」

「封印処理をしてありますが、呪いを解いて覚醒させても、きっと巫女としての務めは果たせないでしょう」

　念のために確認する達也に、その場にいる全員が想定していた最悪の事態を告げるエルザ。

「そうですね。言葉だけでは納得できないでしょうから、ほんの少し封印を解きます。皆様の目で見て確認してください」

　そう言って、この場に封印を施した巫女の体を呼び出すエルザ。

　呼び出された巫女の姿は、ひどいものであった。皮膚はただれ手足は枯れ枝のようにやせ細り、もはや緩やかに死を待つだけ、というのは疑う余地もない。

「……エレ姉さんどころやあらへんな、こら……」

「宏でも無理なの？」

「僕が何とかできるんやったら、エルザ様かアランウェン様が何とかしとるやろう。それか、アルフェミナ様が時間巻き戻すとか、な」

「あ～、なるほどね……」

　宏の言葉に納得する真琴。

　物質側の世界に干渉するにはいろいろと制約がある神々だが、巫女に対するアクションに関しては、その制約がかなり緩い。エアリスのように物理的な危機にさらされている時は無力だが、こういった呪いや病などの類に関しては、奇跡が起これば治るレベルならば普通に治しても問題ない。

　裏を返せば、今のエルザの巫女は、奇跡が起こっても治らないのだ。

「彼女、何歳に見えますか？」

「……その問いを発するということは、非常に若い、ということですね」

「ええ。この子は十五歳、ファーレーンでは今年成人です」

「……」

　どう見ても六十以下には見えない巫女の姿を、愕がく然ぜんとした表情で見つめる一同。

「一カ月、わずか一カ月で、呪いに寿命をほぼ食いつくされてしまいました」

　一カ月、という期間に思うところがある春菜達が、思わず宏に視線を向ける。

　その視線を受けて、首を左右に振る宏。

「確かに派手に寄り道してたけどな。クレストケイブでいちびってんとさっくりこっち来とったところで、この呪いは僕の手には負えんから一緒やで」

「そうなの？」

「せやで。さっきも言うたように僕が何とかできるんやったら、最初に呪いが発動した時点で神様が何とかしとるで」

　宏の言葉を肯定するように頷うなずくエルザ。巫女の呪いに関しては、せいぜいトリガーを引くタイミングが多少ずれる程度で、宏達が寄り道をしていなくても結果はそれほど変わらなかっただろう。

　今代の巫女の運命は、生まれる前どころか、七百年前にすでに決まっていたのだ。

「これで、彼女の血筋は絶えました。私のミスで娘盛りを奪われ、命を食いつくされた彼女には詫わびようがありませんが、残念ながら私にはそれを嘆き、悲しみ、悼む権限も猶予もありません。早急に、彼女から巫女の力を誰かに移譲しなければなりません」

「……ドライですね」

「これでも私は神です。己のミスが原因の一端とはいえ、人が死ぬことをいちいち嘆いていては仕事になりません。それに、世界の維持のために、神罰と称して何度も何の罪もない人々を殺しているのです。私の巫女とはいえ、彼女だけを特別扱いする理由もありません」

　淡々と告げるエルザに、そのドライさを批判しようとした真琴が口をつぐむ。

　割と残念な性格をしていることが多いので忘れがちになるが、彼女達は舞台装置として世界の維持を任された存在だ。巫女の存在によって人間寄りの立場をとってはいるが、必ずしも人間の味方ではないし、その倫理観が人間と同じでもないのである。

「それで、呪いを解いて彼女を起こさないんですか？」

「現時点では新たな巫女の候補もいませんので、解呪はともかく封印を解いて覚醒させるのは駄目です。下手に起こすと、力の移譲を行う前に寿命が尽きます」

「……そうですか」

　ある面では予想がついていた回答に、何も言えずに黙り込む春菜。宏とエルザ、その双方からどうにもできないと断言されているのに、どうにかできなかったのかという後悔だけが頭の中をぐるぐると回る。

　だが、神々をもってしてもどうにもできなかったことだ。いかに実力があろうと現状ただの人間でしかない春菜がそんなことを考えるなど、身の程知らずもいいところであろう。

「……とりあえず春菜、今更どうにもならねえ話はここで終わりだ。他の話をするぞ」

「……うん」

　このまま済んでしまったことを愚ぐ痴ち愚痴と言っていても始まらない。そう判断して無理やり気分を変える一同。

「とりあえず、この神殿の状況は分かりました。それとは別に、私達が元の世界に戻る方法について、手がかりになるようなことを教えていただけませんか？」

「教えて差し上げたいのは山々ですが、他の世界とのあれこれはアルフェミナの、知識や知恵関連はダルジャンの担当です。残念ながら、私は大地に関連することと自分が直接関わったこと以外には大した情報は持ち合わせていません」

「つまり、アルフェミナ様にいろいろ制約がある上に仕事が忙しい今、ダルジャン様以外からこの関連の情報を得ることは難しい、と？」

「そうなりますね。五大神などといっても、全ての情報を完璧に共有できているわけではありません。ダルジャンにはデータセンター的な役割を任せていますし、そちらにアクセスして得た情報を渡すにしてもいろいろ制約があります。ダルジャンの持っている情報は、ダルジャン以外が人間に渡すことを禁じられています。例外として、自分の役割が関わる情報、たとえば私ならば大地に関連する情報なら、ダルジャンから得た内容をあなた方に伝えることができます」

　春菜の質問に対するエルザの説明で、意外と細かい規定があることを思い知る一同。

　正直、非常に面倒くさい。

「ほな、次。さっきの戦いで僕と兄貴が妙なスキルを使えるようになったんですけど、これについて何か知ってはります？」

「もちろんです。本来なら、それらの技は私が目覚めさせる予定だったのですから」

「へっ？」

　エルザから返ってきた回答に、思わず面めん喰くらった顔をする宏と達也。

　なんというか、こう、碌ろくでもない話が飛び出しそうで怖い。

「宏殿が使えるようになった二つと、達也殿が使えるようになった一つは、どちらも神の技、あなた達が言うところのエクストラスキルということになります。全て大地の技に分類されるため、先ほどの戦闘で目覚めなければ、私がこの場で目覚めさせる予定でした。お二人とも、大方条件は満たしていましたしね」

「……エクストラスキルなんはなんとなく分かっとったんでええんですけど、ね」

「予想はついていたでしょうね」

「まあ予想は。ただ、無理やり形にしたもんやから、いまいち仕様がよう分かってへんのんですけど、教えてもろうても？」

「ええ、もちろんです」

　宏の要請に頷くと、技の大体の仕様を説明し始めるエルザ。

「そうですね。まずは最初に宏殿が身につけた力場、『ガーディアンフィールド』について説明しましょう」

　宏が最初に目覚めたスキル・ガーディアンフィールドは、展開した力場内の任意の対象に、基礎防御力および基礎魔法防御力の一部を一時的に譲り渡すスキルである。基礎防御力なので、防具貫通などの特性は無視できる。また、防御力を強化するスキルの一部については、割合で強化しているものでかつ基礎部分の増幅分のみではあるが、強化した防御力も一緒に渡すことができる。

　譲り渡す、という表現から分かるとおり、力場を展開している間は、宏の基礎防御力が一割低下する。技の性質を考えると、譲り渡す人数が増えると一人頭に渡せる防御力が下がるか宏の防御力の低下量が増えそうなイメージはあるが、どちらも渡す人数の影響は受けず、維持に必要なスタミナと魔力の消費量が増える。

　防御力の低下量は一割で固定、譲り渡した相手の防御力上昇量、譲り渡せる範囲、および譲り渡す相手一人頭に対するスタミナと魔力の消費量はスキルの熟練度によって変わり、防御力の上昇量は最高でも三割前後あたりになるだろうとのこと。

　発動までに若干のタイムラグがあるがクールタイムの類はなく、持続時間の制限もなし。維持コストさえ支払えるのであれば、常時展開できるスキルだ。

　もっとも、ある程度慣れて無意識に防御力を渡す相手を識別できるようになるまでは、常時展開などやろうと思ってもできないだろうが。

「いまいち低下量は分からんかったけど、一割ぐらいやったらどうとでもなるやろう」

「宏君、スタミナとかの消費はどんな感じだったの？」

「二人ぐらいやったら戦闘中の自然回復量と釣り合うとるかやや回復量が勝っとる感じやから、それほど大したことあらへんのんちゃうか」

「なるほど」

　宏の言葉に頷く春菜。

　言うまでもない話だが、大したことないだの、どうとでもなるだのは宏だから言えることだ。宏のスタミナや魔力の回復量と釣り合うスキルなど、普通はそんな長時間展開できない。

　しかもこの発言には、自身がスキルを得て耐久や精神の能力が上昇していること、つまり自然回復量も増えているという事実が見事に欠けている。

　それに、過剰な防御力を持つ宏だから一割低下を鼻で笑えるが、中級から上級の生産スキルをいくつも取得していることにより戦闘廃人と比較しても耐久の能力値が高く硬いほうに入る澪でも、一割下がれば結構影響が大きい。

　適当に数値を決めて計算してみれば分かることだが、防御力が一割下がれば、場合によっては受けるダメージが倍ぐらいに跳ね上がるのだから、当然である。下がるのは基礎防御力だけなのだから影響は多少マシだが、それでもホイホイと使う決断ができるスキルではない。

「で、他のスキルは？」

「達也殿のスキルは『地脈接続』。名前のとおりです。詳しく説明しようと思えばいくらでも詳しく説明できますが、必要ですか？」

「いえ。その名前と先ほどの弾幕で大体の性質は把握しています。体に対する負担も、慣れてちゃんと制御できるようになれば軽減できそうなので問題ありません。問題があるとすれば、どの程度の深さの地脈まで接続できるか、ですが……」

「慣れれば大気圏の外からでも接続できるようになりますよ。相当訓練が必要でしょうけど」

　エルザのその言葉に、微妙に顔色が青ざめる達也。そこまでとなると、もはや人間ではないのではなかろうか。そんな疑問が無きにしも非あらずである。

　因ちなみに、地脈までの距離が長くなればなるほど制御が難しくなり、接続を維持するコストも跳ね上がる、という特性がある。今の達也だと、地脈の真上以外で使うのはほぼ不可能だろう。

「あと、地脈に接続した時に達也殿は、保有できる魔力量と体内で生成できる魔力量、外部からの魔力回収能力が大きく増えているかと思います。理由は説明しなくても分かるかと思います」

「まあ、地脈の影響ってのはなんとなく」

「残念ながら、出力の方はほとんど変わりませんので、そちらは自力で何とかしてください」

　エルザの言葉に頷く達也。

　たった一つスキルを覚えただけで、何でもかんでも問題が解決するわけがないのだ。

　説明されていない部分で補足しておくと、地脈接続は一度使えば二時間程度の冷却時間が必要となる。このスキルに限っては、他のスキルのようにそういう法則だからという理由ではなく、一度地脈と接続すると地脈側も術者側も魔力循環がおかしくなるからで、技量が上がれば冷却時間も短くなる。

　もっとも、そもそも地脈接続を行っている状況だと、術者の肉体の限界まで接続時間を延ばしているだろうから、どちらにせよそれなりの時間休憩しないと接続そのものを失敗するだろうが。

「他の説明は特に必要なさそうですね。では、宏殿が最後に使った技、『金こん剛ごう不ふ壊え』について」

「そっちも、大体のことはなんとなく分かりますわ。防御貫通とかの類をキャンセルできる、かなり高倍率の防御力向上技でっしゃろ」

「基本はそんなところでしょうね。いくつか補足しておきますと、その技を使えるようになるということは、そのための体に変化するということなので、何もしなくても防御力や抵抗力が大きく強化されます。また、相手の攻撃がエクストラスキル相当のものでない限りは防御貫通を一方的に打ち消せますが、相手の攻撃も同等レベルであれば、相手の攻撃を防いだあとに金剛不壊の効果が解除されます」

「まあ、現状やとそんな長時間は無理やから、ほとんど相手の攻撃を相殺する以外には使えん感じですけど」

「そこはもう、訓練しかありません。何度も使えば、そのうち常時展開できる程度には消耗も抑えられるようになるでしょう」

「常時展開とか、あんまり考えたあない状況やなあ……」

　これまたとんでもないことを言い出すエルザ。

　この分だと、真琴のイグニッションソウルもいずれ常時発動できるようになりそうだ。

「あ、せやせや。さっきの話で気になったんやけど、ガーディアンフィールド展開中に金剛不壊使うたら、どないなります？」

「金剛不壊の効果がガーディアンフィールドの効果に乗ります。あと、金剛不壊を習得した時に増えた防御力は普通に生身の防御力ですので、当然ガーディアンフィールドの効果を底上げします」

　さすがエクストラスキルというべきか。どこまでも過剰な性能である。現時点で普通に使えるのはガーディアンフィールドだけだが、これも覚えたのが宏だから使える、という面が強い。

「説明はこんなものでよろしいでしょうか？」

「俺の方は問題ありません」

「僕も大体分かりましたわ」

　宏と達也の言葉に一つ頷くと、次の話に移るエルザ。

「それでは、皆様に今回のお礼として、いくつか力を与えましょう」

　その言葉と同時に、アランウェンの時同様に掌てのひらから光を出して一行を包みこむエルザ。三回目ともなると、この急に力が湧いてくる感覚にもいい加減慣れてきたらしく、戸惑うことなく中身の説明を待つ宏達。

「まずは、大地の力を扱う術を皆様に刻み込みました。これで、地属性の魔法や技の効果が強くなります。また、土や金属を使って作るものの質や性能が若干よくなります」

「そこは、やっぱり基本なんですね」

「ええ、基本です」

　どうでもいいことに突っ込みを入れる真琴に対して、真顔で頷くエルザ。大地の女神として、大地の力を扱う術を刻み込むのは絶対に外せない要素だ。

「それから、皆様に大地系の技と魔法のうち、身につけられそうなものを全て伝授してあります。残念ながら、宏殿は初歩のものしか身につけられませんでしたが……」

「そらまあ、そうやろうと思いますわ」

　エルザの申しわけなさそうな言葉に、特に気にする様子も見せずに答える宏。

　そもそもそれを言い出せば、イグレオスは宏に対しては戦闘スキルの類を一切くれなかったのだ。そのイグレオスと比べれば、初級のスキルだけでも普通にまとめて伝授してくれただけエルザは良心的なほうである。

　因みに、イグレオスが宏に技の類を伝授しなかったのは、わざわざその手の技を使うより、簡易エンチャントで属性付与をして通常攻撃かスマイトで殴るほうが威力があるからという、身も蓋ふたもない理由からだ。

「その代わり、宏殿には神の農園と神の道を作る資格を与えておきました。農園はすでに条件を満たしていましたし、神の道も時間の問題でしたので」

「……ねえ、エルザ様……」

「なんですか、真琴殿？」

「これ以上この生産狂いの生産能力を強化してどうするんですか!!」

「宏殿なら、どう転んでもいずれこの領域に至るかと思いますが？」

　真琴の突っ込みに対し、身も蓋もない事実をつきかえすエルザ。

「まあ、それはそうだとして、宏君」

「何や？」

「これで、今持ってない生産系のエクストラって何がある？」

「エンチャント、家具製造、釣り、料理やな。どれも多分、熟練度はカンストしとると思うで」

「料理はともかく、釣りも？」

「元々、釣りはこっち来る前の時点で、カンストまで残り熟練度十を切っとったからな。ウルスおる時は、たまにこっそり大物釣って漁港に買い取ってもろうとったし、鰹かつお節ぶしに使ったカツオも半分ぐらいは自分で釣ってきたやつやで」

　達也達が合流する前のことを話す宏に、そんなことをしていたのかとジト目を向ける一同。どうりで、漁港の連中と妙に仲がいいわけである。

「あら、気がついていないのですか？」

「気がついてへん、とは？」

「宏殿は、もう神の調度品を作ることができます、というより、作っているではないですか」

「……なんですと？　そんなもん作った記憶あらへんけど……？」

　いきなり恐ろしいことを言われ、必死になって思い出そうとする宏。それらしいものといえば、ベヒモスの革でソファーを作ったことぐらいだが……。

「もしかしてやけど、あのベヒ革のソファー……？」

「はい。素材としてはぎりぎりのところですが、スティレンの工房にあるソファーは神の調度品として認められています」

「マジですかい……」

　エルザに断言されて、思わず頭を抱える宏。

　知らぬ間に身につけていたことに対してではない。

　そのきっかけが、暇つぶしに作ったソファーであることに対してだ。

　確かにベヒモスの革クラスの素材で家具を作ったことはないが、正直それほどの難易度ではなかった。ダンジョンの中で暇つぶしにあり合わせの道具と材料で作れる程度なのだから、難易度が高いと判断する理由がない。

「そうそう、アランウェンから忘れてたから代わりにと頼まれていたので、植物を使って作ったものの性能を気持ち強化する祝福を授けておきました。これで、薬類に関しては今まで以上に有利になるはずです」

「忘れとったんかい……」

「忘れていたそうです」

　貰もらいものなので一つ二つ足りなくても文句を言う筋合いはないのだが、何ともアバウトな話に微妙に呆あきれてしまう宏。

「あと、最後にお願いとセットで、もう一つの祝福を」

　そう言って、再びエルザが宏以外の全員を光で包む。

「……今のは？」

「宏殿以外の皆様の、身を守る力を強化しておきました。副次効果として、今までより体力切れや魔力切れも起こりにくくなっているはずです。宏殿は金剛不壊で体を作りかえた直後ですので、直接肉体に干渉することは避けました」

　その言葉に、最後にエルザが行ったことの正体を確信する一行。

　どうやらエルザは、宏以外の四人の耐久と精神を直接増加させたらしい。最も手っ取り早く、効果的な手段をとったようだ。

「なんだか、ものすごくいい報酬を貰ってしまったようですが、〝お願い〟というのは何でしょうか？」

　中身を理解してやや引きつつ、どんな無理難題を言われるのかと警戒をにじませながら問いかける達也。かなり失礼な態度ではあるが、すでにいろいろ崩れてきているので今更だろう。

「それほど無茶を言うわけではありません。新たな巫女の継承の儀式、それに立ち会っていただきたいのです」

「……その程度のことで、なぜここまでの報酬を？」

「きっと、新たな巫女も皆様になにがしかのご迷惑をおかけします。その迷惑料の前払いも含んでいます」

　エルザの言葉に妙に納得し、ありがたく最後の報酬を受け取る一行。後処理も全部終わったところで、そのまま夕食と泊まりの準備に入る。

　夕食にベヒモスもも肉のステーキなどをエルザにも振る舞ったが、どうやらこれだけではまだ神々の晩ばん餐さんには届かないらしいと分かった日本人の面々であった。




　　　　☆




　翌日。

「皆の者よ！　此こ度たびの一件で逝った者達の分まで、今こ宵よいは飲みあかし語りつくそうぞ！」

　フォーレ王のその一言で、真っ昼間から大宴会は始まった。

　宏達はすでにエルザ神殿から戻っており、その足で宴会に参加している。

「……僕が言うんもあれですけど、昼間っから城を挙げての大宴会とか、大丈夫なんでっか？」

「一日ぐらい宴会で潰つぶしても問題ないように、ぬしらを送り出すことが決まってから限界まで仕事を前倒ししたからな」

「人のことは言えんけど、情熱を向ける方向が間違っとりません？」

「宴会のためにとことんまで情熱を傾けるのが、私達フォーレ人のたしなみだ」

　駄目だこの国、早く何とかしないと。思わずそんなことを考える宏達。

　とはいえ、宴会のために頑張りすぎる点に関しては、世代によってはだが彼ら日本人も人のことは言えないのだが。

「……なんだ、ありゃ……」

「このフォーレ城が誇る大宴会の目玉、チキンタワーだが何か問題でも？」

「いや、こう、豪快ってレベルを超えてるってか……」

　運び込まれた料理を見て、達也が引きつった声でその説明に突っ込みを入れる。何しろ、その鳥の丸焼きはどうやって積み上げたのか、人の頭よりも高い位置まで積み重ねられているのだ。

　他にも豪快に盛られた生野菜サラダ、寸ずん胴どう鍋いっぱいのシチュー、人の顔より長いスペアリブなど、酒以上に分量というものを考えていない料理がどんどん運び込まれる。存在しないのは、酒に合うものが少ない甘味の類だけである。

「一番乗り」

「澪、お前平常運転すぎるぞ……」

「少しタレの塩気がきつすぎる。あと、ハーブは効かせればいいってものじゃない」

「本気で平常運転だな……」

　運び込まれてすぐに鳥の丸焼きを回収してきた澪が、達也の突っ込みにめげずに淡々と平らげる。食が細いと言われている日本人なら、それだけで他に何も入らなくなりそうなサイズだ。フードファイターでもない限り、いきなりこれから行くのは無謀に過ぎる。

「達たつ兄にいは食べないの？」

「さすがに丸一羽は無理だ……」

「言えば切り分けてもらえるみたい」

　澪の指摘に確認してみると、確かに切り分けてもらっている人がちらほらいる。というよりむしろ、丸一羽抱えてかぶりついている人間の方が少数派である。

「樽たるから直接なんて風情のない真似は、このあたしが許さないわよ？」

　見ているだけで腹いっぱいになりそうな光景から目をそむけていると、そんな真琴の啖たん呵かが聞こえてくる。

「何やってんだよ、真琴……」

「この人がね、樽から直接行くとか言い出したから説教してたのよ」

「別にいいじゃねえか、人のことなんざ。どうせここの人達はそれぐらい飲むんだからよ……」

　真琴の説教に呆れながら突っ込みを入れる達也。

　飲み食いに関しては無礼講という今回の大宴会。ちゃんと残さずに飲み干すのであれば、樽に直接口をつけてあおったところで基本的に問題ない。

「この樽が、貴重なお酒だったらどうすんのよ？」

「それが本音かよ……」

　真琴の本音を聞き、思わずぐったりしながら突っ込みを重ねざるを得ない達也。考えるのが面倒になってきたため、思わず余計な提案をする。

「だったら、こいつで飲み比べでもすればいいじゃねえか」

「あ～、なるほど。酒のトラブルは酒で、ってね。そっちはいい？」

「ドワーフが酒で挑まれて逃げると思うたか？」

　達也の提案に、一も二もなく頷く飲のん兵べ衛え二人。

　言うまでもなく、用意した酒はドワーフ殺しである。

「で、この流れだとそろそろ……」

　いつの間にか春菜がいなくなっていたことに気がつき、宏の元に戻りながら宴会場の演壇に視線を向ける達也。

　フォーレ王と何やら話していた宏も、達也が戻ってきたことでそろそろだと気がついたか、演壇の方を向いている。

「国王陛下のお言葉により、僭せん越えつながら何曲か披露させていただくことになりました。まずは、エルザ神殿本殿の今回の事件で命を落とされた方のために、鎮魂歌を歌わせていただきます」

　それほど声を張り上げているわけではないというのに、割と騒がしい宴会場の隅々まで春菜のあいさつが届く。

　その言葉を聞いた参加者の注目が集まったところで、鎮魂歌を朗々と歌い始める春菜。この時ばかりは、厳粛な雰囲気が場を覆う。

　もっとも、厳粛な雰囲気なのは、その一曲かせいぜい三曲目ぐらいまでの間だけなのはもはやお約束ではあるが。

「……いくら宴会の場で酒飲みばっかりだとはいえ、いきなりスー○ラ節ってのはどうなんだ？」

「まあ、受けとるからええんちゃう？」

　終わった途端に響いた歌声に、疲れた顔で突っ込みを入れる達也。

　恐らく、明るくて軽いノリの歌あたりのリクエストを受けたのだろう。春菜は、二曲目から速攻で残念な選曲に入っていた。

　その後も海外ではスキヤキの名で知られている歌や甘い思い出を歌った八十年代を代表する女性アイドルソングなどしんみりした歌から、同じく八十年代を代表するアイドルが着物風の奇抜な衣装で歌ったシャープな歌、黒田節や炭坑節などの民謡、さらにはド○フなどのコミックソングまで無駄に幅広く十曲ほど歌い上げる。

「毎度のことながら、すごい才能なんだがなあ……」

「これぐらい残念なとこがないと、一緒におるんもしんどいで」

「とりあえず、スー○ラ節で感動の嵐に叩たたき込むのはやめてもらいたいところだぞ」

　どうやら、スー○ラ節で歌われている人間のある種のどうしようもなさは、フォーレの人達にも十分通じたらしい。というより、フォーレだからこそどこよりも共感を得られた節はある。

「はあ、お腹すいた……」

　ステージが終わった春菜が、空腹を訴えながら戻ってくる。

　それを見て、さっきまでの話題をさっさと打ち切ることにする宏と達也。

「お疲れさん。鳥の丸焼きがまだ残ってるぞ？」

「澪ちゃんじゃあるまいし、丸一羽はちょっとつらいよ」

「だよな」

　春菜の一言に、思わず同意する達也。

　宏も、さすがにそこは同感らしい。

「とりあえず、いろいろ貰ってきたから、ちょっとずつつまもうかな、って」

　そう言って大きめの皿を見せる春菜。その皿には、彼女の言葉どおりバランスよくいろいろな料理がとり分けられていた。

「ヒロシ様、ハルナ様、タツヤ様、お疲れ様です」

「お疲れ様です」

「あ、エルちゃん、アルチェムさん」

　料理をつつきながら駄だ弁べっていると、エアリスとアルチェムが声をかけてくる。その声に振り向いて……、

「アルチェムさん、なんだかぼろぼろのような……」

「どういうわけか、絡まれるんですよ……」

　妙に服が乱れているアルチェムの姿が目に入る。

「チェムちゃんターゲット～」

「美お味いしいイベント盛りだくさ～ん」

「ここからは大人のじか～ん」

「ああ、なるほど……」

　乱入してきたオクトガルの言葉に、納得の声を漏らす春菜。

　どうやら、アルチェムのエロトラブル誘発体質がばれたらしい。宴会でのちょっとエッチなイベントというのは、いろんな意味でおいしい。しかも、アルチェムの場合、ちょっときっかけを与えてやれば特に手を出さなくても自動的にイベントが起こる。

「とりあえず、こっちに避難しておいたほうがいいよ」

「まあ、どれだけガードできるか分からねえけどな……」

　そう言いながら、人の視界からアルチェムを隠すようにさりげなく動く春菜と達也。

　宏もアルチェムの姿を目に入れないようにしながら、微妙ながらブラインドになるように協力する。

　その心遣いに感謝しながら、いそいそと身づくろいを始めるアルチェム。

　どうやら、今回はトラブル発生は避けられたようだ。

「それにしても、エルちゃんもやっぱり鳥肉は切り分けてもらったんだ」

「あの、ハルナ様。いくら私が食いしん坊でも、鳥を丸一羽は無理です」
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　切り分けられた鳥肉を食べていたところを見ての春菜の言葉に、割と本気で抗議の声を上げるエアリス。鳥を丸一羽食べてまだ普通に食事をし、縦にも横にもほとんど肉が付いていない澪は何なのか、と小一時間ほど問い詰めたくなる話だ。

「それにしても、これはこれでいい宴です」

「そうなの？」

「はい。少々もめごとがあっても、特に瘴気が発生することもなく、というよりむしろ綺き麗れいに浄化されています」

「どう見ても酔っぱらいがくだ巻いてるだけにしか見えねえこの光景を見てると、いまいち納得できねえなあ……」

「だよね……」

　エアリスのその言葉に、不満そうな声を漏らす達也と春菜。

　その言葉に、小さくクスッと笑うエアリス。

「まあ、なんにしても、フォーレのごたごたもやっと終わったで」

「ほとんど寄り道だったけどな」

「ええやん。そのおかげで装備一新できたんやし」

　宏の言うとおり、装備を一新していなければボス戦がやばかっただろう、などと想像する他の面々。そう考えると、あまりきつく文句を言えない。

「あ、そうだ。素材って何貰ったの？」

「アミュオン鋼のインゴットを五十キロほどやな。まだ使い道は決めてへんけど、作るんやったらまずはうちらの装備より、エルとアルチェムの装備を作りなおしたほうがええかもしれんで」

「その心は？」

「他の素材が揃そろうまでは、作れる装備が今のやつから一割程度の強化にしかならんのよ。作ったばっかりで他に使いまわし利かん装備捨てるにゃ、ちょっと性能的にもったいないなあ、思って」

「なるほど」

　宏の言い分に納得する春菜。内心でこっそり、どうせまた自重しないものを作るんだろうなあ、とか、もしかしたら他の素材が揃う前に神鋼とかが手に入ってお蔵入りになるかも、とか、微妙なことを考えていたのはここだけの話だ。

「なんにしても、エルザ様の巫女の後任が決まるまであまりうろうろできんし、よう考えたら即死回避の使い捨てアイテムの材料も集めてへんし、もうしばらくはフォーレにおらんとあかんなあ」

「あ、ヒロシ様。エルザ様の巫女のことで、アルフェミナ様とアランウェン様から伝言が」

「えっと、まったく目途が立っていない上、どう短縮しても一カ月やそこらでは決まらないから、先にローレンでの用事を済ませてこい、だそうです」

「なるほどな」

　どうやら、アルフェミナ達はもうしばらくエルザのフォローを続けねばならないらしい。

「どっちにしろ、ウルスとダールの工房の様子も見なあかんし、そんなかからんっちゅうても素材集めは必要やし、すぐにローレンに行かれへんのは一緒やけど」

「大図書館に賢者の学院か～。こっちだとどんな感じか楽しみだよね」

「せやな」

　いろいろ核心に迫ってきた手ごたえを感じながら、次の国に思いをはせる宏達。

　フォーレでの大きな事件は、こうして多少仕事を残しながらも幕を下ろしたのであった。






フォーレ編　後日談その一






「さて、これでスティレンとクレストケイブもつながったな」

「お疲れ様」

　大宴会から二日後。ついにウルスの工房とスティレンの工房、クレストケイブの仮拠点の三カ所が転移陣で接続され、宏ひろしと春はる菜なが機能の最終チェックをしていた。大宴会後すぐに行わなかった理由は単純で、宴会が想像していた以上にひどかったためである。

　この場にいるのが宏と春菜だけなのは、達たつ也やがまだダウン中で真ま琴ことは漫画に専念、澪みおは工房で授業をしているからだ。達也がダウンしている理由は、撤退に失敗して昨日の昼過ぎまでドワーフ達に付き合わされていたからである。

　大宴会の翌日にスティレンの機能が完全にマヒするのは常識だそうで、昨日は辛うじて門番が仕事をしていた以外は行政から司法から犯罪者まで皆、開店休業状態だった。レイニーが体調を崩し、バルドがフォーレ中枢に食い込めないのも当然といいたくなる豪快さである。

「ねえ、宏君」

「何や？」

「今までと仕様が変わってリストが出てくるようになったんだけど、ここから大地の民のところとかも、直接移動できるの？」

「一応な」

　春菜の問いかけに宏が頷うなずく。

　ウルスの工房は移動先が複雑になってきたため、転移陣を一つにまとめた上で移動先をリストから選択する方式に変更したのだ。

　転移陣自体は、基本的に二つ一組になっている。そのため、どちらか一方の性質が変わると、自動的にもう一方の性質も変わる。結果として、ウルスの転移陣を統合することにより、他の転移陣も相互に行き来できるようになったのである。

「ただ、移動できるっちゅうても、ここからクレストケイブとかはともかく、ここからオルテム村とかダールとかに行く機会はあんまりないやろうけどな」

「そうだね」

　宏の言葉に頷く春菜。基本的に各都市の転移陣は、最大拠点であるウルスの工房との行き来を目的に設置している。それゆえに、ウルス以外との行き来は、今のところする必要がそれほどない。

　倉庫に各拠点で採れる素材の類たぐいを十分すぎるほど詰め込んでおり、それを共有ボックス経由でどこからでも取り出せる、というのが一番大きな理由だが、それ以外にも複数の拠点を移動しなければ終わらない用事というのが今のところほとんど発生していないのも、同じぐらい大きな理由だ。

「さて、とりあえずはテレスらの修業も兼ねて、エルザ神殿の修繕に使うレンガその他を作るところからやな」

「そうだね。ちょっと規模が大きすぎて、まだ掃除と浄化ぐらいしかできてないもんね」

「最後の戦闘の影響で、何カ所か完全に崩れとったしなあ。あれは、そう簡単に手ぇ出せんわ」

　亀裂を埋めればいい、なんて次元をはるかに超えた被害が出ているエルザ神殿本殿。いかに宏といえども手持ちの材料だけではいかんともしがたく、着いた当日は時間もなかったため、まだ大雑把な瓦が礫れきの撤去と掃除ぐらいしかしていない。浄化に至っては、春菜の歌に丸投げだった。

「あとは、そろそろ精錬と鍛か冶じも教えた方がよさそうやから、まずはテレスとノーラ、ファムの三人はローテーションで採掘やな」

「ライムちゃんは？」

「さすがに、壁掘るにはパワーが足らん。ほんまやったらファムも避けるべきやねんけど、それやとちょっとこじれそうやからなあ」

「あ～……」

　宏のコメントに、深く納得する春菜。

　八月でようやく六歳になるライムは、採掘作業などできる体格ではない。ファムにしてもまだ八歳になっていないので、本来なら採掘などさせていい人間ではない。

　だが、まだ計量と採取作業しかしていないライムはともかく、宏基準ではまだまだ半人前にもなっていないといえども、すでに職人として働いているファムに採掘作業をさせないのは、当の本人が納得しない可能性が高い。

　年齢差はあれどテレスもノーラもファムを自分達と同格と認めていることも、問題を厄介にしている。得意分野に差はあれど、この三人は平等に扱っておかないと後々面倒なのだ。

「まあ、そういうわけやから、ファムが使いやすいつるはしとか、用意したらんとあかん」

「年齢一桁後半に何のフォローもせずに採掘作業させるなんて、ブラックどころの騒ぎじゃないよね、実際」

「本人が志願しとる、っちゅうても、ほんまは絶対あかんでな」

　渋い顔で、厄介な問題について話し合う宏と春菜。子供を採掘作業に向かわせるなんてブラックな真似、やらずに済むなら絶対やりたくない。せめてエアリスぐらいの体格があれば、もう少し気分的に楽なのだが、年齢と現時点での発育はどうにもならない。

　それならばもっと育ってからで、という意見もあるが、この世界の採掘や採取の仕様を考えるに、あまり後ろにずらすとそれはそれで問題になってくる。彼女達にも、早いところメイキングマスタリーを身につけさせるに越したことはないのだ。

「それはそれとして、そろそろ人を増やさないと手が足りなくなってくるんじゃないかな？　ファムちゃん達も結構な実力になってきてるから、後輩ができても面倒見れると思うんだけど」

「せやなあ……」

　工房の職人については、以前から増やせないかとレイオットや女王から言われている。

　ファム達も自分で道具を作ったりといった作業にも慣れてきており、春菜ほどではないが、いい加減いくつかのスキルはメイキングマスタリーの前提を満たしている。

　もっと言うと、今の職員達の実力なら、極論これ以上腕が上がらなくても十分にやってはいける。

　それに、錬金やエンチャントを他のことに応用する基本的なやり方をマスターしているので、あとは好きにやらせておいてもそのうち中級ぐらい、具体的には四級のポーションなんかを作れるようにはなるだろう。さすがに十年やそこらでできる話ではないが。

　なので、彼女達の復習のために、後輩を入れるのは問題ない。工房の経営の観点からも、人を増やすのは確かに必要だ。問題になるのは、今のアズマ工房が、ずいぶんと特殊な立場になっていることにある。

「教える観点からやと、それほど問題はあらへん。問題になるんは、誰を入れるかやな」

「あ～、確かに」

　ファーレーン、ダール、フォーレという、三大国の王家が出入りし、首都全てに直通の転移陣を持っている今のアズマ工房は、迂う闊かつな人間を雇うことなどできない立場にある。誰を入れるにしても、ちゃんと面接した上で各王家から許可を貰もらわないとまずい。

「前みたいにスラムとかで適当に拾って、っちゅうわけにはいかんからなあ」

「まあ、そうだよね」

「とりあえず、オルテム村の人らと同じ感覚で一人、外部の協力者っちゅうことでこっちに出入りしてもらう予定ではあるんやけど……」

「協力者？　誰？」

「カカシさんや」

「ああ」

　宏の言葉に、春菜が深く納得する。ドワーフなのにひょろりとした体つきのカカシは、義理も口も堅い職人の鑑かがみのような人物である。アズマ工房に出入りすることになったとしても、彼自身の意志で裏切ることはまずないだろう。

「あとは、レラさんの手伝いできる人も、そろそろおったほうがええやろうなあ」

「だよね。オルテム村はただの小屋だから、村の人達が勝手に修繕とかやってくれるけど、ダールとかの工房はそういうわけにもいかないし」

「さすがに、レラさんもええ加減手が回ってへん。とりあえず、場合によっちゃあ、レイっちとか女王様とかに誰か紹介してもろたほうがええかもしれんで」

　宏の意見に、反対する要素が見つからない春菜。足りないのは職人だけでなく、それを支える裏方もである。

　とにかく、宏がいなくなっても工房が回り、いろんなことが発展していくようにきっちりと筋道をつけておかないと、いろんな意味で日本に帰る時の障害になりかねない。

「なんか、工房関係が急に忙しくなりそうだね？」

「せやなあ。まあ、いずれかの時点でちゃんとやっとかなあかんことやし」

「まあ、ね。ただ、レラさんのことはともかくとして、職人さんを増やすのはそんなに急がなくてもいいんじゃないかな？」

「そう言いたいとこやねんけどな。やるんやったら一気に前倒しせんと、時間足らんかもしれん」

「時間が足りない？」

　宏が言い出したことに、思わず首をかしげる春菜。彼女の青い瞳ひとみが、宏を訝いぶかしげに見つめる。

「絶対とまでは言えんねんけど、こっちと元の世界行き来する道具、もしかしたら作れるかもしれんことに気ぃついてな」

「ええっ!?　ほんとに？」

「まだ、可能性の段階やから、あんまり期待はせんといてほしいんやけどな。なにしろ、分かってる限りでも、今の僕やとエンチャントの腕が足らん。材料にしたかて、この前のボスのコアよりもっと性能ええコアを作ったらんとあかんし、そもそも向こうの僕らがどういう扱いになってんのかが分からんことには、迂闊な真似もできん」

「……扱いについては確かにそうだけど、宏君でエンチャントの腕が足りないんだ……」

「せやねん。恐らくそこらへんもルーフェウスの大図書館かどっかで分かるとは思うけどな。まあ、最低限ローレンでダルジャン様に会うて、向こうの状況確認してからでないと動きにくいんよ」

　情報が足りないことについては、春菜も同感ではある。宏達が必要としている情報のうち、一番肝心なところを握っているであろうアルフェミナがいろいろ忙しいのが致命的で、向こうに帰るために宏達が絶対やるべき仕事すらはっきりしていない。

「で、そっちに手ぇ取られて他のこと何もできんなる可能性とか、完成前に向こうに帰ることになる可能性とか考えると、や」

「確かに、時間が足りないかもしれないよね」

　宏の言わんとすることを、ようやく理解する春菜。

「まあ、とりあえず今日明日でどうこうっちゅう話やないから、まずはもっぺんウルスに戻って、詰めるべきところ詰めよか」

「了解。帰る前にダールでレンガ用の砂の調達だよね？」

「せやな。折角やから、テストも兼ねてつながっとる場所全部回って、いろいろ調達して回ろか」

「うん、分かった」

　宏の提案に賛成し、調達物資を頭の中で整理する春菜。見方を変えればデートなのに、調達予定のものの九割が食材や調味料、残りの一割も練習用の素材であるあたり、男オトコ女と呼ばれているタイプとはまた違った意味でどこまでも色恋沙汰に向かない女である。

「ついでに砂牡か蠣きとかサボテンとかも貰ってきていい？」

「もちろんや」

　宏の負担にならないレベルで一緒に出かけることを喜ぶ気配をにじませつつ、色気の欠片かけらもない提案をする春菜。

　その内容について特に何を思うでもなく、あっさり許可を出す宏。

　二人っきりであれこれ調達して回ることにウキウキしているくせに、結局最後までこれがデートと呼べなくもないことに気がつかない残念な春菜であった。




　　　　☆




「ヒロシが戻っていると聞いたが？」

　レイオットが工房を訪れたのは、宏がファムのために子供用つるはしを作り終えた頃であった。

「レイっちやん。どないしたん？」

「おお、久しぶりだな。戻ったばかりのところで悪いが、そろそろ、いろいろと話し合いが必要な頃合いだと思ってな」

「せやな。こっちとしても、ちょうど相談事もできたことやし」

　ある意味ちょうどいいタイミングで訪れたレイオット。その訪問を歓迎する宏。

「とりあえず、まずはレイっちの議題から聞こか」

「分かった。ならば、最初にインスタントラーメンの工場についてだ」

「まずそこからかいな」

「ああ。この国の重要な産業になるし、軍事的にも重要な案件からな」

　真剣な表情のレイオットに、内心で微妙に引く宏。国策で国営のインスタントラーメン製造工場を持つ国というのは、正直どうなのかと思わざるを得ない。

「とりあえず、用地の買収については目途が立った。あと三人ほどから契約書にサインを貰い、金を払って引っ越してもらえば終わりだ」

「……えらい話が早いんやけど、恨み買うようなやり方はしてへんやろな？」

「する必要があるのか？」

「そらまあ、せやけどな」

　微妙に疑わしそうな宏を無視し、詳細に描かれた市街図に工場建設予定地をマーキングしていくレイオット。その面積に、微妙に顔が引きつる宏。

「えらい広いやん」

「新製品の開発・製造に加えて敷地内で醤しょう油ゆや味み噌そ、みりんなんかも醸造するとなると、素材倉庫や出荷前の製品を収納する倉庫も含めれば、これぐらいの広さは必要になるだろう？」

「……まあ、せやわな」

　レイオットの指摘に納得しつつ、これだけの敷地を確保するのにどれだけの人数を立ち退かせたのかがどうしても気になる。そこにかかった予算と、立ち退かせた人のアフターケアについてもだ。

「どうせ気にするだろうから先に言っておくが、買収に積んだ金は相場の倍ほど、さらに引っ越し先には引っ越し前より条件がいい物件を用意し、引っ越し費用も国が出す形で話をつけてある。その予算は、取り潰つぶした家の財産の残りで賄っているから、この件で国庫が痛手を受けることも、民に余計な税負担が増えることもない。金なぞ死蔵していても、経済が死ぬだけだからな」

「よう、予算通ったな」

「財務大臣も、インスタントラーメンのファンだからな」

「そういう理由かい……」

　予算がらみのあれこれに関する裏話に、力なく突っ込みを入れる宏。

　無論、その理由だけで予算が通ったわけではない。新たな産業、それも大成功間違いなしと分かっているものが興るのであれば、自動的に税収増が約束される。それが分かっていて予算をケチるほど、ファーレーンの財務大臣は頭が悪くないのである。

　そもそも、経済に対する悪影響で言うなら、金の使い道がないクリア直前のＲＰＧ状態である宏達に、他を批判などできない。

「それで、だ。このあたりはもう全て空き家になっているから、先行して解体作業などを始めることはできないか？」

「まあ、できんことはないで。三日もあれば、全部更地にしてお釣りがくるわ」

「そうか。ならば、折を見て始めてしまってくれ。それと、だ」

　もう一つの本題のために、真剣な顔つきになるレイオット。それを見て嫌な予感がしつつも、とりあえず居住まいを正す宏。

「さすがにインスタントラーメンばかりでは飽きる。軍や冒険者向けに、同じぐらい手軽に食べられて、持ち運びに便利なものは他にないか？」

　レイオットの要請を聞き、ふむ、という感じの表情を浮かべる宏。

　宏達は共有ボックスにより事実上荷物に制限がなく、自前で好き放題転移陣や転送石を使い倒せるため忘れがちだが、普通の軍や冒険者はそうはいかない。普通は転移陣は王族や高位の貴族ぐらいしか自由に使えず、また共有ボックスは宏達しか所有していない特殊アイテムである。転送石はもう少しマシだが、それでもあまりホイホイ使えるような値段ではない。

　そういった特殊なアイテムなど持ち合わせておらず、転送石などそれこそ重要な仕事でしか使えず、持ち運べる荷物に制限があり、補充も容易たやすくは行えないのが一般的な軍や冒険者だ。それだけに、かさが低くて保存がきき、簡単に食べられるというのは結構重要な要素となる。

　また、街中で生活する分には腐敗防止で十分な話ではあるが、一般家庭もそれほど収納に余裕があるわけではない。収納スペース全てが腐敗防止というわけでもないので、やはりかさが低くて保存がきく食料は貴重なのだ。

「……せやなあ……。まずカップスープは基本として、あとは煮込み料理とか焼き物の類をフリーズドライにするんとレトルトとか真空包装するんと、他には火ぃ通したもんを缶とか瓶びんに詰めて保存できるようにするぐらいちゃうかなあ」

「フリーズドライ？」

「湯ぅ注いだら元に戻るようにする製法や」

「インスタントラーメンのあれとは違うのか？」

「麺に使うとる技術はまたちゃうんやけどな。カップめんの具には、フリーズドライで作ったやつもあんで」

　恐ろしくオーバーテクノロジーな話をする宏に、いまいちついていけないレイオット。

　そもそも、乾燥させるという発想が少ないこの世界の人間には、特殊な方法で水分を完全に抜いて栄養価を大きく損なうことなくかさを減らし、必要な時に水や湯を注ぐことで元に戻す技術というのは、必要性も機能もいまいちピンとこない。

　一応塩漬けの干し肉という保存食のようなものが存在しているが、これも寄生虫対策として行われてきたものだ。そもそも干し肉という名ではあるが、干して乾燥させたというより燻くん製せいを塩に漬けたら水分が抜けた、みたいな扱いである。硬い上に塩気がきついため、塩の代わりにスープに入れる以外では、あまり好んで食べられているものではない。

「まあ、また試作品見せるわ。で、レトルトっちゅうんは、きっちり熱加えて殺菌した容器に熱いうちに料理入れて密閉する保存方法や。汁もん以外やったら空気完全に抜いたりもすんねん。さすがに腐敗防止に比べたらもちは悪いけど、それでもちゃんと処理したら一年以上もつで。真空包装は、レトルトを密閉する時、空気を抜いて閉じんねん」

「殺菌というのがよく分からないが、単に熱を加えるだけでいいのか？」

「食えんなる原因は、基本的に雑菌と空気による酸化やからな。雑菌の類は大体熱に弱いし、真空包装やったら空気は完全に抜けるからな。これも、また適当に試作品見せるわ」

「分かった。最後の缶や瓶に詰めるというのは？」

「レトルトの原型みたいなもんやな。レトルトは食べる時に湯煎とかで熱加えるんが基本やけど、缶詰とか瓶詰は冷めても関係ない料理を保存することが多いで。全部に共通する話やけど、基本的に密閉するっちゅうんがポイントや。これも、試作品見せたほうが早そうや」

「瓶詰の方は、ポーションなどを瓶に入れて保管するのとは違うのか？」

「似たような感じやけど、微妙にちゃうなあ」

　宏の言葉に、分かったような分からないような顔をするレイオット。やはり、概念のないものを口で説明しても、そう簡単に理解できるものではないらしい。

「まあ、そっちは全部試作品作ってからや」

「そうだな。試作品を見せてもらってからでないと、判断もできんか」

　宏の意見に同意し、とりあえずその話はそこで終わりにするレイオット。軍だけでなく冒険者達にとっても重要な問題だが、当面はインスタントラーメンだけで十分に賄える問題でもある。

「もう一つ。関連しているといえばしているが、別の問題で意見を聞きたい」

「どんな問題なん？」

「問題、というほどでもないのだがな。効率よく大量に食事を作り上げる方法が構築できないか、という話だ」

「今まではどないしてたん？」

「ごく普通に、野営地でたき火や即席の竈かまどを使って調理していた。それで何とかならないわけではないから、それほど優先順位が高くはないのだが、な」

　レイオットの言葉に、なるほどなるほどと頷く宏。確かにさほど優先順位は高くないだろうが、折角だから軍事的な食料の問題を全部解決してしまう心づもりらしい。

「米の量が確保できるんやったら、荷駄と一緒に引っ張って運べて一気に大量のご飯を炊ける器具が思いつかんわけやないんやけどな」

「そんなものが、作れるのか？」

「っちゅうても、構造上米炊くんと、せいぜい味噌汁作るんにしか使えんけどな」

「要するに、米と汁物を調理できる、ということか？」

「まあ、そんなとこやな。米炊くんに四十五分ぐらい、一台で何百人分かぐらいは同時に調理できる構造にできるんやけど、問題は肝心の米の量やな」

「……そうだな。すぐに解決はできんか」

　説明を聞き、課題になる要素に納得するレイオット。

　確かに、食料を小麦から米に替えるだけで、輸送上の問題はある程度解決する。米は小麦に比べると、美お味いしくかつ食べやすく調理するのにかかる手間が比較的少ない。小麦の場合はパンや麺にして運ぶとかさばり、だが粉のままだと食べられるようにする手間がかかるのがネックだ。

　運搬の問題を解決するため製粉する前の粒を食べるのも、この世界の小麦は不可能だ。粉にしてからは地球の小麦と同じ性質だが、製粉前のものはなぜかヒューマン種が消化できないのである。それゆえ、麦むぎ粥がゆや麦飯などに使われる麦は、小麦や小麦に近い性質である砂麦は使われない。ヒューマン種以外の種族が粉にしてパンを作る食べ方をしていなかったら、恐らく小麦が主食の地位を得ることはなかったであろう。

　米の代わりに粥などに使える麦を持っていくのも手だが、食べてみれば万人が納得するほど、味や食べやすさに差がある。工夫して食べるにもその余地に乏しい戦場のことを考えるなら、正直パンの方がましかもしれない。宏達ほどこだわるつもりはないにしても、できうる限り美う味まい飯を食わせるのは、士気を維持して実力を十分以上に発揮させるためには重要である。

　それらを踏まえると、米以外は微妙だろう。ならば、まずは米の増産を考えたほうが建設的だ。

「そちらは、米の増産の目途が立ってからになるな」

「米の方はどないなん？　見た感じ、実験農場の田んぼはなかなかええ感じやけど」

「オルテム村の協力のおかげだ。彼らのおかげで稲作向きに土壌を調整するのがスムーズにいって助かる。目途としては、三年程度で今のウルスの需要は満たせるようになると見越している」

「そらええこっちゃ」

「もっとも、この手のものはまだまだ供給が需要を生む段階だからな。軍がある程度の枠を優先的に確保することも考えれば……本当の意味でウルスの需要を満たすには、最低でも十年は見ておく必要があるだろう」

　レイオットの現状報告に宏が頷く。

　新しい作物の増産など、容易いことではない。日本の優秀な農家ですら、まったく新しい作物の生産を軌道に乗せるとなると、土壌改良からスタートして普通に十年単位で時間がかかる。農業は、ものすごく長いスパンで物事を考えなければいけない産業なのだ。

　ウルスの需要を満たすのに十年というが、当初は栽培方法を確立するのにそれぐらい時間がかかり、ウルスの需要を満たせるまで増産するのに三十年は必要だと考えられていたのだ。期間が三分の一に短縮できる目途が立っているだけでも上出来である。オルテム村の熟練の農家さまさまだ。

　この世界のスキルは、地球の人達から見れば実にずるいことこの上ない。

「それで、そちらの相談事とは、何だ？」

「人を増やしたいんよ」

「職人か？」

「職人もやけど、どっちかっちゅうたら工房を管理する人やな。ダールとスティレンの工房に、クレストケイブの出張所。さすがにレラさん一人で全部維持管理するんは無理や」

「かといって、下手な人間を雇うわけにもいかん、ということだな？」

「せや」

　宏の言い分に、内心でほっとするレイオット。

　正直なところ、宏が勝手にどこかから人を拾ってきて管理人にすると言い張っても、それを撤回させるだけの根拠はレイオット達にはない。

　本人がどう思っているかは知らないが、基本的にアズマ工房との絡みは各国の王家より宏達の方が力関係が上だ。国家の安全保障が絡む問題ではあっても、それで宏がへそを曲げて雲隠れしてしまうと、スパイを一人二人抱える以上の不利益が発生しかねないのである。

　宏にその認識がなかったために、普通にファーレーン王家の許可を取る方向で話を進めてくれたが、それもこれも彼らがなんだかんだいっても王家を信頼してくれているからなのは間違いない。今までの宏達の行動を見る限り、王家が信頼できないとなれば、国全体にどれだけ不利益が出ようと、勝手に自己判断で好き放題やるだろうことは目に見えている。

　あくまでも、これまでの信頼関係から、国や王家に相談しないという選択肢を取らなかっただけだ。そこを履き違えて、宏達が王家に無条件で従うなどと考えられるほど、レイオットはおめでたい頭も性格もしていない。

　故に、相談があったことに内心でほっとしつつも、折角の信頼を裏切らぬよう気を引き締め直している。

「概要は理解した。職人に関しては面接した上で候補を用意するとして、管理人は我々が信頼できると判断し、かつそういった雑事を好みそうな人物を近いうちに紹介するとしよう」

「助かるわ」

「ファーレーン全体に関わることだからな。この程度の協力はいくらでもするさ。だがな」

「なんか問題あるん？」

「ああ。ウルスの工房はともかく、ダールやクレストケイブ、スティレンなどの物件に関しては、ダールやフォーレの王家にも声をかけたほうがいい。国家間の関係まで考えるなら、レラを全体の監督役にして、それぞれの物件はそれぞれの国の王家から斡あっ旋せんされた人材を常駐させ、そいつらを管理に専念させたほうが後々問題になりづらいはずだ」

「あ～、確かにせやな」

　レイオットに指摘され、これはうっかりという感じで頭をかく宏。三カ国に工房があるのだから、三カ国全てから人を募るべきなのは間違いない。

　宏としては、こういう視点が欠けている自覚はあるため、レイオットがこの手の指摘をしてくれるのは実にありがたい。

「となると、女王とフォーレの王様にも声かけんとあかんか」

「そちらは、私の方でやっておこう。直接会って話をしたほうがいいだろうから、その時はここを借りてもいいか？」

「かまへんよ。皆には事前に、話し合いしとるから入ったらあかんで、っちゅうとくわ」

「頼む」

　地味に大掛かりな話になっていることに気がつかず、あっさり宏が許可を出す。

　今後、アズマ工房においてそれなりに定期的に開催される三カ国協議。

　その記念すべき第一回目の開催が、こうして決定する。

　それから細かい話し合いなどを終えて、レイオットが帰ろうとしたところで、外出から戻ってきた春菜とばったり出会う。

「あ、レイオット殿下。来てたんだ」

「ああ。インスタントラーメンの工場の件を中心に、いろいろ打ち合わせがあってな」

「どういう話になったか、聞いても？」

「工場に関しては、すでに用地買収がほぼ完了している。だから、近いうちに先行して買収も立ち退きも終わっている区画を更地にしてもらうことが決まっている」

「もうそこまで話が進んでるんだ」

　レイオットの説明に、素直に驚いてみせる春菜。いくら王制下で行われる国家プロジェクトとはいえ、日本では考えられないほど進みが早い。

　だが、よくよく考えれば、スラム地区の土壌改良と実験農場化のプロジェクトも、宏が絡んでいて現場作業が異常に早かったことを差し引いても、恐ろしいほどのスピードで進んでいた。

　宏の存在に加えて早急に手をつけるべき案件だったことを考慮してなお、普通に考えればあり得ない勢いで終わったプロジェクトだった。

　そのあたりから察するに、今のファーレーンはこういう大型プロジェクトに対する理解と期待が大きいのだろう。

「他にも、ヒロシに携行食の類の開発を頼んだ。可能であれば、ハルナも協力してほしい」

「携行食？」

「まあ、基本はレトルト食品とか缶詰の類やな。ブロックタイプのバランス栄養食品とかもありはありやけど」

　レイオットが言い出した内容に不思議そうにする春菜に対して、宏が補足説明する。

　その内容を聞いて、大いに納得する春菜。

「さすがに燻製肉と乾パンぐらいしかないのはきついよね」

「ドライフルーツとかも、作っとんのはオルテム村含むごく一部の地域だけみたいやしなあ」

「あれ、意外と難しいしね」

　思いつく携行食をいろいろ並べ立てつつ、不便を嘆く宏と春菜。

　そういう自分達は、あり余る可搬容量と便利な機材を盾に、野外とは思えない手の込んだ料理を毎食食べているのだから、どの口が言うのかといいたくなる話だ。

「あとは工房の職人と管理人の話だが、他の連中も絡むことだし立ち話で話すことでもないな」

「そっか。そっちの話もしたんだ」

「一応な。人選はこれからになるが、基本的に国から斡旋という形にはなる」

「なるほど。殿下や国王様の人選なら、とりあえず安心だね」

「我が国に関しては最善を尽くすことを約束しよう。だが、さすがにダールやフォーレに関しては、私の口からは何とも言えない」

「ダールやフォーレ？」

　レイオットの口から飛び出した言葉に、思わず眉をひそめる春菜。どうにもその二カ国が出てくる理由が、すぐには理解できなかったのだ。

「国際関係の問題だ。とはいえ、今この工房を支えている連中と不和を起こすのもまずい。人選が終わる前に一度、テレス達にも説明して同意をとっておく必要があるな」

「だったら、今日やっちゃえばいいと思う」

「今日は全員揃そろっているのか？」

「外泊のところにチェックは入ってないし、ゴヴェジョンさんとフォレダンさんも用事があるとかで晩ご飯の時にはこっちに来るらしいし。ついでだから、レイオット殿下もご飯食べていけばいいんじゃないかな？」

「お前達の料理は久しぶりだな。では、三十分ほどで済む別件があるから一度戻るが、それが終わってからで構わないか？」

「こっちは全然問題ないよ」

　春菜の回答に一つ頷くと、挨拶もそこそこに転移魔法で城まで戻るレイオット。三十分ほどで全ての用事を片付け、さらにレグナス王に話を通してファーレーンの工房を管理する人材の選定を進めておいてもらう段取りまでつける。

　そして、そのまま戻ってみると……、

「ミシェイラ陛下にゴウト陛下か。やけに連絡が早いが、エアリスとオクトガルか？」

　すでに食堂でスタンバイしていた人間の中に、そうホイホイと動いてはいけない類の人物が当たり前のように混ざっていた。

「ああ。姫ひめ巫み女こ殿がオクトガルにメッセンジャーを頼んだようでな。お主がレグナス王に話を持ちかける前に、オクトガルを通してこちらに来る許可を得ておいた」

「儂わしの方も同じだ。この工房とオクトガルは、ある面においては実に便利じゃな」

　いることについて大して驚いた様子も見せないレイオットに、微妙につまらなさそうに種明かしをする女王とフォーレ王。最近のエアリスのおかげで、レイオットはこの種のドッキリにはかなり耐性が付いている。

「しかし、テレス達はもっと委縮しているかと思ったが、案外平気そうだな？」

「この工房に王族が来ることなんて、今更なのです。お二人ともよその国の敷地内にある工房で、しかもお忍びで来ている時に少々無礼な口をきかれた程度で無礼打ちするようなお方ではなさそうなので、萎縮する理由がないのです」

「……本当に、慣れっていうのは怖いですよね……」

　レイオットに水を向けられ、苦笑しながら理由を答えるノーラとテレス。

　ファムとライムに至っては、王達の膝の上に座らされているのだから、無礼もくそもない。

　ゴヴェジョンとフォレダンに関しては、戻ってきてすぐに村の方で用事ができたため、王達と顔を合わせる前に工房を離れている。

　もっとも、フォーレ王の膝の上で可愛がられて微妙に居心地が悪そうなファムと、女王の膝の上でくつろいでいるライムとの間の温度差は相当なものがあるが。

「そもそも無礼といえば工房主殿もなかなかのものじゃし、オクトガルなぞ普通に無礼打ちされても文句はいえぬからのう。この程度でいちいち腹を立てていては、女王なんぞやってはおれんよ」

「そういうことじゃな。儂らに至っては、宴会の最中にどれだけ暴言を吐かれておるか、知らぬとは言わさんぞ？」

　王達の身も蓋ふたもない意見に、苦笑しかできない一同。ここが間違ってるとは口が裂けても言えないところが困りものである。

「それにしても、ライムは可愛いのう。できれば、妾わらわにもこれぐらいの娘が欲しかったぞ」

「儂も、子供も孫もみな男だったからな。どいつもこいつも儂に似て可愛げのない筋骨隆々としか言いようのない大男に育ちおって、むさくるしいことこの上ないぞ」

　膝の上の年少組を可愛がりながらの女王とフォーレ王の言葉に、母親であるレラが何とも困った顔をする。今更甘やかされたところで傲ごう慢まんになったりするような娘達ではないが、母としてはいろいろとはらはらするところはある。

　ファムとライムを甘やかすのは、女王とフォーレ王に限ったことではない。

　ファーレーン王や王とたまに一緒に来るファーレーンの王妃達も、アズマ工房の年少組をとことんまで可愛がる傾向にある。ライムに至っては、エアリスやオルテム村のエルフ、フォレストジャイアントなども揃って甘やかすのだから、親としては困ってしまう。

　ありがたいことに、ファムもライムも自分が特別な立場にあることも、だからといって特別扱いが当然なわけではないこともちゃんと分かっている。

　ファムに比べてライムは甘やかされると割と素直に甘えるが、それでわがままを言ったり他人に攻撃的に接したりはしない。

　たとえ相手が偉い人でも、相手が単に甘やかしたいだけなら仕事中はきっぱりその誘惑を断ち切るぐらいにはしっかりした、もうすぐ六歳になる幼女とは思えないお子様である。

「とりあえず、各王家のいろいろと微妙な実情も出てきたことだし、ご飯持ってきていい？」

「ああ。頼む」

　どうやら自分の事情で待たせてしまったらしいと悟り、申しわけなさそうに一つ頷くレイオット。

「春はる姉ねえ、晩ご飯何？」

　テレス達に懇願されて達也や真琴と王達の相手をしていたために、今日の料理には関わっていない澪が、料理を取りに行く春菜の背中に声をかける。

「折角だから、ファーレーンの山海の幸とダールは灼熱砂漠の幸、それからフォーレの山と洞窟の幸をいろいろ使った三カ国コースを作ってみたんだ」

「へえ、そいつは旨そうだな」

「なんだか、お酒も進みそう」

　春菜が言ったざくっとした概要を聞き、期待に胸を躍らせる達也と真琴。酒と聞いてフォーレ王が目を輝かせるが、あえてそこはスルーである。

「これは、また……」

　豪華な食事など慣れているであろうゴウト王が、思わず言葉を漏らす。全員空腹が限界だろうと、わざわざもったいをつけずに全部テーブルに並べた料理は、見事の一言であった。

　ファーレーンの新鮮な野菜をたっぷり使ったサラダには、サンドマンタの身をほぐしたものとフォーレ産のソーセージを刻んだものが混ぜられている。スープは砂すな鮫ざめのふかひれを使ったふかひれスープ、前菜はワイバーンのささみを使った棒棒鶏バンバンジーもどきにデザートクラブを使ったカニ玉、ロックワームの肉団子、枝豆などを少しずつ盛ったプレートだ。

　その他にも三国の食材を使った天ぷら、具材たっぷりの茶碗蒸し、各国の代表料理としてジャッテ、ブルフシュ、肉と野菜の挟み焼きなども用意されている。だが、なんといっても目玉は、余計な工夫をせずあえて塩コショウだけで焼き上げたベヒモスのサーロインステーキであろう。

　王族でも滅多に食べられぬ、場合によっては一度も食べたことのないような希少な食材をふんだんに使った、品数も中身も見事としか言いようのないメニュー。そこにこっそり麦飯を使ったとろろご飯が混ざっているところが、日本人としての自己主張なのかもしれない。

「さ、たくさん食べてね」

「相変わらず、見事なものだな」

「フォーレでも一杯いい食材が手に入ったから、頑張ってみました」

　えっへんと胸を張る春菜に苦笑を漏らし、箸を手にいただきますの挨拶をするレイオット。この工房の食前のルールに、すっかり染まっている。

　因ちなみに、手にしている箸は練習の際に宏から貰った、漆塗りの丁寧な仕事がされた品のいいマイ箸である。

「ふむ、そのような棒で、器用に食べるものよのう？」

「儂や息子達には無理だな。恐らく、そんな華きゃ奢しゃな棒では間違いなくあっさり握りつぶす」

　箸で器用にほとんどの料理を食べていくアズマ工房関係者に、感心したように言葉を漏らす女王とフォーレ王。

「慣れると、ナイフとフォークで食べるより便利だ」

「そういうものかえ？」

「ああ。もっとも、それなりに練習しないと、こういう細かいものはつまめないが」

　そう言って、サラダの中に入っていた豆をつまんで見せるレイオット。同じように豆をつまんでドヤ顔をするライム。

「ほんに器用なものじゃ」

「最近では、騎士達の中にも箸が使える者が増えてきたからな。きっと何年もしないうちにウルスでは一般的になるだろう」

　ウデヤマメのジャッテをほぐしながらのレイオットの言葉に、さらに感心したように頷く女王。

「フォーレではその箸とやらは根付かんだろうなあ。そんなものでちまちま食べるぐらいなら、手っ取り早く手づかみで終わらせる国柄だ」

「となると、うどんやそばは難しいか」

「うどん？　そば？　どんな料理だ？」

「熱いスープに入った麺料理だ。スプーンとフォークで食えんわけではないが、具を考えるとやはり箸を使えるに越したことはない」

「熱い上にスープに入っているのか。確かにそれでは下手に手づかみでは食えんなあ」

　レイオットの説明を聞いて妙に残念そうにして見せるフォーレ王。その姿に思わず苦笑が漏れる一同。熊のような見た目どおり、どうにも豪快過ぎる国王様である。

「それにしても、ファムやライムは毎日こんなものを食べておるのか？」

「さすがに毎日じゃないというか、ここまで手の込んだ料理は、親方かハルナさんがいて、なおかつ何かのスイッチが入った時だけです」

「そんなかたい口調で話さんでもよいぞ？」

「無理無理無理無理、無理です!!」

　無礼講を求める女王に対し、即座に全力で拒否するファム。

　その反応に、実に残念そうにする女王。

「まあ、モンスター食材は毎日食べているのです」

「どこかの誰かさん達が毎日何かを仕留めては食糧庫に供給してくださいますからねえ……」

　毎日の食事についてのノーラとテレスのコメントに、思わず目をそらす達也と真琴。

　基本狩りしかやることがないこの二人は、暇にあかせては討伐任務を受けて、証明部位以外を持ちかえってきては宏達三人に食材に加工させている。

　結果として消費が追いつかないモンスター食材が倉庫に山積みになり、冒険者協会などを通して市場に流してなおあり余るそれらを、工房の職員やオルテム村の協力者達などでせっせと食べる羽目になっているのである。

　おかげで、味付けなどの腕は大したことがないまま、単に食べられるように調理するための腕だけは上がってきているテレス。作るたびに微妙な顔をされてしまうため、彼女の料理人としてのライフはマイナスである。

「モンスター食材といってもピンキリじゃが、魔術師殿が仕留めておるのであれば、普通に高級食材に分類されるものなのじゃろうなあ」

「もちろんなのです。最低でもトロール鳥とか、勘弁してほしいのです。売ってお金にしても使いきれないから、とかふざけたことを言うんだったら、こっちに押し付けずに自分達で消費しきってほしいのです。毎日自分の実力以上の贅ぜい沢たくをするのは、職人としても社会人としても、妙に肩身が狭いのです」

「このブルフシュ、日本酒と合うな」

「ほんとほんと。こういうのを肴さかなにキューっとやるのが幸せなのよねえ……」

　女王のコメントを受けてのノーラの追及に、酒と料理を口実に逃げを打つ達也と真琴。

　その言葉に食い付いたフォーレ王にドワーフ殺しを押し付けようとして、春菜に窘たしなめられる。

　一連の騒ぎに我関せずの態度で、澪は非常にいい笑顔を浮かべながら食事を続ける。

「なんにしても、ここなら妾の元部下を預けても問題なさそうじゃ。工房主殿の要請を受け入れようではないか。のう、ゴウト王？」

「そうだな。儂らよりいいものを食うのが少々業ごう腹はらだが、全てをファーレーンに任せるわけにもいかんしな」

「というわけじゃから、レラよ。ダールの工房は妾の元部下が、フォーレの工房と出張所はそちらのゴウト王の関係者が管理することになる。問題はないな？」

　王族二人の言葉に、静かに頷くレラ。元より、そろそろ自分だけでは手が回らなくなってきているのだ。かといって、勝手に人を雇えない以上は、上司であり恩人である宏の判断に異を唱える理由はない。

　テレス達にしても、口ではいろいろ言っているが宏達のことは全面的に信頼しているので、彼らが決めたことに逆らう気は一切ない。

「管理人に関しては話もまとまったことやし、面倒な話題は終わりにしましょうや」

「では、ここからは本当に無礼講じゃ。他に料理に合う酒があれば、どんどん用意してくれ。費用はいくらでも払う」

「うむ。フォーレの男として、未知の酒は制覇せんわけにはいかんからな」

「せやなあ……。新作の酒がなんぼかありますねんけど、僕とか春菜さんとかは故郷のルール守っとってまだ飲めんので、ちょっと品評よろしゅうに」

「うむ、任せておけ」

　こうして、極上の料理とそれを引き立てる酒の味に気をよくした女王とフォーレ王は、とことんまでアズマ工房の料理を味わいつくして帰っていく。

「さて、私も帰ってさっさと人選を済ませねばな。あの分では、下手をすれば明日にでも候補者をこちらに連れてきかねん」

「せやなあ。悪いけど、頑張ったって」

　宏に頼まれ、苦笑しつつ頷くレイオット。

　この時、レイニーの装備を発注しようとしていたことをすっかり忘れたことに、結局翌日レイニーと顔を合わせるまでまったく気がつかないレイオットであった。








フォーレ編　後日談その二






　それは、最年少チームがいつものように採取に来ていた時のことであった。

「あれ？」

　しげみをがさがさやっていたライムが、ちょっとばかり珍しいものを見つけた。

　正確に言うなら、それ自体は珍しくもなんともない。ウルス近郊の場合、野生のものが手に入るのは基本的にもう少し前か後の時期になるのだが、絶対にないとまでは言い切れない程度のものだ。それに、種類によっては毎日手に入るものもある。だから、それが見つかったこと自体はまったく珍しくもなんともない。

　では、何が珍しいのか？

「わあ、おっきなたまご！」

　そう、ライムが発見したのは、かなり大きな卵であった。特大ポメを超えるほどで、いくら同年代の中では比較的発育がいいとはいえ、ライムだと両腕で抱え込まないと持ち運びできないほどだ。

　この地域には大型の卵生動物がいないのだから、こんな巨大な卵が手に入るのは普通あり得ない。しげみの中に巧妙に隠れるように産み落とされており、ライムのような小さな子供でなければ発見できなかっただろう。

「おねーちゃん、おねーちゃん！」

　その大きさに興奮し、一緒に来ていたファムを呼ぶライム。

　大声を聞きつけ、何事かと駆けつけるファムとルミナ。

「どうしたのさ、ライム？」

「ライムちゃん、何かあったの？」

「みてみて！　おっきなたまご！」

　やってきたファムとルミナに、ライムが卵を見せびらかす。その大きさに、唖あ然ぜんとするファムとルミナ。

「……これ、何の卵？」

「ファムちゃん達が知らないのに、あたしが知るわけないよ……」

　ファムの質問に、匙さじを投げたように首を左右に振るルミナ。素材に対する博識さにおいて、ファムやライム相手にルミナでは勝ち目がない。アズマ工房所属は、伊だ達てではないのである。

「おねーちゃん。このたまごだと、プリンいっぱい作れるかな？」

「ありそうな黄身の量を考えたら、多分最低十個は作れるんじゃないかな？」

「わーい！」

「いいなあ……。あたしも食べたい……」

「とりあえず、持って帰らないと」

「おねーちゃん、ふくろあけて」

「ちょっと待って。……はい」

「よいしょっと」

　取らぬ狸たぬきの皮算用は、これを回収してからだ。魔力を使って筋力を増幅し、卵を持ちあげて姉が用意してくれた倉庫直結の袋に入れるライム。

　見た目どおりかなりの重量があるその巨大卵は、所しょ詮せん幼女であるライムの腕力では、魔力による増幅なしでは持ち上げるどころか傾けることすらできないのだ。

「これで割れたりする心配はなくなったね」

「おねーちゃん、もっといろいろさがそ！」

「りょーかい！」

　レア中のレアをゲットして、ホクホク顔のアズマ工房最年少チーム。

　魔力を使って持ち上げた瞬間卵が脈動したことに気がつかないまま、いつものように最年少なのに一番たくさんレア素材を回収して帰るのであった。




　　　　☆




「ただいま～！」

「おかえりなのです。何かいいものを見つけてきたのですか？」

　意気揚々と帰ってきた子供達を、質問を交えながらノーラが迎え入れる。

「すごいの見つけてきたの！」

「確実に珍しいものなんだけど、アタシやライムだとちょっと判断できないから、親方とハルナさんとミオさん呼んできて」

「分かったのです」

　ファムに言われ、すぐに宏ひろし達を呼びに行くノーラ。

　まだ幼児であるライムはともかく、ファムの判断能力はそれなりに当てになる。その彼女が分からないと言うのだから、ノーラが見ても分からないだろう。

「なんぞ珍しいもん拾ってきたんやって？」

「どんなもの？」

　ノーラに連れられ、宏達がやってくる。春はる菜なと澪みおだけでなく、達たつ也やと真ま琴ことにテレスも一緒だ。

「えっとね。ライムがものすごくおっきい卵見つけたんだ。一応回収してきたんだけど、何の卵か分からないから、食べられるかどうかの判断ができないんだ」

「それで、僕らに鑑定せい、と」

「申しわけないけど、多分親方かハルナさんかミオさんしか分かんないと思うんだ」

　ファムの言葉に頷うなずく宏達。それを見て、ライムが袋から卵を取り出す。

「よいしょ、よいしょ」

「ライムちゃん、重いんだったら、一人で無理しちゃ駄目だよ」

　ライムが一生懸命袋から引っ張り出そうとしているのを見かねて、春菜が手を出す。どうにもこの流れだと、取り出した直後に落として割りそうな感じだったからだ。

「よっと。これはちょっと、子供にはつらい重さかな？」

「せやろうなあ。明らかにライムの顔面よりでかいやん」

　ライムの代わりにテーブルの上に載せての春菜のコメントに、同意せざるを得ない宏。

　ライムどころか、ファムの顔より大きな卵に、その場にいる全員の好奇心が集中する。

「それで親方、これ、何の卵だと思う？」

「残念ながら、サイズ以外に特徴がなさすぎて、候補のうちどれかがちょっとばかし絞り切れんわ。まあ、どれの卵やとしても、食う分には問題ないで」

「そっか。プリンに使える？」

「殻のある大概の卵でプリン作れんで」

　若干魔力を通して触りながらの宏の返事に、顔を輝かせるファムとライム。やはり、子供的に卵といえばプリンなのだろう。

「……って、あんた達ねえ」

「何やのん、真琴さん。いきなり呆あきれた声出して」

「普通、こういう卵見たら、温めて孵ふ化かさせようとか考えるもんじゃないの？」

　メルヘンチックなことを言い出す真琴に対し、何言ってんだろうこの人は、という視線が達也以外から集中する。

　あまりにも当たり前のように、食べること前提で話が進んでいるが、本来であれば卵を発見した時点でファムやライムがそういう発想をしてもいいのではと感じるかもしれない。だが、この世界はそこまで甘くはない。

　年寄りから子供まで、人間に分類されるほぼ全ての種族において、卵は食材でしかないのだ。例外は食用に適さないものと繁殖用のものだけである。

　ましてや、ファムとライムはアズマ工房、ファーレーンの食の最先端を担っている施設で生活している。初めて見る巨大卵を前に、食わないという選択肢はない。

「え？　何？　あたしそんなおかしなこと言ってる？」

「あのなあ、真琴さん」

「何よ……」

「何の卵かも分からんのに、有精卵かどうかの区別なんざできるわけないやん」

「そういう理由!?」

　孵化させようとしない理由を聞き、思わず全力で突っ込みを入れてしまう真琴。

　確かに、普通の生き物の卵なら一部例外を除き、有精卵でなければいくら温めたところで孵化などしない。そもそも、温めれば孵化するのか、とか、孵かえった雛ひなだか幼生体だかが安全な生き物なのか、とかそのあたりの保証もない。なので、身も蓋ふたもない話だが、食ってしまうのが一番安全で後腐れがなく、利益が大きいのだ。

「なあ、ヒロ……」

「兄貴も、食うんは反対派か？」

「まあ、真琴とは違う理由だが、そうなるな」

「違う理由？　どんな理由なん？」

「こんなでかい卵だと、親も相応のサイズだと思うんだが、その卵を食って親が復ふく讐しゅうに来ないか？」

　達也の指摘に、言われてみればという顔をする工房職員一同。だが、

「こんなところに産み落としとんやから、食われる可能性も織り込み済みの生態やろう」

　それに対しても、宏が身も蓋もない返事をする。

　卵を奪われて復讐するような生き物は、そもそもこんな都市近郊に卵を産み落としたりはしない。逆に、卵を奪われて逆上するような生き物から盗んできたのだとすれば、とうの昔にそいつがウルスに襲撃をかけているはずだ。それに、盗んだ誰かが隠したにしても、隠す場所が中途半端すぎる。

　つまり、食う分にはまったく支障がないのである。

「……珍しい卵拾ってきて、真っ先に食べる相談するのは絶対間違ってるわよ……」

「おとぎ話やないんやから、こんな貴重なタンパク源回収して食わんとか、絶対ありえへんで」

「真琴姉、往生際が悪い」

　小声でぶつくさ言っている真琴に対して、宏と澪が追い打ちをかける。学生組の夢のない発言に加え、誰も味方がいないことに心が折れる真琴。

「じゃあ、台所持っていって、まずは割っちゃおうか」

「ライムがやりたい！」

「ライムちゃんが見つけたんだし、それもいいかな」

　もはや料理する気満々の春菜に、ライムがおねだりをする。

　それに気前よく頷くと、卵を抱えて台所に移動する春菜。

　折角だからとあとについて台所に移動する宏と澪。

　なんとなくついていくテレス達三人。

「ねえ、達也……」

「なんだ？」

「あたし、そんなにおかしいかな……？」

「日本人的には、そこまで間違ってねえとは思うがね」

　テレス達を見送り、自分の意見や感性を全否定されたことにしおれる真琴を、しょうがないなあという感じで慰める達也であった。




　　　　☆




「この大きさだと、普通のやり方で割るのは難しいよね？」

「せやなあ。やっぱりハンマーかなんかでしばかんと割れんやろうなあ」

　軽く表面を叩たたいて硬さを確認しながら、宏と春菜がそう結論を出す。それを真似するように、ライムが卵の表面をぺたぺた触っている。

「ほな、準備するんは料理用のハンマーやな」

「場合によっては、タガネか何かがいるかもね」

　料理とはいまいち縁がなさそうな道具をピックアップしつつ、黄身を取り分けるためのボウルなどの準備を始める宏と春菜。いろんな意味でやる気満々である。

　料理用のハンマーと聞くと何とも微妙な印象だが、塩釜を割るのに使ったり殻の硬い食材を割ったり砕いたりするのに使ったり、さらにはハモのような魚の目め釘くぎを打つのにも必要だったりと、意外と出番が多い。直接調理に使っているかといわれると微妙だが、れっきとした調理器具である。

「かたいかたい～」

「これは頑丈そう」

　宏と春菜が調理器具を用意している間、二人の真似をして叩く、というよりぺたぺた触るライムと澪。それに釣られて、ファムやテレス、ノーラも卵を触って感触を確かめてしまう。

「下手すれば防具に使えそうなほど硬そうなのです」

「これは、単にハンマーで叩くだけで割れるのかな？」

　ノーラの意見に同意しつつ、好奇心に任せて疑問を漏らすテレス。皆してすっかり卵に夢中だ。

「さて、そろそろ割るで～」

「は～い」

　最後までぺたぺた触っていたライムが、宏の宣言を聞いて一いっ旦たん離れる。

　それを確認し、卵を支えるために手を添える春菜。

　料理用のタガネという、ハンマー以上に使いどころが限られるものを卵に押し当てる宏。

　皆してこれだけ触りまくっているのに、誰一人として卵が脈動を始めたことに気がついていない。

　そして、

「ライム、思いっきり振り下ろしや」

「は～い」

　宏の言葉に従い、ライムが思いっきりハンマーを振り上げる。

　今にも振り下ろされようとしたその時、エアリスが調理場に飛び込んでくる。

「その卵を割ってはいけません!!」

「あれ？　エルちゃん？」

「エル様!?」

「わぁぁぁ!?」

　唐突に現れたエアリスのその叫びに驚く面々。

　振り下ろそうとしたハンマーをどうにか止めるライム。

「割っちゃだめ～、割っちゃだめ～」

「食べちゃ駄目なの～」

「産まれる～、産まれる～」

　エアリスと一緒に転移してきたオクトガルも、口々に卵割りを阻止しようとする。よく見ると、一匹がハンマーが命中するであろう場所に陣取って、ブロックする構えを見せている。

「どうやら間に合ったみたいですね……」

　間一髪のところで間にあったのを確認し、ほっとするエアリス。

　そのエアリスの様子に、どことなく違和感を覚え宏が、その瞳ひとみを見て気がつく。

「もしかして、アルフェミナ様でっか？」

「はい。緊急事態でしたので、エアリスの体を借りました」

　宏の質問にあっさり頷くアルフェミナ。忙しいくせに割とどうでもいいことでエアリスの体に降りている彼女だが、今回ばかりは冗談抜きで緊急事態だったらしい。

「それで、この卵は何の卵で？」

「神獣の卵です」

　宏に問われ、さっくり危険な答えを返すアルフェミナ。

　その返事に納得する宏達。道理で女神が慌てて飛んでくるわけだ。

「神獣の卵って、どんなものが孵るんですか？」

「孵ってみないと、分かりません」

　春菜の質問に、かなりアバウトな回答をする女神様。大慌てで来た割には、いい加減な話である。

「女神さま～。どうして食べちゃいけないの？」

「神獣が、この世界を維持するシステムの一部だからです」

「いなくなるとどうなるの？」

「一言で説明できない程度には、いろいろとややこしいことになります」

　ライムに聞かれ、アルフェミナが要領を得ない返事をする。恐らく、何が起こるかを口で説明するのが、相当難しいのだろう。

「とりあえず、時間的に限界です。詳しい説明ができなくて申しわけありませんが……」

　そう言い残して、アルフェミナがエアリスの体から抜ける。冗談抜きで、女神様はまともな説明を何一つせずに帰っていった。

「で、エルは詳しいことは、分かっとんの？」

「口で説明するのが難しい、というくらいには……」

　宏の確認に、申しわけなさそうに答えざるを得ないエアリス。アルフェミナとはアバウトなイメージしか共有していないため、言葉で説明するのは本当に難しいのだ。

「とりあえず、卵を孵化させんとあかんっちゅうんは確定したわけか」

「そうなるよね。プリンはお預け、かあ」

「残念」

　宏がしぶしぶ出した結論に対し、心底残念そうに応じる春菜と澪。プリンを食べる気満々だったため、お預けを食らうのがつらいのである。

　他のメンバーも、期待していただけにこの結論は非常に悲しそうだ。

「親方、他には代わりになるようなものとかないんですか？」

「ちょっと待ってや……」

　どうしても諦あきらめきれないらしい職員達を代表したテレスの質問に、在庫を調べながら宏が考える。卵類は意外と入手の機会が少ないため、眠っている在庫もありそうでない。

「珍しい卵はないけど、珍しい乳はあるなあ。春菜さん、これで牛乳プリンとかどない？」

「美お味いしいかどうかは試してみないと分かんないけど、それもいいかもね」

　宏の提案を、ちょっと弾んだ声で受け入れる春菜。

　珍しい乳というのは、ミダス連邦通過中に遭遇したモンスター、モルドレスの乳である。牛と虎を足して二で割ったような外見といかつい名前とは裏腹に知能が高くて大人しいモンスターで、友好的に接すれば乳を分けてもらえることがある生き物である。

　無論、いざ戦闘となればその外見に違たがわぬ高い戦闘能力を発揮し、場合によってはアドラシアサウルスすら突進と牙で仕留めてしまう強さと獰どう猛もうさを見せるモンスターだ。

　なお、ほぼ草食ではあるが一応雑食動物なので、仕留めたアドラシアサウルスは彼らが美味しくいただいている。

　モルドレスの乳は濃厚な割に癖がなく、後味がさっぱりしつつも乳の甘味はしっかり感じられる、とても美味しい乳である。そのまま飲んでも美味しいが、シチューなどの料理に使っても美味、チーズの材料としても極上の一品である。

　性質は温厚とはいえど飼いならせるようなモンスターではないため、当然のことながら流通量は少なく高級品だ。

「師匠、春はる姉ねえ、一つ疑問」

「なんや？」

「牛のものじゃない乳を使うのに、牛乳プリンって呼ぶのはあってるの？」

　澪の素朴な疑問に、言われてみれば、という反応を見せる宏と春菜。牛に似ている部分があるといっても、モルドレスは明確に牛以外の何かだ。その乳を使ったプリンを牛乳プリンと呼ぶのは、たとえ材料が牛乳よりはるかに高級品であっても、間違いなく食材偽装だろう。

「ミルクプリン、やったら間違いやなくなるか？」

「そうだね。何のミルクかは言ってないから、それなら間違いじゃないと思う」

　とりあえず、呼び方を変えることで問題を解決する宏と春菜。

　普段はこれでもかというほどアバウトなくせに、こういう非常にどうでもいいことに関しては妙にきっちりするあたり、どこまでもマイペースな連中である。

「で、プリンはそれでええとして、この卵はどうやったら孵化するんやろな？」

　プリンの問題を解決した上で、最後に残った難題を処理しにかかる宏。この難題は、プリンなどとは比較にならないほど厄介である。

「エルは何か聞いとる？」

「残念ながら、アルフェミナ様からは何も」

「いつものことやけど、肝心な情報は何もあらへんねんなあ」

　ある意味予想どおりのエアリスの答え。それに呆れをにじませつつぼやく宏。

　ダルジャンの許可がないと大半のことは話せないらしいので、肝心な情報がほとんど貰もらえていない現状については、ある程度仕方がないと納得している。

　だが、今回は単純にアルフェミナの伝達ミスだろう。

「お約束に従って、人肌で温めてみます？」

「確かにそれはお約束なのですが、誰が温めるのですか？」

「発見者だから、ライム？」

　テレスの発案に、とりあえず突っ込みを入れておくノーラ。

　突っ込みを受けて、とりあえず無難そうな提案をしておくテレス。

　その微妙に無責任な提案に、つい苦笑を浮かべる一同。

　現実問題として、鳥のようにずっと卵を抱え込んで温めるのは、人間には難しい。それを最年少で年齢的に落ち着きがないライムにやらせようとするあたり、それなりに生真面目な性格をしていたテレスも随分アズマ工房の緩さに染まってしまっている。

「あたためるって、こんな感じ～？」

　テレスの言葉を聞き、卵に抱きつくライム。その瞬間、卵に大きくヒビが入る。

「あれ？」

　いきなり入ったヒビに、不思議そうに首をかしげるライム。抱きつくといっても、別に体当たりのような勢いだったわけではなく、抱え込むように優しく抱いていたからだ。

　そもそも、道具も使わずにライムの力だけで割れるのであれば、アルフェミナが飛び込んでくる前にすでに割れていただろう。

「産まれる～、産まれる～」

「もう少し～、もう少し～」

「お祝い～」

「お赤飯～」

　広がっていくヒビを見たオクトガルが、ライムやエアリスの頭の上で口々に騒ぎ始める。その声に押されるようにさらにヒビが広がっていき、ある程度のところで突然ぴたりと止まる。

「止まった？」

「どないしたんやろうなあ？」

　途中で変化が止まった卵を見て、首をかしげながら確認のために触れる宏と春菜。

　ヒビこそ入っているが、ヒビが入っただけで割れているわけではないらしく、少々指で押した程度ではへこみもしない。

「おっ？」

　なおも調査のためにあちらこちらを触っていた宏が、ついに卵が脈動したことに気づき、もしかしてと掌てのひらから多少魔力を注ぎ込んでみる。

　すると卵は、もう一度脈動した。

「ライム、ちょっと魔力注いでみ」

「は～い！」

　宏の言葉に従いライムが全身から魔力を注ぎ込むと、卵がどくどくと脈動する。

「折角やから、皆ちょっとずつ魔力注いでみよか」

　卵の反応に気をよくした宏が、その場にいた全員にそう声をかけ、卵から離れる。

　宏に言われて真っ先に近寄ったファムが、たっぷり魔力を注ぎ込んでいく。

「あっ、動いてる」

「ファム、そろそろ代わるのです」

「了解」

　ノーラに言われて、素直に場所を譲る。そのまま一定量注ぐたびにノーラからテレス、テレスから澪、澪からエアリスという具合に入れ替わっていき、エアリスから交代した春菜が魔力を注ぎ終わろうかというところで、ひときわ大きく脈動する。

「春菜さん、ライム、そのまま孵化するまで注いでまい」

「は～い」

「了解」

　そろそろ生まれると判断した宏の指示。それを素直に受け入れてガンガン魔力を注ぎ込む二人。

　一般人ならとうに枯こ渇かつしている量を注ぎ込んでいるが、春菜はもちろん、ライムも伊達にアズマ工房で育ってはいない。ヒューマン種の幼女の能力とは思えないのは、身体能力だけではない。むしろ、保有魔力こそが最もヒューマン種離れをしているといえるのだ。

　結果、並の魔法使い一人分以上の魔力をライム一人で注ぎ込み、全部でこちらに来た時の達也一人分よりやや多いぐらいの魔力を卵に譲り渡したあたりで、とうとう殻が内側から破られた。

「おっ、なんか出てくんで」

「どんなのが孵るんだろうね？」

　徐々に広がっていく穴を、わくわくしながら目を輝かせ見守る面々。

　その好奇心満載の視線にさらされながら、ついに神獣が卵の穴から這はい出てきた。

「か、可愛い!!」

「不細工だけど、愛あい嬌きょうがある」

　出てきた神獣を見て、春菜が黄色い声を上げる。

　澪も、その姿に少々毒が混ざりながらも可愛らしさは認めているようなコメントをする。

　出てきた神獣は、ずんぐりむっくりとしか言いようのない体型をした、漫画的な見た目のひよこであった。ふわふわでもこもこの産毛に包まれたその姿は、不細工だからこそ愛嬌があって可愛らしいイメージを作り上げている。

　もっとも、いくら可愛いといっても、そのサイズはひよこなんてちゃちなものではない。卵がライムの顔面より大きいのだから、当然ひよこも顔より大きい。

　そいつが、卵の中から這い出そうとしてつっかえ、じたばたしているうちに前につんのめってころんとひっくり返ったところで、それを見守っていた女性陣全員、つまり、宏以外のこの場にいる人間全員から、言葉では表現できない黄色い歓声があふれ出た。

「……なんやろう、この普通に可愛いっちゅうことに対する、えも知れん不安は……？」

　歓声を上げながら見守る女性陣の反応に引きつつも、今までのあれこれを思い出して妙な不安を覚えてしまう宏。この世界で自分達が直接関わる小動物が、普通に可愛い見た目なのに警戒せざるを得ないようだ。

　そんな宏の心配をよそに、じたばたしながらどうにか立ち上がった神獣が、よちよち歩きまわりながら全員に頭をすり寄せたあと、ハエが止まりそうな速度でふよふよ浮かんでライムの頭の上に乗ろうとし、先に居座っていたオクトガルと目があって諦めようとする。

「こうた～い」

「ど～ぞ、ど～ぞ」

　神獣が諦めようとしたことを察し、オクトガルが頭の上から立ち退く。場所を譲られた神獣がゆっくり移動して、ライムの上に軟着陸する。

「なんか、サイズがサイズだけに、違和感たっぷりやな」

　宏がコメントしたとおり、巨大なひよこがライムの頭の上に鎮座している姿は、凄すさまじい違和感をばらまいている。

「ライム、大丈夫？　重くない？」

「だいじょーぶだよ、おねーちゃん」

　そのサイズにいろいろ心配になったファムの問いかけに、ライムがドヤ顔で胸を張って問題ないことを主張する。

「親方～、名前つけていい～？」

「きゅっ？」

「まあ、ライムが見つけた卵やし、ライムに一番懐いとるし、ライムがつけてええんちゃう？」

　ライムに聞かれて確認を取る宏に、笑顔で頷く女性陣。

　こうして名付けを任されたライムがつけたのは、

「飛び方がひよひよひよって感じだから、ひよひよ！」

　実に子供らしい、安直なものであった。

「よっしゃ。神獣の名前はひよひよやな。これで名前も決まったことやし、春菜さん」

「ん？　何？」

「ミルクプリン、作ろうや」

「あ、そうだね」

　なんとなくインパクトがある出来事が続いたため、すっかり忘れかけていたプリン作り。宏にその話を蒸し返され、すぐに準備に入る春菜。やはり彼女にもまだ未練が残っていたらしい。ものすごい情熱で極めておいしいプリンを作ることに全力投球する。

「そういえば、この子は何を食べるのですか？」

「エル様、アルフェミナ様は何かおっしゃっています？」

「大抵は見た目とそれほど変わらない食性だそうですが、そもそも魔力を与えておけば、何も食べなくても育つとのことです」

　宏達がプリンのために流し台の前に移動したところで、ノーラやテレスとエアリスの間でそんなやり取りが行われる。

　エアリスの回答を聞いてひよこが食べそうなものはと在庫を漁あさる澪とファム。

　だが、ひよひよが人間が食べるものなら何でも食べられることが夕食の席で判明し、神獣の生態的なアバウトさに遠い目をすることになる一同であった。




　　　　☆




「アズマ工房の小娘が、妙な生き物を飼い始めたのは本当か？」

「我々に確認を取らなくても、早朝に東門あたりで張っていれば一週間もせずにその目で確かめられる事実だが？」

「……事実なのか……」

　ウルスの暗黒街。その中でも奥まった地味な一角で、盗賊ギルドの情報屋と落ちぶれた風情の男がそんなやり取りをしていた。

「先に言っておくが、アズマ工房に手を出すのであれば、我々は一切協力はできんぞ？」

「なぜだ？」

「我々にメリットがない。向こうはアルフェミナ神を味方につけ、ウルスの王侯貴族から高い支持を得ている。そこに手を出すなど、自殺行為とすら呼べんからな」

　情報屋の回答に、不愉快そうに顔をしかめる男。

「やつらが好き放題のさばっていて、貴様らは何とも思わんのか？」

「こちらに害はないからな。もっとも、やつらのせいでこちらが何か損をしたとしても、排除に動くリスクの方が大きすぎて迂う闊かつに手を出せんのは同じことだがな」

　情報屋からの追い打ちに、男の表情が般若に変わる。

「怖い顔をするが、仮にお前がアズマ工房に手を出すとして、その場合我々は国と歩調を合わせてお前を排除することになるぞ」

「なぜ、やつらだけ……」

「お前の今の境遇は、自業自得としか思えんがな」

　恨み言を言い続ける男にうんざりしながら、ばっさりと切り捨てる情報屋。

　情報屋が相手をしている男は、カタリナの乱の時に身内がカタリナサイドに協力し、連座制で地位と財産を没収された人物である。

　当人は直接反乱に関わってこそいないが、当時強い勢力を誇っていたカタリナ派の尻馬に乗って王家や神殿を中傷しており、しかも宏達の手によって潰つぶされた奴隷商とも裏でつながっていたという言い訳のきかない状況だったため、処罰を躊躇ためらう理由がなかったのだ。

　それだけいろいろあっても死刑にならなかったのは、反乱に関わっていたのが嫁に出た妹だったこと、尻馬に乗って中傷していたといっても、罰せられるほどの発言はしていなかったこと、妹が嫁いだ家とのつながりがそれほど強くなかったことから、このレベルを全員処刑していると浄化が追いつかないと判断されるぎりぎりのラインに引っかかっただけである。

　奴隷商とのつながりにしても、二度ほど袖の下を貰って入国審査を優先、短縮した程度、それも不正を見逃したわけではなく、単に怪しいと分かっていて背景の洗い出しをしなかった程度の、癒着していたとまでは言えない程度のことだった。

　手数料を追加で受け取って審査を優先するシステム自体は、そのシステムを公にして必要な金額をきっちり明記しておけばファーレーンでは違法にならない。

　短縮も、ちゃんと要求される全ての項目の審査をしておけば、人海戦術などで審査に必要な時間自体を短縮するのは認められている。

　なので、そちら側も、袖の下という形をとっていたのといくつかの犯罪につながりにくい項目を故意に審査せずに省いていたことだけが処罰の対象で、それだけならここまで重くはならなかった。

　本来なら、財産と身分を全て没収とまではいかなかったであろう小物。それが、全てを失いこんなところで逆恨みの炎を燃やしている理由は簡単で、無駄な抵抗をした挙句に多数の無実の人間に罪をなすりつけようとし、さらに無視できないところまで王家や神殿を中傷してしまったからだ。

　法改正後であったら、少なくとも本人は絶対死刑になっていたであろう。そうならなかった王家の慈悲に本来感謝すべきだというのに、いまだに逆恨みをやめずに暗い情熱の焔ほのおを燃やし続けている。どこまでも救いのない男であった。

（面倒なのに絡まれたもんだぜ、まったく）

　己の運のなさを嘆きながら、とりあえず余計なことをする余力を少しでも奪うため、限界までふっかけて金を絞りとることにする情報屋。無論、こいつが来たこと自体、男が去ったらすぐに王家に垂れこむつもりである。

　面倒くさいのは、この種の逆恨みをしているのはこの男だけではないことだ。

　情報屋が把握しているだけでも、カタリナの乱以降に暗黒街に流れ込んできた連中の八割は王家と神殿、アズマ工房を恨んでいる。

　今まで何事もなかったのは、連中がほぼ全てを失って再起できる状況になかったことと、アズマ工房の関係者にはひそかに国の護衛が付いていることの二つの事情に尽きる。

　そのうちの一つ、再起できる状況にないという事情が他よ所そ者ものの手引きによって解消されつつある今、もう一つの事情がブレーキにならなくなるのも時間の問題であろう。

　ならば、他所者に好き勝手させないためにも、アズマ工房の子供を囮おとりにしてでも、この鬱うっ陶とうしい馬鹿者どもを今度こそきっちり処刑してもらわなければいけない。

「ってな感じですが、どうしますかい？」

「そうだな。知られざる大陸からの客人一同に自覚がないのはある程度仕方がないにせよ、それ以外の連中が自分の立ち位置を理解していないことについては問題がありすぎる。いい機会だから、自分達が本来狙われる立場だとそろそろ自覚してもらおう」

　男が完全に立ち去ったところで途中から気配を消して一部始終を聞いていた人物に声をかけ、方針を確認する情報屋。神殿から直接持ち込まれた情報が正しければ、アズマ工房の最年少が頭の上に乗せている生き物はどんなに間抜けに見えても神獣である。

　神獣自体はもちろんのこと、最年少にも何かあってはまずい。

　だが、神獣などという生き物が、狙われないわけがない。そうでなくても本来狙われる側のアズマ工房、その中でも最も手を出しやすい最年少の幼女に、さらに付加価値が付いているのだ。邪神勢力に好事家、犯罪組織と、国に睨にらまれ神殿に喧けん嘩かを売ることになるのを承知で手を出そうとする連中など枚挙にいとまがない。

　この状況で、狙われる側が自分が狙われている自覚がないなど、守るのが大変だとかそういう次元の話ではない。ぜひとも護衛が対処できる程度の危険に遭遇した上で無事にそこを切り抜けて、自分達が狙われる側の存在であると自覚してほしいものである。

「万一のことがあってはいかんから、こちらもしばらくは増員して護衛にあたる。そちらも、できるだけ協力するように」

「分かってますって。どうやら久々に、ボスに全力を出してもらうことになりそうですな」

　表だって動けない連中が結託し、馬鹿の掃除の段取りを始める。

　情報屋や陰の護衛が神獣とはどういう生き物なのかを知るのは、もう少し先の話である。




　　　　☆




「……ものの見事に、釣り上げられてんなあ……」

「あたし達がこそこそついてくる理由、あったのかしら……？」

　ひよひよが孵化してから一週間後。

　元気よく採取に出かけたファム達を隠れて見守っていた達也と真琴が、敵対勢力のあまりの頭の悪さに呆れかえっていた。複数の筋から警告され、念のために彼らと連携をとって陰からの護衛に回ったのだが、正直そこまでする必要はなさそうである。

　そもそも素人しろうとに発見されて、逆に尾行されていることに気がついていない時点で終わっている。

　これが役割分担がシーフ系の澪や、無駄に探知能力と隠密能力が高い宏相手であれば、気がつかないのは仕方がないが、尾行に役に立つスキルなどほとんど身につけていない達也と真琴に気がつかないとか、何かを企たくらむ前から失敗が確定しているとしか言いようがない。

「俺達だけじゃなく、警告のためにわざと気配駄々漏れで追跡してる連中にも気がついてないんだから、本気でいろいろ終わってるよなあ」

「まあ、だから逆に安心してられる面はあるんだけどさ」

　ひそひそと話をしながら、フリーパスで東門を出ていく達也と真琴。ウルスの門で彼らを止める門番はいない。基本、街の中に引きこもり気味の学生組はもちろんのこと、比較的よく出入りする達也と真琴もまったく自覚していないが、ウルスの治安関係や国家関係の人間には彼らの顔は知れ渡っているのだ。

「しかし、ファムやライムに手を出して、どうするつもりなのかねえ？」

「見せしめとかなんじゃない？　それか、人質にして無理やり言うことを聞かせるか」

「そりゃまた、頭悪い話だよな……」

　馬鹿が考えそうなことをあれこれ挙げる真琴。

　その内容に本気で頭を抱えたくなる達也。

　そこらへんの対策をまったくせずに子供を門の外に出すほど、アズマ工房は能天気ではない。モンスターや盗賊に対する対策をちゃんと実行しておけば、そのあたりの行動に対しても自然と対策が成立するのだ。

　工房職員が外に採取に行く時は、防具としてスパイダーシルク製の服を着ていく。

　これは、一般的な冒険者が使うエンチャントもかかっていない普通の片手剣ぐらいなら、着用者に一切ダメージを通さずはじくだけの防御性能を誇る。これを身につけている時点で、大半の冒険者はファムやライムですら害することはできなくなる。

　しかも、その上に安物とはいえ革製のガチガチにエンチャントをかけたジャケットを羽織っているのだ。見せしめに何かすることなど、まず不可能である。

　仮に人質にできたとしても、職員達は魔道具作りの練習で防犯ブザーと狼煙のろしのような機能を兼ね備えたものを持たされている。さらわれた時点でそいつを起動すれば、どこに隔離されているかがすぐに分かる。救援信号が出た時点で宏達がいれば宏達が、いてもいなくても国の特殊部隊と冒険者協会が動くため、人質にした時点で終わりである。

　まあ、それ以前の問題として、常日頃の生産訓練や採取作業に加え毎日比較的レベルの高いモンスター食材を食べている工房職員達は、並の冒険者より身体能力が高くて戦闘能力もあるので、捕まえるのも殺すのも下手なモンスターを相手にするより難しいのだが。

「とりあえず、決定的瞬間ってやつを目撃するまで、大人しく隠れてようかね」

「そうね。あの様子じゃ、あたし達の出番もなさそうだしね」

　ファムとライムを尾行している連中の身のこなしから、そう結論付けて気楽にあとをつける達也と真琴。いくら頭が悪い連中でも、さすがに門が見えている間は手を出すつもりはないらしく、大人しくこそこそ子供達を追いかけている。

　そろそろ東門が視界から消え、グループごとに採取活動に入ろうかという頃合いに、とうとう我慢しきれなくなった愚か者が行動を開始。

「きゅっ？」

　物陰から飛びかかろうとした愚か者がひよひよに発見されるが、だからどうしたと言わんばかりに拉致を強行しようとする。

　この時点ですでに間抜けなのに、捕まえようとしたライムがしげみをかき分けるためにしゃがみこんだため、勢いよくとび出した体が空振りし、顔面からしげみに突っ込んでいった挙句に巻き込まれそうになったひよひよに踏み台にされたのだ。

　結果、全身でしげみの中に突撃した愚か者は、ひよひよに踏まれた瞬間に白い炎で燃え上がる羽目になった。

「きゅっ!?」

「わっ、燃えてる!?」

　踏まれた愚か者以外、何一つ燃やさない炎。その炎の存在に、原因となったはずのひよひよが驚いて、そのつぶらな瞳をさらに丸くしている。

「ひよひよ、なにかした？」

「きゅっ、きゅっ！」

「えっ？　突っ込んできたのをよけそこなってふんだだけ、って？」

「きゅっ！」

　なぜか言葉が通じるライムに対し、ひよひよが必死に今起こったことを説明する。状況から察するに間違いなくひよひよが原因なのだが、当事者にも心当たりがないようだ。

「どうしよっか？」

「きゅっ」

「そうだね。みなかったことにして、材料あつめがんばろう」

「きゅっ！」

　突然飛びかかろうとするような変態に、深く関わりたくはないらしく、見なかったことにして採取作業を続けるライムとひよひよ。隣でまだ燃えたままの愚か者を、きっちり完全無視する。このあたりの妙な図太さは、やはりアズマ工房で鍛えられた成果なのだろう。

「あっ、レッチェ発見」

「きゅっ」

　平常運転に戻ったライムが、七級から六級にかけての各種アイテムに使える特殊素材をせっせと採取する。その間に、ようやく素に戻った他の愚か者達がライムやひよひよに手を出そうとするも、全員ひよひよに触れた瞬間に炎上して気絶する。

「今日もたいりょう」

「今日は、違う意味でも大猟っぽいんだけど？」

「あ、おねーちゃん」

「こんなに変質者が多いんじゃ、殿下とかエル様にお願いして取り締まり強化してもらわないと駄目かも？」

　いつものように十日分はあろうかという素材調達を済ませたライムに、いろんな意味で呆れたような口調で声をかけるファム。

　最初に燃やされた変質者は、やけど一つないのにきっちりと髪の毛がアフロヘアになっている。

「で、さ。こいつらどうすんの？」

「みなかったことにする！」

「了解。アタシも何も見てない」

　変質者に関するライムの一貫した対応に納得し、自身もそれにならうことにするファム。見なかったことにする以上、完全放置だ。

「チビ達も、実に図太く育ってるようだなあ……」
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「まあ、頼もしくていいんじゃない？」

　見なかったことにして放置された馬鹿者を回収しつつ、良いとも悪いとも言い難い成長を見せているファムとライムについて語り合う達也と真琴。

「なんにしても、ルーフェウスの大図書館で調べるべきことが、また一つ増えたな」

「今回は、あんまり寄り道とかする余裕はないかもね」

　こうして、後にアズマ工房のマークにも使われることになる種族名不明の神獣・ひよひよの、工房の一員としての初めての仕事が終了するのだった。








フォーレ編　後日談その三






「せや、採取行こか」

　工場建設のための資材手配が終わったある日、唐突に宏ひろしがそんなことを言い出した。

「なんか、京都に行くようなノリで言い出したけど、採取に行くってどこに？」

　朝食の片付けを終えた春はる菜なが、いきなりの宏の宣言に首をかしげながら確認を取る。

「そらもう、フォーレの山奥に決まってるやん」

「いやいや。決まってるやんって、何の前触れもなくその土地が出てくる理由が分からないよ」

　あまり説明をする気がなさそうな宏の言葉に、ついつい全力で突っ込む春菜。

　確かにフォーレではいろいろあって、山岳地帯には結局入らなかったが、それが今ここで唐突に、その地域に採取に行くと宣言する理由とはならない。

「そんなもん、いろいろ作るための材料集めに行かなあかんから、以外の理由が必要ある？」

「まあ、そうなんだけど、なんでいきなりそんな話に？」

　採取に出かけるなど、いつものことだ。なのに、わざわざ唐突に京都に行くノリで宣言する理由が分からない。

「そろそろテレスらにも、ちょっと難しい素材の収集を教えとったほうがええか、思うてな」

「それだけ？」

「せやで」

「本当に？」

　妙に疑り深い春菜に、思わず苦笑が漏れる。宏的には、本当に単に唐突に思い立っただけで、特に何か企たくらんでいるわけではないのだが、このあたり、今までの実績が実によく出ている。

「それで、いろいろ作るって、何作るの？」

「まずは、即死回避の使い捨てアイテムやな。これが二つほどパターンあるから、両方作っとけば二回即死潰つぶせるし」

「二回って、たくさん作って持っておいて、効果が出たら使い直すとかは駄目なの？」

「どっちも再使用に制限がかかっとるからな。それに、片っぽはダメージを肩代わりするシステムやから、複数同時に準備とかやると、同時に壊れおんねん」

「なるほど。思いどおりにいかないあたり、世の中上う手まくできてるよね」

　宏の説明に納得する春菜。ポーション中毒をはじめとして、この世界では便利なものには大体何らかの制限がある。今回のものは死亡を防ぐだけあって、特に制限がきついようだ。

「再使用制限って、どれぐらい？」

「肩代わりのほうは別のペナルティもあるから二十四時間、単に死亡を防ぐほうは四十八時間やな」

「悩ましいところだね」

「まあ、普通に考えてそんなもんやろう」

　予想どおり、それなりに厳しい再使用制限に『むう』という感じの顔をする春菜。

　宏からすると、即死防止などホイホイ機能するようではいろんな意味で困るのだから、これぐらいの制限はむしろ軽いと思うのだが。

「とりあえずそれはいいとして、他には何を作るの？」

「エルとアルチェムの武器や。エルのは前の懐剣をバージョンアップした感じでええとして、アルチェムはやっぱ弓やろうなあ」

「弓だけ強くしても、矢が普通だとあまり意味がない気がするんだけど」

「そこは考えとるから、安心し」

　春菜の指摘に対し問題ないことを告げる宏。澪みおの使っている矢も普通の矢なのだから、当然いろいろ工夫はする。

「まあ、そんなわけやから、弁当と道具用意してハイキングや」

「了解」

　宏の宣言に頷うなずき、おにぎりを主体とした行楽弁当の準備に入る春菜。ミートボールは必須だろうと考えて、ベヒモスとガルバレンジアとワイバーンのどれを使うかでちょっと悩む。その間にも無意識に卵焼きやエビフライなんかの調理を進めていくあたりは、屋台での経験が生きているようだ。

「伝言～、伝言～」

「Ｑ２～、Ｑ２～」

「エルちゃん無理～」

「あらら、残念」

　料理をしている最中に、オクトガルが飛んできてそんな連絡をする。どうやら宏が、達たつ也や所有のタコ壺つぼを経由してオクトガルネットワークでエアリスの予定を確認していたらしい。

「まあ、無理なものはしょうがないか」

　伝言を持ってきたオクトガルに卵焼きやミートボールをあげながら、割と残念そうに呟つぶやく春菜。なお、ミートボールは結局、ガルバレンジアを使ったようだ。最近ベヒモスが続いていたことと、ワイバーンは唐揚げに回すことにしたのが理由である。

「お弁当、できたよ」

「ほな、春菜さんが着替えたら、出発やな。ファムらも準備はできとるし。ひよひよはレラさんとオクトガルと一緒に留守番頼むわ」

「きゅっ！」

　宏に促され、エプロンを外しながら台所を出ていく春菜。

　出発できたのは、宏が採取に行こうと言いだしてから約一時間後であった。




　　　　☆




「親方、いろいろと気になるものがあるのですが……」

　出発から二時間後。中腹を越え、もうそろそろ予定している採取場所につきそうだという頃合いに、ノーラが周囲を見渡して眉をひそめながら宏に確認を取る。

「そらまあ、このへんは素材の宝庫やからな。ノーラは何が気になっとん？」

「たとえばあの木、葉っぱから皮から花や実まで、全部何かに使えそうな気がするのです」

「正解やな。あれはオルドットっちゅうてな。六級前後の各種ポーションの素材に使えんねん。ただ、使えるように葉っぱとか取るんがちょっと厄介やから、素人しろうとが手ぇ出しても無駄やねんけど」

「……なんとなく、分かるのです……」

　宏の解説を聞き、真剣な顔で頷くノーラ。テレスやファムも同様である。

　ノーラ達三人とも、匂においや魔力などからオルドットが薬の材料として非常に優れていることは分かるが、今の自分達ではちゃんと素材として使えるように回収できる確率が三割を切っているのも、なんとなく分かってしまうのだ。

「他にもいろいろあるんやけど、目的地についてから説明するわ」

「はいなのです」

　宏に言われて、大人しく引き下がるノーラ。歩きながら説明を聞いてメモをとるのは、重要な内容を取りこぼす危険が大きい。こういう講義は、落ち着いて腰を据えて聞きたい。

「親方～、親方～」

「なんやのん？」

「あれ、たべられる？」

　ジャケットの裾を引っ張って質問してくるライムに答えるため、彼女が指さしている方向に視線を向ける宏。そこには、

「オーヴィルとか、また珍しいもんが生なっとんなあ」

　フォーレの初夏の果物が熟していた。大木まで育たないと実をつけないため、野生のものはやや珍しい。

「たべられるの？」

「ちゃんと食えんで。取るか？」

「うん！」

　ライムのリクエストに応じ、オーヴィルの実をもぎに行こうとする宏。それを、再びジャケットの裾を引っ張って阻止するライム。

「何や？」

「ライムがとりたい！　だめ？」

「さよか。肩車しよか？」

「うん！」

　再び炸さく裂れつしたライムのわがままに小さく微笑ほほえんで頷くと、その幼い体を軽々と抱えあげて肩車する宏。普段持ち歩いている装備の重量を考えれば、ライムの体重なんてあってないようなものだ。

「……」

　そんな宏とライムの様子をじっと見つめるファム。どことなく複雑そうだ。

「ファムちゃん、どうしたの？」

「何でもない」

　それに気がついて声をかける春菜に、誤魔化すように首を横に振るファム。

　一連の流れで、なんとなくファムの気持ちを察してしまう春菜。

「ファムちゃんも、あれぐらいのわがままは言ってもいいと思うんだけど……」

「親方、アタシも一応女にカウントしてるから……」

「ん～……」

　ファムの言葉に、少し考え込む春菜。

　確かに、宏はファムを女性にカウントしている。性的な関心を持っているとかそういう意味ではなく、いわゆる警戒するべき対象としてだ。このあたりの分類は、宏の生存本能が勝手に行うもので、本人にもどうにもならない。

　ファム達工房職員は、宏が過去にどんな目にあってきたかは知らない。だが、知らないなりにかなりひどい目にあってきたらしいことは察しており、春菜を見習ってできるだけ宏に負担をかけないように注意深く立ち回っている。

　現在、その唯一の例外がライムであり、なんだかんだ言って宏はライムのわがままを結構聞き入れる。無論、駄目なことは駄目だと叱しかることは忘れないが。

　問題なのは、ファムとライムではたった二つしか年齢が離れていないことだ。ファムだって、九月の誕生日が来てようやく八歳。いくらしっかりしているといっても、まだまだ大人に甘えたい年頃なのである。

「親方は命の恩人だから、アタシがわがまま言って負担かけるの、嫌なんだ」

　出会いこそあれだったが、ファムも宏に懐いていないわけではない。春菜や澪のように恋愛感情を持ってはいないが、よき父としてよき兄として、そして尊敬できる先達として、さらに命の恩人として心の底から慕っている。

　だからこそ、時折ものすごく甘えたくなるのをぐっと堪こらえ、もの分かりのいい姉として振る舞っているのだ。

「ファムも、もうちょっと甘えてわがまま言ってもいいと思うんだけど……」

「アタシはお姉ちゃんだから、そういうのはライムに譲るよ」

「ファム、子供がやせ我慢するものではないのです」

　強がりを言ってわがままを封印しようとするファムを、テレスとノーラが窘たしなめる。家庭環境からいってどうしてもある程度の自立心が必要ではあるが、ここまで我慢が必要なものでもない。

「ねえ、テレス、ノーラ。ちょっと聞いていい？」

　そのやり取りを見ていた真ま琴ことが、ふと気になって声をかける。ファムの態度とテレスやノーラの表情に、ちょっとまずいものを感じたのだ。

「なんですか、真琴さん？」

「ノーラ達に分かることなのですか？」

「あたし達はあんまり工房にいないから分かんないんだけど、最近のファムって、レラさんにちゃんと甘えてる？」

　振り向いた二人に、ファムに聞こえないように小声で質問をする真琴。

　真琴の質問に沈黙を返す二人。

　それで、大体のことを察する真琴。

「達也、いける？」

「おう」

　こっそり忍び寄ってきたラケーテンエイプをオキサイドサークルで仕留めていた達也が、真琴の言葉に頷く。直接会話に参加していなかったが、会話自体はなんとなく聞こえていたのだ。

　ここまでの流れを聞いていて、テレスとノーラが返事をしなかった意味を理解しない人間はここにはいない。

「春菜、真琴、手伝え」

「了解」

「分かってるわよ」

　やることは決まったものの、意地っ張りなファムがそう簡単に乗ってくれるわけがない。故に、達也は春菜と真琴に手助けを頼んだのだ。

「澪」

「ん、ばらしておく」

　かといって、仕留めたラケーテンエイプを放置するのもあれなので、そっちは澪に振っておく。

　いろんな意味でファム達の訓練に手頃な素材だと出発前に聞いているので、後々のためにも血の一滴たりとも無駄にする気はない。それにこいつの体内にある榴りゅう弾だん袋は数々のネタアイテムの材料に使える美お味いしい素材なので、ゲーム時代にいろんな意味でお世話になった達也としても、絶対に確保しておきたい。

「というわけで、確保」

「うわっ!?」

　オーヴィルを収穫中のライムに意識が向いていたファムを、真琴があっさり捕まえる。

　真琴が首尾よくファムを捕まえたのを見て、春菜が持ち上げるのに協力する。女性であることと華きゃ奢しゃな見た目に誤魔化されがちだが、二人とも宏のヘビーモールを普通に振り回せる程度には筋力がある。ファム一人ぐらい、余裕でかつぎあげることができるのだ。

「な、何!?」

「宏君は無理でも、達也さんなら問題ないってことで」

「大人しく、達也に肩車されてなさい」

「はあ!?」

　春菜と真琴の言葉に、一瞬抵抗を忘れるファム。

　その隙すきを見逃さず、しゃがみ込んでいた達也の肩に速やかにファムをセットする春菜と真琴。

「よっと」

「た、タツヤさん!?」

「俺でもお前さんを肩車するぐらいは問題ないんだから、子供が遠慮なんざするもんじゃないぞ」

　そんなことを言いながら、危なげない足取りでオーヴィルの収穫に混ざりに行く達也。

「おねーちゃん、高～い」

「まあ、ファムはライムより年上やし、僕より兄貴の方が大分背ぇ高いからなあ」

　同年代の中では背が低いほうのファムだが、二歳も年上だけあってライムよりは体が大きい。宏より十センチ近く背が高い達也との組み合わせだと、頭の高さがかなり上に来るのは当然である。

「ほな、じゃんじゃん取ってまおうか」

　宏に促されて、よく熟した実を選んで人数分収穫するファムとライム。鼻を近づけると甘い匂いがするのが美味しそうだ。大きさは大人の握りこぶしよりは大きく、ライムの顔よりは小さい程度。

　実の特徴自体は瓜うりに分類できるため、きっと植物学上は野菜になるであろうそれをせっせと収穫し、手の届く範囲のものがなくなったところで実に満足そうな顔で肩車から下りるファムとライム。

「満足したのですか？」

「うん」

「なら、よかったのです」

　満面の笑みで答えたファムに、これまた満面の笑みを向けるノーラ。

「ボク達よりずっと年上のテレスはともかく、ノーラは羨うらやましいとか、ない？」

「巣立つまでにたっぷり甘えているのです。もう親が恋しい歳ではないのです」

　澪の問いかけに、すました顔でノーラが答える。

　実際、モーラ族は十二歳で巣立ちを迎えるが、それまでに徹底的に愛を注ぎながら巣立ちの準備を整えさせるのが普通だ。なので、巣立ったあとしばらくはともかく、ノーラほどの年齢になると親が恋しくなることはない。

　無論、何かのきっかけで親と顔を合わせた時は、素直にお互いに愛を注ぎ合う。

「それにしても、親方やタツヤさんに父親の代わりをさせるのって、ちょっと気の毒なような気がしますね」

「どちらも、あんな大きな子供がいるような歳には見えないのです」

「タツヤさんはまだしも、親方は実年齢的にも普通あんな大きな子供はいないし」

　まるで親子のように見えるライムと男性陣の姿に、男っ気がなさすぎるアズマ工房の現状をなんとなく嘆きたくなるテレスとノーラ。職場恋愛までは望まないものの、もう少しいろんな意味で潤いがほしい。

「そういえば、春菜」

「何？」

「宏達を見て、横に並んだら母親に見えるかな、とか考えてたりしない？」

「……ん～、子供自体はいずれ欲しいけど、今はまだそこまでは考えてないかな？」

　最近の様子を知っている真琴がからかうつもりで発した問いかけに、割と真面目な回答が返ってくる。どうやら春菜は、結構真剣にそのあたりのことを考えているようだ。

「母親ってそういうものじゃないのはなんとなく分かってるんだけど、今の私じゃ子育てするにはいろいろ足りない感じだから、やっぱりそういうのはちゃんと大人になってからかな、って」

「春はる姉ねえで足りないんだったら、ボク達は問題外……」

　春菜にさっくりハードルを上げられ、思わずうなだれる他の子作り可能な女性陣。

　その様子を、ちょっと不思議そうに見ているファム。かなり大人びている彼女だが、そういう部分はやはり子供のようだ。

「まあ、そういう話は置いておくとして、そろそろ目的地みたい」

　春菜の指摘に前を見ると、いつの間にか開けた場所が見えていた。

「ちょうど昼時やし、食うてから採取やな」

「こんな場所で食事だなんて、本当にピクニックだよね」

　山の中腹にある草原に、苦笑がちに春菜が言う。敷物を敷いて弁当を広げるなど、本当にピクニック以外の何物でもない。

「まあ、弁当食うてからが本番やし、ここまではピクニックでええやん」

　宏の言葉に楽しければいいかで済ませることにした春菜が、てきぱきと弁当を広げていく。

「こらまた、見事な行楽弁当だな」

　俵形のおにぎりに彩りよく配置されたおかずの数々。それを見た達也が感嘆の声を上げる。澪などは、先ほどから弁当の中身に釘くぎ付けだ。オクトガル達は弁当作りの時につまみ食いしているので、この場には出てきていない。

「定番メニューを詰め込んでみました」

　達也の声に、微妙にドヤ顔で春菜が説明する。

　中身はワイバーンの唐揚げ、ガルバレンジアのミートボール、コマオウエビのエビフライ、卵焼きにパイルポテトのポテトサラダなど、食材を気にしなければ本当に定番のメニューばかりである。

「さて、がっつり食ってがっつり採取すんで」

「あたし達はどうしてればいい？」

「適当にモンスターでもしばいといて。このへんのモンスター素材にも、ちょこちょこ欲しいやつあるんよ」

「分かったわ」

「ほな、方針も決まったし、食べようや」

　宏の一声に、いただきますが唱和される。

　このあと、皆で山盛りの素材をかき集めてホクホク顔でスティレンに帰還し、ついでにクレストケイブに移動してカカシに職員達を紹介、精錬と鍛か冶じの基本を軽く伝授する。

　材料も集まり職員達の新たな技能教育の道筋もつけ、ローレン行きの前準備がまた一つ進むのであった。




　　　　☆




　翌日。

「さて、材料揃そろったし、いろいろ作んで～」

　朝食とファム達への講義を終え、春菜と澪を呼んだ宏がそう宣言する。

　ファム達は昨日回収してきた素材を前に、必死になっている頃合いだろう。

「師匠、何からいくの？」

「まずは、『スケープドール』からやな」

　ピクニック会場で回収してきた大量のススキのような植物を並べながら、澪の問いかけにそうきっぱり言い切る宏。聞き覚えのないアイテム名に、首をかしげる春菜。

「身代わり人形スケープドール？」

「せや。その名のとおり、ダメージを肩代わりしてくれる人形やな。品質によって、どんぐらい肩代わりしてくれるかは変わるんやけど」

「具体的には？」

「ゲーム的な説明するんやったら、品質によって合計で最大ＨＰの50％～１５０％までのダメージを肩代わりしてくれんねん。状態異常としての即死攻撃とかは残り量に関係なく一回防いで終わりで、肩代わりできる残りＨＰを超える攻撃食らったら、超えた分は使用者に入る。人形壊した上で即死するようなダメージ食らった場合は、人形が壊れたあと使用者が残りＨＰが１で生き残る、っちゅう感じや」

「要するに、一回だけ死亡を防ぐ機能が付いた外付けのＨＰ、だってことでいいんだよね？」

「そんなとこやな。まあ、副作用っちゅうか欠陥もあるけど」

　欠陥と聞いて、微妙に不安になる春菜。まったく問題のない完璧なアイテムを用意しろ、とは言わないが、欠陥なんてものはないに越したことはない。

「何かちょっと不安なんだけど、欠陥って？」

「人形が受けたダメージが、使用者の方にきおんねん。まあ、人形がどんだけダメージ食らっても、使用者はＨＰ１で生き残るんやけどな」

「うわあ……」

　まるで呪いの人形のような欠陥に、思わず小さく呻うめく春菜。はっきり言って、あまり許容したくない欠陥だ。

「他にも、最初から受けとったダメージには効果ないとか、老衰で死ぬんは防げんとか、人形が肩代わりしたダメージを回復する手段がないとか、いろいろ細かい問題点はあるんやけど、いっちゃんおっきい欠陥はそれやな」

「それ、本当に大丈夫なの？」

「結局は、人形の保管方法やからな。倉庫に突っ込んどけばまあ、大丈夫やで」

　宏の言葉にも、いまいち安心しきれない春菜。その様子を見た澪が、横から口を挟む。

「春姉、壊されても即死はしないんだから割り切ろう」

「割り切りづらいなあ……」

　澪の意見にも、悩ましそうな表情が変わらない春菜。メリットとデメリットを比較すると、間違いなくメリットの方が上回るアイテムだが、デメリットも状況によっては命にかかわるのが怖い。

「で、こいつは壊れてから二十四時間経たんと、新しいやつの効果が出えへん。同時に複数使つこうとっても、ダメージ受けたら同時に同じだけ壊れていきおるしな」

「同時に使えるの？」

「使うだけやったらな。ただ、今言うたように、一緒に使うとる人形は、受けたダメージを同時に肩代わりしおるから、壊れる時は同時に壊れて無意味やけど。で、壊れたあと二十四時間は、人形の使用手順を踏んどっても肩代わりはしてくれへん。まあ、待機時間が過ぎた時点で、肩代わりを始めるんやけど」

「なるほどね」

　複数同時に使えるという点にちょっと思いつくことがあるが、春菜が思いつくようなことは、多分宏もしくはその関係者が最初から実験しているだろう。

「で、もう一つ作る予定なんが、『生存確保の札』っちゅうやつや。こいつはダメージカットとかの機能がない代わりに、ありとあらゆる死亡を一回だけ完璧にチャラにすんねん」

「そっちが、再使用に四十八時間かかるの？」

「せやねん。まあ、こいつは身につけとくだけで効果あるから、特に使う必要とかはあらへんけど」

「スケープドールとの優先順位は？」

「ダメージ受けての死亡はスケープドール優先、状態異常とかでの即死は生存確保の札が優先や」

　どうやら、有利になる順番で死亡を防いでくれるらしい。

「一応確認しておきたいんだけど、それって『フェアクロ』でのことなんだよね？　この世界ではどうなの？」

「少なくとも、優先順位以外はさっき説明したとおりや。もしかしたら品質とかで再使用時間なんかが変わってくるかもしれんけど、基本的なところは変わらん。優先順位は、完成品鑑定してみんとちょっと断言できん」

　春菜の確認に、宏がそう断言する。

　ゲーム内で作ったことがあるものに関しては、この世界で作ったことがなくても基本仕様はほぼ正確に分かり、実際に作ってみて理解したとおりの仕様になっていなかったことは一度もない。

　三級以上のポーションのように、ゲームの時になかった機能が追加されていて、それについて分かっていなかったケースもないではないが、今回に関しては〝即死を防ぐ〟、〝ダメージを肩代わりする〟という機能さえ発揮してくれれば問題はないのだ。

「で、春菜さん呼んだんはな、スケープドールは、錬金術の初級が終わりかけ、ぐらいからチャレンジはできんねんな。せやから、練習も兼ねて、思うたんよ」

「メイキングマスタリーはいいの？」

「ほんまやったらそっち優先にしたいんやけど、手頃な船作る用事がないねん。純粋に練習のために作ってもええんやけど、とりあえずこっち優先でも大差ないか、思うてな」

　割と適当なことを言い出す宏に、どこから突っ込むべきか悩んですぐに諦あきらめる春菜。恐らく、宏にとってはメイキングマスタリーの有無など誤差の範囲なのだろう。

「で、澪の方には生存確保の札を教えるから、せっせと作ったって。そいつは品質の影響、特にあらへんし」

「了解」

　宏の指示に、一つ頷く澪。そのまま、三人でものづくりの作業が始まる。

「師匠、紙すきの段階で組み込む術式はこれでいい？」

「それで問題あらへんで」

「宏君、藁わらの長さはこんなもの？」

「そうそう。それを人形型にして、術式を込めながらこっちの生地に漬け込むねん」

　エンチャントで術を込めながら紙をすく澪と、できるだけ無駄が出ないようにススキの長さを切り揃えていく春菜。そんな二人に指導をしながら、見本を見せるように手際よく双方のアイテムを作っていく宏。

　もっとも、宏の作業を見ても、作業手順が理解できるだけで何の参考にもならないのだが。

「……ねえ、宏君、澪ちゃん……」

「何や？」

「春姉、どうしたの？」

「この作業って、傍はたから見るとものすごく怪しいよね……」

　藁人形を作りながらぽつりとつぶやいた春菜に、確かに怪しいと内心で同意する宏と澪。

　作っているのが藁人形と謎の御札とか、呪いの儀式の準備以外の何物でもない。これで白装束を着て頭に鉢巻きでろうそくを固定し、藁人形に御札と憎いあいつの顔写真を貼って、夜中に人形に五寸釘を打ち込めば見事な丑うしの刻参りの成立である。

「まあ、錬金術ってのは、傍から見たら怪しいもんや」

「まあ、そうなんだけど……」

　この怪しさは、そんな生ぬるいものではない。正直、人に見られたら普通に通報されそうだ。別に犯罪行為ではないので逮捕まではされないだろうが。

「それにしても、藁人形見てて思ったんだけど」

　とりあえず、気を取り直して人形作りに精を出しながら、藁人形から連想した光景について、ちょっとした疑問を口にする春菜。

「丑の刻参りの格好って、頭に鉢巻きでろうそく固定してるよね？」

「しとるなあ」

「あんな風にろうそくなんかつけたら、ろうが垂れて頭がひどいことにならないのかな？」

　春菜の指摘に、思わず黙り込む宏と澪。言われるまで気がつかなかったが、考えてみれば頭に火のついたろうそくなんて固定すれば、いろんな意味でただでは済まない。

　釘を打つ時だけ頭のろうそくに火をつけて、ろうが垂れないように頭を動かさずに打てばいい、なんて意見もあるだろうが、大抵の動作は普通、頭を動かさずにするのは難しい、というより素人には不可能だ。それに、釘を打つ衝撃でろうが垂れないとも思えない。

　実際のところ、正確な丑の刻参りに関しては、一応燭しょく台だいのようなものにろうそくを刺した状態で頭に固定しているのでそんな間抜けな大惨事にはならないのだが、テレビなどでネタにされる時は頭に直接固定しているものがほとんどなので、宏達がそういう勘違いをしても仕方がないだろう。

「なんぞ、想像するとあれ、非常に難易度高いやんなあ」

「最初にあんな格好で呪いかけるとか言い出したの、誰だろう？」

　いろいろ考えた末、宏と澪がそんな感想を漏らす。この分だと他にも、ネタになっているあれこれにはいろいろと実現不可能な種類の問題がありそうだ。

「……とりあえず、あんまり深く突っ込まんほうがよさそうや」

「……師匠に賛成。あまりつつくと、また余計なことに気がつきそう」

「……そうだね。何かごめん」

　いろいろとアレなことに気がつきかけ、この話題を深く掘り下げるのは危険だと判断する宏。同じく余計な疑問を思いついてしまった澪が宏に賛同し、春菜もこの会話の流れを作ったことを謝罪することで話を終わらせようとする。

　正直なところ澪は、ＳでＭな人達が使っている赤い低温ろうそくが髪についた時、どうやって処理してるんだろう、などという斜め上のことを頭に思い浮かべていた。が、達也や真琴相手ならともかく、宏と春菜を前にその手の猥わい談だんはしたくないと考え、話を変えたのだ。

　特に春菜相手だと、いくら自分が汚れの自覚があるとはいえ、その落差にひどくダメージを受けそうな予感がするのである。

「で、術式はこうだっけ？」

「そうそう。そのままその生地に突っ込めば下ごしらえはＯＫや」

　話を戻すついでに作業を再度確認する春菜。作業内容や術式は全て完璧に覚えてはいるが、最初の説明を聞いた際に勘違いしているとも限らない。それに、自分の技量を超える作業だから、ちゃんと理解できていない可能性も否定できない。

　そのあたりを考えて、春菜はいちいち宏に確認を取っているのである。

「えっと、こうやって、こう、っと」

　もう一度確認してから藁人形を生地に突っ込むと、魔力に反応して生地が変化を起こし……

「わっ!?」

　ぼふんという音を立てて消し炭になる。

「失敗しちゃったか～……」

「まあ、元々技量が足りてへん作業やから、失敗もあるわな」

「何がまずかったと思う？」

「魔力の通し方が、ちょっとムラになっとったわ。ここらへんは人のん見たからっちゅうてすぐできる種類のもんでもないし、やって慣れるしかあらへんからなあ」

「練習あるのみ、かあ……」

　春菜の失敗を解説しながら、消し炭を回収する宏。これはこれで使い道があるのだ。

「あっ……」

「澪も失敗か？」

「師匠、ごめん。かなりやらかしたと思う……」

　澪の声に素敵な感じに暴走している魔力を振り返ってみると、ひどくいびつな魔法陣が宙に浮かんでるのが目に入る。

「あ～、こらなんか妙なもんが出てくるな」

「えっと、大丈夫なの、それ？」

「まあ、武器ぐらいは用意しといたほうがええやろう」

「それ、かなり厄介な状況だと思うんだけど……」

　かなり大おお事ごとだというのに、妙に平常運転の宏。不安になり、控えめに突っ込みを入れる春菜。

　結果を言うならば、

「そおい！」

　魔法陣から出てきた巨大なハエは、宏のポールアックスが見事に一刀両断し、一瞬で片が付いたのだが。

「で、何やらかしたんよ？」

「春姉が失敗したのとちょうど同じタイミングで、すいてる最中の紙にハエが飛び込んだ」

「で、そいつと春菜さんの失敗作の魔力と紙に込められた術式が変に反応した、っちゅうところか」

「うん。正直、制御できなかった」

「まあ、しゃあないわな。大事に至ったわけでなし、美味しい素材も追加されたんやし、ランクの高い錬金術系はどうしてもこういう事故がつきもんやしな」

　結局特に問題がなかったこともあり、あっさり話を終わらせる宏。

　その後は午前中のうちに、作る予定だったアイテム類を十分な数作り上げる宏達であった。




　　　　☆




　昼食を終え、残るはエアリスとアルチェムの装備となったところで、レイオットが訪ねてくる。

「エアリスとアルチェムの装備を作ると聞いたのだが、もう完成したのか？」

「いんや、これから作る予定や」

「そうか。だったら悪いが、一緒にレイニーの装備品も作ってやってくれないか？」

　レイニーの名前を聞き、意外そうな顔をする宏。自分達にとってはそれなりに情が移っている相手だが、さすがに王太子が自ら装備を注文して渡すほど重要な立場にいるとは思っていなかったのだ。

「エルザ神殿の調査で、やつの装備が大方使い物にならなくなったことは知っていると思う」

「まあ、助け求められたしな。せやけど、こう言うたらあれやけど諜ちょう報ほう員って基本的には捨て駒みたいなもんって話に聞くし、特注の装備とかってありなんや、って思ってな。まあ、知り合いの生存率上がるからええんやけど」

「たかが手駒の一つ、というわけにもいかなくなったからな。どうやらダールの女王とフォーレの重じゅう鎮ちんのお気に入りになっているようで、迂う闊かつに切り捨てられん」

「さよか」

「それに、そこまで人脈を作り上げた部下を、そこらの下っ端と同じ扱いというのもな」

「ほうほう」

「正直な話、まさか手駒と思っていた者の武器をお前に頼むことになるとは、私自身思ってもみなかったことだがな」

　レイオットの言葉を聞き、なんとなく生温かい視線を向けてしまう宏。

　なんだかんだで、レイオットもあの色ボケ諜報員に情が移っているらしい。

「まあええけど、具体的にはどんなもんがええ？」

　過去に自分の命を狙った相手の装備品を作るとは因果なものだ、などとちらりと思いながら、具体的な装備の打ち合わせに移る宏。肝機能障害を治したりダイエットの手伝いをしたりといろいろ世話を焼いているので、今更なのは自覚しているが、それでも装備となるとちょっと意味合いが変わってくるのも確かだ。

「まずは防具だな。荒事に巻き込まれることも少なくないから、それなりにちゃんとしたものが欲しい。できれば、ある程度探知系を誤魔化せ、かつ印象に残りづらいものがいいな。武器は隠し持てるもの。基本は短剣だ。あと、可能であれば移動手段を頼みたい」

「移動手段？」

「ああ。お前達の先回りをさせる都合上、そろそろ普通の交通手段でどうにかするのは厳しくなってきた。だから、スピードがあって小回りが利くものがあるとありがたい」

「了解や。防具の方の素材はどないする？　それと、服も作るんやったら、ある程度服のデザインを自由に変えるようなんも作れんで」

　宏の提案を聞き、しばし考え込むレイオット。まずは候補となる素材を聞いてからの判断だと思い至り、素直にそこを聞くことにする。

「そうだな。素材としての選択肢は？」

「鎧よろいはソフトレザーアーマーがよさそうやから、ロックボア、ワイバーン、ガルバレンジア、ベヒモスあたりやな。服は普通の木綿と麻、スパイダーシルク、霊布が選択肢や。変わり種としてはマンイーターの繊維で作った麻もどきやけど、これはちょっと在庫持ってへんから、材料調達に時間かかるで」

「……服はスパイダーシルクとして、お前のお勧めの鎧素材はどれだ？」

「性能でいうんやったら、ベヒモスかガルバレンジアやな。ベヒモスはちょっと前にダンジョンで三体ほど仕留めてるから、在庫もぎょうさんあって使い放題や。ガルバレンジアもいまいち出番あらへんから、皮はほとんど丸々在庫残ってんねん」

「つまり、その二つは値段の差はない、ということか？」

「そうなるな。あと、武器はこっちで勝手にオリハルコンあたりで作っとくから。オリハルコンも在庫ぎょうさんあるし」

　出てきた素材に内心でめまいを覚えつつ、表面上は平静を装い一つ頷くレイオット。こいつらの非常識にいちいち驚いていては身がもたないし、知られざる大陸からの客人にこういう部分での常識を求めても無意味だ。

「分かった。値段の方はどうなる？」

「正直、装備品にちゃんとした値段つけたことあらへんからなあ。確か、冒険者協会で売っとった一番ええ武器が一万クローネやったから、大体その十倍ぐらいが妥当か？」

「……安すぎないか？」

「安いん？」

「今の技術レベルだとな、オリハルコン製のしかも特殊機能が付いた武器なぞ、その十倍でも買えんが？」

「……その値段やと、国家予算クラスやん……」

　引きつった顔で呻く宏に、レイオットは深々とため息をつく。

　もっとも、相場なんてものが存在するのはせいぜい魔鉄製品までなので、宏がオリハルコンやベヒモス革の装備の値段を理解していなくても無理はないのだが。

　とはいえ、部下一人に渡す装備品の値段としては高すぎるのも事実である。普通なら、余程功績がある人間に下賜する実用品で三万クローネ程度。一つ十万クローネなんてあり得ない値段だ。

　レイニーが仲よくなったフォーレの重鎮が、金に糸目はつけないからいい装備を、などと言いだしていなければ、最初から却下する値段なのは間違いない。さすがにレイオットは、そこまでレイニーに情が移っていない。

「まあ、金一杯貰もらってもしゃあないし知り合いが使うもんやから、一個二万クローネぐらいにしとくわ。移動手段の方は、ゴーレム馬車の半額ぐらいが妥当やな。せやから、防具と服と武器一本に移動用ゴーレムで、しめて十万クローネでええで」

「分かった。厚意に甘えよう。金は明日にでも用意する」

　提示した値段に頷き、工房を立ち去るレイオット。

　それを見送って、宏はあることを確認しに和室へ向かう。

「ちょっと優先順位変更になったんやけど、兄貴、真琴さん、バイクの免許とか持ってるか？」

　作業に入る前に、和室でくつろいでいた達也と真琴に声をかける宏。

　二人とも昨日暴れたので、今日はのんびりすることにしていたらしい。一人で部屋に引きこもっていても暇だからと、昼間っから軽い酒とちょっとしたつまみを嗜たしなみながら将棋を指していた。

「あたしは二輪の方は持ってないわね」

「一応大型免許を持ってるが、なんでだ？」

「レイニーに移動手段作ってくれって頼まれてな。折角やからバイク作ったるか、って思ってん」

「なるほど。で、テスト走行を俺にしろ、と」

「そういうことや」

　宏の言葉に納得する達也と真琴。諜報員とバイクの組み合わせは、ある意味でお約束である。

「でも、あんたのことだから、どうせ単なるバイクで終わらせるつもりはないんでしょ？」

「まあ、いろいろギミックは仕込むつもりやけどな。最低限、カプセル収納と使用者認証はつけとかんとあかんやろうし」

「確かにそれは必要だけど、あんたの場合それで済むとは思えないのが不安なのよねえ」

「まあ、今の時点ではせいぜい、ライダーむき出しやのに強化パーツつけたら宇宙とか水中とか平気で走れるようにするぐらいやろうけどな」

「あ～、ロボットが集合して強大な敵と戦う某シミュレーションゲームだと、確かにそういう理不尽は普通にあるわよねえ」

　宏にしては穏当な仕様に、微妙に呆あきれつつ頷く真琴。

　普通にメジャーなほうに分類されるゲームなので、宏が元ネタを知ってて再現しようとしたところでまったく不思議ではない。

「正直あたし、宏だったらパワードスーツかロボに変形するぐらいのギミックは仕込むと思ってたんだけど……」

「いやん、ばれた!?」

「……あんたにしては穏当だと思ったあたしが甘かったか」

　宏の自白に、ジト目を向けてしまう真琴。本当に、いろんな意味で甘かった。

「まあ、その辺の機能も合わせて兄貴にはチェックしてもらうから」

「そりゃかまわんが、さすがに水中とか宇宙とかは勘弁してくれよ」

「分かっとる。変形機能と空中走行だけテストしたらええやろう」

　達也に釘を刺され、若干穏便な要素だけに絞る宏。穏便な要素でそれなのが、かなり頭が痛い。

「ねえ、宏。今思ったんだけどさ」

「何や？」

「バイクが空飛べるんだったら、ワンボックスも飛べるようにできないの？」

「できんことはあらへんけど、うちらの飛行関係はちょっと別口で考えとってな。それに、飛行機能後付けしよう思うたら材料の準備が無茶苦茶手間やから、ローレン行くまではこのままでええかと思うんよ。別口の方も、この分やといずれ作る必要になるから、ワンボックス飛ばすんが無駄になるかもしれへんし」

「なるほどね」

　真琴の素朴な疑問に対する宏の答え。質問した真琴だけでなく達也もそれに納得する。魔導技術に地球の常識をあてはめても無意味ではあるが、普通に考えて個人用のバイクとワンボックスでは、飛ばすために必要なエネルギーや難易度も大違いだろう。

　他に飛行手段の予定があるなら、現状困っていない物をわざわざ改造する必要もない。

「で、バイクだったら練習しないと乗りこなせないと思うんだが、肝心のレイニーは今どこにいるんだ？」

「そういえば聞いてへんかったなあ。オクトガルに確認してもらうか」

　宏の言葉に頷き、部屋からタコ壺を取ってくる達也。見た目を気にしなければ、地味に凄すさまじく便利なアイテムである。

「ちょっと聞いてくる～」

　おつまみを貰って宏達から事情を聞き、さっくり確認に行くオクトガル。

　数秒後、

「レイニーちゃんはウルスで調整中～」

「スティレン危険～」

「リバース、リバース」

　オクトガルが口々に状況報告する。

　要は、スティレンに置いておくと宴会に巻き込まれてさばききれないため、ウルスに一時帰還して体調を整えつつ、緩んだ体を引き締め直しているらしい。大地の民の運動施設なども利用し、短期間でかなり体重を絞ることに成功したとのことである。

「なるほどなあ」

「レイニーちゃん、ダイエット～」

「成長期～」

「胸だけ戻らない～」

「そういう余計な情報はええから……」

　感心している宏に対して、余計な情報を追加して無駄にダメージを与えるオクトガル達。元々胸がサイズの割に目立つ体型だったのだが、それがさらに顕著になったようだ。

「まあ、とりあえずそれやったら、明日ぐらいまではまだおるやろうし、さっさ作ってまうわ。時間考えたら、エルとアルチェムの装備は後回しやな」

「だな。まあ、どうせ今日は俺の出番はないんだろう？」

「せやな。さすがに、テストは明日の朝からになるわ」

　そう言って作業場に移動する宏。そのまま春菜達に予定変更を告げ、必要な素材の精製に入る。

「師匠、どんなデザイン？」

「もしかして、原付？」

　興味津々の澪と春菜ににやりと笑って完成までの楽しみだと告げ、真っ先にフレームの部品を作り上げていく。そのまま、バイクに必要なパーツとは思えないものをどんどん作り上げていき、ついでにオリハルコン製の隠しギミックたっぷりの短剣を作り上げる。並行で、エアリス用の懐剣を荒加工だけ済ませておく。

「あとは組み立てやけど、春菜さんはそろそろ飯の準備に入ったほうがええんちゃう？」

「あっ、そうかも」

「別にひっついてへんでもバイクは逃げへんから、先そっちやってもうて」

「は～い」

　宏に窘められ、夕食の仕込みに行く春菜。なんとなく自分だけひっついて先に見るのもずるい気がして、春菜を手伝う澪。

　そんなこんなで一人作業を続けていた宏は、夕飯前にバイクを完成させる。

「宏君、ご飯できたよ」

「了解や。バイクもできたから、飯の前に軽くお披露目やな」

「あ、うん。皆を呼んでくるよ。ファムちゃん達はどうしようか？」

「あのへんに見せてもネタも構造も分からんやろうし、説明しても理解も再現もできへんやろうと思う」

「了解。じゃあ、達也さんと真琴さんと澪ちゃんだけ呼んでくるよ」

　宏に言われ、仲間を呼びに行く春菜。

　全員揃ったところでシートを取っ払ったバイクを見て、

「お～、格好いい!!」

　と春菜が歓声を上げる。が、他のメンバーの印象はというと……、

「師匠、もしかして『メガ領域二十三』？」

　という澪の一言が全てであった。

「人型に変形するっちゅうたらまずはそれやろう？」

「まあ、そうなんだけど、あたしや達也ですら名前とバイクの外見ぐらいしか知らないのに、あんたはどこでこういう情報を仕入れてきたのよ？」

「そらもう、某ロボットシミュレーションゲームやで」

　どうやら、昼間に話していたゲームを思いっきりネタにしてきたようだ。

　昨今は割と新しい作品をメインに据える傾向はあるが、それでも油断すると六十年代から八十年代の、それもテレビではなくＯＶＡだけで展開されていたようなマイナーな作品がしれっと参戦するため、宏のような未成年でも生まれる前のロボットアニメに造詣が深くなることが多々ある。

「とりあえず移動手段の方は完成や。飯食ったら服と革鎧作ってレイニーの装備は終わりやな」

「こんなもん、こっちの連中に乗りこなせるのかね？」

　達也の懸念に反し、翌日の昼に呼び出されたレイニーはあっという間に全ての機能を使いこなし、

「ハニーの愛を感じる……」

　などと愛車や自分の装備品をクンカクンカペロペロするシーンを目撃する羽目になる。

　スティレンでは非常に大人しかったために油断していた宏と達也は、そのシーンを見せつけられて余計な精神的ダメージを受ける羽目になるのであった。
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「よし、できた！」

　自室で宏ひろし特製のドリンク剤を片手に原稿に没頭していた真ま琴ことが、最後のページを仕上げて吠ほえる。

　同人誌制作セットをプレゼントされてからこっち、真琴は手すきの時間を見つけてはこつこつと原稿を描いていたのだ。

「あとは、これを印刷機にかけて製本して、みんなの反応を確かめないとね」

　全百二十ページほどの原稿を印刷機にかけ、期待と不安が入り混じった表情で印刷を開始する真琴。今回は達たつ也やの指摘を受けて描いた全年齢向けの健全な四コマ漫画ではあるが、漫画という新しい文化がこの世界で受け入れられるかどうかは、まったくの未知数。

　そういう意味では、真琴の責任は重大である。

「ネタの使用許可取るために見せたラフは評判よかったから、大丈夫だとは思うんだけど、今回のは基本内輪ネタなのがねえ……」

　製本が終わった四コマ漫画『アズマ工房奮闘記』をパラパラとチェックしながら、そんな内心を漏らす真琴。内容自体はここで暮らしていればいくらでも転がっている、いわゆる工房あるあるの類たぐいではあるが、逆に言えばアズマ工房の普段の生活を知らなければ分からない可能性が高いのだ。

　さらに言えば、つい最近加わったひよひよに関しては、原稿を書き始めた時には影も形もなかったために、今回の本にはまったく登場していない。

「どうせ読むのはこの工房に関わりがある人ばっかりだし、まったく通じないってことはないか」

　そんなことを言いながら、もう一冊並行で描いていた漫画も仕上げに入る。

「とりあえず、こっちも今日中に終わりそうね」

　なんだかんだいって大部分は仕上げが終わっている百四十四ページほどの原稿を見て、頭の中で予定を立てる真琴。

　結局真琴が立てた予定どおり、この日のうちに百四十四ページほどのラブコメ漫画『春はる菜なちゃん、頑張る』も、無事に印刷製本まで持ち込めるのであった。
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「あ、完成したんだ」

「昨日、ちょっと夜なべしてね。そろそろローレンに出発って話になってたし、今のうちに完成させて感想を聞きたかったのよね」

　翌日の朝食終了後。食後のお茶も終わり、やや落ち着いたところで真琴が見本誌を全員に配る。

　全員といっても、ファム達職員はすでに仕事を開始しており、この場にいるのは日本人メンバーだけである。

「そろそろ関係各位にも挨拶しなきゃだし、話のタネにそっち方面からも感想とか聞いといてくれるとありがたいわね」

「了解。ここにいるメンバーは基本、ラフの段階で見てるから、感想は今更って感じか？」

「そうね。ただ、ラフと完成稿では結構印象違うと思うから、聞けるなら聞いときたいわね」

「だったら、俺らは風呂のあとにでも、ってことで。すぐ読める四コマの方でも、さすがに百ページ超えてると結構時間かかるしな」

「了解」

　達也の言葉に頷うなずく真琴。さらっと読めるようでも、漫画というやつは案外時間泥棒だ。それに、中途半端に読んでしまうと、先が気になって作業が手につかなくなるという罠わなも存在する。

「ほな、今日は僕らは挨拶回りしつつちょっと読んでもらって反応確認、やな」

「そうだね」

「最終目標は、こっちでも独自の漫画家が誕生するぐらい定着させること、っちゅうところか？」

「さすがにそれは気が長すぎると思うよ？」

　今日の行動方針を決めつつ余計な目標を掲げる宏に、思わず苦笑しながら春菜が突っ込む。印刷技術の問題によりハードルが高いといえど、全体的に娯楽が少ないこの世界において、漫画という文化が定着するのはいいことだとは思う。

　だが、いくらなんでも今から普及活動をスタートしたところで、日本に帰るまでに新たな漫画家が誕生するところまで進むとは思えない。

「それにしても、やっぱりボク的に意外だったんだけど……」

「何よ？」

「ラフの時にも思ったけど、真琴姉がちゃんとしたストーリーで全年齢対応の漫画を描いてる」

「あのねえ。前にも言ったけど、ＢＬだろうがエロ漫画だろうが全年齢対応の健全なストーリー漫画だろうが、基本的な部分はまったくおんなじなの。むしろ、どんなジャンルだろうとちゃんとしたものを描きたかったら、健全なストーリー漫画で面白いものを描けなきゃ話にならないの」

「分かるんだけど、意外」

　澪みおの失礼にもほどがある発言に、思わず真琴が熱く語る。これでも真琴は、即売会で六百部から千部ぐらいを完売し、固定ファンも結構ついていたそれなりのレベルの同人作家なのだ。

　公募に通るかどうかはともかく、固定ファンをつかめる程度のストーリー漫画はちゃんと描けるのである。

「まあ、そのあたりの話はキリがないから置いとくとして、サクサク挨拶回り行くぞ」

「ん、了解」

「そうね。こういう話はあとできっちりやりましょうか」

　なんとなく口論を始めそうな真琴と澪を、達也が窘たしなめる。

　その達也の言葉を合図に、宏達はローレン行きのための挨拶回りに動くのであった。
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「いよいよローレンに行く、という話かと思えば、また妙なものを……」

「真琴さんが、反応見てきてほしいっちゅうてんねんわ」

「なるほどな」

　ウルス城のお茶会。

　渡された『アズマ工房奮闘記』を手に、微妙な表情を浮かべるレイオット。海のものとも山のものとも知れぬ謎の本だけあって、どうにも反応を決めかねているらしい。

「とりあえず、軽く中を見させていただきますね」

　少々困っているらしいレイオットに助け船を出すように、エアリスが漫画を開く。レイオットと違いエアリスは中に登場しているため、大まかな内容を知っている。故に、完成品はどう変わっているのか、というのを楽しみにしていたのだ。

　なお、エレーナは現在、ちょっと体調を崩して横になっている。宏が治療を申し出たが、そこまで大おお袈げ裟さな話でもなく、昼まで横になっていればすぐ復調する程度だということなので、今回は手出しを控えたのだ。

「……ふむ。この漫画とやらは、上から下に内容がつながっているのか？」

「それは四コマ漫画やな。もう一冊の方は基本半ページ単位で右から左につながっとって、端まで行ったら下の段に移動すればつながるはずや。まあ、今回のは入門編でもあるから、見とったらなんとなくつながりは分かる、思うで」

　宏の説明に頷き、軽く四コマ漫画に目を通していくレイオット。エアリスの方は、すでに熟読に入っている。

「……」

「……」

　読み進むにつれ、レイオットの顔が何とも形容しがたい感じで歪ゆがむ。笑いそうになりつつ、日ごろの習慣でついついこらえてしまう、といった感じだろう。その隣ではエアリスが、無駄な我慢などせず上品にくすくすと笑っている。

「……お前達は、普段からこういう感じなのか？」

「ほぼ誇張なしの実話やな」

「……レラやファム達の苦労がしのばれるな」

　結局無駄な悪あがきをやめてひとしきり笑った後、レイオットが素直な感想を口にする。もっとも、反応を見る限りは十分気に入ったようだが。

「こっちも基本的にかなり笑える内容ではあるが、こう何というかハルナが実に不ふ憫びんではあるな」

「これも、私が把握している限りではほぼ実話、という感じです」

「そっちに関しては、あんまり責められても困るで。そもそも、普通に考えたら春菜さんみたいなええ女が、僕みたいなんに惚ほれとること自体何かの間違いやとしか思えんし」

「それが一番不憫なんだが、な……」

「私もそう思います」

　ラブコメにも軽く目を通し、正直な感想を苦言込みで口にするレイオット。他ひ人と事ごとではないからか、エアリスもしみじみと兄の言葉に同意する。

「とりあえず、我々の目からすれば普通に面白い内容ではあった。あと、この四コマという形式、頭をひねる必要はあるが、上う手まく使えば広報などにも便利そうだな」

「うちらの故郷やと、そういう使い方も一般的やったで」

「やはり、そうだろうな」

　為政者としての視点で気がついたことを口にし、宏の返事でその便利さを確信するレイオット。常日頃からできる限り宏達の望みに協力したいと思っていたレイオットとしては、漫画が広がることが彼らにとって喜ばしいのであれば、政府広報などで使い倒すのも辞さない考えである。

[image: ]

「どうせここまでの反応で分かっているとは思うが、少なくとも私はどちらも面白いと思う。また、この漫画という形式、上手くやれば新たな娯楽として十分普及し得るのも間違いない。作家をどうやって育てるのか、印刷や流通をどうするのか、という問題はあるがな」

「そうですね。なんだかんだといって、このウルスですら娯楽の種類というのはそれほど多くありません。このように手軽に楽しめるものとなると、ほとんど無いと言ってもいいでしょう。こんなに面白いのですから、できることならばこの新たな娯楽を普及できればいいのですが」

　個人の感想と為政者としての考えを同時に口にするレイオットとエアリス。少なくとも、この二人に対しては十分すぎるほどのつかみとなったようだ。

「まあ、何を進めるにしても、まずは一般の反応を見てから、だな。折角だから適当に回し読みさせておこう」

「こちらも、神殿の方でいろんな方に読んでいただいてみますね」

「頼むわ。感想に関しては、どうせまたこっちに戻ってくることもあるし、そん時に聞くわ」

「はい」

　そんな感じで、とりあえず漫画についての話を一いっ旦たん終わりにする宏達。そのまま、ローレン行きの目的について話を移す。

「それで、やはりローレンでの目的は、大図書館か？」

「そうやな。ここまででええ加減いろいろ気になることも出てきとるし、この喉に刺さった小骨みたいな感覚、そろそろ解消しときたいんよ」

「基本はそっちなのか……？」

「なんぼなんでも、大図書館潜もぐったぐらいで故郷に帰る手段見つかるとか、そこまで都合よくはいかんやろう？　まあ、手がかりぐらいは見つかるかもしれんけど」

　宏の返事に、どことなく気まずい沈黙が下りる。やはり宏はファーレーンを離れ、自分の故郷に帰るつもりなのが分かってしまったのだ。

「別に、今すぐっちゅう話やないんやで？」

「だが、それでもいずれは帰るつもりなのだろう？」

「そら、いっぺんは帰らんとあかんでな。兄貴見とったら分かるやん？」

「分かっている。分かってはいるが……」

　そう言って、エアリスの方に視線を向けるレイオット。視線の先では、エアリスが何かに耐えるように俯うつむいている。

「すぐにどうなるわけではないことは、分かっているのです。わがままを言っても困らせるだけなのも。ただ、私の中に皆さんの望みをかなえてほしい自分と、皆さんと絶対に別れたくない自分とがいて……」

　うっすらと見えてきた別れの時。その気配におびえるように、複雑な内心を漏らすエアリス。

「そうだな。私も、正直複雑な気分だ」

「レイっちもか？」

「ああ。我ながら驚きだが、非公式の場に限定されるとはいえ、こうやって好き放題本音を言い合える相手がいなくなるのは、実利に関係なく非常につらい。できることなら、死ぬまで友として過ごしたいが……」

　そこまで口にして、深く深く吐息を漏らすレイオット。エアリスのような乙女心によるものではないが、レイオットも生まれて初めてできた親友との別れは、それなりに深刻につらいようだ。

「個人的な感情で言えば、こちらに残ってくれるのであればそれ以上のことはない。国益の観点からいっても、引きとめるべきなのは間違いない。が、この国を継ぐものとして、また一人の男として、友の望みを知ってそれでも強引に引きとめるような無様な真似もしたくない」

「私達にほだされて、気持ちを曲げてまでこの国に残るヒロシ様を見たくはありません。恐らくそうなってしまえば、私は今までどおりの私ではいられないでしょう。ですから、私達のことなど気にせず、なさりたいようになさってください」

　珍しく、率直に気持ちを伝えるレイオットに便乗するように、エアリスも本気の思いを口にする。

　それを聞いた宏が、微妙に苦笑しながら頭をかく。

「なんか、すごい真面目な話になってもうたけど、何度も言うようにすぐにどうこうっちゅう話やないんやで？」

「ああ、分かっているさ」

「それに、故郷に帰ったとして、それが今生の別れっちゅうわけやあらへん。折角こっちでようさん仲ええ人ができたんやから、それを丸々ほってまうような勿もっ体たいない真似したないしな」

「ですが、今生の別れとならない保証もありません。ですから、せめて私達の本音と覚悟は伝えておきたかったのです」

「そういうことだ。だから、お前は余計なことは気にせず、やりたいことをやればいい。王家の力が必要なら言ってこい。権限が許す範囲で全面的に協力しよう」

　レイオットとエアリスの言葉に、真面目な顔で頷く宏。

「まあ、とりあえずさしあたっては、漫画の需要とかそのへんの調査を適当に頼むわ」

「ああ、任せておけ」

　あまりまじめで湿っぽい空気を続けるのもいかがなものかと考え、話題を転換する宏。それに乗り、力強く請け負うレイオット。

　この時の調査の結果、漫画という文化とサンプルとなった二作の内容に対して、王宮内に賛否両面から物もの凄すごい反響が出てくるのだが、それを日本人一同が知るのはまだ先の話であった。
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「とりあえず、漫画はどっちも大体のところで好評だったかな？」

「こっちもだな。文字教えるのに便利そうだって言ってた人もいたから、教育漫画なんかも用意すればもっといい感じに広まりそうだ」

　夜。挨拶回りを終えた宏達は、和室でのんびりしながら報告を行っていた。

　なお、この場にいるのは宏達日本人と、ファム、テレス、ノーラの八人である。ライムはすでに夢の中で、レラはライムの希望で添い寝している。

「レイっちらも気に入ったみたいやし、四コマは広報とかに使えんか検討するっちゅうとったわ」

「メリザさんもそんな感じだったな」

「そういう話は、ボクが回った先も一杯あった」

　お茶を飲みながら、まずは真琴の漫画について報告し合う一同。とりあえず、調査対象がほとんど身近な人間でかつ斬新な娯楽ということで、基本的には好意的な反応らしい。

　ウルスという比較的識字率の高い土地柄もプラスに働いているようで、独特のコマの追い方が分からず戸惑った人は結構たくさんいたが、まったく読めなかった人は少なかったようだ。

「四コマの反応はそんな感じなんだけど、もうひとつの方は行く先々で読んでもらった人から慰められたのがこう、いろんな意味でグサグサと……」

「あ～、あたしの方も、春菜に対して応援のメッセージが山盛りあったわねえ」

「ハルナさんのそのあたりのことは、取引がある人達の間では有名ですからねえ……」

　漁港をはじめ、いろんなところに顔を出しては慰めやら応援やらを貰ったことで、そんなに自分の恋は無謀なものなのかと落ち込んでいる春菜に対し、苦笑しながらも事実を告げることで追い討ちをかける真琴とテレス。

「どうせ親方とハルナさんの恋愛事情なんて、エル様とかミオさんとか以外にとっては他人事なのです。もとから話の種として勝手なこと言って盛り上がってるだけなので、この漫画があってもなくても大差ないのです」

「まあ、他人の恋バナってのは、普通そんなもんだろうなあ……」

　歯に衣を着せぬノーラの物言いに、達也が苦笑しながら同意する。この件に関しては、残念ながら達也も無責任な外野でしかないし、そもそも漫画に関しては、内容を確認された時に春菜自身が許可を出している。今更それでからかわれたり慰められたりしたところで、見通しが甘かったとしか言いようがない。

「とりあえず、ラブコメ漫画って言うんだっけ？　あれの続きは期待してる人がいっぱいいるし、内容的に序盤も序盤って感じだから、マコト姉さんは責任とってちゃんと続き描いてほしい」

「評判いいみたいだし、春菜がこのまま続けていいって言うんだったら、ちゃんと描くわよ？」

「ここで続きはダメ、とか言ったらものすごく惨めだから、このまま続けちゃってよ」

　ラブコメ漫画のあまりの反響にいろいろへこんで後悔しつつも、ファムの期待に応えるために真琴にゴーサインを出す春菜。その自虐的ながらもある種男前な決断に、その場の全員から感嘆の声が上がる。

　なおこの場合、宏の意見はあまり重視されない。宏の立場や見られ方に関しては、それこそ続きを描く描かないぐらいでは変わらないほどに定着しているのだ。

　実際、漫画の読者は基本的に春菜の味方ではあるが、では宏に対する意見はというと、作中描写のおかげか実物の人望か、全体としてはむしろ同情的な感じである。せいぜいリア充爆発しろとかその類のコメントがあった程度で、悪くは言われていない。

　大体、やっかまれるという意味では、春菜が堂々とラブラブ光線を垂れ流している時点で手遅れであろう。

「ねえ、マコト姉さん」

「どうしたのよ、ファム。いきなりそんなまじめな声出して」

「こんなもの描いちゃったんだから、終わりまで絶対描いてよね？」

「……漫画家にとって、完結ってのは意外と高いハードルなのよ？」

　急にまじめな顔でそんなことを言い出したファム。その意図を理解しながら、あえて質問の本位からずらした解釈で答える真琴。言葉どおりの意味でも、今後の活動的な意味でも、ファムの求める結果を出せるとは断言できない。

「普段親方達がどんなことしてるのか、って意味でも、やっぱり最後まで描いてほしいよ」

「はいはい。描けるうちはちゃんと描くから安心なさい」

　あまりに真剣なファムに負けて、それなりに真面目に言う真琴。

　その答えを聞いたファムが、今度は宏の方に顔を向ける。

「あと、親方。漫画のこととかもあるけど、ライムだってまだまだ子供だから、絶対アタシ達を見捨てて置いてかないでよ」

「それに関してはまだ、なんとも約束できんわ。まずはローレンでちゃんと調査してからやで」

　宏の言葉に、工房職員組が沈黙する。

　おそらく、いろんな意味でターニングポイントになるローレン行きは、刻一刻と迫っていたのであった。
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